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下茂内遺跡全景 (西から)



下茂内遺跡出土石器 (上 :第 I文化層・下 :第Ⅱ文化層 )



接合資料No.9(高 さ約45cm・ 幅約50cm)
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群馬県境から佐久インターチエンジ間11.9kmの発掘調査は、昭和61年 10月から平成 2年にかけて23遺跡、

約 25。 5万 m2が行われ、膨大な量の遺構、遺物が検出されました。

あまりにも調査量も多く、各遺跡の性格も異なることから佐久市内関係の遺跡を2分割して、本書で取

り上げた下茂内遺跡を「佐久市内その 1」、栗毛坂遺跡群ほかを「佐久市内その 2」 として刊行するよう計

画しました。

既に刊行しました「佐久市内その 2」につきましては、平成 2年度事業として刊行し学会からも一定の評

価をいただいております。

下茂内遺跡は群馬県との県境となる八風山トンネルの長野県の出入口にあたる寄石山北西山麓緩斜面一

帯に立地し、香坂川と合流する茂内沢の標高900mを 超える山間地に位置しております。

本遺跡の発見当初は唐松林におおわれ雑草が繁茂し、遺跡の立地、性格はおろか遺跡の存在さえ疑間視

されましたが、試掘調査の結果は、予想をはるかに超える先土器時代末から縄文時代草創期を中心とした

30,000m2の類例のない大遺跡となり、さらに香坂川に転がっている安山岩を原材として槍先形尖頭器を主

として製作した遺跡であることが半J明 しました。

全国的にも類夕Jも 少なく、考古学、地質学など関連諸科学の研究者、関係機関の御指導と御協力を得な

がら調査を進めてまいりましたし

また、整理作業を進めていく過程でも多くの方々の御指導を受けながら、石器製作を中心とした遺跡の

在り方、製作工程の復元、編年的位置など、慎重な調査研究を行い今日に至りました。

資料が膨大かつ複雑、詳細になったので、石器の整理にあたっては関係機関の御理解により、コンピュ

ーターを導入し作業効率の向上をはかりました。この結果、出土地点のプロック化、平面、垂直の分布状

況の把握、個体別の分類など、極めて効率的に短時間で多くの成果を上げることができました。

本報告は、数多くの資料提示と事実の記述を中心とし、また御協力いただいた関連諸科学の研究者の方々

の論文を主にいたしました。該期の石器研究、とりわけ石器製作の研究については重要な資料を提供した

ものと確信しております。

最後になりましたが、発掘調査から整理作業、報告書干J行に至るまで深い御理解と御協力をいただきま

した日本道路公団東京第二建設局、同佐久工事事務所、長野県土木部高速道局、佐久市、同教育委員会、

佐久市農業協同組合、地区地権者会等の関係諸機関、発掘作業や整理作業に従事された多くの皆さん、直

接御指導を賜った長野県教育委員会文化課、研究者のみなさん、発掘調査を実施した (財)長野県埋蔵文

化財センター職員に対して、心から敬意と感謝を表する次第であります。

平成 4年 3月 21日

財団法人 長野県埋蔵文化財センター

理事長  宮 崎 和 力贋





例   言

例   百

1。 本書は関越自動車道上越線 (上信越自動車道)建設に伴う事前調査された佐久市内の第8次施工命令

区間の23遺跡中の下茂内遺跡の発掘調査報告書である。

2。 発掘調査は日本道路公団の委託を受けた長野県教育委員会が (財)長野県埋蔵文化財センタニに委託

して実施されたものである。

3。 発掘調査は昭和63年 4月 11日 ～平成元年 1月 26日 ・平成元年 4月 18日 ～平成元年 5月 10日 に実施し、

整理・報告書作成事業は、平成元年 4月 2日 ～平成 4年 3月 31日 まで (財)長野県埋蔵文化財センター

佐久調査事務所 (佐久市大字安原に所在)で担当し、全てを完了させた。

4。 本書で使用した地図は、日本道路公団作成の関越自動車道 (下仁田～佐久)平面図 (1:1000)、 佐 久
市発行の都市計画図 (1:2500、 1:10000)と 建設省国土地理院発行の (1:25000、 1:50000)の地

形図をもとに作成および複製した。

5。 本文編所収の第 3図佐久盆地の地質概念図は以下の文献にある地質図等に準拠し作成した。

河内晋平・荒牧重雄『小諸地域の地質・地域地質研究報告』地質調査所 1979

荒牧茂雄『浅間火山の地質』地団研専報,NQ14 1968

岡部 静「第 2章 地形・地質」『佐久市志自然編』1988

小坂共榮・鷹野智由・北爪 牧「 3。 2北部フォッサマグナ地域およびその周辺」『日本の地質 4 中
部地方 I』  1988

小坂共榮・鷹野智由 :北爪 牧「関東山地北西部の第二系 (その 1)一長野県東部香坂川～内山川流
域、特に駒込帯の地質とその地質学的意義について一」『地球科学』45巻 3号 1991

6。 コンピューターによる遺物の分布図作成等の情報処理については奈良国立文化財研究所松沢亜生氏・

古代學協會南 博史氏に御指導・御助言をいただいた。システム・プログラムについては (株)コ ンピ
ューターシステム社と賃貸借契約を結び利用した中で同社の西井久晃氏・林 亨氏にはさまざまな要求
に答えて、プログラム整備をしていただいたことを記し感謝の意を表したい。     ]
7。 接合資料および石器の図化のための写真撮影は小川忠博氏に依頼した。

8。 火山噴出物の識別同定については、山梨文化財研究所河西 学氏・古環境研究所早田 勉氏に依頼し、
その結果については原稿を依頼し「第'4章成果と課題」に掲載した。また、 (株)パ リノ ?サーヴェイ社

に同火山噴出物の鑑定と分析および野外調査を依頼した。

9。 黒曜石の水和層年代測定・熱中性子放射化分析については立教大学鈴木正男氏・同原子力研究所戸村

健児・野田市博物館金山嘉昭氏にお願いした。

l∝ 槍先形尖頭器製作の素材である原石の岩石鑑定は、 (株)パ リノ 0サーヴェイ社に依頼した。その石材

を含めて他の石材については (財)長野県埋蔵文化財センター佐久調査事務所興水太仲氏に御指導いた

だいた。

11。 第Ⅱ文化層の炭化物集中区の炭化物 と野外調査第10地点の下茂内遺跡と同じ火山噴出物上下にみられ

た泥炭のタンデ トロン加速器質量分析計による
14c年
代測定は、名古屋大学中村俊夫氏にお願いした。

12。 第Ⅱ文化層出土の土器 と思われるものの下部は奈良教育大学長友恒人氏に熱ル ミネッセンス法による

焼成温度の測定を依頼 し、さらに同火山噴出物についても熱ル ミネッセンス法による年代測定を依頼 し

た。

13。 62号土坑の覆土の14c年代測定は (株)テ レダインジャパン、 1号石棺墓の リン・カルシウム分析は



(株)パ リノ・サーヴェイ社にそれぞれ依頼した。

14。 航空写真測量・撮影は株式会社アンドー・新 日本航業株式会社・中央航業株式会社・株式会社パスコ

に依頼した。

15。 槍先形尖頭器製作跡の調査 `石器の整理については、 (財 )長野県埋蔵文化財センター長野調査事務所

の大竹憲昭氏・佐久市教育委員会須藤隆司氏・御代田町教育委員会堤 隆氏に多大なる御指導・御助言

等を賜った。        r :
16。 縄文土器について佐久市教育員会埋蔵文化財課竹原 学氏・ (財)長野県埋蔵文化財センター長野調

査事務所広瀬昭弘氏・平林 彰氏・百瀬忠幸氏に御教示を受けた。

17.発掘調査・整理事業では、各位・関係諸機関より多大なる御指導・御教示・御協力を賜った。記して

感謝の意を表したい。 (敬称略、五十音順 )

麻生敏隆・岡部 静・安蒜政雄・伊藤 健・岩崎泰一・岡村道雄・岡本東三・小口 徹・織笠 昭・

織笠明子・栗島義明・角張淳一・小菅絡夫・小林達雄・佐藤宏之・佐藤良二・鈴木忠司・諏訪間順・

諏訪間伸・関野哲夫・大工原 豊・高橋 桂・武笠多恵子・勅使河原 彰・館野 孝・田中史生・谷

口康浩・谷藤保彦・辻本崇夫 `戸沢充則・戸田正勝・中島庄一・中束耕志・中村喜代重・中村由克

・新田浩三・橋口美子・樋口和雄・藤野次史・保坂康夫・松沢亜生
0松藤和人・丸山餃一郎・翠川泰

弘・宮崎 博・宮下健司・望月静雄・森鳴 稔・森山公-0綿貫俊二

・佐久市教育委員会・佐久市埋蔵文化財課・佐久埋蔵文化財調査センター・日本道路公団東京第二建設

局佐久工事事務所・長野放送・信濃毎日新聞社

(発掘調査作業関係者)(敬称略、五十音順 )

秋山たけ・秋山みち子・秋山芳子・飯田政一・飯田つや子・池田その子・市川洋子・井出さだ子・井

出幸子・井出直代・井出久江・井出二三代・岩崎重子・梅沢氾子・大井文雄・岡村 保 0荻原定雄・

荻原留義・小野沢二十八・推卜川きん子・掛川ひさ子・柏原松枝・金井八重子・金山やよい・木内公子

・北村辰三・小池由美・神津つる子・小金沢吉三・小金沢さくじ・小金沢たけみ・小須田田鶴子・小

林芳恵・佐藤江代・佐藤けさ子・佐藤虎之助・佐藤とよ子・佐藤義子・佐俣アエ子・清水栄子・清水

武保・白井おくに・白鳥信雄・須藤吉助・高橋ふさ代・田口巳津郎・土屋 功・土屋うめ代・土屋

かく・土屋喜一・土屋清太・土屋ふみ子・土屋文人・土屋まさみ・戸塚多津美・中込けさよ・中田け

さとし 0中 田清治・中山辰巳・新津 誠・林 美智子・藤巻辰江 0町田房子・丸山勝子・丸山 澄・

森井泉政吉・森下初代・柳沢七郎・柳沢なみ・柳沢ゆき子・山浦栄一・山浦とらじ・山極町子・山崎

春江・由井あつ子・依田茂子

(整理作業関係者)(敬称略、五十音順 )

相沢芙美子・甘利富美子・石井美鈴・岩崎重子・上原美恵子・小幡弘子・笠原洋子・木内美津代・神

津雪美 ,小林芳恵・佐藤しげ子・佐藤テル子 。庄野智子・巣山陽美・田中幸江・戸塚多津美 1中島む

つ子・萩原礼子・羽田伸子・花里香代子・林 美智子・原野洋子・茂木三枝・山極町子・山口光子

18。 文責等の本書干J行に関する分担は巻末に掲載した。

19.出土遺物は一括して、 (財)長野県埋蔵文化財センターの収蔵庫に保管してある。



夕J凡

几  例

1.本書に掲載した実測図・写真の縮尺は、以下のようである。

(遺構図)住居址・掘立柱建物址・土坑  1:60

遺物分布図は 1:30を 原則としながらも適宜さまざまな縮尺を用いた。

(遺物図)先土器時代末～縄文時代草創期の石器・接合資料  1三 2(内黒曜石製 2三

は 1:4)縄 文時代の石器 2:3、 1:2、 1:3 土器  1:4、 1:

影  2:3

槍先形尖頭器

完成品以外の槍先形尖頭器

掻器・ トウール I類

3、 接合資料NQ9 A tt B+C+D

6 土器拓影  1三 3  銭貨拓

(写 真)先土器時代末～縄文時代草創期の石器  1:2

先土器時代末～縄文時代草創期の接合資料 1:3(内 接合資料NQ9 A+B+C+Dは 1:4)

縄文時代の石器  1:3 土器  1:3、 1三 4、 1三 6

2。 遺物の実測図番号は先土器時代末から縄文時代草創期の第 I文化層・第Ⅱ文化層・縄文時代早期～晩 期の土器・縄

文時代早期～晩期の土器・弥生時代～古墳時代はそれぞれ 1か らの通し番号番号でつけ、平安時代については遺構単位

で 1か ら付けた。なお、接合資料については第 I文化層・第Ⅱ文化層ごとに 1か ら付けた。接合資料の個別の実測図に

ついては景J離順に 1か ら付けた。槍先形尖頭器未完成品等に掲載されている場合はその番号を ( )中 に入れ示した。

(例 )接合資料NQ 9-B01(92)→接合資料NQ 9-Bの 第 1番 目に余J離されたもので、槍先形尖頭器未完成品の92と

して掲載されている。

3。 遺物分布図に使用した記号は次のことを表す。

☆
　
★
　
◆

▲ 削器・ トウールⅡ類

ロ  ノッチ ド・スクレイパー・ トゥールIⅡ類

△ 小景J離痕を有する景J片 ・ トゥールⅣ類

☆  彫器

A 石錐

■ 石核

・  剥片・砕片

◎  礫器

○ ハンマニ・ストーン ?

辛 土器 ?

○ 調整景J片 (接合資料No.9接合状況図のみ )

・  100g以上の剥片 (接合状況図 )

靱 柱痕

第 I文化層の遺物分布図は○の大きさによって次の重さの段階を示す。

0～ 0。 9g<1～ 4.9g<5～ 24.9g<25～ 99.9g<100～ 299。 9g<300g以 上            _
・遺物垂直分布図は矢印方向からの見透しとスクリーントーン範囲内の見透しを併用している。

4。 接合状況に関する図で使用した接合線は次のことを表す。

実線一余J離面相互の接合 (=剥離面接合) 点線一折損面相互の接合 (折れ面接合) 矢印一余J離順

なお、第 I文化層の遺物分布図のブロック内の接合については原則として実線で示した。

5。 遺構図・遺物実測図等に使用したスクリーントーン等は次のことを表す。

/´
~~＼

＼ _ノ
:堅 い床面

面知剛
イ

し朽備鼈 醐  敲打痕 磨痕 丸′点は含繊維



伊J

6。 本文中で原石の表面を「礫面」、原石の内部にみられる節理を接合資料では節理面・単独石器は「石目 (い しめ)」

し、表現で用いた用語は次の形状を示す。

外

横断面両凸レンズ
T

横断面D字形

7.槍先形尖頭器・同未完成品と争J片の計測と部位の名称は以下のように行い、統一した。

(槍先形尖頭器 )

A(器体左側の最大幅から上の長さ)・ B(器体の左側の最大幅から下の長さ)

C(器体右側の最大幅から上の長さ)・ D(器体の右側の最大幅から下の長さ)

E(器体の左側縁部)・ F(器体の右領1縁部)・ G(中軸線)・ H(側線)・ I(最大厚)・ J(最大長)

K(最大幅)・ L(A面 側の争J離角)・ M(側縁角 )

(景J片 )

N(二次的な争J離痕)00(余 J離角)・ P(厚さ)・ Q(長 さ)・ R(幅 )

8.計測による比は以下のように算出した。
O長幅比で器体の左右の最大幅の位置が異なる場合は、側縁部のRに合わせて無理のない位置で幅をとり比を算出した)

・上下比右 =A÷ B・ 上下比左=C÷ D(上下比で最大幅が器体の上部にある個体は、 B÷ Cあ るいはD÷ Cで計算し

マイナスを付けた。)

レ

度

　
　
　
　
凸

角
一　
　
　
　
　
片

急
　
　
　
　
面

線
　
　
　
　
断

稜
　
　
　
　
横

A tt      B 面

a。 本文編で第 3章の事実記載にかかわる図版番号は『図版編』の番号で、ほかは本文図表番号である。
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巻頭写真 下茂内遺跡全景・下茂内遺跡出土石器・接合資料No.9
景観復元図 (第Ⅱ文化層形成時)
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第 1節 遺跡概観

第 1章 遺跡の概観 と調査の概要

第 1節 遺跡概観

1 遺跡の概要

下茂内遺跡は長野県佐久市大字香坂字下茂内34-1番地ほかに所在する。八風山の南にある寄石山北西

山麓緩斜面に占地するこの一帯は標高900mを 超える山間地で、山腹を流れる大小の河川の浸食により起伏

に富む地形を形成している。また発掘調査区は、西流する香坂川と北流し合流する茂内沢をはさんで東西

に展開し、さらに遺跡内の地形はこの 2つの河川の浸食によって段丘礫層、崖錐性の堆積物を基盤とした

小段丘および緩傾斜面とそれに接する小規模な尾根群によって形成されている。また、遺跡はこのような

谷間に位置するが西側からわずかに佐久盆地を展望することができる。本発掘調査で確認された槍先形尖

頭器の素材となった黒色緻密な安山岩の原産地の八風山は直線で北東に約2.5km、 製作跡にかかわって検出

されたテフラの供給源である浅間山は直線で16km北北西にある。調査対象区は発掘調査直前まで山林であ

ったため地形および遺物の存在の確認は不十分だったが、発掘調査の結果槍先形尖頭器製作跡および縄文

時代の陥し穴群および土器・石器等から平安時代に至るまでの人々の痕跡を確認することができた。それ

らの中で槍先形尖頭器製作跡は浅間火山起源のテフラの上下で検出され、総点数は水洗選別も入れて約10

万点、遺存した槍先形尖頭器完成品・未完成品は約300点 である。

2 歴史的環境

佐久盆地の歴史的環境は『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 2(佐久市内その2)』 に書かれてい

るので本報告書では香坂地籍、下茂内遺跡周辺の歴史的環境について述べる。

下茂内遺跡が位置する香坂川流域は狭小な谷地形で、西地と東地の集落は右岸南傾斜地および段丘上に

立地し、傾斜地は棚田・畑地として利用されているが、ほとんどは山地である。この東部山地は稜線部ま

では比較的なだらかな傾斜であるが、群馬県境に至り急峻な傾斜をなすため、碓氷峠・入山峠・和美峠
・

内山峠など古くから難所とされてきた。香坂川上流にも香坂峠・矢川峠が古代からの往還道として群馬
へ

の道が通っており、関東地方と結ぶ峠の中でも佐久側は最も平坦な地形で江戸時代においては日陰新道と

して和美峠にとってかわるほど群馬側との交流があったといわれる。このようなことから本地域は群馬県

側との交流の接点であり、千曲川をその中心にもつ佐久盆地の周辺地域としての地域色が強い小谷の山間

地域といえる。以下、時代別に記述する。

先土器時代の遺跡は佐久盆地においては確認されることが少なく、本遺跡は東部地域では唯一の遺跡と

なる。沖積地をはさんだ西部地域の蓼科山麓では榛名平遺跡において槍先形尖頭器が表採されているほか、

AT降下以前の石器群が本遺跡の調査後平成 2年度佐久市教育委員会による立科 F遺跡の発掘調査によっ

て確認された(註 1)。 黒曜石原産地として知られる和田峠周辺、あるいは南部の野辺山の矢出川遺跡群が控

えていることに鑑みれば、その空白地域であることは浅間山の火山活動による大規模な火砕流・泥流等に

よって遺跡が確認できない状況があろう。したがって、このような地域で該期に当たる本遺跡は貴重な遺
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跡と言え、なおかつ今回明らかになった槍先形尖頭器製作跡としての性格は非常に意義深いものである。

その立地条件として挙げられる要因として、浅間山麓との間にある悶伽流山山系によって直接浅間火山の

影響を受けない地理的条件、石器石材の原石 として八風山周辺に分布する黒色緻密な安山岩が容易に入手

できる条件があり、特に後者は原産地遺跡としての性格を明瞭に指摘している。この石材は先土器時代に

限らず縄文時代まで在地系の石器石材としての使用価値は高く、千曲川流域のみならず関東一円を含めた

交易範囲が黒曜石の交易とは別にクローズアップされるものと期待したい。事実この石材は、千葉県北海

道遺跡・聖人塚遺跡で出土しているという成果が報告されている (註 2)。

縄文時代の遺物は濃密に分布しており、早期から後期まで空白時期をもちつつも脈絡と生活・狩猟の場

としての空間となっていたようである。発掘調査例から吹付 (1幼 ・木戸平A遺跡 (11)では早期の陥し穴遺構

が検出され短期的ではあるものの狩猟場であることが理解された。また、吹付遺跡では中期後葉の敷石住

居址などからなる集落跡の存在が確認されたほか、五斗代 B遺跡(6)で は礫群 とともに早期から中期の土

器・石器、鶉ヲネ遺跡 (15)では中期末から後期初頭の住居址 5軒、西片ヶ上遺跡(21)では後期初頭の敷石住

居址 1軒、土坑 7基、曲尾遺跡では中期後葉の土坑 1基が検出されている。吹付遺跡の調査結果から中期

後葉に形成された大規模集落が後期初頭にかけて短期居住や小集落へと変化してきた本地域の様相が提示

されている(註 3)。 本遺跡からは早期から晩期までの遺物が出土するとともに多くの陥し穴遺構が検出され

た。

弥生時代の所産と思われる遺構・遺物は木戸平 B遺跡 (10)で確認されているがわずかである。水稲耕作

を生業の基盤としたこの時代において千曲川流域の低地部に多くの集落が成立したものの本地域は標高

900mと 高地でもあり、該期においてはその生産基盤をもち得ない環境であったと思われる。

古墳時代の居住域は今まで確認されなかったが本遺跡で住居址が 1軒検出された。この時代における山

間居住の意義が求められることになろう。

平安時代の住居址は西祢ぶた (29)・ 東祢ぶた(28)・ 曲尾 (13)・ 茂内口(2)・ 兵士山(5)の各遺跡の調査で

検出されている。またそれらの遺跡が立地する香坂川右岸の傾斜地には土器片が散在していることが確認

されており、これらの遺跡からこの時代本地域に小単位の集落が形成されていたことを示している。10世

紀ごろにみられる山棲み集落は山林・荒れ地・谷底部を開墾の対象地として高地への進出が図られたもの

であるが、この時期に標高1,400mを 超える南佐久郡川上村の横尾遺跡をはじめとして、いたるところこの

ように山間地域で居住域がみられることは荘園制への移行とともに小単位での開墾が可能になった社会的

背景と鉄製品の普及など土木技術の進歩が挙げられている。

近世に入り谷頭部に当たる東地は慶長 6年、中島織右衛門により開拓されたことが記録に残っている。

また、北側に連なる悶伽流山は修験の霊場としての信仰の山となっており、当センターによる干草場遺跡

(23)の調査によって発見された近世の墳墓はそれに関連するものと推定された。

以上、香坂川流域における歴史的事柄についてふれてきたが、上信越自動車道は香坂地籍の北側の斜面

を貫通しており景観を大きく変貌させようとしている。景観だけでなく佐久盆地の玄関口・周辺地域とし

てさらには関東一円に包括される地域として新しい歴史を展開させていくことになるかもしれない。

註

註 1 須藤隆司 1991年 「先土器時代集落の成り立ち」『信濃』第43巻第4号
註 2 (財 )千葉県文化財センター 1987年 「先土器時代の石器石材の研究」『研究紀要』11
註 3 (財 )長野県埋蔵文化財センター 1991年 『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 2』
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第 1表 遺跡地名表

第 2図 周辺の遺跡分布図

No。 遺 跡 名 時  代 備  考 NQ 遺 跡 名 時  代 備  考

下茂内遺跡 先・縄～平 東林遺跡 縄文・平安 S63調査

茂内口遺跡 縄文・平安 S61調査 仙太郎遺跡 縄文 0平安

雨原A遺跡 縄文 0平安 18 鶉ヲネ北遺跡 縄文・平安

雨原 B遺跡 縄文・平安 東山神遺跡 縄文・平安

兵士山遺跡 縄文・平安 S54調査 20 小屋場遺跡 縄文・平安

五斗代 B遺跡 縄文 S55調査 西片ヶ上遺跡 縄文 S61調査

五斗代遺跡群 縄文 22 西林遺跡 縄文 S61調査

東木戸平 B遺跡 縄文・平安 千草場遺跡 縄・平・近 S63調査

東木戸平A遺跡 縄文・平安 24 裏林遺跡 縄文・平安

木戸平 B遺跡 縄文・弥生 25 城の口遺跡 縄文・平安 S63調査

木戸平A遺跡 縄文・平安 S63調査 屋敷前遺跡 縄・弥・平 S61調査

12 吹付遺跡 縄文 S63調査 27 淡淵遺跡 縄文・平安 S61調査

曲尾遺跡 縄文・平安 S61062調査 28 東祢ぶた遺跡 縄・弥・平 S63調査

上中原遺跡 縄文 S63調査 29 西祢ぶた遺跡 縄文・平安 S63調査

鶉ヲネ遺跡 縄文 S63調査
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3 佐久地方北部の地形発達

以下の記述は、今回発掘調査を行った各遺跡の土層を基に、小地域での過程を類推し一般化を試みたも

のである。使用したデータは各遺跡の土層所見と50,000分の 1地形図を主とし、地質に関しては『佐久市

志自然編』 (註 1)や 『上越線地表踏査報告書』 (註 2)な どに発表されている内容に準拠して記した。

(1)地形概観

上越線ルー トに伴う地形は、大観して東半が山地、西半が平坦地となっており、東から西へ傾斜してい

ると言える。平面的な位置では、南北に細長い佐久盆地の東北端部に当たり、周辺山地から盆地周縁の緩

斜面を上越線ルー トが東西に突き抜ける形になっている(第 3図 )。 一般に東半の地質は古 く、地形も鮮新世

後期以来大きな変化はなく、大局的には浸食地域である (註 3)。 西半は盆地中央 (本地域より南方)へ向けて

緩 く傾斜しており、本地域では特徴的に浅間軽石流堆積物が表層を覆うものの本来は段丘はたは扇状地)が

発達する地域とみられ、主として南流する湯川等を起源とする更新統が卓越するものと考えられる。この

ことから、西半は完新世以降の浸食地域であり、完新世の堆積地域に当たるいわゆる「沖積低地」は中込

以南の千曲川流域の一帯に求めることができる。

以上を背景とするため、今回発掘調査した各遺跡の土層は全般に薄 くt土層の広がりの範囲も狭 く、堆

積量は沖積低地のものと比べものにならない。これに対し、中込以南の沖積低地では堆積量が圧倒的に多

いことが予想され、長野盆地や松本盆地と同様、地下の深いところに縄文時代の遺跡が埋没している可能

性が高い。

9)基盤地質

東半の周辺山地はグリーンタフの駒込層・八重久保層、鮮新統の兜岩層および平尾山安山岩類・志賀溶

結凝灰岩類・貫入岩類・荒船火山岩類、更新統～完新統の河川堆積から成り、西半の平坦地は更新統最上

部の浅間軽石流堆積物・軽石流二次堆積物、完新統の河川堆積物から成る (註 1)。

地史から見ると、地質学のオーダーでの現地形が形成されるまで 4回のステージを設定することができ

る (第 2表 )。 ステージ 1は フォッサ・マグナ形成期 (約 2,800万年前)～大杭時階の変動 (註 4)期 (約 400万年

前)で、海の時代である。フォッサ・マグナ形成直後のグリーンタフ海底火山活動に始まる活発な火成活動

や地向斜に流入する多量の土砂によって駒込層や八重久保層を堆積し、その後の地殻変動に伴って兜岩層

(註 5)や平尾山安山岩を堆積した。フォッサ・マグナ地域に生じた海 (地向斜)が発展し変化し、やがて消

滅 (海退・陸化)し ていく段階である (註 6)。

ステージ 2は大杭時階の変動期～六甲変動期 (約 50万年前)(註 7)で、湖と火山の時代である。小諸溶結

凝灰岩や志賀溶結凝灰岩の噴出に伴って現佐久盆地からさらに西方の川西地区と呼ばれる地域にかけての

一帯が陥没して大きな湖が生じ、陸成層である小諸層群が堆積した。この段階は東半が陸化して現在ほど

高くはない程度の山地になっていたと考えられ、貫入岩類や荒船火山岩類など旺盛な火山活動の舞台とな

っていた。

ステージ 3は六甲変動期～更新世末 (1万年前)で、川の時代である。佐久盆地や周辺山地、川西地区の

丘陵が形成され、現地形の基本が完成された。東半の大型谷である香坂川に沿って、何回かの気候変動に

伴う段丘が形成され、河床は上下しながら全体として低下していった。西半は北部の鳥帽子火山群～浅間

山の形成と堆積盆の南方への移動に伴って南へ緩傾斜する地形となり、多分、南流する湯川の下流域には
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第 3図 佐久平の地質概念図
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第 2表 本地域の地質発達史

ステージ話代 地  層 絶対年代 地史上の事変 火成活動 地質環境
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ステージ 1

らみて、地殻変動や河川の動きといったグローバルな見方は必要ない。マスムーブメントによって細部の

地形が形作られた時代 と言える。完新統または沖積層 (註 8)が形成される段階であり、地形形成のオーダ

ーは今までの段階に比べて極めて小さく、所々で変化に富んでいる。以下に各遺跡の土層のデータを基に

小地域での地形形成過程を考察する。

(鋤 地形区分
上越線が山地から盆地周縁の緩斜面を貫いていることについては既に触れた。ここではまず、遺跡が立

地する地形を山地と平地とに大区分する。ただし、盆地地形を周辺の山地と平坦地に分けるとき、平坦地

には段丘や扇状地などから成る周縁斜面と沖積層から成る中央部の沖積低地とが含まれる。ここで言う平

地は、盆地周縁の斜面を指す。

さらに、各遺跡が営まれていたころの地形を基に小区分し、山地一河原、山地―谷間、山地―斜面、平

地―台地、平地一沖積段丘の5タ イプについて記載する。

に)各タイプ i
・山地=河原タイプ  ヽ  :    ～:・  :  ,
下茂内遺跡がこれに当たり、香坂川による沖積段丘上に立地している。

_下茂内遺跡の基本土層 (第 4図 1)は、段丘礫層または崖錐堆積物を基盤に、下位より層相の側方変化の

激しい黄色砂層<XV層 >、 As一 YP層 (浅間一板鼻黄魚軽石層)<測V層 >、 ラミナを含む黄色砂壌土層<Ⅸ

～測II層 >、 上部が土壌化した (土壌モデルのA～ C層)壌土層<Ⅵ～VⅢ層>、 Sh層 (下茂内テフフ層)<V

層>、 土壌モデルのA3層相当の壌土層<Ⅳ B層 >、 土壌モデルのA～ B層相当の壌土層<ⅢγⅣA層 >、
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土壌モデルのA～ B層相当の砂壌土層<I～ Ⅱ層>である。この内、ⅥⅡ層、Ⅵ層、Ⅳ B層には軽石片やス

コリア質ラピリ等を少量混入している。また、ⅥⅡ層上面での検出面の地形は、香坂川の流線に平行して山

側より微高地 →低地 →微高地→低地 → 沖積段丘崖と、北東―南東方向に細長い微地形が縞状に繰 り返

す低地には巨～小礫が密に堆積して、ガヽ刻みに蛇行している。

遺物は、As一 YP層の上・下位から縄文草創期の尖頭器が、Sh層の下位層から縄文前期初頭の土器片が、

Sh層の上位層から縄文中期の土器片が検出されている。なお、As― YPの絶対年代は13,000～ 14,000年前と

されており (註 8)、 遺物の在 り方と調和的である。

以上から、約18,000年前とされている最終氷期最盛期に周辺斜面から砕暦物が供給されて谷底に平坦面

が形成され、縄文草創期には平坦面上を古い香坂川が幾本かの分流を伴って下茂内遺跡を流れていたと考

えられる。分流の存在と小蛇行の状況から、この遺跡の下方のどこかで閉塞されており、氷期の砕暦物に

よってダムアップされていた可能性がある。いずれにせよ、分流間の微高地 (中州や島)で付近に転がって

いた原石を打ち欠いて尖頭器を製作していたものと思われる。こうした中、西方の平地に浅間軽石流が流

下するのと同時にこの遺跡にAs― YPが降下した。

縄文草創期後の、河床低下に伴って遺跡は沖積段丘化 (水をかぶらなくなった)し、谷壁斜面から小規模な

マスムーブメントによって壌土層が堆積した。縄文早期初頭～中期ころにはこの壌土層は土壌化しており

草木の生い茂ったテラス状の景観となっていた。Sh降下後、少なくとも縄文中期をとおして谷壁斜面から

極めて緩慢に細粒の砕暦物が供給され続け、Ⅳ B層が堆積した。おそらくこの間、香坂川は下刻が優先し、

この遺跡が位置する沖積段丘面と河床との比高はだんだん大きくなっていったと思われる。

縄文中期以降、やや速いスピー ドで細粒の砕暦物が供給された段階が少なくとも2回あり、それぞれの

後に砕暦物の供給が長い問ストップしていた時代があったことが考えられる。これはⅢ～ⅣA層 とI～ Ⅱ

層とが別々に土壌化していることによる。ただし、詳細な時期は不明である。

山地―谷間タイプ

干草場遺跡、東祢ぶた遺跡、西祢ぶた遺跡、大星尻古墳群がこれに当たり、香坂川の支流がつ くった谷

中に立地している。

東祢ぶた遺跡の基本土層は (第 4図 2)、 ロームを基盤に下位より基岩の風化礫を含む腐植 した砂壌土層

<Ⅵ・ⅥI層 >、 異質物を多く含みやや土壌化した(土壌モデルのB層 )米占土～壌土層<V層 >、 Sh層、Shテ フ

ラを塊状に含んだ強腐植層<Ⅳ層 >、 風化礫やShを 含み壌土化した (土壌モデルのAtB層 )砂壌土層<Ⅱ・

Ⅲ層 >、 および耕土<I層 >で、緩やかな斜面の底部付近に全層厚が最大70cmほ どで堆積している。全体

に細粒物質から成り、基岩の風化礫などの異質物を含み、特に下半の各土層については層全体の土壌化が

進んでいる。下半の各土層に異質物を含み、土壌モデルのB～ C層 を欠くことから、下半の土層は現地で

風化・土壌化したのではなく、上方で形成された腐植層がゆっくり割行してきて堆積したと考えられる。

遺物は、Ⅵ層上部から縄文早期末の土器片が、ⅡI層中から縄文中期後葉の土器片が検出されている。

Sh層は、浅間火山の前掛山が噴出した発泡不良の安山岩質スコリア質軽石で、山梨文化財研究所の河西

氏によると、MK-26～ 28(前掛山NQ26～ 28)テフラに対比される。東祢ぶた遺跡と同様の堆積環境にあった

西祢ぶた遺跡や下茂内遺跡でも明瞭に確認されることから、今回の発掘調査で新たに発見された鍵層と言

える。

Shテフラの降下時期は、下限について、下茂内遺跡ではSh層直下のⅥ層上部から縄文早期初頭の土器片

が検出され、東祢ぶた遺跡では崩積土と思われるV層 と下方に小分布するⅥ層を挟んで、Ⅷ層上部から縄

文早期末の土器片が検出されている。また、上限について、下茂内遺跡ではSh層直上のⅣ B層から縄文中

期後葉の土器片が検出され、東祢ぶた遺跡では上位層のⅢ層上部から下茂内遺跡と同タイプの土器片が検
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出されていることから、縄文前期初頭～中期後葉であることが示唆される。

ここで、後述する表層物質の移動を考慮すると、上・下限の範囲が狭まる可能性があるが、移動・堆積

に関する実地のデァタが現在までのところ明確ではないのでくこれ以上論を進めることはできない。絶対

年代で約4,000～ 6,000年前の噴火によるものと理解される。

山地―斜面タイプ

木戸平A遺跡、吹付遺跡、鶉ヲネ遺跡、上中原遺跡、東林遺跡、西林遺跡、城の口遺跡、丸山Ⅱ遺跡、

丸山古墳群、丸山遺跡がこれに当たり、中心河川である香坂川に向けて緩傾斜する斜面上に立地している。

丸山遺跡の基本土層は(第 4図 3)、 口すムを基盤に、下位より砂質泥をマ トリックスとして巨礫を含む淘汰

不良の土層<HE層 >、 児状のロニム粒や小礫大の風化礫などを多く混入しやや土壌化した泥層<Ⅱ D

層 >、 巨礫を混入する部分 もあるが全体に均質で腐植している壌土層<Ⅱ C層 >く 土壌モデルのA～ B層

相当で小礫をわずかに含む壌土層<Ⅱ A・ ⅡB層 >、 および遺跡内の小谷部を埋積 した砂壌土～壌土層
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<I Al～ IE層 >である。丸山遺跡は南西向きに張り出した広い尾根内の凹地部に位置し、凹内のほぼ中

心に当たる部分を小谷が南西流していたらしい。ガヽ谷を埋積した IA～ IE層の土壌化は進行していない。

小谷付近のⅡA～ ⅡB層が削景Jさ れ、HC層上に I層 グループが載っているから、 I層 グループの何層か

は人為的に動かされた土である可能性もある。

ⅡC層は、縄文前期末～中期初頭の土器片と石器、平安時代の土師器・須恵器を含んでおり、ⅡC層 を

検出面に縄文時代 と平安時代の遺構が検出されている。

地形形成を考察する上で注目したいのはHE層の存在である。礫を多く含み、マ トリックスが砂質泥で

あるということは、比較的短期間に、あまり水の影響のない状態で堆積したことを物語っている。このよ

うな堆積物を発生させるメカニズムとして、人為的な埋め立て、崖錐性の崩落、土石流 (mud_debris― flow土

質の崩壊物の流体)が予想される。これらの内、人為的な埋め立てはⅡE層の規模・堆積時期からみて当たら

ない。また、崖錐性の崩落は 3つのメカニズムの中で最も時間を要するため、このような堆積物にしばし1

ばラミナ様の縞模様や単層上部に薄い腐植層が見られたり、背後に急斜面を背負っていたりするが、丸山

遺跡ではそういった所見はない。したがつて、斜面上部が崩壊し、遺跡内の凹地を経由または到達′点とし

てⅡE層が堆積したと考えられる。

このときの移動距離は土石流のもつ粘性からみて、
:そ
れほど長 くはなかったと思われる。   : :

また、時期は下位層がローム層で上位層が縄文前期末～中期初頭の遺物包含層となっていることから更

新世末期～縄文前期中葉が予想されるが、地形学の成果 (註 9)か ら、河川上流部では氷期に堆積が、間氷

期には浸食が行われることが広 く知られており、最終氷期最盛期 (約 18,000年前)ま たは氷期後半のころ (渡

部,1991に よると氷期後半の方が堆積量が多い)であろうと思われる。

HE層 の堆積後、崩積土を堆積する時代が続き、縄文前期ころから斜面が安定し、その後平安時代まで

卸行土が堆積する静かな環境下にあったものと思われる。また、この上位に崩積土を暗示するⅡA層 とⅡ

B層が堆積していることは、ⅡB層 とⅡA層 を堆積したころの気候が、 1万年～6,000年前のHD層 (堆積
土)を堆積した時代と同様のやや寒冷の時代であった可能性を示している。         i

平地―台地タイプ

東大久保遺跡、西大久保遺跡、栗毛坂遺跡 B・ C地区、西赤座遺跡、中久保田遺跡、琵琶坂遺跡がこれ

に当たり、浅間軽石流がつ くった平坦な台地上に立地している。

本地域には「田切 り」地形が特徴的に発達するが、上記した各遺跡には埋没した古い「田切 り」地形を

しばしば認めることができ、この内の栗毛坂遺跡が最も資料が豊富で、現地形 (「田切り」地形)が形成され

るまでの過程を読み取ることができる。

栗毛坂遺跡の基本土層 (第 4図 4)は、軽石流堆積物を基盤に、下位より基盤の腐植層<Ⅱ′Aa・ Ⅱ Al

層 >、 上部が土壌化した細粒砂と小礫から成る含礫泥層<IE上 ・ IE下層 >、 上部が土壌化し異質物を

多く含む含礫泥層<ID上 ・ ID下層 >、 異質物を若干含みFeO Mnの 集積層となっている砂壌土層<I

C上・ IC下層 >、 および水田耕土と集積層<IA・ IB層 >で、この内の IC層は全体にグライ化した

後の集積と考えられ、ある時期に地下水の通り道になっていた可能性が高い。

I層 グループは台地上の凹地を埋めて堆積し、全層厚はB地区の東南部が厚く最大で150cmほ どである。

土層の広がりと含まれる礫の量、緩傾斜地であること1か ら推測すると、シー ト状に広がる泥流による堆積

物と考えられる。           :

遺物または遺構は、ⅡAl層から縄文中期以降および古墳時代末二奈良時代初頭の、IE層から平安時代

の、 IC層から中世のものが検出されている。

基盤面の小地形を見ると、B地区の北西端部とこれに続くC地区が高く、B地区中央部より南東側は急
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な落差を伴って約 5m低い面が形成されている。地表面の地形は緩 く南傾斜しているので、土層は北部で薄

く、南部で厚 くなっている。低い面の上面は小規模な波状地形をしており、微高地部分の長軸はほぼ南北

方向である。この方向は遺跡の東方を蛇行する湯川の流線に調和している。したがって、軽石流堆積後に

遺跡の南東部が湯川によって浸食され、その結果落差 5mの沖積段丘崖が形成され、さらに湯川の河床低下

に伴って低位の沖積段丘面が形成されたと解釈される。こうして、「古い田切 り」地形が出来上がったも

その後、泥流による埋積過程に至るが、 I層 グループの堆積時期に注目したい。発掘所見から得られる

資料から、 IE層 は奈良時代初頭～平安時代、 ID層は平安時代末～中世初頭、 IC層 は中世前半と予想

される。松本盆地で筆者が考案した気候との関連と調和するのは ID層 とIC層であり、松本盆地との気

候の差が大きくない限り多量の降雨に伴う自然災害 (洪水 0中小河川の氾濫など)に よるものと考えられる。

IE層の堆積時期は、温暖期に向かう気候的には極めて安定した時期と思われ、地域的な気象上の事変が

あったか、人為的な開発に伴うアクシデントがあったのかも知れない。

平地―沖積段丘タイプ

北山寺遺跡、腰巻遺跡、栗毛坂遺跡A地区がこれに当たり、沖積段丘崖をす ぐ背後に持つ小規模な沖積

段丘面上に立地している。

腰巻遺跡は湯川の低位沖積段丘面上にあり、基本土層は (第 4図 5)軽石流堆積物を基盤に、下位より基

盤の腐植層と漸移層 (土壌モデルのA～ B層 )<Ⅱ E・ ⅢA層 >、 崩落による含礫泥層<Ⅱ D層 >異質物をあま

り含まない 2枚の腐植層<HB・ HC層 >、 厚い 2枚の崩落による含礫泥層、<IB・ ⅡA層 >お よび耕

土<IA層 >で、崩落による堆積物の分布が上位へ至るほど沖積段丘崖側から河川側へ進出しており、こ

れに伴ってほぼ平坦な沖積段丘面から急斜面へと地形が変化している。

遺物と遺構は、ⅡC層に縄文早期末・後期初頭の土器片 0石器が含まれており、ⅡB層から古墳時代前

期の住居址と土師器等が検出されている。その他平安時代後期の住居址、中世の溝址、近世の溝址が検出

されたが、複雑な土層の堆積状況のために掘り込み面がもうひとつ明確でない。

対岸の低位沖積段丘上にある栗毛坂遺跡A地区では、基盤 (腐植層も含む)の上位層から縄文早期末～前期

初頭の住居址と土器片が検出されており、腰巻遺跡の立地条件と時期が調和する。

湯川と軽石流堆積物の上面との落差は約30mあ り、1万年前から7,000年前の間にこの落差が生じ、遺跡

が営まれたことになる。栗毛坂遺跡B地区の沖積段丘崖 (落差5m)を 形成した時間、基盤の浸食面上に腐

植層が形成される時間を考慮すれば、落差約30mの段丘崖の形成に費やした時間はさらに短 くなることが

予想され、湯川の浸食の激しさを物語っている。

また、腰巻遺跡の土層で注目されるのは、上位層に至るほど粗粒になる傾向にあることで、先に触れた

平坦面から急斜面への地形発達が粗粒化にかかわっていることがわかる。この動因については後に述べる。

(D 地形形成のパターン

① 沖積段丘の形成

更新世の段丘形成についての詳細な資料は近年とみに増加してきている(註 11)。 それによると、河成段丘

の形成は気候 との関連が深 く、氷期には河川上流部では斜面崩落物による堆積が、下流部では流量の減少

に伴って浸食が行われ、逆に問氷期には上流部で浸食が、下流部で堆積が行われる。したがって、現在谷

中に見られる段丘群はかつての気候の変化の痕跡であり、約160万年間の山地の上昇運動を勘案すれば高位

にある段丘ほど古く、また浸食を受けており、低位にある段丘ほど新しく原型を保っているということに

なる。ただし、段丘にかかわって使う「高位」や「低位」の語は単に河川からの比高を表すのではなく離

水した時期を表している。
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河床低下後

:    中心河川

浸食部分

岩暦堆積面(杏地区では軽石流堆停ン )

旧河床断面   「  :｀    :

河床低下後の河床断面

第5図 沖積段丘形成のモデル

下茂内遺跡は香坂川との比高が約23mあ るが、遺跡が立地する段丘面より低位には新たな段丘は発見さ

れず、段丘を構成する礫層も断面で分層することはできないので、これが最低位段丘=沖積段丘であるこ

とがわかる。つまり、最終氷期の間に側壁から大量の崩落物の供給を受けたが、谷幅が狭い分、厚 く谷底

を埋積した。そして、最終氷期終了 (1万年前)以降連続的に崩落物を下刻し続けた結果、ほぼ一気に比高

の大きな沖積段丘が形成されたと考えられる。往々にして遺跡が立地する段丘面と現河床との比高が大き

いと、「どうやって生活用水を得たのだろうか」と悩む向きがあるが、河川の下刻を考える必要がある。す

なわち、その遺跡が営まれた時期の河床の高さは、その遺跡がどの高さ (離水期)の段丘面上に立地するか

を考察しないと推定できないのである。

ところで、栗毛坂遺跡で見られる約30mの沖積段丘崖はどのように形成されたのであろうか。河川の河床

断面は総じて平衡曲線をなすが、最終的に到達する位置は海面であるという(註 11)。 ミクロにみて、山間盆

地と周辺山地では、盆地内の中心河川との合流′点の高度が平衡曲線の最終到達位置に当たる。本地域の場

合、香坂川や湯川と千曲川との合流点がそれである。ところが、中心河川の河床自体も下刻が行われてい

るので、平衡曲線の到達位置の高度も下降し続ける。 1万年前以降の上昇運動がわずかなものとして考慮

にいれなければ、河川の下刻の最大の要因を中心河川の河床低下に求めることができ、このときの浸食量

は河川の下流域が大となる (第 5図 )。

以上に加え、最終氷期 (約 1万年前)に は浅間軽石流が湯川の中・下流域に流下して河床を上げており先

端は千曲川にまで達し、湯川や千曲川は直ちに元の河床曲線に戻そうと、急速に軽石流堆積物を浸食(下刻=

河床低下)し、結果として落差30mの沖積段丘崖が出来上がったものと考えられる。

⑮

ａ

ｂ

ｃ

河床低下前
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② マスムーブメントの概要
マスムーブメントは風化した物質が重力によって斜面上を下方へ移動する現象で、移動体の速度や規模

は斜面の角度や含水量に多くを支配される。割行、ソリフラクション、流動、滑動、落下に区分されている。

葡行は最もゆっくりとした動きをするもので、年間の移動距離は数mm～数cmと いゎれている。nii行の特

徴は明確なすべ り面を示さないことで、表面の物質が微地形を変えずに移動する。

ソリフラクションは主として凍上現象にかかわって、霜柱などによって「浮いた土」が溶霜の際に下方

へ徐々に移動するものである。

流動は規模が大きく速度も速い。いわゆる「山くずれ」の概念が適当である。含水量や構成物質の粒径

によってさらに細分され、岩暦流 (debris avalanche)、 土石流、泥流などと口乎ばれる。

滑動は明確なすべ り面上をその上にある物質がほとんど変形しないで移動するもので、いわゆる「地す

べ り」の概念が適当である。すべ り面は粘土層などの不透水層が担うところが大きい。

落下は岩暦が全部または部分的に空中を団塊となって落下するものである。

以上の内、本地域で確認できたものは卸行と流動による堆積物である。以下に土壌との関係について述

べる。

③ 斜面での堆積
第 6図は斜面での土層の堆積をモデル図化した(註 12)。 ここでいう残積土とは、A～ C層の土壌モデルの

基本となるもので、基岩の風化物質が移動せずに原位置で土壌化し、堆積モデルでは傾斜角60°以上の急斜

面を除いてあらゆる場所で確認できることになっている。土石流堆積物は流動現象によって下方へ移動し、

モデルでは残積土上に緩斜面で堆積することになっている。崩積土は移動物質が移動先で土壌化したもの

で、割行土より速い動きをする。モデルでは25～ 40°のやや急斜面で堆積する。葡行土はマスムーブメント

による堆積物としては一般的なもので、動きが極めて緩慢なために移動前・中・後を通して腐植化し、漸

移層を伴わないことが多いと考えられる。したがって、急斜面を除くあらゆる斜面上で確認されるはずで

ある。

谷型斜面

尾根型斜面

割行土

崩積土

土石流堆積物

残積土

B   囲圏基岩‐
第 6図 谷型斜面lAlと 尾根型斜面lBlに おける斜面形と表層物質の関係 (平野1968よ り引用)

Ａ

　

Ｂ

□

囲

□

Ｌ
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実際の土層はどうなっているのだろうか。モデルのように基岩一残積土―卸行土の組み合わせは腰巻遺

跡で見られるのみで、モデルに近い基岩―残積土の組み合わせは東祢ぶた遺跡と栗毛坂遺跡に見られる。

全体にnii行土より移動の速い崩積土や土石流による堆積物が多いことに気付 く。これは、傾斜角や降水量

に異常がなかったとすれば、斜面表層の風化物質を支え続けるような植生が確固としていなかったことを

想起させる。

極めて大ざっばな考察ではあるが、移動の時期を勘案すると興味深い。山地では縄文草創期～早期の間

に土石流や崩積土の堆積が行われ、平地では同じ時期に残積土が形成されている。もちろん傾斜角の問題

を考慮する必要はあるが、少なくとも腰巻遺跡が立地する地形環境は下茂内遺跡と共通する。異なる点は

標高であり、「縄文海進」に向けて温暖化の傾向にあったとはいえ、まだ現在の気候より寒冷だったとされ

ており(註 8)、 山地と平地との植生の差が移動体の速度の差に表れたものと考えられる。続 く縄文早期～中

期では、山地も平地も卸行土の堆積を主とする穏やかな時期となり、Sh層 もよく保存されている。その後

については資料の共通点があまりないために追究できないが、以上のように、気候が及ぼしたマスムーブ

メントの移動速度への影響を現在ある資料から読み取ることができる。

(0 まとめ

①  l万年前以降の河床低下は場所にようて著しく大きいところがあり、これは 1万年前以前の崩落物

の厚さと中心河川の下刻の程度に支配される。

② マスムーブメントの移動速度は、移動した時期の気候と標高に左右される可能性が高く、縄文草創

期～早期には山地で比較的急速度のマスムーブメントが活動し、平地では緩慢な動きが認められた。縄文

前期～中期には全域で緩速度のマスムーブメントが活動した。
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註10 渡部満久 1991年 「北上低地帯における河成段丘面の編年および後期更新世」『第四紀研究』1
吉永秀一郎・宮寺正美 1986年 「荒川中流域における下位段丘の形成過程」『第四紀研究』
伊藤真人・正木智幸 1984年 「北アルプス,乳川流域における更新世の岩暦供給期」『地理学評論』57
平川一臣・小野有五 1974年 「十勝平野の地形発達史」『地理学評論』47

註11 吉川虎雄 1985年 『湿潤変動帯の地形学』
註12 平野昌繁 1968年 「斜面形と表層物質の関連性についての一考察」『地理学評論』41

追記 本文でAs― YPと された測V層は、その後の分析結果でAs一〇P2であることが判明した。詳細は第 4

章第 2節 を参照されたい。 (近藤)
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第 調査の概要

1 調査の体制

上信越自動車道に関連する埋蔵文化財調査体制は昭和61年 10月 1日 、佐久調査事務所新設によって実質

的なスター トが切られた。下茂内遺跡は昭和63年度から平成元年度の 2年間にわたって発掘調査が行われ

た。当初から対象面積拡大が予測され 8名の調査研究員が配属され、調査範囲の確認調査後、A～ E(E

地区は後にD地区に統合した)ま での地区設定を行いそれぞれ地区担当を置きながら調査を継続した。先

土器時代末から縄文時代草創期の面的調査の開始とともに、みぞうの遺物集中箇所に遭遇してのち他遺跡

担当の調査研究員が新たに 4名加わった。さらに調査期間との調整の結果、佐久調査事務所の調査研究員

のほぼ全員が年度内終了に向けて調査に携わった。また、発掘作業員の増員も順次行われ総勢70名近い作

業員が従事した。平成元年度は設計変更に伴う面積増加分の調査に当たり3名 の調査研究員が引き続き発

掘調査に当たった。整理作業は昭和63年 1月 より調査研究員 2名が主として行い、当初平成 2年度報告書

刊行予定であったが諸般の事情により『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 2(佐久市内その2)』 の

刊行が優先され、下茂内遺跡についての『同 (佐久市内その1)』 は平成 3年度刊行 となった。

第 3表 佐久調査事務所組織

2節

年  度 昭和 61年度 昭和 62年度 昭和63年度 平成元年度 平成 2年度 平成 3年度

所  長 伊藤万寿雄 伊藤万寿雄 (6.6退任 )

畑 幹雄 (6.7就任 )
畑 幹雄 畑 幹雄 畑 幹雄

庶務部長 畑 幹雄 (61.1.1就任 ) 畑 幹雄 畑 幹雄 畑 幹雄 畑 幹雄 畑 幹雄

主  任 庶務部長補佐 中沢克明 関 次郎 関 次郎 古川英治

主  事 六川直利 (61.10。 1就任) 六川直利 主任 (主事 ) 関 次郎

調査部長 丸山散一郎 丸山散一郎

調査課長 (平成元年度か ら実施 ) 代理 寺島俊郎 代理 寺島俊郎 代理 寺島俊郎

調

査

研

究

員

下
茂
内
遺
跡
発
掘
調
査
お
よ
び
整
理

近藤尚義  小林秀行
自田武正  岡村秀雄
井上城典  伊藤隆之
小平恵一  木内行雄
二木 明  興水太仲
宮脇正美  新海節生
吉沢信幸  下島章裕
宇賀神誠司 高田 実
寺島俊郎  寺島俊郎
三石俊司  中野亮一
百瀬忠幸  降旗史敬
山上秀樹

近藤尚義  小林秀行
宇賀神誠司
興水太仲
新海節生

近藤尚義  小林秀行 近藤尚義  小林秀行
興水太仲 (調査員)
宇賀神誠司
寺島俊郎 (課長代理)

発掘
籠
離

＝̈

整理

他
の
遺
跡
の
調
査
お
よ
び
整
理

自田武正

馬場長光

寺島俊郎
二木  明
山上秀樹

計 (7名 )

伊藤隆之  高田 実
井上城典  寺島俊郎
臼田武正  豊田伸一
宇賀神誠司 中野亮一
岡村秀雄  降旗史敬
河西克造  二木 明
木内行雄  百瀬忠幸
黒岩龍也  中浜 徹
小林秀行  山上秀樹
近藤尚義  和田文人
イヽ平恵一  馬場長光
新海節生  吉沢信幸
計 (28名 )

伊藤隆之  降旗史敬
井上城典  三石俊司
宇賀神誠司 山上秀樹
河西克造
木内行雄
興水太仲
新海節生
下島章裕
高田 実
寺島俊郎
中野亮一

計 (29名 )

宇賀神誠司
岡村秀雄
興水太イ中
新海節生
百瀬忠幸

計 (10名 )

宇賀神誠司

岡村秀雄

興水太仲 (調査員 )

新海節生

百瀬忠幸

近藤尚義

小林秀行

計 (10名 )

宇賀神誠司

木内英一

依田謙一

計 (9名 )
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2 調査の方法

(1)発掘調査の方法

調査に当たっては、一定の調査方針に従い共通した方法を取る必要からつくられた(財)長野県埋蔵文化

財センター作成の『遺跡調査の方針と手順』に従い、それに準じ各遺跡ごとに調査方針および計画を立て、

発掘調査を行った。また、遺跡記号の詳細は先に刊行の『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 2(ぼ

久市内その2)』 を参照していただきたいが、下茂内遺跡の遺跡記号はDSMと し注記および各種の記録に用い

た。なお、遺構については、以下の記号を用いた。SB(竪穴住居址・竪穴状遺構など)、 ST(掘立柱建物址な

ど)、 SD(溝・氾濫原溝)、 SK(土坑・陥し穴など)、 SA(柱列・柵)、 SL(火田址・水田址)、 SM(古墳・方形周溝墓・

墳墓)、 SF(単独で存在し、火を焚いた跡が面的に広がるもの)、 SH(集石など)、 SX(そ の他の不明遺構)。

9)調査区設定 と測量

本遺跡のB地区の槍先形尖頭器製作跡についてのみ 2× 2mの小地区を単位 として遺物の全点測量をし

た。槍先形尖頭器製作跡の調査の方法・経過は後述するが、当センターの測量のための調査区設定につい

て『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 2(佐久市内その 2)』 で説明したものを以下加筆訂正 し再録

する。調査区 (グ リッド)の設定に当たっては、従来の設定方法では、各遺跡ごとに任意の点を基′点 (NS=

0、 WE=0)と し、一辺50mの正方形を大地区として設定 していた。この方法を用いると、周囲を調査する

市町村の発掘調査結果 との図上復元が困難であった。そのため今までの調査区の設定方法を統一 した方法

で設定することとなった。その内容は、次のような事項である。

l。 調査区は、国土地理院の平面直角座標系 (当調査事務所では第ⅧI系をX=0,00000Y=0,0000)を 基点に200

mの倍数値を200× 200mの区画に設定し、これを大々地区とした。大々地区は調査範囲をカバーする最

小限に抑え、北西から南東へ I・ Ⅱ・Ⅲ…・のローマ数字を与える。

例 下茂内遺跡 (DSM)は X=+39,4000Y=+6,800が 大々地区設定の起点 (DSM I)と なる。

大地区 (40× 40m) 中地区 (8× 8m) 小地区 (2× 2m)

2。 大々地区を40× 40m区画に分害J(25区画)し大地区とした。大地区は、北西から南東の方へA～ Y

のアルファベットを与えた。

3。 大地区を8× 8m区画に分害J(25区画)し 中地区とした。中地区は、北西から南東の方へ25の番号を

与える:遺構測量の基準となる。

4.大地区を2× 2mご とに区画し小地区とする。小地区は、大地区の北西隅を起点としX軸上に西から

東へA～ Tのアルファベットを、Y軸上に北から南へ01～ 20の数字を与え40区分し、両者を合わせて

小地区名とする。遺物の取り上げの基準となる。

各々地区の呼称は北西隅で表す。そして、近接し合う複数の遺跡では、必然的に大々地区を共有するこ

とになるが、遺跡単位にその地区名は異なる。

現場の調査区およびベンチマークの設定は、中地区 (8× 8m)が基本で、業者委託をして実施したが、

一部は調査研究員が設定した。標高は工事用杭を基′点としてベンチマークを設定した。

遺構等の測量は、原則として簡易遣 り方測量で行った。全体図と遺構実測図については、業者委託の航

空測量写真を用いたが、一部は平板測量を行った。発掘範囲の トレンチ位置、土層のポイントなどは光波

測距儀を用いて計測した。

土層および遺構の縮尺は20分の 1、 住居址付属施設は10分の 1、 全体図類は100分の 1を 原則とした。
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遺物の取り上げは、遺構外は小地区あるいは中地区ごとでの取り上げとした。遺構内については、層位

別の取り上げとした。B地区の槍先形尖頭器製作跡の調査については、小地区単位で位置と標高を記録し

た。            |

(鋤 調査区 `調査地区の設定

調査区は、調査範囲内における検出遺構・出土遺物ならびに記録上必要とされる測点を正確にとらえる

ために設ける枠組みである。

調査区の設定に当たっては、調査範囲の内外にわたり地形・景観の変化が生じても、元の調査区を正確

に指示でき、かつ復元できるよう配慮した。また、第 3段階の調査における記録のとり方および第 4段階

の調査における調査成果の整理をも、あらかじめ考慮した。

①測量基準点・測量基準線の設定方法

a.測量基準点は、国土地理院のユニバーサル横メルカトル図法の座標で表示された点に基づき、40

の倍数値を選んで遺跡内の一点に設ける。

b.測量基準線は、測量基準点より導かれ、座標北 (GN)方向および、それに直交する方向の線とす

る。

②調査区設定内容

a.平面直角座標系におけるX=0,00000Y=0,0000を もとに200× 200mの区画を設定し、これを大々

地区とする。遺跡にかかった大々地区は、北西から南東へ I・ Ⅱ・Ⅲの記号を与える。大々地区の

記号は遺跡ごとに付す ことにした。

b.大々地区を40× 40m区画に分害Jし、これを大地区と呼び、この大地区を25区画設定し、これに、北

西端から南東端へ順にA～ Yの記号を与える。

C.大地区を8× 8mに区画した区を中地区とする。中地区は、大地区の北西端から南東端の方へ順に

1～ 25の番号を与える。

d.大地区を2× 2mに区画した区を小地区とする。小地区は、大地区の北西端を起点として東西方向

をA～ T、 南北方向を01～ 20に 区分し、両者を合わせて小地区名とした。小地区は小地区北西隅の

杭に記入しておいた。

③各調査区の利用

a.大々地区は、遺跡相互の関係などを容易に認識できる。

b.大地区は、遺構配置図や全体図・編集図を作成する場合有効な単位となる。
C。 中地区は、遺構や遺物等の絶対位置や状況を図化記録する際、有効な単位となる。

d.小地区は遺物の取り上げおよびグリッド法による発掘に適切な単位となる。
e.こ のほか必要に応じさらに細分したグリッド (例えば1× lm)を 設ける場合もある。

④調査地区の設定

これらを考慮して、地形・地質的な視野から、A(東へ傾斜する小尾根部)・ B(香坂川に北面東へ

緩傾斜する小段丘)・ C(茂内沢に東面し北へ傾斜する小尾根部)・ D(香坂川に北面する広い山腹)
の 4地区を設定し各地区同時に調査を進行した(第 8図 )。

に)調査の経過

本遺跡は茂内沢の右岸と左岸の契約面積4,550m2で調査を開始した。発掘調査以前に試掘が部分的に行わ

れたが、山林であったことから全体的な地形の状況の確認は地図のみで全容の把握に困窮した8調査直前
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になって当用地内の山林を伐採し、ようや くその全容をつかむことができた。地形的に見ると緩斜面およ

び小段丘が確認され、環境とともに遺物の散布はないが遺跡の立地には好条件であることがわかった。そ

こで調査方法を検討し遺跡の広がりを再確認する目的で約 4万 m2を対象に周囲に計38本の トレンチを入れ

土層の堆積状況・遺物・遺構の包含状況の確認を昭和63年 4月から約 1か月間行った。結果予想範囲をは

るかに超える広大な遺跡であることが判明し、協議の結果調査契約を変更し、調査対象面積を27,000m2と

変更した。後に設計変更により、1,200m2が追加され、平成元年 4γ 5月 に調査を実施し、総面積28,200ぽ

となった。 トレンチによる調査の結果、遺構確認はわずかであったものの、槍先形尖頭器がローム層直上
のⅧ層から出土し、その上部のⅣ B～Ⅵ層では、縄文時代早期から晩期の土器および石器等が出土し、さ

らにその上部のⅢ～ⅣA層からは古墳時代～平安時代等の遺物が各層から検出された。そのため分層発掘

の必要が生じた。発掘調査で槍先形尖頭器が出土したのは佐久盆地で初めてであり、その様相を追求・復

元することを目標とした発掘計画をたて、各調査地区で上層から分層発掘を開始した。

第 1検出面はⅣA層上面で主に平安時代の遺構と全地区で所属時期不明の畝状の遺構の調査を行い、竪

穴住居址 6軒、掘立柱建物址 5棟、土坑43基、畝状遺構等を検出した。その後Ⅳ B層からグリッド掘 りに

よって遺物集中地点などの確認を行いながら、第 2検出面のⅥ層上面～中面で縄文時代の遺構の確認を行

い、土坑166基 (内陥し穴と認定したもの46基)お よび縄文時代前期を中心とした遺物を検出した。また縄文時

代の調査は遺物が密度の高低はあるが全域で各層から出土しているため、 トレンチ・グリッド掘りを多用

しながら集中地点を中心に手掘 りにより遺物・遺構の検出を行い、他は重機を併用しながら土の除去を各

層の検出面まで行い遺構精査にはいった。

B地区については縄文時代早期末～前期にかけての包含層であるⅥ層の調査終了後、東西南北の座標に

合わせたサブトレンチをⅥⅡ・Ⅸ層面まで入れ(第 9図 )、 遺物の分布状況を確認しながらブロックと思われる

地点を中心に拡張してⅥⅡ・Ⅸ層面まで一度精査した(第 I文化層)。 しかし、地区東側でより下部に遺物が分

布する地点が見つかったことと、軽石層 (XⅣ層)がいくつかの深掘りのグリッドで良好に検出されたこと

から、軽石層 (XⅣ層)の平面的な広がりとその下位層におけるブロックの確認をするためにさらに下部に

ついて トレンチ・グリッド掘 りを行った。またグリッドの壁面から遺物の出土層位および地形の形成過程

を復元するため土層観察を詳細に行い、記録した結果、地区東側では軽石層の下にも遺物が存在すること

が確認された。詳細は後述するが本来のブロックの位置はこの軽石層の下に存在し、その上部のⅦ～Xに

かけて出土していると思われた地′点は旧香坂川の支流の礫層がたまりを見せていた部分の遺物が、埋没ま

で時間がかかり拡散したことが判明した(第Ⅱ文化層)。 また、第Ⅱ文化層については各層の厚さと地形復元

資料のひとつとしてVⅢ、X、 XI、 測II、 測V、 XV層について50cm間 隔でレベ リングを行った。tt I文化

層は、この軽石降下後これを香坂川の大きな流れが削ったあとに堆積したⅨ～X層中に本来の生活面があ

り、その上部にある砂礫層に覆われていたが、ここでも早 く埋没した地′点は拡散せず、上部が拡散する現

象が見られた。また、ブロック内の土は流路内に堆積する砂礫層の一部を除いて水洗によるフレイク・チ

ップの抽出を行った。
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第 9図 Ⅵ層下面からのブロック確認 トレンチ配置図

N XV層下

国 XII層上

図口X層下

□ VttII層 中・IX層 中

0                20m

第10図  発掘調査区深度図
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調査 日誌抄

昭和63年 (1988)

4月 11日  発掘調査器材搬入。
4月 18日  調査研究員 8名、作業員32名 で調査開始。
4月 19日 ～ 5月 23日 まで手掘 りと一部重機による トレン

チ掘 りにより遺跡の範囲の再確認。結果 B地区

のⅥI(漸移層)～ⅥⅡ層 (ロ ーム層)か ら槍先形尖

頭器出土確認。上層からは縄文土器、石器、土

坑等確認、遺跡の範囲は 2万 m2を超えることが

判明。

5月 23日  D地 区東の重機によるⅣ層上面までの表土争J
ぎおよび検出開始。

5月 26日  C地 区の重機による表土剥 ぎおよび検出開始。
D地区東で畝状遺構を検出。

6月 6日  B地 区の重機による表土景Jぎおよび検出開始。
6月 10日  A地 区の重機による表土争Jぎ開始。D地区東平

安時代の竪穴住居址等検出。

6月 13日  国学院大学小林達雄氏現場指導。
6月 15日  B地 区でIV層上面に方向の異なる 2グループ

の畝状遺構を検出。

6月 20日

7月 1日

7月 12日

D地区東の遺構測量のための杭打ち開始。D地

区西の重機による表土争Jぎおよび検出開始。

A、 C地区の遺構測量の杭打ち開始。

C地区で縄文時代の包含層のⅥ層の掘 り下げ

および検出開始。

7月 13日  B地 区Ⅳ層面の調査終了。Ⅵ層上部から中部に
かけて縄文時代の遺構・遺物の検出を開始。

7月 28日 群馬・長野県 2県会議 (後現場見学 )。
7月 29日 作業員増員し約70名。
8月 5日  B地 区縄文時代の土坑精査、縄文時代前～後期

の遺物集中区 ドット処理開始。

D地区の残件部分の表土余Jぎ開始。

D地区西の縄文時代の土坑精査開始。

C地区調査終了。

調査終了した大星尻古墳群担当の調査研究員

4名合流し調査研究員12名。

9月 21日  B地 区Ⅵ層を主体 とする縄文の包含層および
土坑、遺物集中区の調査終了。Ⅷ層上面までサ

ブ トレンチを入れ槍先形尖頭器に関係するブ

ロックの確認を行い数か所から槍先形尖頭器、

争j片・砕片を検出。 B・ D地区空撮。

9月 27日  D地 区西の調査終了。
9月 29日  A地 区の調査Ⅳ層面再開。D地区東の遺構精査

9月 5日

9月 7日

9月 8日

9月 16日



10月 3日

10月 4日

10月 7日

10ナ]11日

10Jl 12日

10ナ114日

10ナ115日

10ナ]20日

10ナ]24日

11ナ111日

1lJ∃ 12日

1lJ∃ 14日

11ナ]21日

11ナ123日

11ナ124日

第 1章 遺跡の概観 と調査の概要

開始。

B地区の遺物集中地点 (ブロツク)を 中心に拡

張して掘 り下げ ドット処理のため測量開始。

信濃毎日新聞山田記者取材。

A地区の遺構精査開始。長野放送轟記者取材。

D地区束のⅣ層面の調査終了。重機によりⅥ層

面まで土を除去し、縄文時代の遺構、遺物の検

出開始。B地区のブロックは 5つ確認され、測

量、遺物取 り上げ、写真等を併行 しながら掘 り

下げ継続。

森鳴稔理事現場指導。

明治大学戸沢充則氏現場指導。

長野県史編纂委員宮下健司氏現場指導。

佐久市教育委員会木内捷氏、林幸彦氏、羽毛田

卓也氏、佐久考古学会白倉盛男氏現場視察。

A地区のⅥ層面の縄文時代の包含層の調査開

始。一部重機によって土の除去を行いながら同

面の検出を行 う。D地区束の縄文時代の土坑精

査、遺物集中地′点の取 り上げ開始。

御代田町教育委員会堤隆氏、野尻湖博物館中村

由克氏現場指導。

10月 25日

10月 31日  降雪30cm。

11月 7日  明治大学勅使河原彰氏、小菅将夫氏現場視察。

11月 9日  Ⅷ層面までで確認された旧河床等に関係する

礫の精査開始。A地区の縄文時代の遺構精査開

始。

空撮。

東海大学織笠明氏、織笠明子氏現場視察。

東京者6教育委員会宮崎博氏現場指導。

現地説明会 A、 B、 D地区の航空撮影実施。B

地区ⅥⅡ層より下部の遺物集中の確認グリッド

掘 りによって行い遺物の出土を確認。

長野県考古学会旧石器部会、現場視察。

山梨文化財研究所河西学氏降下火山灰 (V層・

測V層 )、 地質調査。

11月 28日  A地区の調査終了。B地区測V層より下部から

遺物出土確認。

11月 30日  D地区調査終了。 1～ 2mの深さでトレンチを

数本いれ、土層の堆積状況、遺物出土の有無の

確認を行う。

12月 6日 望月高校吉沢壮夫氏地質助言。
12月 12日  調査終了遺跡から調査研究 9名 B地区の調査

に合流。調査研究員21名 でブロックの精査に当



12ナ]13日

12ナ]15日

12メ116日

12ナ122日

12ナ]27日

日召和64年、

たる。

遺物出土範囲一部拡大する。

XⅣ層より下部のブロック範囲の確認終

了。ブロックの精査を継続して行う。

作業員の助力のもとでの調査は本日で終

了。以後調査研究員のみによる調査。

長野県教育委員会児玉卓文指導主事現場

視察。

高橋桂氏、飯山市教育委員会望月静雄氏

現場視察。

平成元年 (1989)
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1月 5日 調査を再開、調査研究員 8名で残 り5ブ
ロック精査。

1月 18日  水洗選別用の土嚢袋搬出。
1月 23日  降雪30cm。

1月 26日  地形測量を翌年度に残し調査を終了。
4月 18日  A地 区の東側の部分が設計変更により発

掘調査の必要が生じ、調査研究員 4名 で

当たる。器材搬入。

4月 25日  遺構精査、遺物の取り上げを行う。
5月 22日  地形測量、器材の撤収。 2年にわたる下

茂内遺跡の全調査を完了。

3 整理の方法

(1)発掘記録の整理

整理作業は記録類の整理を最優先し、実測図・遺構カー ド・野帳等から記録を集め誤りを訂正し、二次

原図作成とともに最終所見を加え所見カー ドにまとめる作業を同一年度内に終了させた。実測図、遺構カ

ー ドは台帳を作成し散逸防止を図った。写真は発掘調査時よリモノクロネガはネガポジアルバムに、カラ

ースライドはスライドファイルに整理し、遺構名等を記録して台帳を作成した。

9)遺物の整理と記録

出土遺物の整理は調査研究員と整理作業員で行った。出土遺物は、水洗した後、石器類は遺跡名、遺構

名またはグリッド番号、出土層位、取り上げナンバーを記号または略号で注記した。遺物の図化は槍先形

尖頭器および縄文時代の石器は基本的に整理作業員が稜線を、フィッシャー・リングについては調査研究

員が実測した。また、接合資料は図化が困難なほど大きく複雑なものが多かったため、全体の展開図およ

び接合した個々の実測についても写真による図化を行った。この遺物写真撮影はカメラマン小川忠博氏に

委託し同氏考案の垂直に立てた遺物を90°ずつ回転させて超望遠レンズで写真撮影をするという方法で行

われ、プリントされた写真と実物との誤差は極めて低 く高精度である。また、手順としてはプリントされ

たものを実測図と同様に稜線部分を鉛筆でトレースし、フィッシャー・リングについても鉛筆で入れた後

にトレースを行った。基本的に槍先形尖頭器および未完成品と思われるものはほぼすべて図化した。他の

石器についても、十分に観察、類型し選択のうえ図化した。接合資料は、原石に復元されたものを優先し

ながら図化したが、調整景J片同士の接合は、時間および紙数の制約から選択し図化した。

現場から採取したブロック内の土は 3× 3 mmの メッシ三で水洗した後、景J片・砕片を微細なもの(3～ 5

mm前後のもの)ま で抽出した。これらと取り上げた遺物を合計すると約10万′点を数えた。水洗抽出した資料

は 2mグ リッドごとに数と重さを集計した。

遺物写真はマミヤ 6× 7を使用して調査研究員が撮影、焼き付けを行った。

(鋤 整理作業におけるコンピューター活用

石器の取り上げ点数が約49,000点にのぼることにより作図作業と記録に当たっては膨大な時間と台帳が

必要となった。そのためコンピューターを導入し整理に当たった。今回のシステムは (財)古代學協會とコ
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ンピューター・システム株式会社が共同開発したものを同社と契約し使用した。

システムの概要は、第一段階として全′点の出土層位、種別、出土地′点の座標および標高を遺物台帳を元

に入力し、生データとしてコンピューターに格納する。第二段階として個々の遺物の属性について時期、

石質、個体別資料番号、ブロック名、遺存状況、最大長、最大幅、最大厚などの計測値・器種などの分類

項目を整理作業の進行に併せて逐次入力し、基本データとしてコンピューターに格納する。最終段階とし

てディスプレイに画面表示したり、項目ごと自動図化器によって平面および垂直分布図の作成を行うとい

う流れである。なお、本来のシステムでは発掘調査時にハンドヘルドコンピューターと光波測距儀を連動

させて遺物を取り上げ、パーソナルコンピューターに座標値・標高を格納する作業が組み込まれているが、

今回のシステムの第一段階に相当するものである。

整理作業を進行するに当たって遺物の接合関係を平面図および垂直分布図に図化するためのプログラム

作成を依頼した。遺物の取り上げ番号が全点の通し番号でなくグリッド別の通し番号であるため、やや複

雑なプログラムとなったが、接合した順にグリッド名および遺物番号を入力し、生データよりその対象番

号を検索し自動図化器によってその入力順に線で結んで作図するものである。また、その接合資料の分類

項目を加え、折れ面接合であるか景j離面接合であるかを入力した。その他計測値から相関グラフをディス

プレイ画面および自動図化器によって図化するプログラム、検索については複数の属性をかけ合わせたそ

の対象資料をプリントアウトするとともに、対象資料の総′点数と全体の割合を検索できるプログラムを依

頼するなど最大限の活用方法を模索しつつ整理に当たった。

ハ ー ドの構 成 はパ ー ソナ ル コン ピュー ター (NEC PC9801RX)、 デ ィスプ レイ (NEC PC一 KD854)、 ハ ー ド

デ ィス ク (LOGITEC LHD-34HR)、 プ リン ター (NEC PC一 PR201G)、 ペ ン シルプ ロ ッタ (MAX NP400)であ

る。詳細は『長野県埋蔵文化財センター紀要 3』 (小林・近藤1989)に紹介しているので参照していただきた

い 。

に)記録類と遺物の保管

発掘記録は実測図と写真に集約し規則的に配列して検索に備えた。遺物の記録も同様である。遺物は長

期的に収蔵可能な施設をもたないためテンバコに仮収納した。またコンピューターに格納されたデータ類

はフロッピーディスクに納められており、検索対象として保存する予定である。

(励 報告書編集の方針

下茂内遺跡は、先土器時代末～平安時代に至る複合遺跡で、なかでもB地区の槍先形尖頭器製作跡から

は多数の未完成品と彙J片・砕片が出土し、その総数は水洗選別の資料を含めて約10万点 (3～ 15mm以上のも

の)の膨大な数にのぼり、さらに遺物は狭い範囲に密集していた。これらの状況で基本方針は槍先形尖頭器

未完成品の図化と接合資料の図化および観察事実記載、出土状況の事実記載および計測表を含めた資料呈

示を中心とした。そして槍先形尖頭器の製作の在り方の追求を第 1の 目的とし、原石から槍先形尖頭器と

いう工程復元をするために争J片の類別および槍先形尖頭器の観察と、製作に関わる分布状況の在 り方の解

明に全力を注いだ。

槍先形尖頭器およびトゥールの事実記載

槍先形尖頭器は先端部・基部の形状 0平面形状 :横断面形状・側面形状・側縁部の平側面形状および器

体にみられる稜線の緩急および景J離状況を中心にして記載した。また、できるかぎり統一した縮尺を心が

け黒曜石製の石器 3分の 2、 接合資料NQ 9(A tt B+C tt D)を 4分の 1と したほかはすべて 2分の 1で

統一した。
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接合資料の事実記載について

接合資料は複数が接合したが、接合したもの同士が切 り合わない場合もみられ、前後関係が明確でない

ものは特例として流れの図の反対方向から接続してあるが、基本的には左から右へ余j離が進行し、図版も

できるかぎりこの剥離順で構成した。記載は力贋番を主眼におきながら個々の特徴および余J離の状況と観察

結果を入れた。また、図版は槍先形尖頭器、他のトゥール、槍先形尖頭器に景j離等が接合したもの、槍先

形尖頭器が素材の象j片 とともに接合したもの、素材の景J片同士が接合したもの、調整景J片同士が接合した

ものをまとめて両文化層とも記載してある。なお、接合資料中にあるトゥールは別図版には記載すること

はできなかった。
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第 2章 基本土層
本遺跡の地形形成は、第 1章第 1節 3に、槍先形尖頭器製作跡に関係するⅧ層より下部を第 3章第 1節

1に詳述してあるざまた、V層 と測V層 とした降下テフラについては、その調査経過および分析結果を第 4

章第 102節 で後述する。浅間火山起源の降下テフラであるV層についてはその結果に従いSh I,Ⅱ と
し、測V層は下茂内テフラ (As― OP2)と しヽ今後記述することとし、ここでは遺物の出土層位、遺構の検出

を含め基本層序について記す。

弥生時代～平安時代以降
I層  :表土

Ⅱ層 :B地 区のみに部分的検出の青灰色砂質土

(3号畝状遺構の覆土)

Ⅲ層 三黒褐色土 (き めの細かい土質で粘性強い)
ⅣA層 :褐色土 (淘汰良好で粘性強い。スコリア

・パ ミスを少量含む)

Ⅳ B層 :褐色土 (Ⅳ A層 よりやや黒くパミスも多

い)

V層  :降下テフラ(Sh I・ II)(各地区で部分的に

検出し、Sh Iは火山砂でShⅡ は発泡不良

なスコリア)

ⅥA層 :黒色土 (粘性強くスコリアを多量に含む)

Ⅵ B層 三暗褐色土 (風化礫を含み粘性の強い土。

スコリア・パ ミス・石英質安山岩を少量

含む)

Ⅵ C層 :黒褐色土 (粘性強く風化礫・パミスを少

量含む。ⅥA・ Ⅵ B層 より石英質安山岩

の小粒子を多く含む)

Ⅷ層 :にぶい黄褐色土 (ⅥⅡ層とⅨ層をパ ソヽクす

る漸移層)

ⅥⅡ層 :黄褐色土 (表面黄色の軽石含む粘性の強
い ロー ム )

ⅨA層 :表面黄色の軽石含む砂とロームの混合土

(褐色で細かい白色砂をブロックで含む)

Ⅸ B層 :砂 とロームの混合土 (褐色でIXA層 と類

似しているが含まれる表面黄色の軽石は

φ3cm以下と小さく粘性が有)

X層  :にぶい黄褐色土 (ロームと青灰色の砂と

角がとれた表面黄色の軽石が混合され

る)

XI層 :褐色砂礫層

XⅡ層
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縄文時代前期～晩期

縄文時代早期～前期

第Ⅱ文化層

第11図 土層概念図
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三黄褐色シル ト質の土 (場所によっては

薄く青灰色の砂がはいる)
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第 2章 基本土層

各地区のⅥⅡ層より上面の土層はそれぞれ若干の相違はみられるものの基本的に I層からVII層 までは同様

な層序で堆積をしている。地区の中でも段丘上に位置するB地区とやや緩傾斜面に位置するD地区は各層
がA、 C地区よりも比較的厚 く安定した堆積をし、V層 もブロック状ではあるが他地区と比較して顕著に

みられた。それに対しA地区はやや傾斜が急な場所が多く各層の層順は同様であるが、全体に淘汰が悪 く

傾斜に沿って土砂の移動が若干みられる。また、C地区は地区の西を流れる茂内沢と接するため幾度とな

く氾濫による影響を受けたため他地区の土層と比較して土壌化が顕著でなく氾濫による土砂が認められた。

また、今回の調査で槍先形尖頭器製作跡を検出したB地区のVII層 以下の土層は複雑である (第 14015図 )。 現

在の同地区の北を流れる香坂川の浸食と側横堆積物とによって不整合を見せているが、測V層 (As― OP2)は

その堆積状況の観察から一部湖水状に水没した南東部を除いて一次堆積として認められた。

遺構の検出はIVA層面で行い、古墳二平安時代の住居址・土坑と時期不明の畝状遺構を検出した。また、

ⅥA層上面～Ⅵ B層上面にかけては縄文時代の土坑を検出した。縄文土器は中期～晩期がⅣ B層 ～ⅣA層

に包含され、V層の下部は主として縄文時代早期末～前期初頭の遺物が出土した。その下部はB地区に限

って先土器時代末～縄文時代草創期の遺物が測V層 (As―OP2)の基本的に上下で検出された。

また、業者委託した下茂内遺跡の周辺テフラの野外調査結果からは対岸の露頭でAs一〇P2の下部にAs一

BPが検出され、その下部には肉眼で白く観察されるほど良好な状況でATの堆積がみられたが、遺跡内で
は、XⅥ層以下は水成堆積土が多く、ATに対比される層はみられなかった。
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第 1節 先土器時代末～縄文時代草創期

第 3章 退 構 と遺物

第 1節 先土器時代末～縄文時代草創期

1 土層堆積状況と地形変遷

土層の堆積状況と地形変遷については第 1章第 1節 3の「佐久地方北部の地形発達」で説明済みである

が、ここではB地区の槍先形尖頭器出土層位と石器製作にかかわりの深いⅥI層からXVⅡ層についてさらに

焦点を当て、地形の変遷を兼ねて詳述する。

B地区と北側を西流する現香坂川との比高は23mを測 り、段丘面の観察から基盤岩上部は段丘礫 (周辺の

斜面からの砕削物および河川運搬礫)であることが判明した。本地区内にあるXVⅢ層の礫層は地表下約 2mが最

上部であることが、3か所で 3m以上掘 り下げても礫層が続いていたことから推測された。以上から基盤の

厚さを考慮すると、本層が基盤岩の上部の段丘礫の可能性を指摘できる。それらによって谷底に平坦面が

形成され、古い香坂川が幾つかの分流を伴って本地区内を流れていたと思われる。以下土層の堆積からみ

た本地区の地形変遷について 6期に分けて記述する (第 13014図 )。

第 I期 WI～ XV層堆積の時期 (下茂内遺跡第Ⅱ文化層)

現香坂川はB地区東側で北側に蛇行している。これと同様に現地形をみるとXⅥⅡ層、XVII層の堆積に関

係が深い古い香坂川は地区西側でも蛇行していたことが推測できる。蛇行の後現香坂川近 くに本流を移し

た際蛇行部分が深くえぐられ、小さな三か月湖状になっていたことが看取された。その後地区東側を香坂

川の分流が北東から南西に地区西側の小さな三か月湖状の窪地の部分に流れ込むようになり、この分流が

主として運搬したWI層の礫層が小自然堤防状に堆積している。この分流の西側においてもXVI層の堆積

はみられるが小自然堤防と呼べるほど発達していないことは、全体の土層からみても分流の流れが大きく

地区南から北側の現香坂川よりに移動していったことを暗示している。また、同層中には石器石材となっ

た黒色緻密な安山岩の原石が径50cmを超えるものから径10cmほ どのものが含まれていた。大きな原石はブ

ロック検出部分内では径50cmほ どで板状節理が発達して石器石材には不適な 1′点出土したのみである。さ

らに、WI層堆積以後流れの緩い流路縁辺部の傾斜面と小自然堤防状部の後背部はXV B層 (分流東側に堆積

の粘性のある砂質土)、 XVC層 (分流傾斜面の褐色の粘性のある砂質土)の河川運搬堆積物を残した。
その後分流中には、水成堆積物 (主として川砂)が横のラミナを形成しながら徐々に堆積して、最後に遺跡

の南東部分一面にXV A層 (シルト質の砂質土)は覆われる。

このXV A～ C層の堆積は、WI層が自然堤防状に高まりをみせている分流縁辺部にはほとんどみられ

ない。最初の槍先形尖頭器製作はその出土状況からこの堆積を後に、WI層の地表部分にあった原石を石器

石材として使われた可能性が極めて高い。

第Ⅱ期 測V層「降下テフラ」(無遺物層)
このテフラ分布は部分的なものではないことはいうまでもないが、本地区では北側に広 く分布している

Ⅸ層を堆積させた旧香坂川の浸食によって削られたため、分布は南側からA地区と接する斜面までに限ら

中ヽ ^



第 3章 遺構と遺物

場

第13図 地形図・直線投射断面図 (垂直 :水平=2:1)
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第 1節 先土器時代末～縄文時代草創期

第14図  B地区土層分布状況と地形変遷模式図(1)



第 3章 遺構と遺物

れてみられた。また、南のA地区と接する斜面部分では崩れ落ちて他の部分の倍の厚さをもつところもみ

られた。安定した一次堆積部分については厚さが平均して10～ 20cmで、分流の東側のXⅥ層の礫層部分など

では希薄である。この火山灰の上面ではかなり凹凸が激しいが (イ ンボリューションP)、 下面 (降下面)は傾

斜はみられるが極めて平坦である。テフラ降下以前第 I期の地形は全体に地区東から西に傾斜し南西部が

かなり深くなり、この小三か月湖状の部分では測V層は白色で、他の部分は表面黄色に酸化している。この

ことは本時期もこの部分に水があり酸化しないまま堆積したことを示していると思われる。さらに、本層

は大きく2うのュニットで基本的には構成されて、下部が細かい火山砂、上部がよく発泡した軽石で地質

学的所見からも一次堆積であると判断できる。本テフラは、第 4章で詳細に述べるが、浅間二大窪沢第 2降

下軽石 (As― OP2)に 同定された。

第Ⅲ期 測Ⅱ層～XⅡ 層 (河川運搬砂の互層・無遺物層)

土層断面の所見からXⅡ層はかなりの細分が可能であったが、基本的には礫層、黄色砂、青灰色の川砂、

軽石で構成され、その中の切 り合い関係からみると、分流が緩やかに流れながら徐々に河川の堆積物を残

し、埋められてはまた新しい分流に削られ、さらに埋まるという繰 り返しによって、本期まで小三か月湖

状になっていた窪地部分を埋没させ地区全体が東から西に傾斜する地形の原形を形成した。本時期以降は

堆積していく土壌は一部を除けば、その分布状況と厚さから、分流というより現香坂川に近い流れからの

浸食と側横堆積物の影響を強く受けていくことになる。なお、その下部にみられる測II層についてはXⅡ層

の分布外ではX層の直下に連続してみられた。X層 よりも川砂を多く含む測II層は、XⅡ層堆積以前の大き

な流れによる浸食後に堆積したものである。

第Ⅳ期 XI層～X層

XI層 は小礫とその間にみられる黄色砂で構成される。分布は地区のほぼ中央部を東から西にかけて分

布している。その上部のX層はXI層の東西に広がりをみせている。X層はローム(粘性強い黄色土)、 青灰色

の砂と角のとれた軽石が淘汰よくこなれたものである。分布が確認できた部分より北側からの側横堆積物

の可能性が高い。本層の堆積する直前に、地区北側は古い香坂川の大きな浸食により東西方向に大きく削

られ、その分流が第 I文化層を検出した地区北西部分を流れた直後からX層が傾斜部分に堆積し、中央部

から南側ではXI層の砂礫層によって、地区を東西に延びる緩やかな舌状地形を整えていったと思われる。

第V期 Ⅸ層γⅥⅡ層 (下茂内遺跡第I文化層)

Ⅳ期直前に東西方向に浸食された部分にⅨ層が覆い尽 くす時期である。Ⅸ層は厚い部分で 2mほ ども堆

積しているが一度に堆積したものではなく、極めて類似した旧香坂川の側横堆積物の堆積した結果である。

また、地区の中央部を境にしてⅨ層は北側、ⅥⅡ層は南側に分布している。Ⅸ層は砂質の黄色土で径 3～ 5

cmの角のとれた軽石を含み、ⅥⅡ層は粘性の強い黄色土でIX層 と同様に径 3～ 5 cmの軽石を含んでいて相違

点は土質の点で粘性の有無のみである。さらにⅥⅡ層とⅨ層との境は極めて漸移的であることと、それまで

の土層の堆積によって形成された東西方向の緩やかな舌状部分は視′点をかえると
二種の自然堤防状の役割

を呈していることにもなるようである。そのことから考えると、ⅥⅡ層は自然堤防の後背湿地的な部分で堆

積し、Ⅸ層と同時期の所産である可能性もある。

第Ⅵ期 Ⅷ層 (漸移層)

本層堆積以前には地区西傾」を南から北へ流下し、香坂川に合流する茂内沢から押し出された風化礫を多



第 1節 先土器時代末～縄文時代草創期

第15図  B地区土層分布状況と地形変遷模式図9)



第 3章 遺構と遺物

量に含む砂礫が、地区南西部分に堆積している。しかし、その分布は第 I文化層検出部分までは及んでい

なかった。茂内沢から押し出された砂礫堆積以後全体に土壌化が進行する。本時期に至っても第 I期にみ

られた古い香坂川の分流の残したXⅥ層の砂礫層は埋没しさらず露呈していた。また、第 I文化層検出部

分である地区北西部分ではⅧ層を切って小さな分流が流れた痕跡をとどめていた。その後香坂川の段丘を

形成する大きな浸食が始まり、地区北側にひと抱えもある巨礫を含む多くの礫を残した。

第16図 ⅥI層面から下部の土層観察位置

文化層の設定

B地区ではⅣA層上面から畝状遺構が検出され、同層中より近代・近世・平安時代の遺物が検出された。

その下位のⅣ B層下部からV層上位にかけて縄文時代中期後葉から後期前葉の土器、Ⅵ層中より早期から

前期の遺物が検出されている。槍先形尖頭器の未完成品を含む多量の石器群はその下部のⅧ層～ⅥⅡ層、ⅥⅡ

層の堆積のみられない地点ではⅨ層～X層、さらに間層をはさんでその下位層の測II層～XV層にかけて

出土し、遺物は段丘面の西側と東側に散漫に分布する地点をはさんで密集した状況で分布している(第 19図

の等高線はⅥI層下面の地形を示したもので石器群の埋没後の状況である)。 大地区名に当てはめると、西佃Jは IVA区、

東側はⅣB区に当たるが、出土層位は同一層位の出土遺物もあるものの、その分布の核は出土層位が異な

る。その 2つの層を分ける鍵層となるのが測V層で、前述したようにAs― OP2に 比定されるテフラである。
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第 1節 先土器時代末～縄文時代草創期

等高線・礫 Ⅶ層下面

第19図  B地区先土器時代末～縄文時代草創期の遺物分布図



第 3章 遺構と遺物

東側Ⅳ B区の出土層位は

この測V層下位に当たり、

西側ⅣA区はその層の上

位からの出土である。し

たがって、テフラ降下前

後で大きく2時期に区分

ができる。

さらにそれぞれの地区

の出土層位をみると複数

の層にわたって石器群が

検出されている。河川に

伴う地形形成であり、浸

食・堆積・運搬による複

雑な地形形成を伴うことは前項に述べられている。こ

のことからこのような状況は予想されるものであろう。

第20図のⅣA区出土層位を一部示した図は、地形の傾

斜方向とややずれがあるものの、遺物出土地点の幅 2

mの見透しと断面図を合わせたものである。Ⅷ・ⅥⅡ・

Ⅸ・X層にかけて遺物は分布しているが平坦部～傾斜

肩部に連続してほぼ水平に分布する一群と、不連続に

その下部に分布する一群とが認められる。前者はVII層

～Ⅸ層、後者はⅨ層出土である。これらの石器群の時

期差について検討した結果、頻繁な接合状況が認めら

れⅨ層堆積後、高位に遺存していた遺物が流路の埋没

後に拡散したと判断した。

また、Ⅸ層中の上下幅をもって拡散する状況はⅨ層堆積中の拡散とみられる。したがって、複数の層位

から認められる遺物は拡散時期の相違、上下の拡散としてほぼ同一時期の所産と判断してもなんら矛盾は

ない。ただし、ⅣA一 E04グ リッド周辺の遺物群は上流より運ばれてきたおびただしい礫の間隙から検出さ

れており、その遺存状況は他と異なる。

IV B区はⅣA区 と同様流路に伴う地形である。測V層はほぼ水平堆積をしており流路が埋没した後の所

産である。WI層 は流路肩部に帯状の高まりをみせており、微高地の頂部は間層を持たず測V層 に連続し、

ViI層 までの層厚もかなり薄 く測V層直上がVII層 という箇所もみられる。したがって、この地点で検出された

遺物群は測V層上位層のⅦ層にまで分布するが、下位層との遺物分布の連続性および接合状況から測V層

下位層の出土と理解できる。水成堆積層および測V層の無遺物層をはさんで上下に分布する状況はⅣA区

と同様に高位に当たる遺物群は周辺部の埋没後に拡散したものと捉えられる。   i

したがって、基本的には測V層上位層出土石器群を第 I文化層、下位層出土石器群を第Ⅱ文化層として設

定し、ⅣA区の石器群を第 I文化層と捉え、Ⅳ B区 (一音SIVA区 に当たる)出土の石器群が第Ⅱ文化層の石器

群となる。

第20図 垂直分布図
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3 遺構・遺物分析の視′点

(1)ブロックの認定

石器群の出土状況は一定の範囲をもったいくつかのまとまりとして遺跡地内に存在することがわかって

いる。しかしながら、その多くは出土地点が安定した台地面であることが多く、ブロックは遺物の比較的

静的な状態においてのまとまりとして認定されている。本遺跡においてもブロック認定に当たっては従来

の方法によって遺物の分布の疎密の状況からブロックの設定を行った。しかし、本遺跡の遺物出土地点は

その多くが河川の縁辺部に集中するという地形的にまた堆積状況に複雑さが認められ、本の木・壬・前田

耕地遺跡などにその類例がみられるが、河川による二次堆積層中の動的な遺物についての扱いが難しい。

遺物自体拡散することは周知の事実であるが、その結果としてまとまりをもって遺物が出土することより、

いずれにしてもこのまとまりをブロックと呼び、ブロックの分析、・ 庄格の検討の中で動的な遺物群を明ら

かにするという方向で進めた。したがって、あくまでも視覚的判断で疎密の状況を検討した結果からのブ

ロック認定である。

第 I文化層

本文化層は遺物集中地点の北西部に位置する旧流路とそれに面する微高地から成る地形が想定されてい

る。微高地については旧河川の自然堤防として捉えられ、X層～測II層がその形成層と思われる。その上層

にⅥⅡ層のローム層、旧流路内には側横堆積物のⅨ層が堆積する。遺物の出土層位はX・ Ⅸ・VⅢ・Ⅷ層、さ

らには黒色土層のⅥ層にまで及ぶ。微高地上はX層堆積以後比較的安定した地形を示し水成堆積あるいは

浸食の状況は顕著にはみられない。それに対し、流路側においてはⅨ層として一括して呼称しているが数

回の堆積によって流路が埋没していく過程が土層断面より観察される。遺物の垂直分布の高低差をみても

微高地上の分布と比較してかなり幅をもって散在している。このような様相からブロック認定に当たって

は次のような経過をたどった。

基本的には水平分布による疎密状況を等量図によって把握し、まとまりを捉え、次いで垂直分布に投影

して疎密の状況を提えた。その結果平面的には疎密の状況からブロック界を設定したものの垂直分布から

は不自然な分布状況がみられる場合が多出し、その理由は先に述べた地形にあり、分布状況を左右させて

いることが明らかにならた。そこで地形区分をブロック認定の条件に含め、微高地あるいは平坦面に水平

に分布する遺物群と流路の縁辺から河床に向かって傾斜分布する一群、さらに河床部に分布する一群に分

――
・
IIボ
・°・°
°
」
".Ixs為
謄

Ⅸ層下位層

第21図  第 I文化層垂直分布図
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第22図  第 I文化層遺物分布図
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河床部および
Ⅸ層下位層

2 傾斜部およびⅨ層中位層

第23図 第 I文化層旧流路縁辺部遺物分布図

1 平坦部およびⅨ層上位層
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3河床部および
Ⅸ層下位層

3～ 4点

5～ 9点

10点 以上

1 平坦部およびⅨ層上位層

第24図  第 II文化層旧流路縁辺部遺物等量図
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2 傾斜部およびⅨ層中位層
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離してブロック設定を行らた。しかし、傾斜の変換′点においては遺物群が疎の部分をもつ場合もあるが連

続性がみられる場合もあり、それは後の結果としてブロック界の存在しないものになるという可能性は十

分にあることを既に承知している。このような経過をふまえて第 I文化層は 1。 微高地上および遺物の分

布するレベルにおいて連続性のみられる流路内上層面、 2。 流路の傾斜部および流路内中位層にかけての

主にⅨ層上部、 3。 流路内河床面、主にⅨ層下部の 3面に分けてブロックの認定を行った。第23図 は流路

付近のそれぞれの遺物分布状況図である。広範に広がらず何か所かの密集部をもちながら帯状に分布する。

その密集部を明確化するため25cm四 方にメッシュを切 り、その枠内に何点分布するかを示したのが第24図

である。より核心部を明確にするために 2点以下は表示していない。結果、細分しすぎるさらいもあるが

19ブロックを見いだし、さらに周辺部を加えて微高地上に 4ブロック、流路内上面に 1ブロックを認め、

計24ブロックを設定した。なお、密集部が隣接するⅣA― H07グ リッド付近は疎の部分でのブロック界が設

定できないため同一ブロック名を与えそれぞれA・ Bと した。

第Ⅱ文化層

本文化層は遺物集中箇所の西側に旧流路が位置し、縁辺部の微高地部とその東側の平坦部からなる地形

が想定されている。
:そ
の地形の状況は第 I文化層と類似していることより、ブロック認定に当たって基本

的には第 I文化層と同様の方法をとったが、ひとつのまとまりの広がりは小さく径 2m範囲に納まるとい

うブロックが多く、遺物の分布状況は密集部と疎の部分が比較的明確で発掘調査時のブロック設定と大き

くは変更されなかった。したがつて、50cm四 方のメッシュを切って等量図を作成し、大きなまとまりを18

か所確認した後、帯状に分布するⅣ B―D070D08グ リッド周辺、IV B― D09グ リッド周辺t Ⅳ B一D100

11グ リッド周辺、Ⅳ B― E05グ リッド周辺、Ⅳ B一 F08グ リッド周辺、Ⅳ B一 Cllグ リッド周辺においては

ひとつのまとまりを視覚的にさらに細分してサブブロック名をアルファベットを用いてブロック名とした。

なお、Ⅳ B― D07・ D08グ リッド付近はブロック界が不明確であるため、座標値をブロック界に用いてA
～Dの 4ブロックを設定した。また、測V層の上位層のまとまった遺物群に対してはひとつのブロツク名を

与え、散漫に分布する場合は垂直方向の拡散とみなし下層のブロックに含めた。

水洗選別

、原則的に遺物の取り上げは座標、標高を測定し出土地点を記録した後 1点ずつ番号を与えて取り上げた。

しかしその遺物は視覚的に捉えられたものであり、なおかつ微小の遺物はその取り上げ対象から漏れる場

合やサンプリングエラーも考慮しなければならない。さらに、遺物を包含する土量より遺物の量が上回る

場合すら認められ、1遺跡に残された遺物群の検出t取 り上げにおいては限界がある:し たがって、発掘調

査時においてブロックとして認識された範囲のグリッドは遺物検出時に取り除かれる上を水洗選別にかけ

石器の取り上げを行い、器種分類、個体識別、計測、接合に当たっての追加資料として扱うこととした。

総量は約57,000点く約12.4kgに のぼり、その詳細な分析は不十分であったものの、 l cm以下の砕片は約

43,000点、 1～ 2 cm大の景j片約11,200点、サンプリングエラーとも言える 2 cm以上の景j片 2,770点、槍先形

尖頭器欠損品 1点が得られた。第29図にグリッド別の点数を提示するが、なお資料採取グリッドが限られ

た範囲であったため新たなブロックの認定には至らなかった。

9)遺物の認定

① 槍先形尖頭器

調整技法にかかわる基本構造 下茂内遺跡で製作された槍先形尖頭器の形態の詳細は後述するが第 I文化

層・第Ⅱ文化層ともに長幅比は 3:1～ 4:1の細身の木葉形を呈している。また槍先形尖頭器の長軸に

対する横断面形は第 I文化層の片面調整あるいは半両面調整のD字形を呈するものを除くと、認定したも
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ののほとんどが両凸レンズ状にすることをかなり意識したことが看取される。この第 I文化層から出土し

た片面調整・半両面調整の槍先形尖頭器は合目的的な姿なのか、調整途中の姿なのかは見解が分かれると

ころと思われる。また、本遺跡から看取された諸条件は製作跡としての性格を裏付けていることと、ブロ

ックと文化層の性格で後述するが、槍先形尖頭器製作についてほぼ完結された状況に近い第Ⅱ文化層に対

して、第 I文化層はなんらかのアクシデントにより中断されたものと思われる。このような状況から本報

告の分析の視′点としては後者に当たる片面・半両面調整の多くは両面調整の一過程と考えて分析を行った。

しかし、完成された姿が同様な両面調整であっても根本的な製作にかかわる基本的な構造は大きく異なっ

ていることが、直方体を例に挙げると第30図のようにとらえられる。

ここでは、直方体の一番長い対角線上に直軸設定していないが、実際は対象とする素材の最大長を意識

し、その形状に適応したと思われる。

さらに、本遺跡における槍先形尖頭器製作はほとんどが形状に相違はみられるものの景1片が素材として

利用されている。この素材はナイフ形石器等の素材として用いられた石刃 (縦長景J片)の ように画一的なも

のとは言えない。必ずしも画一的な素材でないことは、目標になった「範型」に近づけるために素材の最J

片を効率良く生産することにより、むしろ調整方法におかれるウエイトが非常に高くなってきたことを示

している。そのため第30図は必ずしもすべての形状の素材とされた争J片に対応するものではないが、横断

面形が両凸レンズ状にし「範型」に近づける調整方法の基本構造として、すべてのものの根底を流れる姿

であると理解した。ここでは、仮説として概念的な 2つの調整技法を示し、事実記載の後「成果と課題」

でさらに検討することにした。

調整技法A ttI段階・・・器体の両側縁部の鈍角部分の余J離が中心に行われる。横断面を凸レンズ状

にするために器体の調整は、左側縁部を器体A面側から景j離し、右側縁部

を器体 B面側から景j離する。あるいは交互景J離によって素材の鈍角部分を

景1離する。

第Ⅱ段階・・・器体を尖頭器状に整える。

第Ⅲ段階・・・両側縁部からの平坦景J離を繰 り返し、より薄く両凸レンズ状に近づけ、器

体を整える。

第Ⅳ段階 000両側縁部に最終調整 (刃部作出のための微細な景J離)を施す。

調整技法B ttI段階・・・主要争J離面 (器体B面)側から両側縁部より連続した彙J離を施す。

第Ⅱ段階・・・側縁部からの景j離を繰り返し背面 (器体A面)の稜部を緩やかにし、より薄

く器体を整える。

第Ⅲ段階・・・器体を尖頭器状に整える。

第Ⅳ段階・・・器体A面側の争J離を行いながら器体 B面の最j離に入り、形状、断面を整え

る。

第V段階・・・両側縁部に最終調整 (刃部作出のための微細な争J片)を施す。

以上A・ Bの 2つの調整技法が基本となっているが、素材を目的とする「範型」に近づけていくため、

実際は素材の形状に対応して、鈍角部や薄すぎる鋭角部分などを早い段階で交互景J離やさまざまな方法を

駆使していくものと思われる。しかし、器体全体を凸レンズ状に整形するには調整技法Aでは第Ⅱ段階か

ら第Ⅲ段階の平行八面体と、調整技法 Bの第Ⅳ段階の調整が鍵になっている。言い換えると槍先形尖頭器

の景I離グループはA・ B面共に 4つのグループから構成されることが素材の形状に左右されながらも基本

的な構造と考えられる。

製作段階と「範型」 石器で作られる道具の「形」は製作する人間とそれを取り巻 く集団とそれらを包括
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する時代を反映し、その背景には当時の自然環境や動植物相にかかわる生産形態も密接にかかわってきて

いる。また、長期間使われるものと短期間使われるものがあり、それらは道具の根本的な意味を示す。

そのような状況で生まれ、作られた道具の形は何をもって完成品としたり未完成品とするかの認定は、

作られ、使われ、使われなくなる過程をたどるため難しい。そのことは目標とする形になって使われるよ

うに機能部位に再加工を施した形が変形していく宿命が象徴している。そのため「範型」の認識にあっては、

「使われた」・「使われない」が重要である。しかし、実際使用の有無は肉眼と顕微鏡による使用痕の観察に

よらなければならないことと、刃部再生時に全体の形状を変える可能性および形状が整っていても使わな

い道具の存在も広義には考えられ、その判断は難しい。また、それに対していくら形状が現在のわれわれ

の視点からみると整っていなくても機能部位が認められ、使われた道具の存在も否定できない。そのこと

は、ある意味で石器の技術的側面からみた形態が機能的な形態を越えられない一面を示すものであろう。

この越えられない一面でもその根底を流れるものは技術的な側面であり、つながらないわけではない。

そのことを踏まえると形の認識から「範型」の設定には現時′点では主観的に一線を引かざるを得ない。数

量的な分類をここで使わないわけではないが、製作技術と機能的な側面の相互を考えていくと数量のみで

の分類は必ずしも客観的とは思えない。

ここで展開する分析方法としては長幅比からいくつかの基本型を設定し、各々の槍先形尖頭器の平面・

断面形状と対比しながら、技術的・機能的な形態を考慮し段階の設定と「範型」を認識し、さらに、前述

した下茂内遺跡における槍先形尖頭器の製作にかかわる基本構造と対応させ類別を行いたいと思う。

槍先形尖頭器の基本形 (左右対称の場合)第 31図は長幅比と最大幅を基にした上下比から9分類しそれぞれ

6細分したものである。出土した槍先形尖頭器両端が顕著になる段階になると、この平面形のいずれかに

近いものになると考えられる。段階設定に当たって、完成に近い段階で問題になるのは左右対称形である

かという点と刃部の形状である。左右対称形が目標であればそれに近づいていくことが完成品になること

であるが、基本形で呈示した形状にすべてなるということではない。機能的な側面からみると、最終調整

による刃部の作出が認められ、完成品としてとらえられるものでも左右非対称のものもある。しかし、こ

こで出土した槍先形尖頭器は肩部が張り非対称形のいわゆる「渋川型」の尖頭器ではないので、左右対称

に近い形として基本形の中にあえてあいまいに入れたい。また、最終調整による刃部の作出は必ずしも一

直線状にならなくても鋸歯状の刃部でよいことも考慮して段階設定に当たった。なお、下茂内遺跡の場合

は形状が整ってきている未完成品から完成品まで上下比が器体中央部にきて長幅比が 3:1～ 4三 1に な

る場合が多く、基本形Ⅳ Bの前後に両文化層の目標とする「範型」が考えられる。また、基本形には現れ

ない平面形の側縁部形状は、第Ⅱ文化層から出土したチャー ト製の 3を除いて緩やかな曲線で最大幅を通

過しているものがほとんどである。

槍先形尖頭器の製作段階 完成・未完成品共に破損しているものでも接合すれば完形品として扱い、欠損

品のみでも段階が想定できるものも、それぞれ想定した「範型」を最終形態として以下のランクづけを行

った。

Aラ ンク ・完成品 (最終形態)(左右がほぼ対称で左右の側線が直線的になっている。両側縁部から施される景J

離は一部を除いて並列し連続している。あるいは明確に機能部位の作出が認められるものは左右が

対称形ではなくても完成品とした。)

・準完成品 (左右がほぼ対称であるが左右の側線の刃部作出が直線的でないもの。器体にみられる景J

離は連続して並列するものがほとんどで器体の反りはわずかである。)

・器体調整段階 (先端部と基部の区別が明確になってきている段階。器体の反りは弱くなってきてい

るが、まだ器厚は厚く左右の領1線は直線的でない部分が多く認められる。器体にみられる景J離は連続

Bラ ンク

Cラ ンク
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して並列するものが多くなる。)

Dラ ンク・・・器体整形段階 (先端と基部の区別は難しいものがあるが、長短軸の区別はできる段階。左右の側線

はかなり左右に振れている部分が認められる。器厚はだいぶ厚いが凸レンズの祖型はみられる。器体

の景J離状況は連続してみられる部分もあるが器体を尖頭器状にしながら凸レンズ状にする原型を作

るため、さまざまな方向からの余J離が施され剥離が並列する場合が少ない。また、両側縁部には鈍角

部分を残す場合も認められる。)

Eラ ンク・・・素材の景J片に一部争J離を施 した段階 (素材の形状がわかり、先端・基部の作出がほとんどみら

れない段階で、素材の厚さに近いものを残している段階。)

Fラ ンク・・・調整の入 らない素材の最J片

しかし、A～ Fラ ンクは、実際の分類では―線を画すことができないため、以下の群・類に分類した。

I群 槍先形尖頭器完成品 (I tt I類両面調整槍先形尖頭器最終形態・ I群Ⅱ類片面調整槍先形尖頭器

最終形態)

Ⅱ群 槍先形尖頭器未完成品 (Ⅱ群 I ttA両面調整槍先形尖頭器準完成品・Ⅱ群 I ttB器体の最終形態
が推測できる段階の両面調整品・Ⅱ群 I ttC素材の形状を残さない段階の両面調整品・Ⅱ群Ⅱ類

A片面調整槍先形尖頭器準完成品・Ⅱ群Ⅱ類B先端部と基部の区別がつき、側縁部が整えられて

きている片面調整品・Ⅱ群Ⅱ類C先端部と基部の作出が顕著でないが尖頭器状を呈する片面調整

品・Ⅲ類素材の一部に調整景J離が施された段階・Ⅳ類器体の多くを欠損し、一部遺存しているも

の・V類槍先形尖頭器完成品とも思われるが形状が異なりI～Ⅲ類に入らないもの)

② 景J片・砕片
景J片類は大きく分けて素材獲得のための目的的景J片、石器製作に直接かかわる調整景J片、争j離時に付随

して生ずる砕片、そのほか石核調整の景J片、打面調整の景J片などから成る。

目的的争J片は、槍先形尖頭器未完成品の観察から、素材の争J片 として縦長景J片、横長剥片、大形景j片が

認められる。ここでは重さ100g以上、湾曲の弱い景J片 を取り上げる。また、その争J離に伴う頭部調整的景J

片、打面調整景J片、砕片の存在も当然のことながら考えられる。

調整景J片は湾曲の強い景J片でここでは100g以下の剥片を対象とする。槍先形尖頭器の製作段階に対応し

て、第 I段階鈍角部分の調整景J片 (粗害1段階)第Ⅱ段階平面形を尖頭器状に調整するとともに断面凸レンズ

状にする段階の調整争J片、第Ⅲ段階側縁部から薄い凸レンズ状に整える段階の調整争J片、第Ⅳ段階最終調

整に伴う微細な調整景J片の 4段階を念頭に置き、製作段階に可能な限り対応させることを観察の目的とす

る。なお、この段階設定は槍先形尖頭器未完成品のランク設定に準ずるものである。しかし、素材の景j片

の形状が異なることによって段階設定が当然すべてに対応するということは言えない。したがって、素材

の形状に応じてこの段階は柔軟に考えるものである。

砕片は目的的景J片の最J離時および調整争J離時の争J片争1離に伴って生ずるものである。いわゆる意図的な

景J片ではなく、欠損していないものの明確な打面を有しないという特徴がみられる。なお、本報告におい

ては微細な争J片 もこの範疇としてとらえ、 l cm未満の余J片、欠損部を砕片と呼ぶが、器種構成などの表記

においては、「景J片・砕片」として一括で扱っている。

③ 石核
原石から争J片を連続して生産する石核は①原石の一部を景J離 して凹面を作り、そこを打面にして景1片を

争J離する場合、②原石の礫面から直接余J片を余J離する場合、③原石をいくつかに分割した後に大形の景j片

を素材として周縁から争j片 を景J離する三通りがみられる。①～③のいずれも原石全体を整形することはな

く、争j片が生産され①、②の場合、打′点が同一方向に認められることが多く、特に②の場合は打′点を変え

55
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る場合も認められる。さらに③の場合は接合資料NQ 9に おいて顕著に認められ、大形の景j片 を周縁から求

心的に景J離する。さらに、ガヽさな原石は分害Jし たものが素材となり求心的な争J離は行われない。残核の形

状は板状を呈するもの、角柱を呈するもの、尖頭器状を呈するものなどさまざまであるが、接合した個体

を除いて単独の残核は第 I・ Ⅱ文化層とも僅少である。このことは争J片の生産が残核を残さない③の場合

と原石から争J片 を生産しきってしまう(分害Jと呼ぶべきかも知れない)ため残核を残さないということを暗示し

ているのかも知れない。それらからは本遺跡の場合、争J片の生産は「景J片余j離技術」としてとらえられる

ものであるかという点はかなり難しい問題ではあるが、原石から一定の最J片 を生産していくものもある。

しかし、その中にはたして槍先形尖頭器の素材となったものがあるか否かはその大きさから疑わしい。

ここでは原石の大きさの大小こそあれ分割する次元での景1片の生産が主流となり、原石の形状に合わせ

景J片 を生産し、大きければまたそこから景J片 を生産するサイクルの認識が必要であると思われる。そのた

め残核の形状はさまざまであったり、存在しないという点で石核の特徴を逆説的に表している。

④ ハンマー・ストーン
両文化層とも、プロック形成面が、旧香坂川の支流に関係する位置にみられたことで景J片等とともに多数

の礫が存在していたため、調整景j離および景1片争J離に使われたと思われるハンマー・ストーンの識別は困

難を極めた。しかしながら、硬質の礫によるハンマー・ストーンの出土は皆無であった。石器製作の素材

となった黒色緻密な安山岩ではない輝石安山岩などはこの礫層中に多く含まれていて、軟質な礫のハンマ

ー・ストーンとして用いられた可能性が考えられた。ブロック内から輝石安山岩を検出しているが、風化

が激しいことや、明確な敲打痕が認められないことから積極的にハンマー・ストーンと認定しえなかった

のが実情であった。また整理作業に入ってから接合によって50cmほ どの大きな接合資料を復元したことで、

この大きな原石を分害J彙J離するための礫の認識をしなければならなくなった。ブロック形成時の礫層上面

にはひとかかえもある巨礫やさまざまな大きさの礫が存在していたことから、これらの礫が分害Jのために

使われた可能性が高い。これらの礫の中のどれかに台石としてぶつけて分害1し たとも思われるが、この接

合資料は石目に沿って安定した分割を行っているため原石を持ち上げ礫にたたきつけたというより、原石

に礫をぶつけることによって分害Jし たと考えるのが妥当であろう。このことは原石自体が礫層中に普遍的

にみられ、石器素材となった原石が地上に露呈していた可能性が高いことからも想像されるが確証は得難

い。

⑤ 石斧

典型的な石斧の出土は皆無である。しかし、第 I文化層10A号ブロックからl cmほ どの桂質粘板岩製の

磨痕らしきもののみられる景J片は、局部磨製石斧の破片の可能性もある。さらに、第 I、 第Ⅱの両文化層

からそれぞれ 1点ずつ石斧とも考えられる形態の両面調整、一部に加工痕のある石器が出土している。こ

の 2点についてはそれぞれの文化層で検討し記述した。

⑥ 掻器、削器、ノッチド・スクレイパー、小景J離痕を有する景J片
厚く鈍角な刃部がR面を形成する掻器は第Ⅱ文化層から出土した横長争j片を素材とした「へら状」を呈

する1点 と、刃部に急角度を持つ 1′点、第 I文化層から出土した横長景j片を素材とした「四角形状」の 2

点の計 4′点である。削器についても第 I文化層から出土した微細な使用痕を観察できる頁岩製の石刃 1′点

のみで、明確に直線的な刃部を作出する削器は出土していない。しかし、槍先形尖頭器製作時の調整剥片

・砕片に景J離痕が看取されるものが多く、これらの刃部の形状から分類を試みることにしたい。いずれも

調整景J片の全面に大きな調整を施し、その形状を変えているものはほとんどない。

分類に当たり前提条件としてく素材は先に記したように槍先形尖頭器製作時の湾曲の強い調整剥片が使

用されたものがほとんどである。それらは大きくその形状を変えていないため「形」からの分類は有効で
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ない。そこで景J離痕が残される部位と形状に着日し分類した。

この景J離痕を残す部位と刃部の形状は「機能」の表象として

とらえられる。そもそも人がある目的を達成するために生産

→使用｀廃棄される道のりをたどる石器は、「定形」的な形態

を持つものと、持たない場合がある。本遺跡の場合は、目的

のために争J片が生産されるものは槍先形尖頭器の素材が圧倒

的に多くこれらのものは調整景J片 を素材にする二次的なもの

である。これらの「機能」音S位と考えられる景J離痕について

はマクロ的な視点からみると使用の結果次第に形をかえてい

くことも、遺跡内で使われた石器という性格上十分に考えら

れる。「機能」に着目すると景J離痕方向に作業された結果残さ

れたものと、景J離方向に直交して作業されたものの 2種類あ

り、直交方向に作業されたものはさらに争J離痕が「直線的」

なものと「扶 り状」のものに分かれる。使用の頻度を考慮し

これらの景j離痕を持つ景J片の刃部形成をとらえると、第33図

のようになる。

ここでは、これらの要素を考慮しつつ、遺跡から出土した

第33図  トゥール分類概念図

一部を除いて使われなかった石器としての槍先形尖頭器に対比して、使われた石器としての認識にたち、

以下の 4つに分類した。

トゥール I類 掻器的

トゥールⅡ類 削器的

トゥールIII類  ノッチ ド・スクレイパー的

トゥールⅣ類 小争J離痕を有する争j片

⑦ 錐

第 I文化層では黒曜石製のものが 1点出土したのみで、第Ⅱ文化層では明確に錐と呼べるものは出土し

ていない。その黒曜石製のものは景j片の 3つの角にそれぞれ、微細な景J離を施すことにより、機能部位を

作出し、そのうちの 1か所はかなり摩耗が顕著である。

③ 礫器

第Ⅱ文化層でやや質の異なる安山岩が素材として用いられ、表面の風化がすすんだ礫器が 1点のみ出土

した。A面に礫面を多く残し、上・下部に粗い景J離によって刃部を形成している。

⑨ 磨石

川原礫の稜線部を中心に磨痕の認められるものが第Ⅱ文化層で 1点のみ出土している。部分的にたたい

ている状況もみられるが、積極的にハンマー・ストーンとして使用したとは断言できず、磨石としての機

能を考えるべきかと思われた。
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侶)個体別資料の分類

槍先形尖頭器の素材となった原石は黒色で光沢があり緻密な安山岩であった。この原石について、鉱物

組成・組織の特徴を岩石科学的に分析し、岩石名を決定する目的で業者に鑑定を依頼した。その結果、含

まれる鉱物の種類から「含斜方輝石単斜輝石安山岩」と命名された。

ここで若千石器石材としての安山岩の原産地についてみると、群馬県内に分布するものについては、「黒

色安山岩は黒色緻密の岩石で極細粒でややガラス質の基質中に少量の微斑晶を含む」 (中束・飯島1986)と さ

れ、原産地については河川敷などの追跡調査により武尊山産出の可能性を指摘している (中束・飯島1986)。

また、長野県内に分布する安山岩について、長野県最北端から新潟県内に原産地をもつ無斑品質安山岩

(finegrained pyroxne Andesiti)と 石器石材とのかかわりについての分析がある (中村1986)。

本遺跡で槍先形尖頭器製作の素材となった安山岩はこれらの原産地と異なり、遺跡の北東に直線で2。 5km

にある八風山山頂周辺にその鉱床があることが中村由克氏の指摘および地質図を頼 りにわれわれが踏査を

重ねた結果明らかになってきている。

業者に委託した岩石鑑定結果からは、その組織は非顕品質 (aphanitic)と いくつかの斑晶で構成され極め

て緻密な岩石であることがわかった。本報告においては先述した岩石名を使わず便宜的に「黒色緻密な安

山岩」として用語を統一したが、石器石材としての安山岩については自然科学的な分析による、各々の原

産地の成分比・鉱物組成の比較検討が今後さらに必要になろう。

また、個体別資料の識別はこの黒色緻密な安山岩が中心となったが、当初識別が難しいと思われたため

接合作業をある程度進行させた後に行った。接合状況からは風化の進行がまったく異なる個体の接合もみ

られたためこれらも考慮し、礫面の状況・縞の有無とその密度および状況・斑品の多い少ないなどに焦点

を当てまずブロック内で分類し仮イ団体別資料とした。その後、ブロック相互の比較をして、個体別資料と

認定した結果が後述したものである。

識別が難しいと思われたが結果的には予想外に多くの個体の識別ができ、さらに抽出できた個体別資料

の接合率はかなり高かった。

以下、本遺跡で識別できた個体の特徴を記す。

第 I文化層

個体別資料NQ l(接合NQ l):礫面の凹凸は少ない。

個体別資料NQ 2(接合NQ 2):にぶい赤褐色の礫面を持ち、発泡孔が多い。

個体別資料NQ 3(接合NQ 3):風化が進み表面灰色。

個体別資料NQ 4(接合NQ 4):礫面に大小の凹凸、部分的に自く太い縞が入る。

個体別資料NQ 5(接合NQ 5)三 米粒状の交雑物 (安山岩質の捕獲岩=ゼノリス)が多量。

個体別資料NQ 6(接合NQ 6):礫面大小の深い凹凸が多い。

個体別資料NQ 7(接合No。 7):礫面はなめらかな部分と、網状に凹部がみられる2か所あり、全体に明瞭

な白い縞が入る。

個体別資料NQ 8(接合NQ 8):風化が進み表面灰色。

個体別資料NQ 9(接合No。 9)三 表面の風化が進みクリーム色と青灰色の 2種類ある。

個体別資料NQ10:全体に自く明確な縞が礫面・景J離面に多くみられ、縞の多い部分と少ない部分がある。

個体別資料NQll(接合NQ10～ 15):礫面は凹凸がある部分とない部分があり、風化が進む。
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個体別資料NQ12(接合NQ16～ 18):礫面は小さく深い凹部が多くみられ、礫面と景j離面は同様に灰色を呈

す。

個体別資料NQ13(接合NQ19～ 27):礫面は摩耗し大小発泡孔部の凹部分がつぶれている部分が多い。

個体別資料NQ14:表面がやや濃い灰色を呈し、やや斑品が少なく縞のみられない個体。

個体別資料NQ15:全体にぼんや りとした自と黒の縞が入る。

イ団体別 i資料NQ16:白 い糸高が部分白勺に入る。

,個体別資料NQ17:白 い縞が 1帯入る。

個体別資料NQ18:表面灰色を呈し、きめが細かく斑品の少ない個体。

個体別資料NQ19(接合NQ28):礫面はかなり摩耗し、白い縞が 1帯入る。

個体別資料NQ20:全体に明確な白い縞が入り、礫面の凹部がほとんどみられない個体。

個体別資料NQ21:風化が進み灰白色、全体に明瞭な黒い縞が入る。

イ団体別資料m22三 白い糸高が入り、 音6分的に太い糸高が入る。

イ団体別資料NQ23三 イ団体別資料NQ13と 類似しているが全体にぼんや り白い縞が入る。

個体別資料NQ24(接合NQ29):個体別資料NQ13と 類似し白い縞が全体に入るが、個体別資料NQ13ほ ど風化

は進まず接合関係がみられないので別個体として扱った。

個体別資料NQ25三 礫面がやや摩耗し、斑晶の多い個体。

個体別資料NQ26:礫面は小さくやや深い凹部が多く、全体にやや波状の縞が入る。

個体別資料NQ27:白 いやや太い縞が 2帯入る。

イ団体別資料NQ28:全体に白い糸高力=入る。

個体別資料NQ29:風化により表面がざらつくイ団体。

個体別資料NQ30:白 い縞が数帯入る。

個体別資料NQ31:灰オリーブ色で黒い縞が数帯入る。

個体別資料NQ32:かなりきめの細かい石質で斑品は少なく、太く白い縞が入る。

個体別資料NQ33三 礫面は小さな凹部が多く、白い縞が入る。

個体別資料NQ34:やや斑晶が多く全体にぼんや りと白い縞が入る。

個体別資料NQ35:風化が進み表面の摩耗がかなり進んでいる。

以上、個体別資料NQ l～ 35は黒色緻密な安山岩である。

個体別資料NQ36:頁岩。

個体別資料NQ37:黒曜石。

個体別資料NQ38三 黒曜石。

第Ⅱ文化層

個体別資料NQ l(接合NQ l):礫面全体に細かい石目の細い縞が入り、やや摩耗している。

個体別資料NQ 2(接合NQ 2):2～ 3帯組の白い縞があり、礫面全体が摩耗している。

個体別資料NQ 3(接合NQ 3)三 礫面は小さな凹部が多く石目の細い溝が入る部分と凹部分のない部分の 2

か所ある。

個体別資料NQ 4(接合NQ 4):斑品が多く礫面全体が摩耗している。

個体別資料NQ 5:風化が進み灰オリーブ色を呈する。

個体別資料NQ 6(接合NQ 5～ 8):礫面は小さな凹音るが多い音6分とない音6分がある。
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個体別資料NQ 7(接合NQ28 0 29):表面灰色と暗灰色の個体があり、約 5 mmの幅の黒い縞が 1帯入る。

個体別資料NQ 8(接合NQ10～ 11):礫面に微細な凹部が多く、摩耗している。

個体別資料NQ 9:礫面に石目の細い縞が入る。

個体別資料NQ10(接合NQ12):表面灰色で全体に黒い縞が多く入る。

個体別資料NQll(接合NQ9 013～ 17):本文化層で一番斑晶が多くみられる個体。     :

個体別資料NQ12(接合NQ18):斑品が少なく緻密で全体に白い縞が入る。

個体別資料NQ13(接合NQ19～ 21):暗 オリーブ灰色と暗灰色の個体から成る。

個体別資料NQ14(接合NQ22 0 23):灰 オリーブ色を呈し、全体に細い白い縞が入る。

個体別資料NQ15:小さな斑晶が多いイ固体で剥離面に斑晶に関係するガヽさな凹凸が極めて多くみられる。

個体別資料NQ16:やや緻密で、部分的に数本の白い縞が認められる。

個体別資料NQ17:灰色でぼんや り白い縞のみられる部分もある。

個体別資料NQ18(接合NQ24):礫面に発泡孔による小さな凹凸が多数にみられる部分 と、ない部分がある。

個体別資料NQ19:斑晶少なく緻密で縞が入らない。

個体別資料NQ20:暗灰色で表面にやや光沢のある個体 6

個体別資料NQ21:灰色で暗灰色の約 5 mm幅の縞が入る。

個体別資料NQ22:灰色で斑晶が少なく緻密な個体。

個体別資料NQ23:灰色を呈し斑品が多く景j離面の凹凸が多く認められる。

個体別資料NQ24:斑晶が少なく緻密な個体で縞が入らない。

以上、個体別資料NQl～ 24は黒色緻密な安山岩

個体別資料NQ25:NQ25 0 26は NQ l～ 24の黒色緻密な安山岩と異なった安山岩と思われる個体である。

灰白色を呈しわずかに斑晶が認められる。

個体別資料NQ26:灰白色を呈するがやや青味がかる:

個体月U資料NQ27:暗青灰色のチャー ト。

なおイ団体別資料No。 1～ 5は ほIF原石まで接合した。
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資料 1 岩石鑑定報告

以下は業者委託した岩石鑑定の報告文を記したものである。

1 試料と目的

試料は長野県下茂内遺跡より出土した岩石 1点で、縄文時代早期以前の尖頭器の原料として利用された

ものとみられる。この岩石の鉱物組成・組織の特徴を岩石学的に検討し、岩石名を決定することが今回の

目的である。

2方 法

まず岩石の薄片 (プレパラート)を作製し、岩石顕微鏡 (偏光顕微鏡)に よる観察を行った。薄片の作製に当

たっては、本試料の特徴をよく示しており、しかも製作する薄片面が広 くとれる部位を切断し、岩片を得

た。岩片を研磨盤上で30μ (ミ クロン)の厚さに研磨し、顕微鏡の光源が透過するように調整して薄片とし

た。この薄片について鏡下で観察を行い、併せて下方ポーラおよび直交ポーラ下の顕微鏡写真を撮影し、

図版として添付した。

3 顕微鏡観察結果

岩石名 三含斜方輝石単斜輝石安山岩

本試料は下記のような組成鉱物、組織および特徴を有する。

①斑晶

斑晶として斜長石・単斜輝石が少量存在する。このほか、斑晶として微量の斜方輝石・磁鉄鉱が認め

られる。

1)斜 長 石一大きさ0。 9～ 0.2mmの 自形～半自形の板状・長柱状、ときに破片状で少量存在する累帯

構造の発達が著しく、集片双晶がみられる。最大対称消光角は40°程度で、曹灰長石に

属する。しばしば斜長石斑晶内に疑板チタン石の存在が認められる。

2)単斜輝石一大きさ0.7～ 0.15mm自 形粒状および半自形し、少量存在する。淡黄緑色で、斜消光し弱

い多色性を有する。集片双晶が発達している。

3)斜方輝石一大きさ0.lmm以下の自形粒状および大きさ0.2mm程度の半自形葉片で微量存在する。下

方ポーラ下では単斜輝石と同様淡黄緑色を呈し、色調ではほとんど区別できないが、

直交ポーラ下で直消光し、多色性は極めて弱い。

4)不透明鉱物 (磁鉄鉱)一大きさ0.1～ 0.2mm。 形態から磁鉄鉱の自形～半自形結晶と判定される。

②石基

極めて微細な長柱状単斜輝石と長柱状斜長石で構成され、ガラス質物質は認められない。

1)斜 長 石―微細な長柱状で、伸長方向に最大0.2mm程度のものが存在するが、幅は0.015mm以下で

ある。

2)単斜輝石一極めて微細な針状～短柱状鉱物で、石基の大部分を構成している。斜長石斑晶周辺の

単斜輝石は伸長方向に0。 05mm程度のものもみられるが、多くは帯淡緑色の微晶で、伸

長方向で0.01mm以下の大きさとなっている。直交ポーラ下で斜消光を示す。

③副成分鉱物

岩石中の副成分鉱物として、斑晶の項で述べた磁鉄鉱および疑板チタンが認められた。

疑板チタン石―疑板チタン石 OseudObrOOk■ e,Ti02)はヽ斜長石斑晶とともに産出している。特徴的ワ
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インレッドの色調を呈し、不規則な形状を有する。斜長石結晶と重なるため明瞭ではないが、多色性が

弱く、複屈折も弱い点で、板チタン石 (br00kite,Ti02)と 異なっている。

④組織と特徴

組織―含斑晶―プト顕晶質 (非顕品質 :aphanitic.火 山岩の組織の一つで、肉眼では区別ができないような微晶の集

合体の基質をいう)。

特徴―本岩石は火山の溶岩 として流出し、急冷 してできた岩石である。高温の溶融体から急冷 したた

めその大部分は単斜輝石および斜長石の微晶からなる石基を構成 している。

このため岩石は極めて緻密な割れ口でも鋭角的となる。この岩石が尖頭器などの石器に多用されてい

たのであれば、このような特徴や性質を当時の人々が十分知っていたものと考えられる。

図版略号説明

Pl :斜長石

Cpx:単斜輝石

Pbr:疑板チタン石

Gm:石 基 (単斜輝石・斜長石 )
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第 I文化層

概観

本文化層の遺物は段丘面の中央わずかな微高地と西側の北東から南西に流れた旧流路周辺に集中して検

出された。微高地には 3ブロックが認められたほか、流路周辺の遺物集中地点は径10mほ どの範囲に分布し

ているが、密集部を抽出した結果20ブロック、内 1ブロックはさらに細分して 2プロックに分けられ、合

計24ブロックの集中区から成る。また、ブロック外として旧流路から10mほ ど南に離れた傾斜面より槍先形

尖頭器完成品が 2点 まとまって検出された。

検出された石器は取 り上げ点数約14,000点、水洗選別によって得られた石器は約19,000′点、総計約33,000

点である。石器の石材は頁岩 1点・黒曜石数点で、ほとんどは本遺跡の北東に位置する八風山を原産地と

する黒色緻密な安山岩で占められ、在地の石材を用いた石器群である。まさに原産地直下の遺跡の在 り方

である。

出土した石器は槍先形尖頭器完成品 5′点、槍先形尖頭器未完成品125′点、内51′点は接合しそのうち 6′点は

破損後の再調整品で、そのほか槍先形尖頭器の先端部
0基部・胴部のみの欠損品35′点である。他は 1′点の

頁岩製の石刃、黒曜石製の石錐を除いてすべて槍先形尖頭器の製作にかかわった争j片・砕片で、 トゥール

類は槍先形尖頭器欠損後の転用や、調整余J片 を素材としている。これらのことから槍先形尖頭器の製作を

物語る文化層である。

接合作業によって原石にまで復元された接合資料は 9点で、接合資料NQ 9は今までに例をみない最大長

約43cm、 最大幅約50cm、 重さ約29kgの大きさで、槍先形尖頭器未完成品16点を含む資料である。これらの

接合資料から素材の争j片 として横長の争J片 を最j離する工程と、縦長景1片の象I片 を景j離する工程が確認され、

製作された槍先形尖頭器は大形と中形の槍先形尖頭器・同未完成品の推察から超大形の槍先形尖頭器の存

在も想定された。形態的には木葉形の槍先形尖頭器が主体で細身の木葉形もみられ、また両面調整と片面

調整が併存している。

(1)τズロック

1号ブロック (第 203図・PL5)

ⅣA― P09010011、 Q09010011グ リッドから検出された。B地区のほぼ中央に当たり東西に延びる微

高地上に位置し、第 I文化層の遺物分布からみると最も東寄 り、旧流路よりみると最も離れたブロックで

ある。隣接して 2号ブロックが位置する。長径4.8m、 短径2.2mの不整楕円形状に遺物は分布しているが、

密集部をもたず散漫に分布し、垂直分布は約20cmの幅で、Ⅷ層からⅥⅡ層にかけて包含され、その中心はⅥⅡ

層上部である。

試掘 トレンチ調査時の出土遺物を含め遺物の総数は33′点。その器種別取り上げ′点数は槍先形尖頭器 1′点、

同未完成品 8点、ハンマー・ストーン P2点、石刃 1点、争J片・砕片21点であり、景J片の占める割合が少な

い。石質は石刃の 1点が本文化層において唯一の頁岩で他はすべて黒色緻密な安山岩である。個体別資料

構成は個体別資料NQl1 0 12 0 13 0 19 0 36に 類似する24が識別できたにとどまる。接合状況は隣接する2号

ブロック間で尖頭器の接合がみられるほか10mほ ど離れた 6号 010B号ブロックとの接合関係がみられる。

2号ブロック (第 405図 )

ⅣA一 K100L100M10011、 N10011、 010011グ リッドから検出された。 1号ブロックと同様微高地

上に位置し、一部風倒木跡、後世の掘 り返しによって攪乱されているが、長径約 4m、 短径約 2mの帯状に

64
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遺物は比較的散漫に分布している。垂直分布は30cm前後の幅をもち、ⅥI層からⅥⅡ層にかけて包含されるが、

その中心はⅥI層下部にある。

遺物の総数は71′点。その器種別取り上げ′点数は槍先形尖頭器未完成品 8′点 (2′点はブロック内で接合したほ

か、1′点は6号ブロックとの接合)、 掻器 4点 (2点は接合)、 争j片・砕片56点・石核 3点であり景j片の占める割合

の少ないことが 1号ブロックと共通する6i石質はすべて黒色緻密な安山岩である。個体別資料構成はNQ 9

011024014015016022が 識別できる。接合状況は 1号ブロックおよび 6号ブロック間での槍先形尖頭

器未完成品の折れ面接合があるほか、 9号ブロックとの接合関係がある。

3号ブロック (第 6図 )

ⅣA一 N05グ リッドから検出された。旧流路に面する緩傾斜部に位置し最も上流部に当たり、径50cmの範

囲で 5点の大形の景J片のみまとまって出土している。隣接するブロックのない単独ブロックであるが、 2

mほ ど離れたⅣA=N03グ リッドに石核が 2点出土している。イ団体別資料構成はNQ10が 4点、NQ 4が 1点で

すべて接合関係を有し、NQ10は 18号ブロック、NQ 4は 15号 016号ブロックと接合関係があるg石質はすべ

て黒色緻密な安山岩で、二次加工された石器はなく大形の景J片 も形状が不整形である。

4号ブロック (第 6・ 7図・PL6)

ⅣA一 J06グ リッドから検出された。旧流路に近い微高地上に位置し、遺物の広がりは径50cmほ どにまと

まっている。垂直分布は30cmの 幅をもちVII層からⅥⅡ層にかけて包含されるが、その中心はⅥⅡ層上部である。

遺物の総数は10′点、その器種別取り上げ′点数は槍先形尖頭器完成品 1′点、未完成品 3′点(2′点はブロック内で

接合)、 トゥール I類・Ⅳ類それぞれ 1点、余J片・砕片 4点である。争J片の少なさは 1～ 3号ブロックと類

似性をもつ。個体別資料構成はNQ 9がそのほとんどを占めNQ2 011が 1点ずつみられる。石質はすべて黒

色級密な安山岩である。接合状況は槍先形尖頭器未完成品 1′点がブロック内で折れ面接合しているが、 9

号・10A号・20号・ブロック外との接合関係がある。

5号ブロック (第 607図 )

ⅣA一 J07008グ リッドから検出された。微高地上に位置し径 2mのほぼ円形の広がりを示すが密集する

ことなく散漫で、隣接ブロックの周辺に分布する遺物群ととらえうる可能性がある。出土層位はⅥI層から

ⅥⅡ層にわたり、その中心はⅥⅡ層上部である。遺物の総数は33点、すべて景j片・砕片から成る。個体別資料

構成はNQ 9がほとんどでNQ13が 1点ある。接合状況はブロック内接合が一例、ほか 9号 018号ブロックと

接合関係がみられる。

6号ブロック (第 8図 )

ⅣA一 108グ リッド周辺から検出された。10A010B号 ブロックに連続するがブロック界設定にあたりや

や密から次第に疎になる傾向が伺われたため隙間部にブロック界を設定した。旧流路に向かって緩やかに

傾斜する位置に分布し、径 2mのほぼ円形の広がりを示し、垂直分布は約50cmの幅でVII層からⅥⅡ層にかけて

分布するがその中心はVⅢ層上部である。

遺物の総数は105′点。その器種構成は槍先形尖頭器未完成品 2′点(1′点は2号ブロックとの接合)、 トゥールⅢ

類 1点、争j片・砕片102点からなる。石質はすべて黒色緻密な安山岩である。接合状況はブロック内接合は

みられず隣接する10A O B号ブロックのほか、 1号・ 2号・ 7号 09号・12号 017号 018号ブロックとの

ブロック間の接合であることは、隣接ブロックに統合できる可能性がある。

7号ブロック (第 9図 )

ⅣA― J05グ リッド周辺から検出された。旧流路縁辺の肩部から旧流路を埋没させたⅨ層上部に広がる。

長径 2。 3m、 短径 2mのほぼ円形でIVA一 K05グ リッドの 2点は lm離れているが試掘 トレンチがその間に

あることからブロック内とした。垂直分布は50cmの幅で旧流路に向かって次第に下降する。出土層位はⅨ
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A層からX層であるが、ⅨA層は水成堆積層であり生活面としてとらえるよりもⅨ層内遺物は自然拡散 と

して理解し、本ブロック下部に重複して存在する15号ブロックの遺物の上方拡散もあり、うる。

遺物の総数は66′点、器種別取り上げ′点数は槍先形尖頭器未完成品 6′点(2′点はブロック内で接合)、 トゥール

I類 2点、石錐 1点、 トゥールⅣ類 1点、石核 2点、景J片・砕片54点である。石質は黒曜石が 8′点あり、

槍先形尖頭器未完成品 1′点・石錐 1′点・ トゥール I類 1点含まれる。個体別資料構成はNQ7 0 9 013014

022023030で 1～ 3点 と点数は少ない。接合状況は隣接する17号 015号ブロックほか18号ブロックとの

接合関係が認められる。

8号ブロック (第 10図 )

ⅣA― J06グ リッド周辺から検出された。旧流路縁辺の肩部に当たり遺物の分布は径 2mの範囲に密集部

を持たず散漫に広がることより、隣接する17号ブロ
`ッ
クと連続する可能性もあるが、比較的大形の剥片は

17号ブロックから離れた南東隅にまとまる。垂直分布は50cmの 幅をもちX層中に包含される。

遺物の総数は135点、器種別取 り上げ点数は槍先形尖頭器未完成品 6点 (3点 は17号 018号 とそれぞれ接

合)、 トゥールⅡ類 1点、景j片 128点で、石質は黒曜石 2点、あとはすべて黒色緻密な安山岩である。接合状

況は隣接する9号・17号 018号ブロックほか10A号・ブロック外と接合関係がある。

9号ブロック (第 11012図 )

IVA― 106007グ リッド周辺から検出された。遺物の分布は旧流路の肩部に当たり、長径 3m、 短径 2m

の楕円形に広がる。密集部を西隅に持つが連続する18号ブロックの一部との重複がある。垂直分布は50cm

の幅をもちVII層からⅥⅡ層にかけて包含される。

遺物の総数は261′点、器種別取り上げ′点数は密集部を中心に槍先形尖頭器未完成品16′点 (5点はブロック内

で接合したほか、 1″点は8号、 1″点は4号・20号、 3′点は18号ブロックと接合)、 トゥール I類 3点、 トゥールⅡ類 1

点、トゥールⅢ類 2点、トゥールIV類 5点、石核 2点、景J片・砕片232点 である。石質はすべて黒色級密な

安山岩である。個体別資料別構成はNQ 6・ 9～ 11013～ 15017020023027が 認められ、特にNQ 9が 58′点

と卓越し、18号ブロックの東側との接合例が多く関連性の強さが想定される。

10号ブロック (第 13図 OPL6)

ⅣA― H07・ H080107グ リッド周辺から検出、密集部が 2か所にみられたためそれぞれ10A010B号

としサブブロックを設定した。

10A号ブロック (第 14図 )

ⅣA― 107グ リッド周辺から検出された。旧流路縁辺部に位置し長径 2m、 短径 1。 5mの楕円形に遺物は

分布するが18号ブロックと重複する。垂直分布は50cmの幅をもちⅧ層からⅥⅡ層にかけて包含されている。

遺物の総数は261′点。器種別取り上げ点数は槍先形尖頭器未完成品 2′点、トゥール I類 2′点、トゥールⅢ

類 1点、トゥールⅣ類 4点、彫器 1点、石核 1′点、争J片・砕片256点が出土しているが、彫器は槍先形尖頭

器破損後の先端部を再利用したものである。個体別資料はNQ2 0 9 010011013014022が 認められるが、

NQllが 41点 と卓越している。

10B号ブロック (第 14図 )

ⅣA― 107グ リッド周辺から検出された。旧流路縁辺部に位置し長径 2m、 短径1.5mの楕円形に遺物は

分布するが、20号ブロックと重複している。垂直分布は50cmの幅をもちⅧ層からVⅡI層にかけて包含されて

いる。

遺物の総数は278′点、器種別取り上げ′点数は槍先形尖頭器未完成品 5′点 (2″点はブロック内で接合、 1′点は12

号ブロックと接合)、 トゥールⅢ類 4点、トゥールIV類 3点、争J片・砕片266点 であるが、トゥール類はJヒ寄 り

に偏って分布する。石質はすべて黒色緻密な安山岩である。個体別資料はNQ2 0 100 110 130 160 170 23
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が認められるがNQllが 34点、NQ13が27点 と卓越 している。

11号ブロック (第 15016図 )

Ⅳ A一 H06グ リッド周辺から検出された。長径 4m、 短径 2mの範囲に遺物は散漫に分布する。18号ブロ

ンヽクと重複するが垂直分布の不連続性から、また 7号 08号 09号 010号ブロックとは平面分布および垂

直分布が連続するが出土層位がIXA層、あるいは旧流路の礫中出土であるためブロック界を設定 した。

遺物の総数は86′点で槍先形尖頭器未完成品 2′点 (1″点は7号ブロックと接合)、 石核 1′点、 トゥールⅣ類 2

点、景J片 0砕片81点 である。接合状況は平坦面に位置する 9号・10号ブロック、下位層の18号ブロックと

の接合が認められる。景J片 自体 も小争J片が多くその多くは原地点の出土とは認め難 く(旧流路の埋没過程

にあると思われる。したがって個体別資料もNQ9 0 11 0 12 0 130 16・ 17・ 19と 少数ずう認められ、本来は

他の各ブロックに帰属するものであろう。

12号ブロック (第 17018図 )

ⅣA一 G07グ リッド周辺から検出された。遺物は長径 3m、 短径2.5mの範囲で散漫に分布する。23号ブ

ロックと重複するが垂直分布の不連続性から、また10B号ブロックとは平面分布および垂直分布が連続す

るが出土層位がIXA層 であるためブロック界を設定した。遺物は 6号ブロックと接合状況にある槍先形尖

頭器未完成品が 1点、トゥールⅣ類 1点、争J片・砕片132点認められる。景J片は総じて小形の景j片および砕

片が多く隣接するブロックからの拡散とみてよいであろう。接合関係は前記した槍先形尖頭器 1′点の接合

だけである。

13号ブロック (第 17018図 )

ⅣA― G08グ リッド周辺から検出された。本文化層のブロック群の南西隅に当たり、遺物は径 2mの範囲

で散漫に分布する。垂直分布は幅50cm内 にまとまり河床部に位置する23号ブロックと重複するが、間層を

はさみ不連続である。出土層位はⅨA層中であることからも他ブロックの拡散部とみなされよう。

遺物は槍先形尖頭器の破損部が 1点、景J片・砕片38点はほとんどが 5g以下の小景J片である。他ブロック

の拡散部とみなす一要素である。接合状況は 1点折れ面接合があるのみで、個体別資料はNQllの 4点以外

識別が困難であった。

14号ブロック (第 19020図 )

ⅣA― E04:F04グ リッド周辺から検出された。遺物は長径 6m、 短径 3mの範囲に散漫に分布するが、

ブロック外として扱った散漫に分布する遺物を含めると径10mほ どの広がりをもつ。遺物はⅨA層上面の

層中で多くの転石内から出土した。本文化層ブロック群の北西隅に当たり台地縁辺部に近い。

遺物は槍先形尖頭器未完成品 5′点 (5′点はブロック内で接合し、 1′点は折損後再調整)、 石核 2′点、争J片・砕片

は58点で小形の争J片は少ない。ブロック間の接合はみられないが、イ団体別資料はNQ3 0 13 0 16 0 190 25が

認められた。遺物自体摩減があり転石とともに運ばれた可能性もあるものの槍先形尖頭器未完成品などの

接合状況から、製作場所を示す。しかし他ブロックとの同時性を考えると旧流路の埋没後の所産である′貞

から後出性が強い。また、上層の縄文時代の遺物との重複関係にやや疑間をはさむ余地もある。

15号ブロック (第 21図・PL7)

.ⅣA一 J05グ リッド周辺から検出された。旧流路の縁辺部から流路内に位置し、遺物は径 lmの範囲内に

まとまって分布する。垂直分布は50cmの幅をもち出土層位はX層上部からⅨ層下部である。

遺物の総数43′点。器種別取り上げ′点数は槍先形尖頭器未完成品 3′点、石核 4′点、景J片・砕片36′点である。

遺物の′点数は少ないが良好な接合資料を有し、石核 4点はすべて接合資料でそのほとんどがプロック内接

合であると同時に16号 017号 018号ブロックとのブロック間の接合関係がある。個体別資料はNQ4 0 6

～ 9012014024026が認められたが、すべて原石に復元可能な資料で、 3点の石核は個体別資料NQ 4・
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708で残 りの 1点は接合資料NQ 9-Bの大形景I片の石核が遺存している。争J片は縦長余J片が多く槍先形
尖頭器の素材獲得の目的的景I片である。

16号ブロック (第 22023図 )

ⅣA― 105グ リッド周辺から検出された。旧流路の縁辺部に位置し、遺物は、長径 4m、 短径1.5mの帯

状に分布しているが右岸寄 りにその中心がある。西端は21号ブロックと重複している。垂直分布はⅨ層中

に70cmの幅で散漫に分布する。

遺物の総数は257点。器種別取り上げ′点数は槍先形尖頭器未完成品12′点、内 4′点はまとまって(4点はブロ

ック内で接合、17号・18号ブ●ックとの接合が 2′点ずつ)出土している。 トゥールIV類 3点、景J片・砕片241点が認
められる。個体別資料はNQ4 0 6・ 809011012～ 15021022024026081014013062な どが識別さ

れたが、NQ 9が 39点 と最も多い。接合状況はブロック内接合は少なく、ほとんどブロック間の接合で18号

ブロックとの接合が卓越しているほか、隣接する15号 017号ブロック、重複する21号ブロック、離れた 3

号 010A号 :19号ブロックとの接合もみられる。

17号ブロック (第 22・ 24図 )

ⅣA― 105006グ リッド周辺から検出された。旧流路の肩部から傾斜部に位置し、遺物は径 2mの範囲に

密集した状況で分布している。また、平坦部の 7号 08号ブロックと一部重複する。垂直分布は80cmの幅

をもつが傾斜に沿って旧河床部に分布する遺物とⅨ層中に分布する一群とやや不連続に散漫な分布を示す。

遺物の総数454′点。槍先形尖頭器未完成品17′点 (2点はブロック内で接合、7号・18号 023号ブロックとの接合が

1点ずつ、8号・16号ブロックとの接合が 2″点ずつ)、 トゥール I類 3点、 トゥールⅡ類 1点、 トゥールⅢ類 1

点、トゥールIV類 5点、石核 2点、争J片・砕片425点である。個体別資料はNQ2 0 4～ 17・ 22023030と 多

種にわたる。そのなかでNQ6 0 9 011014が卓越している。接合関係は18号ブロックとの接合関係が多い。

18号ブロック (第 25・ 26図 )

ⅣA一 H06グ リッド周辺から検出された。遺物は径 4mの範囲に密集した状況で旧流路の肩部から傾斜

部に分布する。17号・19号・20号ブロックに接し、河床部に位置する21号 022号ブロック、平坦部の 90

10B号ブロックと一部重複する。本文化層の中で最も多く遺物が密集するブロックのひとつで、本文化層の

中核ブロックといえる。遺物の総数1,857′点。器種別取り上げ′点数は槍先形尖頭器未完成品が65′点、トゥー

ル I類12点、 トゥールⅡ類 3点、 トゥールⅢ類 7点、 トゥールIV類 15点、景j片・砕片1,754点 である。

接合関係は流路方向に接する17号ブロック、旧流路肩部で接する9号ブロックとのブロック間接合が多

くみられる。個体別資料は認定されたほとんどが本ブロックにみられる。

19号ブロック (第 27図 )

IVA― G06グ リッド周辺から検出された。遺物は長径 3m、 短径 2mの範囲に帯状に分布している。河床

部に位置する22号ブロックと重複し、18号ブロックに連続した位置にあり密集部はもたない。垂直分布は

50cm内 に散漫にみられる。出土層位はⅨ層中である。

遺物の総数120点。槍先形尖頭器未完成品 3点 (2点は18号ブロックと接続)、 景j片・砕片117点であるが小形

の争J片が多い。接合状況はブロック内接合はみられず、旧流路上流にあたる15号 016号 017号 018号ブロ

ックとの接合関係があるものの18号ブロックとの折れ面接合が卓越することから18号ブロックの拡散部分

と考えられる。

20号ブロック (第 28029図 )

ⅣA― H07グ リッド周辺で検出された。旧流路の肩部から傾斜部にかけて径 2mの範囲に遺物は密集し

て分布し、10B号 018号ブロックと一部重複している。垂直分布は70cmの幅をもち傾斜に沿って分布する一

群と、Ⅸ層中にやや散漫に分布する一群とに不連続がみられる。
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遺物の総数 189′点。器種別取り上げ′点数は槍先形尖頭器未完成品17′点(8′点はブロック内で接合し、4′点は18号

ブロック、22号・23号ブロックと1点ずつ接合)、 景J片 167点である。接合状況は下部で18号ブロックと上部で10B

号ブロックとの接合が顕著である。したがって、本ブロックは 2分される可能性がある。

21号ブロック (第 28030図 )

ⅣA一 H05グ リッド周辺から検出された。径 2mの範囲に8,148点の遺物が密集した状況で遺存してい

る。旧流路の右岸寄 りの河床部に位置し河床礫の直上に分布していた。16号ブロックとは重複し卜22号ブ

ロックと接する。

器種別取り上げ′点数は槍先形尖頭器未完成品 6点、 トゥールⅡ類 1点、 トゥールⅣ類 4点、 トゥールⅢ

類 2点、景J片・砕片8,148点から構成される。個体別資料NQ13の単一イ団体によるブロックに近 く、個体別資

料NQ 9がわずかにみられる。接合関係は個体別資料NQ13に 関しては 2例 を除きブロック内接合でブロック

外接合としては個体別資料NQ 9に 関する例で16号ブロックと接合例がみられる。

22号ブロック (第 31032図 )

IVA― G060H06グ リッド周辺から検出された。18号ブロックと重複するが垂直分布からその連続性に

やや不整合がみられたため18号ブロックの下部にブロックとして設定した。旧流路の河床部に位置し河床

礫の直上に遺存していた。分布も扇状にみられるが空白部分は礫が存在する。垂直分布は30cmで、出土層

位はIX層下部である。

遺物の総数は563′点。器種別取り上げ′点数は槍先形尖頭器の未完成品 8′点 (3点は18号 020号 023号ブロック

とそれぞれ接合)、 トゥール I類 2′点、 トゥールⅡ類 1″点、トゥールⅢ類 3′点である。接合状況は18号・20号
・23号ブロックとブロック間接合がみられる。個体別資料はNQ13が 39点 と多い。

23号ブロック (第 33・ 34図 )

ⅣA― F07グリッド周辺から検出された。径 4mの範囲で遺物は分布するが密集部は旧流路の河床部に

位置し、縁辺の傾斜部から河床に向かってなだらかに傾斜して河床との変換点にその中心はみられる。

遺物の総数は441′点。器種別取り上げ′点数は槍先形尖頭器未完成品が22′点 (2点は18号・20号ブロックとそれ

ぞれ接合)、 トゥールⅡ類 1′点、 トゥールⅢ類 5′点、 トゥールⅣ類 4′点、石核 1′点、景J片 407′点である。個体

別資料は卓越するものはなく数′点ずつ分散的である。接合関係は 9号 017号・18号・20号ブロックにブロ

ック間接合がある。

ブロック外

ⅣA一 F13014グ リッドに景J片 を伴わず槍先形尖頭器 (1・ 2)2点、槍先形尖頭器V類のスクレーパー

的石器 (157)1点がⅥⅡ層上面で検出された。この 2点の槍先形尖頭器は本文化層の槍先形尖頭器の中で最

も完成度が高いものである。なお、掘 り込みを伴うものであるか断面観察したものの土坑状の落ち込みは

なかった。

IVA一 N03グ リッドに石核 2点、争J片 1点が検出された。ttj片は個体別資料NQ 9の ひとつで接合資料

NQ 9-C04の大形の景J片の破損した一部である。

その他の石器は周辺のブロックに帰属するものととらえる。
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9)出土石器

第 I文化層から出土した槍先形尖頭器は、その平面および断面形状・調整余J離の進行状況および刃部の

調整状況等から完成品 (本遺跡における最終形態)お よび未完成品に大別される。整理作業開始当初から問題

となったのが、調整景J離が片面に限られるもの、片面の周縁部と反対の面の一部、もしくは片面全面と反

対側の一部に施される槍先形尖頭器が本文化層における槍先形尖頭器の一形態と認識してよいかという′点

である。現時′点ではこれらの槍先形尖頭器も最終形態として認識できるもの、その大きさ等から両面調整

に移行する未完成品としても認識できるものもあるというあえて不確実なまま分類し、「第 4章成果と課

題」で検討することにした。

そもそも出土した槍先形尖頭器完成品および未完成品の大別は、目標とされた最終形態あるいは「範型」

を確認しなければならない性格のものである。完成品 (最終形態)の設定には設定者の主観を取り除くこと

は究極的には不可能である。

そこで最終形態の認識基準は平面形状・断面形状・刃部の調整の観点を優先し調整争J離の進行 とを加味

させて大別し、未完成品については同様な基準と大きさを加味させて便宜的に分類した。また、第 I文化

層の槍先形尖頭器は完成品、未完成品の種別認定に当たってはその分布状況を考慮することも重要であり、

必ずしも同一レベルでの比較はできないものの、多くの槍先形尖頭器は調整景J片や素材として認定できる

大きさ、厚さを持った余J片 とともに出土しているが、入念な刃部の作出を行った 2点 (102)は ブロック外

から出土している。そのことから主観的にこの個体が最終形態あるいは「範型」として認めざるを得ない

条件・形状を持っていたことも記す。また、分類は形状・調整状況からみたランクと槍先形尖頭器製作の

基本構造として考えたものを含めて以下のとおり類別を試み、各類の中でさらに特徴がまとまって観察さ

れた場合はまとめて記述した。

I群 槍先形尖頭器

第 I文化層における槍先形尖頭器は 5点のみ出土した。その調整部位から I類とII´類に大別される。以

下にその説明をする。

I類 (Aラ ンク)両 面調整槍先形尖頭器最終形態 (第 35図 1～ 3・ P L26)

両面調整槍先形尖頭器最終形態として分類した本類はA、 B面 とも入念な調整争J離が施され稜線部がか

なリフラットになって平面形はほぼ左右対称に整えられている。調整余J離は一部を除けば側縁部から並列

し連続している。縦側面形は景J片 という素材の規制のためかやや反りがみられるものの刃部は直線的であ

る。また横断面形は l cm以下の両凸レンズ状を呈している。しかしながら明確に左右対称形を呈さずとも

両面の調整が繰 り返し入念に行われた結果、稜線部が緩やかになり横断面がほぼ l cm以下で凸レンズ状を

呈し、刃部の作出の微細な調整が行われているものは本類とした。

本類は 3′点のみの出土で 1～ 2は第 1文化層の遺物が密集する部分からやや南へ10m離れて、表面が乳

白色に風化した片面調整の半月状の石器 (157)と ともに景j片 を伴わずに出土した。 3についても、景J片の

出土が極めて少ない地区中央部のブロックから出土した。さらに大きさからは12cm強の 1と 8～ 9 cmの 2

03に 2分される。

lは先端部が鋭利に尖 り、基部がやや丸みをもち、長幅比はが3.4:1で細身の木葉形を呈し左右はほぼ

対称形の槍先形尖頭器である。器体は繰 り返し景j離角の大きな調整争J離が施されたため稜線部はフラット

になり、特にB面の左右側縁部からの剥離が並列 している。また同面はA面より小さなステップ・フレイ
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キングが多く認められる。横断面形は総じて凸レンズ状に仕上げられているが、A面よりB面の景j離角の

ほうが大きいためかB面はA面よりも緩やかな横断面図形を呈する。さらに、詳細に横断面形を観察する

と、先端部分の横断面形はA面側の稜がややきついのに対して、基部側は緩やかである。また、両側縁部

にはさらに刃部の作出と思われる微細な調整が、A面左側縁部の基部付近と、同右側縁部中央部から先端

音6分にかけてと、 B面左側縁音6中央音5か ら基音Ьにかけてと、 右側縁部先端音6か ら基音6ま で施されている。

2は先端部が鋭利で尖 り基部側は丸みをもち、長幅比は2。 7:1の木葉形を呈し、左右は非対称形を呈

す。しかし刃部の作出と思われる微細な景J離がA面では左側縁部の先端部から基部にと同面の右側縁部の

やや不連続の音Ь分もみられるものの、先端部から基部にかけて施されていることから本類と確認した。調

整争J離はA面の争J離角よりB面景J離角のほうが大きく調整争J離 も並列して仕上げられ、稜線部分がかなり

フラットに仕上げられている。また、最大幅は器体の中央部からやや基部寄りにみられる。横断面も全体

にA面側がやや中央部分に稜を持つが総じて両凸レンズ状を呈している。

3は 102と 比較して先端部と基部が同じく尖 り、横断面形のA面中央部の稜線がきつく横断面形が緩や

かな片凸レンズ状を呈する点で異なる。長幅比は2.7:1の 木葉形を呈し、最大幅は器体のほぼ中央部にあl

る。これらの形状の差は、素材形状および大きさと調整争j離の相違が横断面形の違いとして現れている。

刃部の作出と思われる微細な調整はA面左側縁部の中央部から基部にかけてと、同面の右側縁部の先端部

分の一部およびB面の左側縁部の先端部から基部にかけてと、同面の右側縁部の先端部から中央部分に施

されているA面の上部には素材面が残されている。調整争j離は景j離角からみるとA面よりB面のほうがか

なり小さく、このためA面は左右側縁部からの調整が交差する中央部の稜線がきつくなっている。この個

体は片面の調整を優先するが最終的には両面調整に移行するものの一つとしても考えられ重要である。

H類 (Aラ ンク) 片面調整槍先形尖頭器最終形態 (第 35図 4・ 5 0 PL20

第 I文化層のもう一つの槍先形尖頭器の形態として認識した本類は、片面・周縁調整の槍先形尖頭器で

2点のみ出土した。本類はA面の周縁部か全面に調整が施されるのに対して、B面は一部に加工が施され

るのみで素材面を多く残し、平面形は必ずしも左右対称でないものを含み、整えられて、刃部に直線的で

意図的な作出い位の限定等)が認められる。また、横断面の形状はD字形を呈しているものが多い。大きさ

はいずれも7～ 8 cmである。

4は先端部が鋭利で尖 り基部はやや丸みを持った片面調整の槍先形尖頭器である。ややバルブの発達し

た横長争J片 を素材とし、長幅比は 3:1で最大幅がやや基部寄 りにある細身の木葉形を呈している。横断

面形は先端部から基部までどの部分でもD字形を呈する。刃部の作出と思われる微細な争J離は左右側縁部

ともA面側の先端部から最大幅のある部分に入念に施されている。縦側面形はやや反りがみられるものの

A面の左側縁部は直線的に整えられている。しかし、同面の右側縁部は整えられているものの、緩い曲線

を描いて:い る。

調整景J離は器体全体に面的に施されず、A面の器体中央部分には礫面 (あ るいは石目)を、B面は主要素J離

面を広 く残している。A面右側縁部は同面の左側縁部の象J離角よりも小さく、急角度の調整景J離が施され、

B面の基部はA面の景J離よりも前に、景J離角の大きい景J離が施される。

5も 先端部が鋭利で尖 り基部がやや丸みを持った周縁調整の槍先形尖頭器である。ややバルブの発達し

た薄手の横長景j片 を素材としている。長幅比は2.8:1の木葉形を呈し最大幅はやや基部寄 りにある。調整

景J離はA面の左右側縁部とB面の左側縁部の素材のバルプの部分に限られ、A面の器体中央部分には石目

を、B面には主要争J離面を広 く残している。A面の調整は景J離角が小さくB面は景J離角が大きく器体中央

部まで及んでいる。さらに、刃部の作出と思われる微細な調整はA面の左側縁部の先端部から基部までと
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同面の右側縁部の先端部分に限られている。縦側面形はやや反りをみせている。右側線は、やや緩い凹凸

がみられるのに対して左側線は緩い曲線を描 くものの凹凸はない。

H群 槍先形尖頭器未完成品

出土が多い槍先形尖頭器未完成品はⅢ類の素材の一部分に調整争J離が施され始めた初期の段階を除くと

I類の両面にわたって調整景J離が施されているものと、Ⅱ類の片面を主に調整景J離が施されている2つに

大別される。さらに平面形状、横断面形状および調整景J離の進行に応じてA～ Cに細分される。Ⅱ類中に

は大きさ等から I類の両面調整の槍先形尖頭器に移行するものも想定されたが、分類の複雑さを考慮し、

調整部位からこれらの種別に入れた。以下、類別に説明する。

I ttA(Bラ ンク) 両面調整槍先形尖頭器準完成品 (第 35036図・P L26)

本類は総数 8点で大きさからみると、 6(推定)～ 10が 12cm前後と、12013の 7、  8 cmに 2分される。

6は先端部が破損しているが 1と 同様な形状を呈する。破損はA面右側縁部から調整争j離からが器体中

央部分の爽雑物におよび、そこから折れが始まる。遺存部分から想定するとやや基部寄りに最大幅がある

とみられる。調整彙J離は両面とも比較的大きな景J離角で施され繰 り返し行われた結果、比較的に稜線部は

フラットになっている。A面の両側縁部からの調整彙J離はほぼ器体中央部で交わるのに対してB面は中軸

線を大きく越える争J離もみられる。縦断面形にあまり反りはなく、横断面は整えられた両凸レンズ状を呈

する。基部はわずかに破損している。最終形態の槍先形尖頭器破損品と認定してもよいのだが両側線の形

状が必ずしも直線的ではないことから、準完成品とした。

7は先端部が鋭利で基部がわずかに先端部より鈍角である。長幅比3。 9:1の柳葉形を呈し第 I文化層中

では細味である。左右は若干対称形ではなく、最大幅は器体のほぼ中央部にある。A面側の左右側縁部か

らの調整彙J離は並列し器体中央部で交わるのに対してB面は中軸線を越える2回の調整剥離が認められる。

B面の先端部の一部と基部の左側縁部には主要景J離面を残し、さらに、観察では素材となった争j片は幅10

cmを超える横長景J片であったことが推定でき、縦断面はA面側に緩やかに反っている。A面右側縁部には

刃部の作出と思われる微細な調整が先端部から基部にまで施されて側縁部は直線的に整えられている。そ

れに対して同面の左側縁部は、先端部とB面の基部付近で微細な調整は認められるが、A面の中央部付近

ではやや不連続で、側縁部もややジグザグになっている。横断面形は基部付近は両凸レンズ状で他の部分

はA面のほうが凸状になる緩やかな片凸レンズ状を呈している。

本個体も最終形態と認定してもよいが刃部の作出状況から、A面の右側縁部は調整の最終段階にあると

も思われるため本類とした。なお、本イ固体は器体の上部の折れ面をみるとA面の中央部の交雑物からリン

グ・フィシャーがB面側に向け広がっている。A面左側縁上部からの彙J離がこの爽雑物までおよんでいる

がその後この部分の側縁部には先に説明したように微細な景J離が施されているので直接この争1離時に破損

した物ではないと思われる。

8～ 11(11は推定)は長さ、幅が若干異なるものの同様な形状をし、いずれも約 3三 1の木葉形を呈し、

左右はほぼ対称形である。 8は最大幅がやや基部寄 りにあり、先端部分 と比較し基部がやや丸みをおびて

いる。A面は左側縁部からと、B面は左側縁部からの調整剥離がステップ・フレイキングしているほかは

稜線部分がフラットになっている。 B面の右下に素材面を残す。素材は10cmを超える横長の景J片 と推測で

きる。素材の形状の規制のためかA面側にやや反っている。刃部の作出と思われる微細な争J離はA面左側

縁音6に先端部から基部にかけて施され側縁部は直線的になっているのに対tて右側縁部は全側縁部には認

められず、折れの部分から基部にかけては顕著で、その部分から先端部は顕著ではない。また、 B面の折

72
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れの部分から先端部にかけての左側縁部はステップ・フレイキングが密集して厚くなっていて調整景j離の

流れからみるとこの部分を争j離しようとして打撃を加えたところが、器体[中央部の小さな空洞部に達した

ことが破損の原因になったようである。この部分を抜かせば横断面形はA面側がやや凸状になる 7と 類似

した緩やかな片凸レンズ状を呈している。

9は両端部がいずれも尖 りで、最大幅はやや基部寄 りにある。長幅比は、2.9:1の木葉形を呈し、左右

はやや非対称形であるが器体は繰 り返し施された調整景J離によって横断面形も両凸レンズ状に整えられて

いる。肉眼で判断できる白い石日は器体の長軸方向にほぼ直交してみられる。器体は 3か所で折れ、 4分

割され、折れた後の再調整は認められない。A面の左側縁部の中央からの調整景J離はステップ・フレイキ

ングが多いことと、同面の右側縁部にみられる古い段階の調整争J離の稜線部が急角度であることを除けば、

両面の稜線部はフラットになっている。また、両面とも中軸線を越える左右側縁部からの調整景j離が多く

認められる。両側線は全体的にはほぼ直線的に整えられているものの、細部ではまだジグザグ状で刃部の

作出の微細な調整とは認めがたい。

10は 3か所で折れ、 4分してさらに先端部分を欠損する。遺存部分から想定すると器体は左右対称で横

断面も総じて両凸レンズ状を呈し、石目が器体縦側面に平行してみられる。中軸線を越える調整争j離もみ

られる。B面は段差の大きいステップ・フレイキングが側縁部を中心に認められる。両側縁部ともやや凹

凸がみられるが、やや微細な調整争J離によって直線的になっているが、やや不連続である。また、遺存す

る 3つの部分は折れた後にA面左側縁の上部の折れの部分と、同面の右側縁の下部にいずれも小さな景J離

が認められる。

11は先端音Ь分と思われる部分のみ遺存している。 6～ 11よ り若干大きいとも思われるが、器体はほIF左

右対称に整えられていることで本類にした。しかし器体の稜線部分が急角度な部分も多いためⅡ群 I ttB

(Cランク)に対比されるとも思われる。景J離面をみるとA面に対tて B面は大きく器体の中央部を越:え る調

整景J離を施し、そのためか横断面はA面がやや膨らむ片凸レンズ状を呈している。   _
12は I tt I類 の 3と 大きさ形状とも類似している。しかし両端部がほぼ同様な形状をし、その区別が明

確でないことや、両側縁部のA面側には微細な争J離がみられるもののややジグザグで連続性に乏しいこと、

さらに、A面左側縁部からの調整争J離がステップ・フレイキングした結果、器体の中央部からやや基部寄

りに瘤を作っていることから本類とした。また、 3と 同様にA面の景j離角よりB面の景J離角のほうが大き

く、A面は器体の中央部分で左右の側縁部からの調整景J離が交差するのに対してB面は中央部を越える争J

離も多く認められる。

13は基部をわずかに欠損するがほぼ左右対称形で最大幅はやや基部寄 りにある。両側縁部はややジグザ

グで微細な景1離も部分的に認められるが刃部の作出とは認めがたい。調整景j離によって生じる稜線部はや

や急であるため器体の両面は全体的になめらかとはいえない。

I tt B(Cラ ンク)器 体の最終形態が推測できる段階の両面調整品 (第 36図 14～第38図・P L26～ 28)

素材の景J片の両面に調整争J離をかなり進行させた段階にある:平面形状をみると両端部がほぼ明確にな

ってきているものが多い。左右は必ずしも対称形ではないが、横断面形はおよそ両凸レンズ状に整えられ

てきているものを本類とした。総点数15点で大きさは、Ⅱ群 I ttAよ リー回り大きく、13～ 15cmの 14～ 20と

7～ 10cmの 21～ 26に大きさで 2分される。

14、 15は両端部が鋭利に尖っているが先端部、基部の区別は明確でない。そのため便宜的に全体の形状

から先端部と基部の区別をした。また、ともに左右が非対称形である。14は器体の中央部分で折れ上下に

2分して、その下の部分はA面の折れ面の右隅と、裏側に小さな景J離痕をみせている。A面の左側縁部か
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らの調整景J離は器体のなかで古く打′点が遠 く、稜線部分の凹凸が激しく景J離角も急であるのに対し、右側

縁部とB面の左右側縁部からの調整彙J離は争J離角が大きく、比較的稜線部分もなめらかになっている。両

側線は緩やかな凹凸があり、かなり鈍角の部分も残している。微細な景J離 も認められるが不連続で刃部の

作出よりも調整景j離にかかわる側縁部の補強的役害Jを果たすものであると思われる。

15は器体中央部よりやや先端寄 りで折れ、折れた後に先端部の部分はA面右側の隅にわずかに微細な争I

離が認められるものの意図的な景J離であるか判然としない。両面にみられる比較的大きな景J離面が形成し

ている稜線部は急角度である。左側線は比較的直線的に整えられるのに対して、右側線は全体に緩やかに

凹凸が認められ鈍角部分も残している。刃部の作出の微細な景J離は施されていない。さらに、横断面は基

部付近で片凸レンズ状を呈しているほかはA面側が凸状になる緩いD字形を呈している。

16は接合資料NQ 9の一部である。器体中央部からやや下部で折れ、折れた後で折れ面から少なくとも 2

回のファシットを施し彫刻器として転用しているようである(164)。 16は連続的に横長景J片 を争J離したもの

の一部であり、A面中央部分とB面上部にはその素材面を残している。A面右側縁部の折れ上部はかなり

厚く、本景J片景J離時の折れの部分に当たるに鈍角部分を残している。tt I文化層から出土した槍先形尖頭

器は、素材の景J片の縁辺の鈍角部分を早い段階で鋭角にしながら片面の形状を整えている傾向が強い中で

本例は器体の形状を部分から整える意味で本類は異例である。さらに、第 I文化層では交互景J離の状況が

観察できる少ない例でもある。

17～ 19は先端部、基部が丸みを帯びているか平らかのどちらかの形状を呈している。いずれも調整景J離

の進行に伴い横断面は薄い両凸レンズ状に近づいてきている。17は調整景J片 1片 と片面調整の破損品に調

整景J片が 1片接合したものと接合している。A面の基部よりわずかに素材面 (接合面)を残している。両面

とも稜線部は緩やかである。縦側面形に反りは認められず、両側縁部は直線的に整えられている。しかし

器体の基部寄 りにはやや厚い部分もみられたりし横断面形状は均一でない。

18は 比較的薄い縦長景J片 を素材としている。器体はA面右側縁部中央からB面へ大きな景J離によって大

きく扶れている。その剥離の後、下部から基部にかけて小さな景J離を施し側縁部の補強を行っている。A

面は器体中央部を越える左側縁部からの大きな剥離の後、先端部、基部等にやや小さい景
j離を施し器体を

整形している。B面は景J離のあまり進行tていない段階にある。しかし両側縁部は直線的に整:え られてい

る。A面の左側縁部とB面の右側縁部は連続した微細な争J離が施されるが、器体の形状から判断し、調整

景J離途中の側縁部補強と思われる。横断面はかなり薄い凸レンズ状になってきているが、全体的には形状

の整わない部分を多く残している。

19は縦長景J片 を素材としている。器体はB面右側に大きく素材面を残し、比較的小さな景J離で効率よく

整えている。A面の基部よりにはステップ・フレイキングの集積による瘤があったようで、それを除去す

るために基部から先端部に向かい調整景J離を施している。器体はほぼ中央部で 2つに折れ、両側線は緩や

かに凹凸しながらも直線である。

20は調整途中で先端部が折れその後調整景J離をすすめたがさらに折れたものである。接合状況は別項で

詳述するが、最初に折れた先端部分と調整争J片が 3つ接合している。先端部が折れた後A面の左側の両面

を中心に調整争J離を行い、両面とも左側縁部からの調整景J離はステップ・フレイキングが多く認められる

ものの、両側線は直線的になっている。本個体も接合資料NQ 9の下部であり両面に素材を残している。

21～ 26は 7～ 10cmの大きさのものである。21は A面の中央部に礫面をわずかに残し、B面には主要景j離

面を残し、その部分を除けば調整景J離は器体のほぼ全体に施されている。平面形はA面右側縁部分の中央

音6分が大きく張り出し、この部分が最も厚 く器体全体のバランスを崩している。この部分のB面側はかな

リステップ・フレイキングしているために景J離角が大きくなっている。そのため側縁部がかなり鈍角にな
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って しまいそれ以降の調整争J離の進行 を難 しくしている。両側線 とも凹凸が明瞭にみ られる。

22は A面に礫面を残存し、同面の左側縁部が張り出している。先端部はやや尖るが基部側は平らである。

縦側面形はややA面側に反っている。横断面は部分的にバランスが悪いが両凸レンズ状に近づいてきてい

る。A面の右側線は直線的であるが同面の左側線は小さな凹凸がみられ、調整景j離は全体に争J離角が大き

く、器体中央部分までおよび、側縁から連続しているものが多く稜線部分も比較的フラットである。

23は接合していないがB面の右側にみられる素材面の形状等から中間を欠く同一個体として判断した。

素材は縦長景J片 と考えられ、調整途中に 4分 したと考えられる。平面形状は左右ほぼ対称形で基部は平ら

である。また、両側線とも直線的になっている。B面の左側縁部の調整によってそれ以前の調整で横断面

形がD字形であったものを両凸レンズ状にしている。器体には、大きな凹凸はみられず稜線部もフラット

になってきている。

24は先端部分を欠損した未完成品である。先端部分破損後のB面右側縁部上部の折れ面付近に調整彙J離

を施していることからさらに調整剥離を進めようとしたものかも知れない。しかしこのまま調整を進行さ

せても日標とする大きさに満たないため製作を中断したのかもしれない。右側線はほぼ直線的で、左側線

は凹凸がある。横断面はだいぶ凸レンズ状になってきている。また、調整争J離は折れの後の景j離を除きB

面からA面への工程が、側縁部から連続的に施されていることから推預jさ れる。

25、 26はいずれも接合資料NQ 9と の接合関係は認められないが同一個体と考えられる。

25はやや細長い未完成品で先端部、基部ともにやや丸みを持ち、B面の右側縁部が平・断面とも緩やか

な凹凸がみられる。器体の右側が若干厚 くややずんぐりした印象を受ける。両側縁部とも刃部の作出と思

われる微細な調整は認められない。稜線部分はやや急角度の部分が多く認められる。調整景j離はA面から

B面に進行させ、B面の左側縁部からは連続してステップ・フレイキングが施されている。

26は左右が非対称形で基部側に最大幅をもつ未完成品である。両側縁部とも凹凸が多く刃部の作出も行

われていない。器体は比較的大きな調整景J離が行われたのち、やや小さな調整争J離で器体を整えている段

階である。そのため比較的に稜線部分は急角度な部分がB面側では多く認められ、横断面形はまだ両凸レ

ンズの祖型が認められるものの均整はとれていない。左側縁部は一部交互争J離を施したと考えられる。ttj

離面が残されている。

I ttC(Cラ ンク)素 材の形状を残さない段階の両面調整品 (第 39図 27～第43図 41・ P L28～ 30)

素材の景J片の両面に面的な調整景J離を始めた段階にあるもので、Ⅲ類との区別は素材の形状を残さず調

整景1離が器体の全周に及んでいるものを本類とし、調整景j離が側縁の一部にとどまり素材の形状を残して

いるⅢ類と区別した。平面形状をみると両端部を作出してきているものが多く、尖頭器状を呈するものと

それとは言いがたいものに大別される。左右は必ずしも対称形でなく、平面、側線とも凹凸が多く認めら

れる。また、側縁部には鈍角部分を残す個体もある。横断面形をみると稜線が急角度で均整のとれた両凸

レンズ状を呈さないものが多く認められた。

27は最大幅が基部にある比較的薄手の未完成品で基部側からの景j離が器体内部に達し、やや基部寄 りで

2つに折れていて、本文化層出土の折れた個体中では折れ方が特異である。調整景J離は器体全面に及んで

いないため最終形態が両凸レンズ状になるように調整景I離を始めた段階である。両面に残される素材面は

いずれも基部側に打点があり、連続して素材となる幅広の縦長争J片 を景J離したことが観察された。器体は

A面側にやや反り、素材面を両面に多く残すがⅡ群Ⅱ類と異なった調整景j離を施していることから本類と

した。

28は先端部がやや尖り、下部が欠損している。A面に残される礫面の部分の稜線はかなり急角度である
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のに対してB面は比較的フラットである。全体の調整景J離の流れからするとA面側の調整景J離を一部行っ

た後、B面 を行いさらにA面側を行う順序かと思われる。両側縁部には鈍角部分は見られなくなってきて

いるが全体に平面、側縁部凹凸が多く、横断面も凸部がま̀だかなり急角度である。

29は後述する35が 3つに折れてしまったものの一部に再調整を始めた段階のものである。平面形状は基

部になると思われる部分が丸みを持ち先端部になると思われる音Ь分は尖り、A面の左側縁部に張り出して

いる。左側線には破損時の折れ面を残しかなり鈍角である。A面に残されている景J離面は破損以前で、大

きなステップをおこしている。B面はすべて折れ以後の調整景J離である。大きな調整景J離が多く稜線部は

かなり急角度になっている。

30は調整景j離を始めた段階であり、B面の中央に残る石目の観察からは、B面の右側縁部から調整景J離

争J離した後、同面の右側縁部からの景J離を施している。その争J離時に器体内部に力が入り器体のA面の左

側縁部を破損させたようである。器体は両面ともかなり凹凸がみられる。右側線は鈍角部を残し側縁の角

度が角度が90°に近いが連続してステップ・フレイキングを施し厚さを減じている。

31は先端部がやや尖り、基部が丸みをもつ。 B面の左領J音6か らの 2回調整景J離は、景j離角が小さく右側

縁部まで達するほどで、中軸線を大きく越えている。それに対してA面側の景J離は中軸線を越えて施され

るものが少ない。また、器体の下部は凹凸が顕著にみられる。さらに(稜線部は急角度の部分が多く認め

られた。

32は A面側に横長の景J片が接合する接合資料NQ15の 1つである。両側線をみるとまだ大きな凹凸が多く、

基部側は丸味を帯びているのがこの未完成品の特徴である。横断面形は先端部を除いて大小の景J離で凸レ

ンズの祖型を作り上げている。平面形も中軸線を越える景J離 と、小さな争J離で形状を整えている。

33は長さが20cmに達する大きな未完成品である。器体の中央部分からやや上部で折れ、A面に礫面をB

面に景j片景J離時の主要景J離面を残す。素材は横長争J片で、両側縁部からほぼ一巡目の調整景J離が施された

段階ではあるが器体の平面形状は I ttBの 17と 類似している。その少ない争j離でも基部の部分は両凸レン

ズ状を呈するように調整されている。しかし先端部は基部の部分より厚 く断面片凸レンズ状である。A面

左側縁中央部には鈍角音Б分を残し、右側縁部分の上部にはミス・パンチのためか、ステップ・フレイキン

グが密集し器体に力をためている6縦側面形はややA面側に反っている。基部付近の調整景J離は、比較的

に大きな剥離を施した後/Jヽさな景j離をイ子い側縁部を整えながら調整を進イ子させていることが観察される。

A面の左側側縁部分の鈍角部分のB面の調整景J離はかなり景j離角が小さいために、器体中央部分でステッ

プ 0フ レイキングしている。B面右側縁部は並列した景J離を施すのに対して、器体の右側は一部交互景J離

を;施 していると考えられる。

34は個体別資料NQ13に 属しA面側に打点の遠い争J離面を残し、B面は不ぞろいではあるが側縁部からの

調整争J離が行われ始めた段階であり、左右側縁部付近の厚い部分を残している。

35は 29が接合する2か所で折れ 3分した個体である。29は折れた後に槍先形尖頭器を製作するために再

加工を始めているが他の部分については折れ以前の景J離面を残すのみで再調整は施されていない。B面は

主要求j離面を残しA面は礫面を多く残している。原石を縦長状に景J離した角柱状の素材である。全体にス

テップ・フレイキングした大きな調整景J離が多く、先端・基部とも明確ではない。

36は調整争J離の初期段階でB面左側縁部からの調整景J離が原因で 2つに折れた例である。器体右側縁上

部に折れる以前の 2片が接合する。接合資料NQ28のひとつである。器体の上部と比較すると下部は約倍の

4 cmの厚さを持ち、A面左側縁に比べて右側縁側がかなり厚い。調整景J離はB面左側縁部、下部、右側縁

部の一部とA面下部のみに施されている。

37は上部を欠損するが、推定20cmを超える大形の未完成品と考えられる6B面に残される主要求J離面の
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形状は大形の横長争J離が素材と思われる。打点が近接する調整景J離はl17と んどみられず、それぞれ比較的

大きなものが多い。横断面には凸レンズ状の祖形が既にみられる。

38は厚手の縦長争J片 を素材とした未完成品で、かなり稜線部の背面であるA面の争J離を先行させて行い

その後、主要景J離面のB面側の景1離を下部から上部にかけて施している。A面側は景J離角が小さく稜線部

分が急角度になる調整争J離を施しB面側は景J離角が大きく稜線部分がフラットな調整争J離を連続して施し

ている。先端部、基部ともまだ整えられていない。両側縁部は調整争J離に伴う微細な争j離がみられるが、

直線的ではなく平面とともに大小の凹凸がみられる。

39は上部を欠損し下部に礫面を残す未完成品である。石目は器体の長軸方向に平行してみられる。器体

上部を欠損しているため全体の形状は明確でないが尖頭器状を呈するまで調整景1離は進んでいない。A面

側の調整争J離は景J離角が小さく器体中央部までおよばずステップ・フレイキングが多く稜線部も急角度で

あるのに対tて、B面側は剥離角が大きく左側縁部からの調整余j離が右側縁部まで達している。両側滋轄
`は微細な景J離はなく、平面とともに直線的ではなく大小の凹凸がみられる。

40は器体上下が欠損したうえ上部で折れ製作を断念した未完成品と思われる。本未完成品は第 I文化層

の最小の槍先形尖頭器を考えるために重要である。先端部、基部とも明確ではないが調整余J離はほぼ全面

におよび、破損しなければ 4 cm前後の小形の両面調整の槍先形尖頭器になっていたものと思われる。

41は上部を大きく欠損する未完成品で下部に礫面を残している。残存部の形状から尖頭器状を呈してい

た可能性があるが断定できないため本類とした。B面の左側縁部からの調整争J離は中軸線を越えあとわず

かで右側縁部まで届 くところまで達している。

Ⅱ類A(Bラ ンク)片面調整槍先形尖頭器準完成品 (第 44図 42～ 450 P L30～ 31)

本類は第 I文化層のもう一つの最終形態とした片面調整の槍先形尖頭器の未完成品である。調整争J離は

片面が中心で、反面は器体の一部に調整が施されるものを本類とした。本類はその大きさと調整剥離の進

行等からみてこの段階から両面調整に移行しないと判断した。      i
42は接合資料NQ 4に 接合する未完成品で器体中央部分で折れている。素材は縦長余J片で、器体中央部分

に最大幅があり基部側がやや丸みを持ち縦断面形はB面側に反る。平面形状はかなり整えられてきている

が、先端部に礫面を残存させていることや刃部の作出にかかわる微細な景J離がみられないことから本類と

した。横断面形はD字形を呈し、両側縁部から調整景J離は器体の中央部で交差する。

43は器体上部分を欠損する。A・ B面に残される素材面から少なくとも連続して 3回は縦長景J片 を争J離

したことがわかる。器体は基部を除き横断面形が三角形状を呈し、調整景J離はA面側からB面へと移行し

ている。A面は剥離角が小さい調整景j離が施され中軸線を大きく越えていない。また、B面の下部の調整

争j離は景J離角が大きくステ シヽプ・フレイキングが多く認められ、左側線上部の浅い調整余J離が施される部

分は直線的で刃部の作出と思える。器体の平面形形状および側縁部の形状はまだ凹凸がみられることと上

部を欠損することから最終形態と認識するまでには至らない。

44は器体中央部分に最大幅があり横断面形がD字形をし反りの大きい未完成品である。先端部分を欠損

するが尖り、基部は丸みを持っている。素材は縦長争J片で主要素J離面はリングの部分に緩い凹凸がみられ

る。長幅比が 4:1ぐ らいまでになってきている点やA面の調整剥離の結果側縁角がかなり大きく、B面

側の調整剥離に移行することは考えにくく、片面調整の最終形態に近い状態と思われる。調整余J離はA面

右側縁部からB面左側縁部へと行われている。また、B面の基部の小範囲にはA面の調整景J離後、調整景J

離が施されている。A面の平面形は、左側縁部の下がえぐれているがこれは使用によるものか、調整彙j離

のミス・パンチによって生じたのかは判然としない。両側縁部には微細な剥離が、右側線では連続し比較
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的丁寧に施されるのに対して左側線はやや不連続で粗い。

45は先端部分が尖 り基部は平らな未完成品で器体上部で折れている。素材はややバルブの発達した縦長

景j片 を素材としている。A面にも素材面を残し連続して同一方向から3回の縦長景J片 を争j離したことが看

取される。素材の厚さと大きさの相違はあるが、43と 同様な形状の景J片 と思われる。調整余J離が施されて

いる部位は素材のバルブに当たる基音Ьの音Ь分 と先端部が中ノいである。B面の器体中央部分にみられる大lき

な景J離面は景J片景J離時のバルバスカーである。平面形状は、左右ほぼ対称で最大幅が器体のほぼ中央部分

にある。また、左領1線は先端部から基部まで微細な景J離が施され直線状に整えられている。右側線は左側

線と比較すると微細な争J離は不連続で、小さい凹凸もみられる。基部側の調整景J離が不完全であることか

ら、折れなければその部分の調整景J離を進めながら器体をもう一回り小さくした可能性もあり本類とした。

Ⅱ類 B(Cラ ンク)先 端部と基部の区別がつき、側縁部が整えられてきている片面調整品 (第 44図

46～第47図640 P L31～ 32)

本類は14～ 16cm程の46ん 50と 8～ 1lcm前後の51～ 64に 2分される。A面側の調整彙J離が進み平面形状は

整えられてきて多くは先端部 と基部の判断が可能になってきているものが多い。全体に平面形状が整い、

側縁部から繰 り返して調整景j離を施 していく、平面の形状を整えるとともに断面の整形段階がウエイ トを

占めている段階といえる。

46は先端部が尖 り、基部が丸い未完成品で器体は中央部で 2か所で折れている。素材は縦長景J片で末

端部 (器体先端部)がかなり反っている。調整争j離はA面全体 とB面の先端部・基部の一部に施され、主要

景J離面を多 く残存している。最大幅は器体の左側ではほぼ中央部にあり、右側は中央部からやや下側にあ

る。平面の形状は左側縁部は緩い曲線を持つが整い、左側縁部は緩い凹凸がみられる。このことはA面の

調整景J離の進行と極めて関係が深 く、A面側の調整景J離は右側縁部分→左側縁部分と行われ、もう一度右

側縁音6の上部から中央部までの調整景J離が行われている。その景J離の流れは、アクシデントにより製作が

中断されなければ右側縁下部の調整が行われていたと思われるが、器体はこの調整彙J離の段階で折れたた

め右側縁部のバランスが悪くみえる。また、B面側の調整景J離は全体にA面に先行して行われている。こ

のことは器体の基部側がバルブの位置になり調整の早い段階にこの厚い部分の調整景J離が必要であり、そ

の最J離後背面側を連続して景J離したという流れの中で、この段階まで理解される。なお、本器体について

も微細な景J離が顕著に認められるが、上述した調整争j離の流れからは調整途中による側縁部の強化および

整形痕と考えられる。

47も 46と 同様に景J片端部が反りの大きい縦長景J片 を素材としている。 B面には主要素J離面を多く残し、

A面の中央部から下半部にかけても、B面 と同一方向に打点を有すると思われる素材面を残存している。

このことから連続して 2回のやや幅の広い縦長景J片 を景J離していたことが看取される。実測図は景J片景J離

時の打点側を上部にして掲載したが、本調整段階では先端部・基部の作出が顕著でなくバランスがよいの

でこのようにしたまでで、調整景j離が進行すると上下が逆転し末端の薄い部分が先端部になり図版と逆転

する可能性もある。器体の平面形状はほぼ左右対称形になっている。両側縁部には微細な余J離がみられる。

先端部は調整景j離による凹凸が他の部分より多く認められる。調整景J離の部位はA面のほぼ全域とB面の

先端部・基部に限られている。調整争J離の進行はA面側がB面側よりも早 く行われ、部分的に逆転してい

る部位もみられる。B面の先端部は調整争J離を施した直後にA面側に微細な景J離を施していることを調整

争j離の進行過程上看過できない。破損しなければB面の左側縁部の調整が進行したと思われる。

48は調整景1離が器体に対して面的に行われていない例で、その部位は器体の側縁部に集約する。器体は

中央部で折れ、両面に素材面を残存させている。主要景j離面はB面惧1で打点が近 く、A面はかなり打点が
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遠いことが推測でき、そのことから素材はわずかにバルブの発達したやや薄い横長争J片であることがわか

る。平面形状をみると器体のほぼ中央部に最大幅がある。基部になると思われる部分が丸みを帯びている

のに対して、先端部の作出は顕著ではない。側縁部は微細な景J離痕を残存させているが不連続であり、平

面では小さい凹凸がみられ断面では厚い部分や薄い部分がみられる。調整景J離は、A面の調整争J離の方が

B面より景J離角が小さくステップ・フレイキングが多く認められる。

49は接合資料NQ 9の一部で本器体に調整景J片が 4片接合している。器体のどちらが先端部か基部かは明

確でないが尖頭器状に整えられているが、器体はほぼ中央部で折れている。主要素J離面であるB面には側

縁部からの調整景J離がまったく残されていない。A面に残される素材面の上部の早い段階の調整景j離を除

くといずれも、景J離角の小さい急角度の調整景J離が多くみられ、バルブの位置になるA面左側縁部は大小

のステップ・フレイキングが顕著に認められる。また、両側縁部には微細な景J離が顕著に認められるが、

器体の平面形状および調整争J離の進行から調整景J離途中のものと考えられる。

50は基部に礫面を持ちB面に主要景J離面を多く残存させている。それらから推定し素材となった景J片は、

打面側に礫面を持つやや幅広の縦長景J片である。器体はほぼ中央部で折れ、A面側は器体のほぼ全域に調

整争J離が進行し、B面の調整景J離は先端部と右側縁部の一部に施されているのみである。A面の右側縁部

分からの大きな 2回の景j離は器体を大きくえぐるように施され、器体に凹部を形成し他の調整景J離のよう

にRを持たない点が異なる。側縁部は小さな凹凸がみられ直線的になっているが、平面形状は非対称で、

先端部と基部の想定はできるが整っているとはいいがたい。

51は基部が丸みを持ち先端部が尖る未完成品である。器体は左右が非対称ではあるが比較的整えられて

いる。調整景I離の進行は、A面の左側縁部からの中軸線を越える調整景J離を施し、右側縁部分の調整に移

行し、もう一度右側縁上部分の調整を施したときにやや大きなステップが入らてしまい、その後左側縁部

の調整を行い再び同側縁部分の上部の景j離を施している。折れの原因になったのはこの右側縁上部の調整

景J離のときのステップ・フレイキングで、これが遠因となり、このあと左側縁の上部の調整争J離時に折れ

たと思われる。景J離はいずれもRを持ち器体の稜線部分はフラットで横断面形は緩いD字形を呈している。

B面はやや凹凸のある景J片景J離時の荒いフィッシャーが顕著にみられる。素材はやや幅広の縦長景J片で、

バルブはあまり発達していない。なお、 B面側の調整景J離は基部の一部分にみられるのみで、浅 く短 くA

面の調整景J離に先行して行われている。

52はややバルブの発達した横長景J片 を素材とし先端部が尖 り、基部が丸い未完成品である。器体上部で

折れている本イ団体はA面左側縁部で全体のバランスを崩しているが、調整景J離は比較的整えられているよ

うにみえるが大きさ、平面・断面形状は槍先形尖頭器最終形態とした I tt I類の 2に調整争J離が進行する

と移行する可能性が極めて高い未完成品と考えられる。最終形態とした 3ほ ど背面の規制が残らず、主要

景j離面側が緩 く整ったRを持つのに対して、A面側は中央部にやや稜線部の規制を残す槍先形尖頭器にな

ると思われる。また、縦側面形を2と 比較するとその反りが極めて類似している。横断面の形状は、最大

厚も1.3cmと最終形態の最大厚 l cmに近 く長さをほとんど変えずに、B面の整形をするのみで折れなければ

目標とする最終形態に移行できた可能性が高い。

53は器体中央部に最大幅があり尖頭器状を呈する。しかし先端部・基部の作出が顕著でない。器体の上

部で折れている。本個体は、A・ B面 とも素材面を残し、素材の形状から判断すると(少なくとも2回連

続して横長景j片 を景j離したことが推測される。B面の中央部にみられる大きな景J離痕は、この最j片余J離時

のものと思われ、バルバスカーで凹部を形成し、素材面は下部の一部のみ残存している。同面の調整景J離

はこのバルブの位置になる右側縁部と上部の一部のみ施されている。A面は器体中央部から下部に打点を

左側縁部にもつ素材面を残存している。左側縁部からの調整争J離はステップ・フレイキングが多いのに対
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して、右側縁部からの調整景J離はRを もつフェザー・フレイキングが多い。器体の側面はやや反りをもつ

が、側線は緩いカーブをもちながら、微細な剥離によって凹凸は極めて少ない。

54は明瞭でないが先端部がやや丸みをもち基部の一部を欠損しその上部で、 2つに折れている。器体は

反りが少なく彙J片争J離時の主要求J離面のB面は極めて平坦である。器体に施される調整景J離は、A面全体

とB面右側縁部下の一部に施されている。A面の調整争J離は器体の平面形状は左右が非対称形で、右側縁

部が緩いカーブを持つのに対して、左側縁部はやや直線的である。側縁部には微細な景J離によって直線的

になっている。器体横断面形は総じて景J離角の小さい景J離の施された左側縁部側に頂点がある。

55は器体中央付近から下部を欠損しているが、完形の大きさは51～ 54と 同様と思われる。B面の主要景J

離面から素材が横長景J離であったことがわかる。主要求J離面にみられるリングは緩やかな凹凸をみせてい

る。側縁音5は A面の右側縁部がほぼ直線的に整:え られるのに対して左惧I縁部分は緩やかな凹凸がみられる。

調整景J離は、A面の右側縁部を施した後に左側縁部へと移行し、A面 とB面の調整景J離の前後関係をみる

とB面側が新しい。54と 同様にA面の左側縁部からの調整景J離のほうが右側縁部のものより景J離角が小さ

く器体の左側に横断面の頂点がみられる。

56は器体の先端部と思われる部分を欠損している。素材は横長景1片である。A面の中央部に残存する争J

離面は打点がかなり遠 く争J片景J離時の素材面であると考えられる。両側線は直線的に整えられ、調整争J離

はB面側がA面側より早 く行tわれている。

57は器体の中央部からやや上部で折れている。素材面はB面に残され縦長余j片であり、器体は反りが大

きく左右が非対称形を呈する。A面の左側縁下部はステップ・フレイキングが密集し、かなり側縁部がつ

ぶれた状況である。左右側縁部の調整景J離は器体中央部で交差し、横断面形は、下部を除いてやや整えら

れたD字形を呈している。B面は基部と先端部の調整剥離のみに限られ調整景j離が施されている。左右側

線は、A面左側縁部の下部を除けば緩いカーブをもちながら凹凸は少なく整えられている。

58は器体上部を欠損し基部に剥片争J離時の打点と考えられる平坦な面を残存させている。素材はやや幅

広の横長争J片で、石目を示す白い縞が器体の縦方向にある。調整景J離はA面全体に右側縁部から左側縁部

の順番で施されている。 B面の基部にみられるわずかな余J離痕は推定されるフィッシャーから始まり打点

側に向かいバルバスカーと理解される。左右側縁部は緩いカーブをもちながらも平面・側線ともは微細な

景I離のため、凹凸はほとんどない。

59は器体の上部を欠損し基部はかなり丸みを持つ′点で他の未完成品と異なる。主要求J離面のB面はかな

り平坦である。調整景J離はA面右側縁部から基部を通 り、左側縁部に移行している。全体に器体中央部ま

で達しないステップ・フレイキングが多く認められるこB面は主要素J離面の打点およびバルブ部になる基

部側のみ認められA面 との前後関係はB面のほうが早 く行われている。右側縁部の平面形状は、小さな凹

凸がみられるのに対して、左側縁部はその凹凸がほとんどみられず両側線は直線的に整えられている。

60は横長争j片 を素材としている。器体の最大幅は中央部にあり、その上部で 2つに折れている。A面右

側縁部上部の折れにも似た景J離によって、平面形状のバランスを崩しているが他の部分は左右はほぼ対称

形で、先端がやや尖り基部が丸みをもつ。基部が平坦な面をわずかに残存させ、A面の中央部の 2回にわ

たる景j離は、想定される打点の位置が遠 く初期の争J離か、争J片争j離時の素材面と思われるもので、その後

器体の中央部まで達しない小さく短い調整争J離によって整形されている。側面形に反りはほとんどみられ

ず、横断面形は緩やかなD字形を呈している6B面にはわずかに調整景j離痕を残存する。
61は 60と 同様に横長争J片 を素材とし、A面は主要景J離面と打点を反対方向にもつ横長のネガティブな争j

離面を残存させている。A面右側縁下部にみられる器体をややえぐる比較的大きな調整余J離が器体の最終

のもので、このために平面形状における左右のバランスを大きく崩している。横断面は器体の右側に頂点
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がある。A面の調整争J離は両側縁部とも器体中央部に及ばず側縁部にとどまリステップ・フレイキングが

多く認められる。

62は接合資料NQ9に接合する槍先形尖頭器未完成品で器体のほぼ中央部で折れている。素材は l cm前後と

比較的薄手の横長景J片である。器体の下部は欠損しているかも知れない。61と 同様に調整景J離は器体中央

まで及ばない景J離角の小さな短いものが施されている。A面の右側縁上部と基部にのみ、鈍角部を残す。

63は接合資料NQ8の礫面から連続的に縦長景J片 を景J離し、ほぼ原石に復元された接合資料の一部である。

器体の先端部は打点側になると思われ、平坦で礫面を残し基部もやや平坦である。接合状況から看取され

るように連続して同下方向の打点による連続した景j離が施され、A面の右側縁部に 2か所とB面の主要争J

離面にその彙J離面を残している。A面左側縁部は平面・側面ともに凹凸が少なく整っているのに対して右

側縁部分は部分的に平・側面ともに凹凸が若干みられる。A面に施される調整景J離面は素材を残存させる

部分を除くといずれも器体のほぼ中央部で交差してその部分がD字形を呈する横断面形の頂点の部分にな

っている。B面は先端部と基部に調整景j離が施されているのみである。本イ団体は大きさ・断面形等形状か

ら、両面調整の槍先形尖頭器に移行するとは考えにくい。調整景j離の施されていないA面右側縁部のほぼ

中央部分と先端部および基部の作出をすれば完成するものと思えるが、反面目標とする形状にならなくて

中断した可能性もまた否定できない。

64はおそらくその厚さから、やや反りの小さい初期段階の調整景j片 を素材とし、先端部および基部に調

整争J離を施した未完成品で器体中央部で破損したため中断している。側縁部はA面右側縁部のほぼ全域と

左側縁上部が薄いが、他の部分はそれに対して、角度が大きく厚みを残している。両面・片面調整の違い

はみられるが比較的薄手の素材の周縁部に調整景J離を施す本例は形状は異なるものの、 I群Ⅱ類とした 5

に関係があり、その大きさ等からも第 I文化層の最小の槍先形尖頭器を考えるためにも注視すべきものと

思われる。

Ⅱ類C(Cラ ンク)先 端部と基部の作出が顕著でないが尖頭器状を呈する片面調整品 (第 48図65～第
56図 97・ P L33～ 36)

素材に近い本類は以下の特徴が顕著である。第 1に器体の側縁部などにかなり厚い部分を残存している

(65、 67～ 74)。 第 2に は側縁部の形状をみると平面・側面ともかなり凹凸が顕著にみられる (76～ 78、 92な

ど)。 第 3に調整彙J離を進行させたことによって尖頭器状を呈するものがあるが、素材になる争J片が尖頭器

に近い形状を呈するか、一部調整景J離を施したことによってかなり整えられた尖頭器状を呈するものが多

い (79～ 83、 94～ 96な ど)。 第 3は縦長の景J片に顕著であり、素材から槍先形尖頭器製作の流れを第 I文化層

の中で理解するために重要である。本段階は素材の厚い部分を景J離しながら平面形状を整えていく調整彙J

離の進行中にあって平面優先の段階と理解した。また、本類においても、大きさの点で16cm前後のものと

8～ 1lcm前後のものに 2分されるが、欠損しているものが今までのものと異なり多く、製作初期の破損の

後再調整された可能性が高い。

65は横長争j片 を素材として、A面に礫面を多く残存させ器体下部を欠損し、その上部で折れている。側

面に反りはあまり認められないが、横断面は器体の中央部から上部にかけてがかなり厚い。調整景J離はB

面にわずかに小さいものを残しているのに対してA面は下部の礫面を除いて、器体中央部で左右側縁部か

らのものが交差し調整景j離はステップ・フレイキングして、余j離面の凹凸が多く稜線部もかなり急角度に

なっている。

66は上部が欠損しているが景j片余J離時の打点側が基部になりわずかに礫面を残している。素材は幅広の

横長景J片 を素材としている:65と 異なり左右側縁部からの調整争J離は争J離角が大きく稜線部は景J離角が小
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さく比較的なめらかである。A面の調整剥離は打点側からの大きな景J離がみられ初期の段階の景J離 として

理解される。調整景J離の進行が進むとこの打点側からの最J離はほとんどみられない。素材面らしき部分中

央部には打点を右側部に持つ素材面らしき部分を残し、主要争J離面との厚さを測ると、この素材が比較的

薄かったことを示す。

67は器体の下部がかなり厚 くA面の下部に礫面を多く残存させている。素材は末端部が厚 く打′点部が薄

い横長景j片で調整争1離はA面の上部から中央部分とB面の数回の最J離のみである。器体の縦方向に石目を

表す白い縞がみられる。

68は幅広の尖頭器状を呈するものの調整景I離も初期の段階にあり、側縁部分にかなりの凹凸および厚い

部分と薄い部分を併存させている。素材は幅広で主要争J離面にかなり凹凸を持つ縦長景J片 を素材としてい

る。B面の左側縁にみられる争j離痕は争J片景J離時のバルバスカーであり、調整景J離は部分的にわずかしか

認められない。A面は器体上部に礫面、下部に石目を残す。調整景J離は右側縁部から器体中央部を越える

ものが施された後に左側縁部から比較的景J離角の小さい調整争J離が施されている。器体全体では左側が厚

いが横断面形は既に両凸レンズに近い形状をしている。

69070は器体の縦方向に石目を表す白い縞がみられ、その石目に沿って横長の景J片 を景J離したものを素

材としている。69は接合した状況であり、70は 2つに折れた後調整景J離を施しているものである。この折

れはB面側の交雑物から始まっていることや71に施される調整景J離等の観察からは、素材となった景j片の

景J離時には既に 2つに折れていた可能性がある。また、先端部分が左右の調整景J離 と微細な景j離のため突

出し、石錐的なものにみえるが調整景j離の進行に伴ってできたか否かは不明である。

71はバルブの部分が厚い横長景J片 を素材にしている。平面形状はバルブおよび打′点の位置が突出して「オ

カリナ」状を呈している。この部分は厚 く発達したバルブの部分を除去するために上下から景j離を進行さ

せた結果このような形状になったと考えられる。先端・基部の作出は顕著ではないが先端部はやや尖り基

部はやや平坦である。A面の調整景J離は中軸線を越えるものおよび大きなものが多く、初期の器体の整形

と理解され、その後両面縁部からやや小さい争J離を施し、側縁部の強化および形状を整えて次の景J離を準

備している。B面は突出したバルブ付近のみ調整景j離が認められる。

72は接合資料NQ26の再調整前のもので器体の縦方向に石目を表す白い縞が入る。縦長争J片 を素材とし、

A面の下部に礫面を残存し、器体の上部は先端としての作出はほとんどみられないが先端部は尖 り下部は

折れて平坦になっている。本器体は稜線部分がかなり急角度で、下部は右側縁部からのステップ・フレイ

キングが密集している。なお、この部分からの調整景j離が器体内部に入り長軸方向に破損している。73は

72が長軸方向に折れた後に下部から 1回調整景J離を施している。

75～ 90(76～ 78、 85～ 87、 90は横長余J片が素材)は主に縦長争J片 を素材として調整景J離を始めた段階の未完成

品である。前類と比較して欠損や破損しているものが多い:大きさを推定すると75～ 78(77は 92の折れの後に

再調整を施しているもの)が14cmを超える。さらに、その一回り小さい12cm前後の79～ 81、 さらに一回リガヽさ

い10cmほ どの82と 7 cm前後の83に分かれる。また、84～ 90は器体の下半部と思われる部分のみ残す。いず

れも素材が尖頭器に近い形状が特徴である。特に79～ 82は典型的な槍先形尖頭器の素材と思われる。

75は接合資料No.27の一部で、17と A面で接合し、さらに75は A面の右側縁部に薄手の調整争J片が接合す

る。tt I文化層の槍先形尖頭器は必ずしも片面調整のものが両面調整の槍先形尖頭器製作に移行するとは

限らないということを前記したが、本例は見ると片面調整のものが両面調整へ移行することを示す 1例 と

して考えられる。75と 17か ら素材は横断面がD字形に近い縦長景J片 を景J離し、片面を優先に景J離して尖頭

器状にし、両面調整に入る工程が考えられる。折れは器体のB面側の爽雑物から始まっている。器体の縦

方向に石目を表す白い縞が入る。また接合は75の主要景j離のフィッシャーの凹凸が強く、それが目安とな

82
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り17のネガティブな面と接合することができた。

76は A・ B面 とも器体の左方向に打′点がある景J離面を残存し、 B面が主要争j離面で素材は厚さが不均等

な横長景j片である。A面の下部を中心に調整景J離が施され、稜線部分が急角度で、それぞれの最J離面の凹

凸が明瞭である。両側縁部分は凹凸が平側面とも多くみられ、A面右側縁部の下部には礫面を残存など厚

い音6分を残している。

77は接合資料NQ 9-B・ 1の一部で92の製作時に器体中央部分で破損し、その後に再調整を左右側縁部

から行っている個体である。器体下半部がかなり厚みをもつがその部分の争J離はまだ進行せず平面形状も

尖頭器状を呈していない。A面左側縁部は厚 く鈍角部分を残しているが、この部分からの景J離も厚さを減

少させるために行われているが、多くはステップ・フレイキングしている。

78は接合資料NQ29の一部である。器体の下部には礫面を多く残し、上部は欠損している。器体の中軸線

を越える大きな調整争J離を施した後に、左右側縁部から急角度の調整を行っている。なお、器体の右側縁

部分には連続して景J離された 2片の調整景J離片が接合している。

79～ 81は打面に礫面を残し、器体の中央部分に横断面の頂点がくる縦長景J片 を素材とする。素材は打面

側に平坦面を残存をしているが、末端部分になると薄 く細 くなって、素材の段階からほぼ尖頭器状に近い

形状をしている。A面を中心に調整景J離が行われるが、80の B面にみられる小さな景j離痕はA面側の調整

余J離するための打面調整的な景J離と考えられる。また、81の様にバルブの厚さを除去する景J離がみられる

にとどまる。これらはみな器体の稜線部分が急角度で素材の厚い部分や、バルブ付近の調整争J離が主にな

っている。さらに79は、接合資料NQ 4の一部で幅広の縦長景J片が礫面から連続して景j離されたものの一部

である。器体の上部で折れる前に、A面の右側縁・下部に調整争J離が施されている。

82は 79～ 81よ りも小さい縦長景J片 を素材とし打面に礫面を残し、平坦になっている。厚さは79～ 81よ り

も若干厚 く異なっている。調整彙J離はA面の右側縁部分から施されるのみである。器体の中央部分から上

部にみられる彙J離面は本素材争J離時の打点と反対に打点をもつことから、同様な縦長景J片 を景J離した景j離

面の可能性がある。

83は 82よ りもさらに小さいもので打面に礫面を残す。調整景j離は面的にあまり進行せずA面の右側縁部

の上部の 1回 と同側縁部の小さな争J離を残すのみである。

84～ 91は上部を欠損し、調整争J離の状況などからみて前述してきた75～ 81の素材の最J片の形状に近いも

のと考えられる。縦長争J片が素材でなく横長景J片が素材とした86087090に ついても下部に平坦部を残存

させ、左右がほぼ対称形かつ平行であり、景J離された形状が極めて類似している88089については側縁部

からかなりな急角度の調整が施されているが、他は比較的に余J離角が大きく平坦な調整景J離が施されてい

る。また、両側縁部の厚い部分の調整景j離を行っている′点で、前記の未完成品と共通′点が見いだせる。

90は表面の風化で乳白色を呈し、上部を欠損し、下部に礫面を残存させる未完成品である。B面の主要争J離

面は打点がかなり遠 く、フィッシャーは緩い凹凸を持っている。A面は右側縁部、B面は右側縁部の調整

景J離が中心に施され器体の横断面形が両凸レンズ状を呈するように意識された初期の調整と思われる。91

は器体 2か所で破損している。調整景J離は、A面左側縁部を中心に行われ、右側縁部は90°の鈍角部分を残

す。

92～ 97は厚い薄いの差こそみられるが横長景J片 を素材として製作している。それぞれ平面の形状をみる

と先端部、基部の作出は顕著には行われていないが、側縁部の形状が最終形態とした形状に近いものもみられ

る(93の A面左側縁部等)。前記した縦長争J片を中心とした例と比較して、この側縁部のカーブは若干異なり頂点が

いずれも器体の中央付近にみられ長幅比は異なるものの上下比は完成品に近いといえる。素材の形状から

は初期の段階でバルブおよび周縁部を中心に調整景J離を施すことによって原形が整えられる工程を縦長余j
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片の素材と同様にとらえられる。

92は接合資料NQ 9-B01で器体の中央部で折れ下部を再調整している (77)。 折れに関係する調整争j片

が左側縁部に接合している。折れ以前の調整景J離は器体の右側バルブ部分を中心に施されている。しかし

器体の中央部の稜線は急角度で並列した景j離はほとんどみられない。

93はバルブの位置になる左側縁部の調整景j離が行われA面は器体中央部分まで達する景J離も多い。これ

らによって素材の横断面形には両凸レンズ状の祖型をつ くる。下部に礫面を残存しA面右側縁部にはこの

素材の景J片景J離時に折れたと思われる折れ面を残す。しかしこの大きさと左側縁部の形状は 7に近似し、

調整を施した早い段階で平面形および断面形が整えられた一端を示すと考える。

94は接合資料NQ 9-B・ 4の一部で94は B面に調整争1片が 1片接合し、素材の厚さは94095と も異なる

が同様な形状を呈している。いずれも器体中央部分が破損している。

95の A面に残される2つの大きな景J離面はこの象J片の景J離も含めて打点は異なるが、素材から連続的に

求心的に横長景J片 を争J離 している争J離面である。

96はバルブの発達した横長景J片で調整が一部面的に施されはじめている。

97も バルブが発達した横長景J片が素材である。A面の左側縁部はステップ・フレイキングが非常に多い

のに対して右側縁部はフェザー・フレイキングであたかもスクレイパー的な刃部の作出ともみえる。しか

しここでは、素材の末端部に当たる薄い部分を争j離するための側縁部の打面調整的な景j離として他の例と

同様に理解し、槍先形尖頭器未完成品として分類した。

Ⅲ類 (Dラ ンク)素材の一部に調整余J離が施された段階 (第 56図 98～第67図 1260 P L36～ 42)

本段階は素材の一部に調整景J離が施された段階で、素材の形状をとどめているものが多くあるが、一部

には面的な調整景J離も施iさ れたものもある。

素材の形状が尖頭器状を呈するものが多いⅡ類 C段階よりも、若干素材が目標となる形状と離れている

傾向もみられる本類は、Att B面 とも調整争J離以前の素材面を多く残す。平面形状が左右対称形を呈する

ものはほとんどみられず、側縁部には薄い部分と厚い部分を合わせもつものも少なくない。背面側に残さ

れる景j離前急角度の稜線部の調整景J離も行われているが、傾向として面的な調整景J離を施す前段階として

の小さな争J離が部分的に認められる傾向も指摘できる。

98は接合資料NQ 9-Dの一部であり、上部と下部は接合しないが同一で幅広の縦長争J片である。A面左

側縁部の小さな景J離痕の連続性から推定すると破損する前に左側縁部の景j離を施し、その後A面右側縁部

上部の調整中に 1か所ないし2か所で折れ、以後下部に当たる99の部分で再調整を90°近い景I離角で右側縁

部に施している。この部分に調整余J片が 2片接合している。調整余J離の部位をみると97の破損以前の段階

では素材の最も薄い部分に、B面側から調整景j離を施し、右側縁部はA面から争J離を施している。随時側

縁音Ьを強化して作業を進めていく製作の流れはこの部分の観察からもみることができる。この剥離の進行

は調整技法 Bと した第 I段階を示す例として挙げられる。

100は接合資料NQ12の一部であり、器体中央部と下部で折れ 3分される。本個体はA面左側縁部の器体中

央部の景1離面に調整争j片が 2片接合している。素材は器体左部分から下半部が厚い横長余J片であるがバル

プの部分が凹んでいるため、B面側から原石を景J離してきて残った音6分が本イ団体と考えられる。調整争J離

は素材の最も薄い部分であるA面の右側縁部分に比較的小さな景J離を施し、同面の左側縁部分は比較的大

きな調整剥離があり、B面は部分的に小さなステップ・フレイキングが右側縁部にある。そのうちの上部

の調整余J離はA面の子J離するための打面調整的な調整余J離と思われる。

101はやや薄手で幅広の縦長争j片 を素材としている。A面の下部の密集するステップ・フレイキングは打
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点の位置と関係が深 く調整景J離ではなく素材 としての本イ団体争J離直前のものと推測される。景J片景J離後の

調整争j離はA面左側縁部分の小さな連続 した景J離が施されるのみで大 きく面的なものは施されていない。

この景J離が施された後に器体上部で破損している。

102はやや反 りの大 きい幅広の争J片 を素材 とし、A面は本争J片の景J離時と反対に打点を持つ素材面が器体

中央部にみられ凹部を形成 している。そのためか横断面形は反 りをみせている。主要景J離面側であるB面

の上部には打点と反対方向からの景J離がみられやや凸になっている部分がある。この部分は景J離時には力

がおよんでいたが景J離されず、本景j片景J離時にいっしょに景J離された部分である。調整景j離は器体の周縁

にとどまり器体の形状をかえずA面の左側縁部には凹凸の多い石目を残存し、石目に沿って素材の景J片 を

剥離したことが看取される。

103～ 105は いずれも接合資料NQ 9-Cの一部で、ほとんど素材の形状を変えることなく、わずかに余j離

痕が認められるにとどまる。103の B面左側縁部の上部にみられる景j離痕は調整景J離のためのものか接合資

料NQ 9か ら景J片 を得る過程なのかは判別は不確実のまま本類に入れた。また、104についても折れが打′点付

近からはじまっているため、この景j片景j離時に折れている可能性がある。しかしA面の上部からの 1～ 2

回の争1離は、破損後の最J片に調整剥離を施した可能性もある。さらに、A面の右側縁部にみられるRを持

つ微細な景J離は折れの部分にまたがらないため、折れた後一時的に掻器的な役割のものとして転用したの

かも知れない。105についてはB面左側縁部上部に調整争j離と思われる争J離痕を残している。また下部は景J

離時に折れたものである。上部については製作のために必要とされる大きさを残しながらアクシデントは

みられず、何故中断したのかは不明である。

106は接合資料NQ10の
二部である。A面右側縁部からの景J離はステップ・フレイキングが器体のほIF中央部

分まで密集している。このステップ・フレイキングは器体の右側を打面にして剥片を景j離したときのもの

と思われ、調整景J離に関係するものではないと思われる。また、A面の下部からの最J離は調整景J離である

可能性があるが明確でないまま本類とした。

107は板状幅広の景J片 を素材とし、器体上部に礫面を残し、A面 (背面)に B面 (主要争J離面)と 同様な景j離

をネガティブな面として残存させ、連続して同様な形状の争J片 を景J離をしてぃたことを想像させる。調整

景J離は器体A面の左側縁部にやや急角度で施され、B面の下部にわずかに認められる程度で素材の形状を

大きくかえていない。

108は縦長状で板状の余J片 を素材としている。景J片は上部が薄 く下部が厚く石目を残存させている。A面

の左側縁部には折れた後器体の左側の景j片に施され調整景J片が接合している。調整争j離はA面の右側の上

部に施されているのみである。素材のやや薄い部分から厚い部分に向かって景J離が行われている。

109は幅広の縦長争J片 を素材とし、B面左側縁下部のバルブ付近に調整景J離を施しはじめた段階の未完成

品と思われる。A面は周縁に礫面を多く残し、中央部分には打点を左側縁部にもつ大きな景j離が施された

ことによって凹面を形成している。

110は接合資料NQ6の一部で119と は接合しないが同一景J片であり110が打点側、118が末端側になる。争J片

景J離時にほぼ中央部で折れたがそれぞれ調整景j離したものである。A面の右側縁部の一部に調整景J離がみ

られるのみで、他の争J離面は景J片景J離時の打点の方向からのものがほとんどであることから、景J片景j離に

かかわる剥離面であることが接合状況から看ルtさ れる。

111は板状の最J片 を素材としている。B面右側縁下部からの大きな調整景J離が器体の内部に入り縦方向に

折れている。他の調整彙J離は景j片の薄い部分を景j離する部分や厚い部分の一部を景J離するのみで連続的な

景J離はみられない。112は破損後のものであるが再調整は施されない。

113は A面に打点の遠い素材面を残しB面の右側に本景J片余J離時の折れ面と思われる部分を残す。調整景j
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離はA面の下部を中心に行われ、大小のステップ・フレイキングが多くB面は下部に 1回の調整景j離が認

められるのみである。このA面側の調整景J離の中で左側縁部から行われるものは景J離角が90°近 く、素材の

厚い部分から剥離している。厚さを減じるために、ここでは交互争J離を行うのではなく、ステップ・フレ

イキングしながら片面を中心に景J離している状況が注視される。

114は A面に打点の遠いゆるやかな凸部を形成する主要景J離面を残し、B面が凸部になる素材面を残す。

器体は右側を欠損し、折れ面からは打点側から折れがはじまっていることがわかる。打点側からはバルブ

の厚さを除去するために比較的大きな調整争J離がみられていることや、折れ面の形状から調整剥離途中に

側縁部からの子J離が起因する縦方向の折れと思われる。A・ B面 とも器体全域にわたる調整争1離ではなく

バルブ付近の部分的な調整剥離のみがみられる。

115はやや幅広の縦長争J片 を素材とし上・下部とも欠損し、A面の調整景J離はほとんど左側縁部から施さ

れ、器体の中央手前でとどまる。同面の調整景j離の施されない右側は本彙j片 を彙J離した打点と正反対に打

点をもつ景J離面をもつ。B面は右側縁部下部にのみ調整景j離が施されている。横断面は素材および調整彙J

離によって器体中央部の頂′点が急角度のD字形を呈している。

116は主要景J離面のB面の末端部分がヒンジ・フラクチャー気味に反る。A面の上部に調整景j離を施した

ときに、その調整景J離が器体内部にその力が入り、縦方向に折れている。そのため以後は目標 とする大き

さに満たなくなり製作を放棄したと思われる。

117は器体の右側と下部を欠損し、A面の左側縁部とB面は左側縁部からの景j離が中心で、大小のステッ

プ・フレイキングが多く認められる。

118も 117と 同様な平面形をしたもので、下部の折れ面から景j離した景J片が接合した接合資料NQ18の一部

である。右側縁部にみられる折れ面はこの争J片のステップした部分からフィッシャー・リングがはじまっ

ているため、下部欠損後のこの景J離によって右側縁部側をさらに欠損させたと考えられる。A面の調整争J

離は比較的急な景J離角をもって施されるのに対してB面は景J離角が大きく、ゆるやかな景j離面を形成して

いる。

119は 109の同一景J片の末端側に調整景I離を施した未完成品であり、折れ面からB面側にステップ・フレ

イキングを施している。A面は左側縁部に 1回の調整景J離が施されるのみである。

120は A面の右側縁部、左側縁部に折れ面と思われる平坦な面を残存させている。調整争J離はA面右側縁

部からバルブの発達したものが施され凹部も多く形成している。また、B面は上部に数回認められるのみ

で他の景J離面は折れ面か、かなり打点が遠い争J離面などである。

121は石目を表す白い縞があり、それに沿って本争J片 を景1離している。調整彙J離は器体A面の左側縁部と

B面の右側縁部の一部に施されるのみである。このB面中の大きな景j離面中にある爽雑物から折れがはじ

まっているため、この景J離時に爽雑物から器体内部に力が入り折れたと思われる。

122は B面に大きな素材面を残存させている。この面は凹部になり主要景j離面ではない。A面は左側縁部

からの 2回の調整景j離が施されるのみで他の景J離面は打′点が遠 く、この未完成品の周縁部には存在してい

ない。これらから本未完成品の素材となった景J片は、大きな素材の調整争J片が器体を大きくえぐってしま

い本来の景j片 となるべき凸部を形成する景J片はむしろ器体側に存在したのか、残核的なものがこの景j片状

を呈したのかのどちらかであると思われる。

123～ 125はいずれも円形状を呈し一部に調整景J離が施されているものであり、槍先形尖頭器の形状とか

なりかけはなれているため未完成品の範疇に入れてよいかという疑問も残されるが、平坦な景J離が多いた

め調整争J離 と判断し本類とした。1230125は 接合資料NQ 9-Cの一部である。123は A面のほとんどが大きな

バルバスカー群によって構成され、調整景J離は上部と右側縁部に確認されるのみである。B面は右側縁部
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から施されているものが調整景J離であるが、器体の厚みを大きく減じることに成功していない。125も 不規

則な景J離面が多く、調整景J離と思われるものは上部にみられるのみである。完成品と推定されるものの大

きさと比較してみると、素材としてはやや小さく未完成品であるかの疑問も残される。

124は A面の周縁とB面の上部に調整景j離が施される。器体の下部はかなり厚 く上部が薄 く調整争J離が施

された部分は微細な景J離が施されているが他の側縁部、厚い部分や薄い部分を多く残す。

126は接合資料 9-Cの接合中の残核的なものであり、器体にみられる大きな争J離面は、他の未完成品に

多くみられるRを形成せずに深い凹面を形成している。しかしこの段階から槍先形尖頭器をおそらく最終

形態とするために調整景j離を施したと思われる調整争J片がA面の左側縁部に接合している。その争J離時に

よって器体は折れているが、折れた後に下部に調整が施されている。A面の左側縁部の接合面からやや粗

いファシット状の景J離が施され、さらに折れ面の上部から器体中央部に向かってステップ・フレイキング

が多く施される。上部のみをみると景J離方向が求心的な石核ともみえる。これは残核が尖頭器状を呈する

典型的な例であり、ここからさらに槍先形尖頭器を製作するサイクルが本文化層の製作工程の中であった

ことを暗示している。

Ⅳ類 器体の多くを欠損し、・一部遺存しているもの (第 68図 127～第70図 155)

127～ 155は製作途中で破損したと思われるもので、前述してきた類別に入らないものを一括した。槍先

形尖頭器未完成品であることや部分であることから部位の特定は難しいが、127～ 140が先端部、141～ 150、

151～ 155が基部で151のみ胴部であると思われる。先端部では12901300135のみ両面に調整景J離が顕著に

みられ他は素材面を多く残存させている。それに対して、基部側と考えたものはやや両面に調整景J離がみ

られるものが多い。また、152はかなり整った平面形状を呈しているため、器体が整えられた時点で折れた

と思われる。これら破損して遺存したものは小さいことが特徴で、今まで類別できたものの中で大きく欠

損したものに見合うものが存在していない。そのことは製作の初期の段階としたⅢ類に欠損品が多く(作 り

直しは完成度が高くても大きさが維持できれば続くかも知れない)大きな欠損品は再調整された可能性の高さを暗

示している。

V類 槍先形尖頭器未完成品とも思われるが形状が異なるため I類からⅢ類に入らないもの (第 71図
156・ 157・ P L42)

156は器体の上部、下部とも丸みをもつもので平面形状をみると左右がほぼ対称で、左右側線は平面とも

かなり直線的に整えられている。また、器体は中央部とその上部の 2か所で折れている。微細な争J離はA

面側のほぼ全周縁にわたって施されている。調整景J離は器体のほぼ全域にわたって施されていて、A面は

器体のほぼ中央部で左右側縁部からの調整剥離が交差する。またt中央部から上部の左側縁部からみ「られ

る調整争J離はステップ・フレイキングが集まり、やや大きな段差を形成してしまっている。B面は大きく

3つの争J離ブロックから構成されている。その内容は、器体の中央部に斜めに残されている面は古い景I離

面で、右側縁部上部から器体中央部にかけて施される景J離ブロックと対照的に左側縁部下部から中央部に

かけて器体の中央部に向かって施されるものである。横断面は器体のいずれの部分でもA面側がやや凸部

が強い傾向にある点を除けば、均整のとれた凸レンズ状に整えられているといえる。このように器体全体

が両面にわたって整えられてきている段階で、上部、下部とも丸みを帯びている例は未完成品としたⅡ類

からⅢ類の中でほとんどみられず、さらに、上・下部分から器体の長軸方向に景j離される例は僅少であり、

上・下部を丸 くRを作出しているとも考えられる。そのような状況で考えられるのが槍先形尖頭器を最終

形態としたものではなく石斧なのかという問題である。tt I文化層中の出土石器中に明瞭に認定できるも
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のの存在はみられず、また多量の槍先形尖頭器を製作している中で 1点のみ石斧とはなぜだろうか。その

状況から槍先形尖頭器、石斧いずれにも認定できずに本類とした。なお、研磨痕は認められない。

157は表面の風化がかなり進み、濁った茶白色を呈しているが同系統の安山岩と思われる。表面の争J離は

風化によってかなり識別が難しい。B面に主要求J離面を残し調整争J離はA面の左側縁部と右側縁部の上・下

部に施されるのみである。また左側縁部には風化がさまたげになって明確ではないが、微細な剥離が看取

されるものの調整途中のものか、刃部の作出かは判断できない。平面形状は整った半月状を呈し、Ⅱ類、

Ⅲ類の未完成品と異なっている。横断面形はD字形を呈している。また出土位置がブロックから離れて、

I群の 2点の槍先形尖頭器とともに出土している。本イ団体は大形のスクレイパーとしてとらえられる可能

性もある。

掻暑I(第 72図 158～ 1600 P L52)

158は四角形状の角がRを もつ平面形状をもち、打点部に当たる上部のみ調整景j離が施されないが、ほか

は周縁部分を中心に調整景J離が施されている。しかし器体を面的に調整したとは思えない景J離でむしろ刃

部の形成を意味し、A面の下部についてはやや他と比較して急角度の調整が施されてる。

159については槍先形尖頭器未成品の可能性もあるが、下部を欠損しているため全体の形状が不明のため

158と 同様な掻器を製作している可能性もあるが明確でない。A面の上部と他の一部の争J離は原石の状態

で、既に自然にできたもので稜線部が摩耗している。調整面的なものでなく側縁部に短い調整が施されて

いるのみである。

160は 158と 159の接合した状況の図であり、やや打点の位置をずらしながらもほぼ同一方向から同様な形

状の景J片 を景J離していたと思われる。

肖J器](第 73図 161～ 1630 P L44)

161は頁岩製の石刃であり、打点部分と末端部分をわずかに欠損している。A面の左側と右側の上部に本

石刃を景J離するために原石の稜部を景J離した、石核整形と思われる連続した争J離痕を残存させている。ま

た、中央部にはこれらの石核整形直後に景J離された景J離面を残す。それらの景j離状況から推測すると、少

なくとも2回は連続して石核から石刃を景J離していることが看取され、またA面の左側縁部とB面左側縁

部の上部には肉眼で半J別がつくほどの使用痕と思われる微細な景J離が施される。161と 同質の石材による剥

片および石器は、ほかには皆無で、本石器は遺跡外からの搬入石器と認定できる。

1620163は 161よ りもやや大きい石刃状のものであるが、石材は黒色緻密な安山岩である。162は打面に

礫面を残存させている。連続して縦長景J片 を争j離しているが、161の ように石核整形と思われる争J離痕がみ

られないことや、接合資料からは打面調整および景J片余J離のための石核整形を行わずに、礫面から連続的

に争J離するものの中で生じた争J片 とも考えられ161と 同一視するのはやや問題となろう。また、1620163は

肉眼で判別できる使用痕がみられないが、争J片の形状が161と近いため仮に本分類に入れておくことにした。

彫器 (第 73図 164)

164は槍先形尖頭器未完成品とした16の先端部分 を用いてその折れ面に 2回のファシットを施 した単打

型の彫器である。本資料は接合資料NQ 9-Cの一部である。機能面の摩耗痕などは肉眼では判別できなか

った。他に彫器 と思われるものは同接合資料NQ 9-Cの一部の126が折れ面からファシット状の剥離 と思わ

れる争J離を施すが164ほ ど明確でないためここでは取 り上げなかった。他に槍先形尖頭器未完成品で折れ面

に沿って景J離痕がみられるものも何点かみられたが、折れのときの意図的ではないものの可能性 もあるた
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めここでは取り上げず個々の事実記載中で記述した。

黒曜石製の石器ほか (第 73図 165γ 1720 P L44)

165～ 172は黒曜石でいわゆる「ずり」と呼称されるものが多数を占めている。全体に摩耗しているものが

多い中で、165は B面:に新 しい争J離面をもち下部が石錐と思われる機能部の作出を施している6ま た166

はやや「先刃掻器」的な機能を有すると思われ、やや Rを もつ先端部に刃部をもつ。しかしこの部分もか

なり摩耗していて、使用によるものか自然によるものか判別は難しい。

167は上音Бを欠損し、A面左側縁部には調整剥離が数回施されている。右側形辞5の小さな景j離は摩耗して

いることから転石時等についたものと思われ、左側縁部の摩耗していない景J離面にみられる稜線部の形状

と異なっている。本資料は「ずり」を素材に槍先形尖頭器を製作した可能性もある。他の168～ 172につい

ては自然についた景J離か使用するもので摩耗しているかは判別できないが、転石の状況がわかり、出土が

僅少であったため図示した。

トゥール I類 (掻器的)(第 74図 173～ 1770 P L44)

173～ 192は先に記述したように調整争1離片に施された二次調整に着日し、分類したもので以下類別に記

述する。

173～ 177は二次調整痕が、Rを形成しているものである。1730176・ 177は景J片の末端に二次調整がやや

急角度で施されている。1760177については、「拇指状掻器」と類似している資料と思われるが機能部位も

狭く、余J離も浅 く、厚い刃部を形成しないことで異なる。

トゥールⅡ類 (削器的)(第 74図 178～ 179・ P L40

1780179と も争J離が折れのため全容を把握するまで至らないが二次調整部から本類とした。178は景J離が

二重になり、刃部の作出を行っている可能性が極めてたかい。179はやや小さな景J離痕で178よ りも急角度

の調整を施している。直線的な刃部では共通するが、景J離された刃部の角度の違いは機能差を表象してい

るかも知れない。このことは他の類についても看取された。

トゥールⅢ類 (ノ ッチ ド・スクレイパー)(第 74図 180～第75図 1860 P L44)

180～ 186は いわゆるノッチ ド・スクレイパーと称されるものである。186の A面の左側の大きなノッチ部

を除いて、他は 4～ 5 mm以下のえぐり部を形成し、全体に二次調整部位は90°に近い急角度の短い景J離が施

されていることが特徴である。186は他と異なりやや大きな二次調整が施されその部位も数か所に及んでい

る。器体の中央部で折れているが、その折れ部にかけての景J離もみられる。A面の下部については折れた

後掻器的なものに転用されたかあるいは同面の左右を緊縛してその部位を機能的にして使用中の欠損とど

ちらとも考えられるが明確ではない。また、その下部の景J離は本景j片のステップした90°に近い部分から直

交するように剥離される。

トゥエルⅣ類 (小剥離痕を有する剥片)(第 75図 187～ 190・ P L44)

本類は I～Ⅲ類と異なり、不ぞろいな争J離が施されているもので、刃部の平面形状でそれらに入らず凹

凸が少なからずみられている。また、それぞれの争J離痕は浅 く、_使用によるものかそれ以外によるものか

を判断することはできないが本類とした。

その他 (第 76図 1930190
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調査時はブロック形成面が旧香坂川にかかわる支流縁辺部ということで石器石材になった黒色緻密な安

山岩以外の大中小あり、明確にハンマー・ストーンを抽出し得ない状況にあった。しかし遺跡周辺には存

在しないと思われる種類の礫を用いた、硬質のハンマー・̂ス トーンについては出土していない。また、接

合資料NQ 9の大きな接合資料を景J離した分割した大きな礫も遺跡内に存在していた可能性が高いが、現場

調査時には全 く考えられないものであったため抽出できなかった。その中でやや軟質ではるが、可能性が

ある1930194を 図示したが残念ながら断定はできない。

194は小さな黒色の輝石がみられる乳白色の級密ではない輝石安山岩である。それぞれの稜の頂点部分が

つぶれているように見えるが自然によるものかも知れない。

195は 194と 同質の安山岩であるが、輝石の混入が多く全体に灰白色を呈している。上部の角がつぶれ不揃

いな凹凸を形成しているとも看取できるが、ハンマー・ストーンとして使用したためのものか判然としない。

剥片・砕片

本文化層において余J片・砕片はそのほとんどを占め取り上げた点数だけでも約14,000点 を数える。しか

し石器に使われている黒色級密な安山岩は折れやすい性質を示し計測可能な景J片・砕片の点数は1,611点

と全体の10%強 を声めるにすぎない。したがって、計測に耐えうる資料体はおのずと限られてしまう。し

かしその中でもその観察および計測値からすべてを語ることはできないものの、余J片の統計的な側面から

槍先形尖頭器の製作にかかわる事象をとらえようと試みた。

縦長の最J片は計測可能な範囲で103点認められた。1620163は両側縁が平行で背面縦方向に稜部をもつ厚

さの薄い争J片である。161は頁岩で1620163は安山岩であるが、槍先形尖頭器の素材には厚さの面でなり得

る可能性は低 く、161は リタッチが入る削器的な石器であることは削器の項で記述されている。それらと異

なるいわゆる幅広な縦長剥片接合資料NQ 4-10203、 NQ 6-209、 NQ 7-10203の 景J片は槍先

形尖頭器の素材となり得る景J片で、槍先形尖頭器未完成品の17027・ 29035038040・ 42～ 476500510

57～ 59・ 63・ 66172080～ 84098099・ 101・ 106010701090110011501190121な ど52点が縦長の争J片

を素材に用いていることが明らかである。

目的的景J片争J離時の打面調整景J片は接合資料NQ 6-304、 NQ 8-11013の 最J片がこれに当たる。打面

が礫面であったり、湾曲の小さい小形の余J片である。

接合資料NQ21は 縦長の調整景J片である。背面に礫面をもつ景J片で調整景J離の初期段階の様相である。接

合資料NQ26-3、 NQ19-2は調整景J片であるが、基部あるいは先端部から器体の中軸方向に景J離軸をもつ調

整景J片である。

縦長彙J片 と横長景J片の中間的な形態をもっ景J片が資料中の大部分を占め882点 (69%)を 数え、横長剥片に

近い余J片が567点であるが、294点の横長の争1片 もこの延長に表れる景J片 といえる。これらの争j片は10g以

下の余j片だけで854点 を占めることより調整景J片のほとんどがこの不整形景J片および横長争J片であろう。

接合資料NQ 9-B04(94)、 NQ 9-C017(49)・ 26(105)・ 37(104)・ 38(95)な どの剥片は素材とな

り得る争J片で、この個体別資料NQ 9は 縦長の景J片 を目的とするものではなく、横長の景J片に近い形状の景1

片の景J離を目的としている。そのほか槍先形尖頭器完成品の 4「 507080180200300320330370

48052～ 56060・ 62064065069～ 71076～ 78な ど52点が横長の争J片 を素材としている。

以上のことより槍先形尖頭器の素材としては幅広の縦長景j片 と不整形・横長の争J片の 2形態を合わせ持

つことがわかる。調整争J片は不整形横長余j片が卓越しポイント・フレイクの主体とみなす。また、粗害1り

段階では縦長の景J片 もみられ若干のばらつきもみられる。基部調整の最J片がみられることより、調整部位

によっても形態の違いがみられる。
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18号 プロック

長 さ

・ 礫面を有する争J片

。礫面を有しない景J片

23号プロック  ′・
21号プロック

第36図 第 I文化層争J片長幅比
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礫面を有する剥片と礫面を有しない争J片についてその資料体のまとまったブロックのみ重複比をグラフ

化したが(第 36図 )、 礫面を有する景J片は大形の景J片に比較的多い傾向がみられるものの、5 cm以下の最j片 も

礫面を有しない争J片が顕著にみられる。このことは礫面をもつ景J片が素材として調整景j離が行われたこと

を示すものであろう。23号ブロックは礫面を有する剥片が少ないが、資料体自体の絶対数の少なさから断

言できないものの、少なくとも原石からの彙J片景J離が行われた可能性がないことを示すと思われる。また、

15号ブロックの縦長の景J片は槍先形尖頭器の素材としての目的的景J片 を示す。

背面の景J離構成はその調整争J離段階を示すひとつの指標として以下のように分類した。

A類 背面の景J離面景J離軸が景J片景J離軸と同一方向の争J離面のみで構成される。
B類    〃

C類    〃

D類    〃

E類    〃

45°～90°振れる景1離面と同一方向の争J離面で構成される。

180°振れる景J離面と同一方向の最J離面で構成される。

90°～135°振れる景1離面と同一方向の景J離面で構成される。

Aか らD以外でさまざまな方向から争J離された景J離面で構成される。

3g～ 10g未満 10g～ 50g未満 50g以上

(630′点)

(321′点)

3%

(237点 )

2%

(254′点)

「14%

A類は背面にみられる景j離がすべて打面側からの景J離による景j離面構成からなり、打面側からの争J離が

連続する点と対辺からの景J離面を有しないことを特徴とするが、資料全体の40%を 占め、その内訳は小形

の景J片が346点 と全体の55%を 占める(第 37図 )。 ガヽ形であるがゆえ中軸線を越えないことにつながるであろ

うがそればかりではなく、中軸線を越えることを必要としない終末段階の景J片がそれに当たると思われる。

量的にみるとA類の小形景J片の卓越が理解されるが、このことは素材自体がかなり槍先形尖頭器状を呈す

背面形態

(1,611点 )

B類

C類

D類

E類

0.lg～ lg未満 lg～ 3g未満

10%

第37図  第 I文化層景1片背面形態比率



る形状であることを示すのではないだろうか。

打面については以下のように分類した。

A類 礫面をもつ礫打面
B類  1面の景J離面から構成される平坦打面

C類 複数の景J離面から構成される切子打面
D類 打面幅が小さく便宜上 2 mm以下の小打面 (線打面・点打面を含む)
E類 はじけて打面部のないはじけ打面
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打面の形状の傾向として重量のある大形の余J片から小形

の争J片になるにつれて礫・平坦打面から小打面をもつ剥片

180点  にその割合が増えて
いく(第 38図 )。 その中でも平坦打面の占

める割合が小形の景J片になるにつれて減少するものの、そ

556点  の余J片の在 り方は本文化層の槍先形尖頭器製作の片面調整
の工程が反映されているものである。また、はじけ打面の

483点
 占める割合が景J片の大きさとは無関係にほぼ一定の割合を

300点  もつことは折れやすい性質の石質であることもあるが、背
面形態の中で触れたように、素材自体が槍先形尖頭器状に

92点  近いことにより器体を細みにすることより厚さを減じる目

的として側縁の側辺部に打点を置いた調整剥離によって打

面部のはじけにつながることが推演1さ れる。

A B C     D      E
類 類 類   類    類

呻 鰤

lg～ 3g未満

3g～ 10g未満

10g～ 50g未満

50g以上

1蘊,鰤:ユl彩:
4% 10%

祠朧ク1

7%

第38図  第 I文化層余J片打面形態

侶)剥片余J離にかかわる接合資料

① 接合資料NQ l(第 77図)   i
l――→ 2(残核 )

本資料は総数 2′点、彙j片 1′点と残核 1点から構成される。個体別資料NQ lに 当たる。残核は正面が礫面

であるがほとんどがネガティブ面で構成される。欠落した景J片が多く個体別資料の確定にいたらなからた

可育レ陛が大きい。 1は横長の余j片で争J離時に打点部より縦折れしている。 2の残核の景J離面からみるとほ

とんどが 1と 同様な形状の争J片が剥離されており、縦長余J片の争J離は行われていないと思われる。

② 接合資料NQ 9(第 78図・P L45)

本資料は個体別資料NQ 9の接合資料である。認定した549′点中接合率33.9%に 当たる186′点が接合し、欠

落部分を除き総重量29,054。 4gの巨礫が想定できる資料に復元され、原石から大形の争J片 (分害1剥片)を争j離

し、それぞれの子J片から素材争j片 を彙J離、獲得後、槍先形尖頭器の調整剥離を行う製作工程が伺われ、接

合資料NQ 9-A・ NQ 9-B ONQ9-Cが分害腺J片に当たる。接合資料NQ 9丁 Dは石核で、この石核からも

素材の最J片が争1離される。

原石―○→○→○→NQ 9-A→NQ 9-B→NQ 9-C→NQ 9二 D(石核 )
原石のやや鋭角部の礫面を打面に連続して分害1し大形の板状の争J片 を余j離する。

接合資料No.9-A(第 79080図 )

1は接合資料NQ 9-Aの分害1前の争J離の可能性があるが大形の余J片の一部で槍先形尖頭器未完成品の可

能性もある。 2・ 3は 3分害J前に景J離の可能性をもつが 3分害1後の素材 1の争J離として含めた。 4は分害J

後の景J離であるが槍先形尖頭器の調整争j離か不明で、7aは残核 として遺棄される。

素材 2は接合資料Nd 9-Aの主要素J離面側のみ 506と 2回景J片争j離が行われ、 5は景J片末端部、 6は
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L26(槍先形尖頭器未完成品)

24(槍先形尖頭器未完成品)

L(彫器)

砕片の 102は本資料分害J景J離時のバルバスカーの可能性が強い。 3は 4の大形余J片の打面に接合する

砕片で、リングの収末部は主要素J離面の中央に当たる。 4,50素 材 8は本資料分害J打面を打面として景j

離され、 4は 原石からの分害J景J片の可能性はあるが、景J離軸に沿った節理面によって主要素J離面は 2 cmほ

どの段差をもち、その面で縦折れしている。 5は縦長の最J片で素材となり得る形状である。素材 8は本資

料のバルブ部分を背面に包括した横長争J片で、 7に 6の調整景j片が接合しているものの調整争j離途上で放

棄されている。 8は 7の末端部である。 9は作業面をB面下部に移しA面左側縁の礫面を打面とし連続し

て20ま で景J片剥離される。10,11015020は 打点より縦折れし、素材となり得る景J片は12017の 2点で17

は槍先形尖頭器の調整がなされる:21は B面左側縁の中央部に打点を置き大きく湾曲した剥片であり、A

面の争J離に移る時点での打面作出の可能性がある。22は大形の景I片の末端部であるが21の最j離面を打面と

している。連続して〇・23を景J離するが23は掻器の調整が入る。A面左側縁の景J片争j離は素材100素材11
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第 1節 先土器時代末～縄文時代草創期

(ト ゥールIV類)→  (素材15)→49(素材16):ξ

 50「∫

・:IT52∫

53→ 541_55→

56→L48(槍 先形尖頭暑

未完成品)

A面上

B面下 44→ 45→ 46→ 47

A面右 _

B面左

:詈[ 157→ 58→○(残核)
44γ 49は石核 1と の折れ面を打面としてB面の景J離が行われている。48049は槍先形尖頭器未完成品で

ある。50は礫面を打面として板状の彙J片が争j離されているが打点部より縦折れしている。51.052は 50の余j

離時の砕片と思われる。53054は節理面をもつA面上部の景J離で53は主要素J離面に段差をもち、54は砕片

である。55056も その節理面を面構成にもつ砕片で53の景j離に伴うものである657は打面幅を広 く設定し

た横長争J片であるが形状は不整形で、石核の整形的な意図が伺われる。58は 57と 同一打面から争J離された

ものであるが打面幅が 8 cmで主要景j離面より広い面をもつ点から石核の分割景J片 といえる。その残された

石核自体は遺存しないが製品となっている可能性がある:′   :             一

接合資料NO.9-D(第 103～ 110図 )     ´

本資料は分害Jttj離後の石核から余J片景1離する工程を示すものであるが上半部は未接合であり、それに想

定できるような石核は、調査区より出土していない。11の打面は接合資料NQ 9-Cの 主要素1離面と接合し、

そのネガティブ面を打面として剥離されている。 2は石核の分割面からの争J離で板状余j片である。 3は 1

の打面よりl cmほ ど内側にあることより表面の余J離が行われた後の景J離である。 5は下面の石核角部の景J

離であるが景J片景J離の作業面は主として表面が作業面で、 7,8と 連続して板状の素材が景j離され、 8は

槍先形尖頭器の調整が行われている。 9以降は裏面から右側面の礫面余j離と思われるが形状は不揃いであ
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り、フィッシャー・リングの収束部が主要景J離面の中央に位置する砕片が多く意図した目的的な景J片 とは

いえない。22の石核は角のとれた丸みを帯びる形状となり残核として放棄されたものであろう。

面 15 +15b→

16→ 18→ 19 20→

21→○→22(残核 )

本資料は尖頭器未完成品および景J片 と残核が接合し、槍先形尖頭器の素材獲得の目的的景J片の景J離工程

を示すものである。個体別資料NQ 8に 当たり、総数 15′点、残核 1′点、槍先形尖頭器未完成品 1′点、景j片 12

点の接合である。総重量は1,079。 3g。 縦約12cm、 横約10cm、 厚さ約10cmの亜角礫の原石に復元された。目

的的景J片は幅広の縦長景j片で、槍先形尖頭器未完成品はその縦長の争J片が素材となっている。槍先形尖頭

器製作にかかわる調整剥片はイ団体別資料の識別が難しく認定に至らなかった。

l→○→ 2→ 3→ 4→ 5→ 6→ 7→○→ (素材 1)→ 9→ 10→11→ 12→○→13→ 14(残核 )
L二次調整→ 8(槍先形尖頭器未完成品)

争J片争J離の打面は原石の最も平坦な面を選択し、以後打面は転移することはない。ttj片景j離工程は石核

を基本的に四角柱に保つことを意識しつつ、左右に打点位置を変えながら縦長の景J片 を争j離していく。 1

は背面に礫面を有し末端は節理面でステップを起こしている。○は 1の左側に、続 く2は右側に打点を置

き景J離される。縦長の景J片であり、 1の大きなステップ部分が背面に包括される。主要求J離面はリング・

フィッシャーが不規則に入り、はがれぎみに余J離された様相を示すが、粒状の小穴が無数に入り発泡した

ような景J離面が観察される。したがって、このような景J離面をもつ要因は緻密ではない石質自体にあると

思われる。この景J離によって石核は五角柱状になるが、 304が景J離されることで四角柱となる。 304
は原石の側面の稜をもった縦長の景j片であり、緻密でない部分のみはがれぎみの景J離面となっている。 6
0700・ 素材 1も ともに縦長景J片で素材 1は 8の槍先形尖頭器に調整されることになる。あたかも2お

よび7の景j離面を避けるように 9の景J離後10011を彙J離するが厚さはない。11は節理面に沿う争1離ではが

れぎみの景j離である。○は強いステップを起こし、その除去を意識したような13が争J離されるが解消でき

ないままさらにステップを起こし14を残核として剥離作業は終レ了したものと思われる。原石の消費は約 3

分の 1強で粗悪な部分を残しての遺棄とみることができる。

④ 接合資料NQ 4(第 114～ 118図・P L40

本資料は槍先形尖頭器・争J片 と残核が接合し亜角礫に復元された例である。個体別資料NQ 4に 当たる。

総数11点の接合で槍先形尖頭器未完成品 2点、景J片 5点、残核 1点が接合した。総重量1,777.Og、 縦約14

cm、 横約 15cm、 厚さ約 9 cmを はかる原石である。

表面と裏面に作業面を設定している。その前後関係は不明であるが、裏面を作業面とする 1は右側面を

打面として原石の稜部を背面の縦方向にもつ断面三角形の縦長の景j片の余J離を意図したと思われるが大き

くステップしている。○も同一打面から争J離されているが、ステップが原因か180°打面を転移して左側面か

ら2の争J片が争J離される。再度打面を戻:し 2回の最j離後 3が彙j離される。 3は 1と 同位置に当たる部位の

争J離であるがステップ部分を除去することなくさらにステップしている。 4も 同様ステップ状に景J離され
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ておりこの時点で裏面の作業面は放棄される。

表面は 2回の景j離によって稜部および礫面が争J離されている。素材 10素材 207と 連続して幅広の縦

長余J片がとられ、 5は素材 1、 6は素材 2か ら加工された槍先形尖頭器の未完成品である。 7は板状の最1

片であるが、この時点で景J片景J離作業は終了している。 8の残核は厚さ4.8cmの板状を呈する。

裏面      1→O12∫
        8(残核)

表面 ○→○→ (素材 1)→ (素

[二次調整→5 滝二つ巽重薫彙二『賃了
尖頭器未完成品)

⑤ 接合資料NQ 7(第 119～ 122図・P L40

本資料は景J片 と残核が接合し、総重量2,809。 5g、 縦約14cm、 横約16cm、 厚さ約1lcmの亜角礫に復元され

た例である。個体別資料No.7に 当たる。総数 9点の接合で、景J片 6′点、残核 1′点が接合したが、大形の縦長

の剥片 1点は欠落している。

1→○→ 2→ 3→○→ 4→ 5→ 6→ 7(残核 )

本資料は打面を上面に設定し左右に打′点を振 りながら連続して後退していく。打面作出は行われていな

い。余J片は横断面三角形の幅広の縦長景J片 を目的としたものが主で他の 3点は厚さ l cmの板状の景j片であ

る。打面は最も縦長余J片が獲得できる平坦な面が選択されたと思われる。 1はバルブが発達した大形景J片

で正面の礫面を背面に持つ。○は接合しないが小形の景J片で 2の打面幅を小さくする。 2は原石の稜部を

背面にもち横断面は三角形で、争1片末端部は下面に達する。 3は 1の景J離面と礫面で構成される稜部を縦

方向にもつ横断面三角形の縦長景J片である。次の○は欠落している争J片で2と 3の争j離面で構成される背

面をもつ横断面三角形の形状の整った縦長の景J片 と思われる。 405は 薄い板状の余I片で縦方向に折れて

いる。 6の景J離前に長さ 3 cm前後の景J片が 3回連続して景J離されており突起部分を除去したものと思われ

6と 前後して 2回のステップ・フレる。6は下半部を欠損しているが厚さ1.6cmの薄い板状の景J片である。

イキングがみられるがこの時点で景J離作業は終了する。残核の 7は厚さ5。 Ocmの板状を呈する。

1～ 3は槍先形尖頭器未完成品と比較すると十分に素材となり得る形状を持つと思われる。また、欠落

している縦長景J片は予想される形状から何らかの人為的移動の可能性がある。

⑥ 接合資料NQ 2(第 123～ 126図・P L40

。厚さ約13cmの亜角礫に復元された本資料は残核 と争J片が接合し総重量2,586。 4g、 縦約17cm、 横約13cm、

個体別資料NQ2に 当たり総数16点の接合である。景J片 9点、砕片 3点、残核 1点で構成され争J片の内 2点の

トゥールを含む。景J片のほとんどは打面の対面をもつ板状の争J片である。
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③ 接合資料NQ15(第 1320133図 )

本資料は尖頭器未完成品と景1片 1点が接合した例である。個体別資料NQllのひとつの接合である。

l→○→○→ (素材 1)

畦 次調整→ 2(槍先形尖頭器未完成品)

1は大形の横長景J片で、打面ははじけて景j離時に縦折れしたと思われる。余J離軸は 2の槍先形尖頭器の

中軸と同一で数回の余j離後素材 1の素材争1片が景J離されたと思われる。 2の槍先形尖頭器未完成品は主軸
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を定めA面左側縁が切断されその側面は交互争J離によって調整 されるが、未調整の部分 を残 したまま終え

ている。

⑨ 接合資料NQ10(第 134～ 136図・P L50)

本資料は総数11点、槍先形尖頭器未完成品 1′点、争J片 7′点のうち 1′点は打面作出の大形争J片で他の調整

景j片 とは異なる。したがって、打面作出の争J片、槍先形尖頭器に調整加工された素材余J片 と調整景J片のみ

で構成される素材争1片の 3点のまとまりが接合したものである。個体別資料NQllの ひとつの接合資料であ

る。

ll素

材 1→素材 2

12(槍 罵石I璽ξ薫二i互「
二
15二 6→ 7→○→○→8

1は背面が礫面で覆われた大形争J片で最も初期の景J片である。接合状況から打面作出景J片 と思われる。

その景J離面を打面として 2を含む素材 1お よび素材 2の縦長景J片がとられている。素材 1は槍先形尖頭器

の調整がなされる。しかし折れによって 2は放棄される。素材 2は上部より304が剥離され、側縁に打

面を移して 50607・ 〇・〇・ 8が景J離される。横長景J片で打面幅が厚く粗害Jり 段階の様相を呈する。

⑩ 接合資料NQ28(第 1370138図・P L50

本資料は槍先形尖頭器と争J片が接合した例である。総数 4′点、槍先形尖頭器未完成品 1′点、争J片 1点、

槍先形尖頭器未完成品とも考えられる残核 1′点が接合した。板状の素材を最も厚い部位より彙j離したもの

である。イ団体別資料NQ19。

素材 1→素材 2

二次調 ムTi』  
霧翼童軍重重言賢「

)

1は槍先形尖頭器未完成品で器体中央部で折損している。素材 2は 2の最j片が争j離されわずかにの調整

争J離がみられるものの爽雑物が原因で折れている。対の下半部は見当たらない。

⑪ 接合資料NQ14(第 138図 )

本資料は個体別資料NQllのひとつの接合であるが目的的景J片 1点 と調整景j離 1点が接合した。調整景J片

は接合した目的的争j片の調整景J片ではなく他の景J片の調整景J片である。

⑫ 接合資料No.12(第 139・ 140図・P L4"

本資料は石核を素材とした槍先形尖頭器未完成品に調整景J片および大形の横長景J片が接合した例である。

総数 9′点、景J片 :砕片 3′点 (内 2′点は槍先形尖頭器製作にかかわる調整争J片 )、 槍先形尖頭器未完成品 1′点から構

成される。総重量は997.9g。 個体別資料NQllのひとつである。

○→○→ 1→ 2→ (石核 )

L。→ 3→ 4→ 5(槍先形尖頭器未完成品)
主要求J離面は礫面と類似した摂理面をもつ板状の素材が想定できる。少なくとも2点の大形の横長景j片

が余J離された後 1が景J離され、打点部より縦方向に折損しているものの、同様の横長景J片 と思われる。 2

は石核を三分害Jするような横長景J片である。左 3分の 1を 欠き主要景J離面は折れ面で段差をもち、上半部

は景J落ぎみに争J離される。石核は横長の板状を呈し素材として調整余J離が行われる。A面左側縁はB面に

打面調整的な争J離を伴って304の調整争j離が行われるが、 5は器体中央より折損する。基部側に接合し

ている小景J片は 2の景J離時に伴う砕片の可能性がある。
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に)調整景J離にかかわる接合資料
ここでは槍先形尖頭器に調整争J片が接合した例を主に説明する。

① 接合資料NQ27(第 141図・P L49)

本資料は総数 6点、槍先形尖頭器未完成品 2点 と景j片 2点の接合である。個体別資料NQ13のひとつである。

本接合は 2つの槍先形尖頭器未完成品が接合した例で片面調整と両面調整が接合したことで第 I文化層

の製作工程を語るうえで重要な資料のひとつである。調整景J離 と調整部位については片面を優先に争J離 し

尖頭器状にした後両面調整に入る可能性を先に指摘してきた。 4が素材面を接合面のみに残存させている
のみで、ほぼ尖頭器状に呈しているのに対し、 2は器体の上部 (打点部分)を 欠損していて全体の形状は明

確ではないがまだ調整景J離を進行させて間もない状況である。102の縦長の幅広争J片 (素材1)を争J離 した

後に304の素材となった景J片 を景J離 し、それぞれ調整を進めている6304(素材2)は争j片争j離時の主要素J

離面を残存させていないが、接合状況からは102(素材1)と 反対側に打点を持っていたと思われる。それ

ぞれの調整争J片 をみると1は 2の A面左側縁部の厚い部分を連続して争J離したものの 1つが接合している。

3は 4の A面左側縁部の中央部に接合している。A面中ではこの最j片が一番新しい争J離であるがその打点

部に当たる側縁部には微細な景J離に施されているため直接 4の器体の折れの要因になったかは明言できな

いが、折れはこの景J離面の爽雑物から始まっていて要因の一つとして考えられる。

(素材 1)一→ (素材 2)

[二次調整→lL:百層現↓1堡重重童蚕言「
完成品)

② 接合資料NQ 9-C・ 43(120(第 142・ 143図 )
本資料はNQ 9-Cの残核が尖頭器状を呈するというものでここから調整景j離を施した時に折れている。

素材 (接合NQ 9-C・ 43(126))

Ll‐
」I馨 2

1は調整争J片で、本景J離が原因となって器体は 2つに折れている。その後 2のみ再調整が折れ面 2か所

施されている。 2の左側の折れ面から数回のファシット状の争J離が看取されるが彫器にするためのものか

判然としない。また、同面の折れ面の中央から右にかけて、ステップ・フレイキングが施されているが槍

先形尖頭器にするための調整争j離なのか、ファシット状の景J離に関係するのかは現状では判別できなかった。

③ 接合資料NQ 9-B・ 2(第 144図・P L49)

本資料は接合資料NQ 9-B・ 2(素材5)の接合資料である。槍先形尖頭器未完成品と調整争J片の接合で

あるが一回り大きな槍先形尖頭器の製作途上において折損した後、再度残存部を調整争J離し直して新たな

槍先形尖頭器を製作したものである。調整争J片の内、前者に関する景j片は 2点みられる。

l→ 2→素材 1→ (NQ 9-B・ 2上部)再調整なし
L:詈

[ 314→ 5(槍先形尖頭器未完成品)

槍先形尖頭器製作の素材は横長景J片であり、 2は調整景J片縁辺部に階段状の争j離が無数みられ、打面調

整がなされていることがわかる。これらの調整争J離途上において先端部寄りで折損、下半部を素材として

新たに調整が加えられる。調整景J離は、A面左側縁部から折れ面にかけて中心に行われ、 304は その調
整景J片であり、 4は折れ面の交互争J離的な調整争J片である。それ以後さらに器体中央部で折れている。

④ 接合資料NQ 9-C・ 17(第 145図 )
本資料は接合資料NQ 9-C017(素材9)の接合資料である。槍先形尖頭器に調整余J片が 4″点接合した。

100



第 1節 先土器時代末～縄文時代草創期

A面左  1→ 2→ 3→ 4-――→ 5(槍先形尖頭器未完成品)

素材は横長景J片である。主要争J離面は平坦でバルブの部分は既に景j離されて存在していない。A面側の

調整景J片の接合である。 5の下部と1に調整景J離以前の同一素材面を有する。また、 102は 304の打
点部よりl cmほ ど外側にあることよりB面のバルブ部分の剥離:を行い打面調整を加えて余j離したものと思

われる。本素材の形状をみるとバルブが厚 く、その厚さを減じながら素材の厚さを下部では生かし初期 (1

～4の調整余J片)の景J離で施した後にそれらよりやや急角度で短い調整が施してある点が特徴である。

⑤ 接合資料NQ 9-B01(第 146図・P L40

本資料は個体別資料NQ 9、 接合資料NQ 9-B・ 1(素材4)である。素材は縦長余j片であるが、 1の争J離

時に折れたと思われる。調整景j離でバルブ部分の除去が中心に施されている。折れた後の下部 2は槍先形

尖頭器に加工が施される。槍先形尖頭器未完成品 (全体)と 調整争J片 1′点と折れた後の再調整が施された資

料が接合している。

素材→槍先形尖頭器
了
1ェ

」賃1里1ツiFB°

1の上部)

⑥ 接合資料NQ 9-B04(第 147図 )

本資料は接合資料NQ 9-B04で、槍先形尖頭器未完成品に、 1′点の調整争J片が接合している。

1は A面、 B面 とも同一方向に打′点を持ち、A面が凹部、B面が凸部 (主要素J離面)を形成している。A

面側に打面調整的な争J離を施した後にB面を景J離したものである。バルブが発達せずB面は屈曲したよう

になる。その後もバルブ付近の調整争j離は進行しているが、さらに器体は 2か所で折れている。折れは 2

か所ともA面側にある爽雑物からはじまっている。

B面左 1    2(槍 先形尖頭器未完成品)

⑦ 接合資料NQ29(第 148図 O P L49

本資料は槍先形尖頭器と 2′点の調整争j片が接合した例である。

:冒1 l12→ 3(槍先形尖頭器未完成品)
素材は下部に礫面をもつ余J片でその形状は横長余J片 と思われる。器体右側縁部は階段状景1離が進み 10

2と もその稜部を除去している。

③ 接合資料NQ26(第 149図 )

槍先形尖頭器未完成品のB面の打点側を欠損したのち上部を再調整した例である。槍先形尖頭器 1点、

調整剥井・ 3′点からなる。イ団体別資料NQ13。

(槍先形尖頭器未完成品)

Ll→ 2→ 味材1)
L3→ 4(槍先形尖頭器未完成品)

折れた槍先形尖頭器未完成品の欠損した上部を再調整 しA面右側縁部より1の調整を加えたが器体中央

部分にその力が抜け、縦に折れた状態になり2の景j片 を生 じたと思われる。さらに細身になった素材に対

して折れ面の下面を打面に小形の縦長景J片が争J離されているがほかに調整景J離はみられない。

⑨ 接合資料NQ18(第 149図・P L50

槍先形尖頭器の製作途上に下部を欠損した後上部を再調整 した例である。槍先形尖頭器未完成品と 1′点

の調整余J片で構成される。個体別資料NQ12。

102を 含む槍先形尖頭器は平坦景J離が全面を覆っており、横断面D字形に整形されバルブも除去され

ている。
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(槍先形尖頭器未完成品)

Ll→。→ 2(槍先形尖頭器未完成品)

素材は横長争J片 と思われ折れ面は争J片争j離時の打点部に連なり折れの遠因が伺われる。折れ面を打面に

して 1が景j離されている。 1は大きなステップ・フレイキングでそれが原因で 2の槍先形尖頭器の上部を

欠損させている。

⑩ 接合資料NQ23(第 1500151図・P L51)

本資料は個体別資料NQ13のひとつの接合資料である。総数19点、景j片 13点から成る。素材景J片の背面側

の片面調整の工程を示す接合例である。

i詈1 1→

2→ 3→ 4→ 5→ 6→ 7→ 8→ 9下 10→ 1ll。

∫

121。

∫

13

素材は縦長の争J片 と思われる。背面は左側縁からのフィッシャーの強い大きな景J離面が認められる。し

かし右側縁からの剥離は中央稜線を越えることなく/Jヽ景J離にとどまっている。本接合資料はこの右側縁か

らの調整争j離作業以降の工程が理解できるものである。 1は 中央部位の余J片で、厚さが比較的あり加撃力

はスムーズに抜けず、争J離面に稜が残る。 2は小形争J片で、湾曲の強い調整争j片であるが、右側縁は全体

に側縁の微細な調整が行われているところから一連の打面調整的な争J片 ともみなされる。この打面調整的

な剥離は争1離によって鋭角になった側縁に対tて次の争J離の打点部に角度をもたせ、力日撃力が有効に器体

に伝わるよう調整されるものと解釈でき、特に大形の調整争1片景j離の前段階において顕著に認められる。

本資料においては 1の景J離によって次打点部の側縁角は25°の鋭角をなす。当然この角度をもって景j離する

ならば折れるか、さもなければ打面幅をかなり厚 く設定しなければ有効な景j離は行われない。したがって

ここで側縁の調整が入り階段状の景J離に沿って連続的に行われ、その結果次打′点部の側縁角53° という角度

に設定され続く4の大形争J片 を生み出すことにつながっていく。 2巡 日の剥離に当たると思われる3は小

打面の薄い景J片で、大きく剥離する目的はない部位とみられる。 4は 中央部に当たり大形の彙J片である。

一部切れ合い関係が認められないものの連続して 5060708が 上部から下部に向かって争J離されたと

とらえられよう。この後に側縁調整が行われたあと3巡目の剥離に入る。9は打面幅が1.8cmの幅広の平坦

打面で、素材景j片の主要景J離面である。これだけの打面面積がありながらも調整争1離面がみられない状況

は、この段階においても主要争J離面側の大きな調整景j離は行われていないことを示す片面調整の特徴的な

景J片である。打角は打面に対しほぼ90°で大きく湾曲するが、身幅を細身にするための単純で効果的な調整

であろう。10は 中央部に当たり小打面である。打面は 9と 同じ主要求J離面であるが、大きく細身にする余J

離方法と異なる点はこの部位を細身にする必要がないことを示し、一連の争J離から平面形態を尖頭器状に

整形する意図がみえだしたともといえる。11も この一連の景J片に含めた。側縁の調整後 4巡目に入り、対

辺からの最j離がなされた後12が争j離される。 9 mm細身になっているが側縁の調整が巧みに行われた結果で

ある。側縁の調整後 5巡目に入り、13が争J離されるが依然主要景J離面側の調整はみられない。

⑪ 接合資料NQ21(第 1520153図・P L51)

i][ l12‐ 3」
°

14→ 5→ 6→ 7

本資料は個体別資料NQ13のひとつの接合である。総数12点、景J片 7点が接合した。原石の亜角礫の礫面

をもつ。 1は角部を背面に有し景J離される。A面右側縁に移 り連続して 203を景J離、A面左側縁の景J離

後、再度打面を戻し4050607を 連続して景J離している。 1を除いて幅広の縦長景J片で湾曲の強い調

整景J片である。初期段階の調整争1離であるが、原石の稜部をレンズ状に整え、槍先形尖頭器を製作してい

ることが理解できる。
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⑫  接合 資料 NQ20(第 154・ 155図・ P L51)

本資料は個体別資料NQ13のひとつの接合である。総数18点、景J片 11点からなる。素材の形状が想定でき

る資料である。

l12‐

3→ 41。
∫

5→ 6→ 7→ 8→ 9→Ol。
∫

10→ 11

素材は背面に礫面をもつ横断面四角形の大形景J片 と思われ、稜線部を上面、側面からの景J離によって除

去した景J離面が観察される。 1は上面から争j離された縦長争J片である。 20304ま で連続して右側縁を
下方に向かって景J離している。左側縁からの景J離後 5か らは再び右側縁の調整景j離が行われ、 9ま で下方

に向かって連続して剥離している。再び左側縁の争J離が行われた後右側縁から中央部位の10011が景J離さ

れる。打点側縁の位置が一回り内側に入ることが 2度みられ、B面の余j離が想定できる。したがって11は

3巡目の争J離 と思われる。接合資料NQ19と 同様連続景j離の場合は手前から調整争J離作業に入ることより接

合資料NQ19の調整争1離と共通性がある。

⑬ 接合資料NQ22(第 156図・P L51)

本資料は個体別資料NQ13のひとつの接合である。総数 8点、景J片 5点からなる。調整余j片の接合から、

素材景J片が想定できる例である。

A面右 ○→ 1→ 2→ 3→ 4→ 5

素材は縦長景J片 と思われ、打面は節理面 (石日)、 背面は風化の進んだ 2つの争j離面から構成される。接合

した景J片はその景1離面を背面に有することから調整争J離のA面における初期段階の接合資料である。○が

最初の景J片で打点は素材の下面角部に設定し連続して側縁の上方に景I離していく。 1は縦長の小形景J片で

○と同様の争J片 と思われる。 2は打面側のみの遺存であるが幅1lcmの大形横長景J片である。打面準備の後、

3の大形争j片が余j離される。ともに湾曲の強い争j片である。 4は小打面の争J片で大形ではないところから

打面調整的な争J離とも考えられ、次の 5の大形の調整争J片争j離の準備と思われる。調整景j離の初期段階に

おいてはかなり大きな景J片が連続して争j離されることがわかるが、そのために打面調整的な小形争J片が常

に介在し、大きく調整景J離するための争j離技術のひとつといえよう。

⑭ 接合資料NQ17(第 157図・P L50)

本資料は個体別資料NQ12のひとつの接合である。調整景j片の接合で総数14点、争j片 9点の彙J片から成る。

調整景1離の初期段階を示す資料 と思われる。

6∫

ι∫
1・

12→○→3→ 4→ 5-6→ 7-8→ 9

素材の背面は礫面に覆われていたことがうかがわれ、礫面を余J離するために左側縁及び右側縁からの景J

離が行われている。 1は上面からの争I離である。遺存部分の背面は自然面である。 2は小形景J片で末端は

ヒンジ・フラクチャーしている。右側縁の余J離は縁辺の調整後 3～ 5と連続して景J離される。それらの景J

片はすべて小打面であり、湾曲も強い。 6～ 9と連続して争J離され器体自体は素材の稜部がとれ薄手の素

材になったものとみられる。調整景J離の初期段階に当たる接合資料といえよう。

⑮ 接合資料NQ19(第 158図・P L51)

本資料は個体別資料NQ13のひとつの接合資料である。総数15点、争j片数 9点からなる。

素材は礫面を背面にもつ大形余j片で断面三角形と思われる。稜部を除去するために下部から102の 縦

長の余J片が争J離される。その間に左側縁からも景J離が入 り上方に向かって 3が連続して景J離される。右側
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A面下 ○→

A面左

A面右

縁は上方より4・ 5・ 6と 縁辺の調整を加えながら連続して下部に向かって景J離されるが厚さのある景J片

である。連続して剥離する場合、製作者が右利きならば器体にオロ対して手前側から彙J離:を始めることが癖

。のようである。一度左側縁に打点をもっていくが再び右側縁に戻って7は、小打面で厚さのない薄い景J片

である。 809は打面を幅広にとり素材の主要求J離面に対し直角に加撃した特徴ある景j片で細みに形を整

える意図が伺われる。また主要争J離面の景J離はほとんど行われていないことも示す。

⑩ 接合資料NQll(第 159図・P L52)

本資料は調整景J片の接合である。総数 8点、争j片数にして 6点から構成される。A面のみの接合である。

イ団体別資料NQll。

1詈1 1→
2→ 3→ 4ェ

:→。→ 6

素材は礫面に覆われており余J片 としては原石からの争J片景J離の初期段階のものと思われる。 1～ 3は連

続して景j離されているが背面は礫面に覆われる。 4は景J離時に縦に折れたと思われるが以前の景J離面と礫

面から構成される背面をもつ大形の景J片である。続く5は小形の争J片で側面にB面の景J離面がみられる。

6は対辺から争j離された景J片で 2回の景J離が行われたあとの最j離である。

⑫ 接合資料NQ13(第 159図・P L52)

本資料は総数 5点の調整景J片がA面のみ接合した。個体別資料NQllのひとつである。

A面左 1→ 2→ 3→ 4→ 5

節理面をもち景j片の折れ面となっている。 1の景J離前に2回縦方向の争j離、B面の景J離も何回か行われ

ているが、そのB面景J離の景J離面を打面としてA面の景J離が行われる。 102は小打面の最j片で 3の打面

調整的な景1離の感がある。 3～ 5は連続して景j離された景J片であるが、打面幅の広い不定形の景j片である。

この 3回の最j離で 3 cmほ ど器体自体細身になる。打面形状から初期段階の資料であろう。

⑬ 接合資料NQ24(第 159図・P L52)

本資料は調整景J片の接合である。総数 4点、余J片 4点からなる。

璽]面
Ol。
→1→。→2→○∫

3

素材は側面をもち、少なくとも厚さ5.2cmの板状の素材と思われる。102は右側面の景J離面を打面とす

る余J片で横長争j片である。作業面を右側面に移し裏面を打面として 3が景J離されている。 3は稜部分を背

面中央横方向にもち、稜の除去を側縁から行っている。この争J離から器体は横断面四角形から稜がとれて

弧状になると思われ、初期の段階を示す。

(励 個体別資料の分布

第 I文化層の個体別資料は35個体を認定した。同質の安山岩であることでイ団体別資料識別はかなりの困

難があったものの原石に復元されるまでに接合した例が 9例 と多く、個体別資料識別の結果から接合率の

高い個体別資料も多いといえる。接合状況から認定しやすい個体を抽出しその分布状況を、接合資料を中

心に記述する。

① 個体別資料NQ l(第 160図 )
11号ブロック内に残核 1点 と景j片 2点がまとまって分布し、この 3点が接合した。旧流路の肩部に位置

ll。

→。∫

21314→

5→ 6」

°

17→ 8→ 9

104
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するが、争j離作業がこの付近で行われたことを示す。

② 個体別資料NQ 2(第 160図 )
6017号ブロック間の折れ面接合の景J片 1点、6号ブロックに景j片 1点、10A号ブロックに残核 1点、争J

片 1点、削器 2点、4号ブロックに削器 1点、18号ブロックに争J片 4点、10B号ブロックに景j片 1点 20号ブ

ロックに争J片 3点、内 1′点は 4号ブロックの削器と折れ面接合する。径 6mの範囲で散漫に分布するが残核

と砕片の出土地点は10A号ブロック、18号ブロックおよび20号ブロックのブロック界付近に当たることよ

り、景J片争j離作業はこの周辺の旧河道縁辺部で行われた可能性が高い。単独で他ブロックに属する石器と

して4号ブロックの削器があるが、争j片景J離時に縦折れした一方が景J離場所に、他方は削器として 4号ブ

ロックに遺存していることは石器の持ち出しと考えられる。また、他の削器 2点は10A号ブロックに属する

が、比較的平坦部寄りにみられる。しかし争j片類を伴うことより削器だけが搬出されたとは言いがたく、

彙J片景j離場所周辺で二次調整されたものと理解するのが妥当であろう。

③ 個体別資料NQ 3(第 160図 )
14号ブロック内に景J片 1点 と石核 1点が認定された。旧流路埋没後のⅣA層中に分布するが余J片争J離が

この付近で行われたことを示す。石核から争J離された目的的景J片は個体別資料NQ lと 同様、槍先形尖頭器

素材獲得とは目的が異なる。

④ 個体別資料NQ 4(第 161図 )
15号ブロックの石核 1点、剥片 2点、隣接する16号ブロックの剥片 2点、16017号ブロンヽク間接合の槍

先形尖頭器未完成品 1点、18号 017号ブロック間接合の槍先形尖頭器未完成品 1点、10m離れた3号ブロッ

クの余J片 1′点で分散しているものが接合した。石核の出土地点と未完成品の出土地点が 4mほ ど離れブロ

ックが異なる点が注視される。さらに、 3号ブロックを含めて100g以上の大形の争J片が他ブロックにみら

れる。景j片余J離作業の連続性からみると1の景J片が遺存している位置を考慮して16号あるいは17号ブロッ

クで争j離された素材争j片はほぼ同一地′点で調整争1離がなされるとともに、 1点は 3号ブロックヘ搬出され

る。さらに、石核は15号ブロックに移動し景j片景J離がなされるが意図した余J片を得ることができず、それ

らの象j片 とともに遺棄された可能性が指摘できる。石核の移動は明確ではないものの15号ブロックで景J片

争J離作業が行われたことは確かであろう。

⑤ 個体別資料NQ 5(第 161図 )
17号ブロックに残核 1点、景J片 3点、隣接する18号ブロックに9点の景j片および砕片、水洗選別のJ05グ

リッド出土の争j片 1点がみられる。内 2点の余j片はブロック間で折れ面接合しているほか、これらはすべ

て接合し原石に復元される。旧流路の地形に沿って帯状に分布しており、残核の周辺に分布する争J片は30.0

059.9060.2・ 73.4088:4gと 比較的大形であるのに対して、2m以上離れると15.405.3・ 4.504.302。 6
00:9gと いう小争J片や砕片である。このように重量によってそのまとまりが認められるものの、人為的な

移動であるか自然拡散の中で軽量な景J片が下方に広がるということであるか判断しがたい。

⑥ 個体別資料NQ 6(第 162図 )
23号ブロックに残核 1点、19018号ブロック間折れ接合の尖頭器未完成品が 1点、18号ブロックに景j片

1点、18・ 17号ブロック間折れ面接合の景J片が 1点、17号ブロックに景1片および砕片 7点、16号ブロック

に槍先形尖頭器未完成品がブロック内で接合して 1点、15号ブロックに景j片 2点、 9号ブロックに砕片 1

点みられる。分布の中心は17号ブロックで砕片と景1片がまとまって分布していることから景j片剥離は17号

ブロックで行われたとみられる。17号ブロック以外にみられる8点中残核 1点、槍先形尖頭器未完成品 2

点、景J片 2点、砕片 1点の計 6点が注視され、残核は17号ブロックから8m離れた23号ブロックに単独でみ

られる。槍先形尖頭器未完成品は16号ブロックの 1点 と18019号ブロック間で接合した 1点であるが余j片
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争J離時においては 1つの景J片であったものが 2分された後、異なるブロックでそれぞれ二次調整されたも

のである。争J片 2点はともに15号ブロックに属し17号ブロックより3mほ ど離れてそろって遺存している

が、重量793.9、 474。 Ogと本資料の中では最も大形の景1片の 2点に当たる。砕片は景J離順からみると最も遅

くはがれたもので、本来ならば残核の一部といえるが出土ブロックは 9号ブロツクである。これら17号ブ

ロック以外に分布する石器は明らかに特徴をもつものであることから、それぞれ人為的な移動が行われた

ことを示すものと考えられる。

⑦ 個体別資料NQ 7(第 163図 )

15号ブロックに残核 1点、争J片 4点、隣接する17号ブロックに景J片 1点、上層に重複する7号ブロック

に争J片 1点がみられる。 7号ブロックの景J片 を含めほとんどが15号ブロックに遺棄されている点から争J離

作業は15号ブロック内で行われたものと思われる。17号ブロック出土の争
j片は 3m離れているが最終争J離

の争J片である。二次調整はないが折れて欠落している部分もあるため何らかの理由をもった人為的な移動

ととらえることも否定はできない。また、この接合資料の中に欠落している素材となり得る縦長の景
j片は

遺跡外へ搬出されている可能性が高い。

③ 個体別資料NQ 8(第 163図 )

15号ブロックに槍先形尖頭器 1点、残核 1点、景J片 9点、隣接する16号ブロックに景J片 1点、17号ブロ

ックに15号ブロックの争J片 と折れ面接合する剥片 1点がみられる。16号ブロックの 1点を含めほとんどが

15号ブロックにまとまっていることから景J片景J離作業は15号ブロック内で行われたと思われる。17号ブロ

ックの象j片は 3m離れているが二次調整はなく、重量9。 6gと 比較的軽量である点や折れ面接合 しているこ

とから人的な移動とは考えにくい。

⑨ 個体別資料NQ 9(第 164図 )

総数549点が識別された。内186点が接合し接合資料NQ9を構成する。分布は 2号ブロック12点、4号ブロ

ック5点、5号ブロック10点、7号ブロック3点、8号ブロック14点、9号ブロック58点、10A号ブロック

7点、11号ブロック10点、15号ブロック3点、16号ブロック39点、17号ブロック45点(18号ブロック192

点、19号ブロック7点、20号ブロック7点、21号ブロック12点、22A号ブロック6点、22B号ブロック 2

点、23号ブロック9点、ブロック外 1点、水洗選別107点で、 6号・10B号
012号 013号・14号の旧流路下

流の縁辺部にはその分布がみられないという偏 りがみられる。核に当たる18号ブロックは最も集中する。

また、本資料が主体をなすブロックは 2号・ 4号・ 5号 08号・ 9号 016号 017号ブロックで旧流路縁辺

部から微高地にかけて広がりをみせる。

接合資料NQ 9

本資料は個体別資料分布とほぼ同様の分布範囲に納まる。接合状況より接合資料NQ 9-A～ Dの大形景1

片および石核より構成されることから、それぞれに接合図を示した。接合資料NQ 9-Cに ついては大形景J

片が余J離途上 2つに折れるまで (接合NQ 9-C(lDの接合状況と折れた後の接合状況 (接合NQ 9-Cは )・ 0》 に

分けて図示してある。

接合資料No.9-A(第 165図 )

本資料は 2号ブロック内にすべて分布する。残核 3′点、調整争j片 5点、砕片 1点が接合するが砕片 1点

は素材景J離時に砕けた可能性も考えられるが明確ではない。本資料は分布の核に当たる18号ブロックから

13mほ ど離れて分布することより2号ブロックに搬入されたことは想像にかたくない。また、3分害1し たの

は本ブロック内であるが調整景1片数および残核の景J離面数より積極的に調整された様相はない。

接合資料No.9-B(第 166図 )

本資料は18号ブロックの槍先形尖頭器未完成品 1点、 トゥールⅡ類 1点、景j片 4点、23号ブロックの槍
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先形尖頭器未完成品 1点、景J片 1点、17号ブロックの槍先形尖頭器未完成品 1点、 9号ブロックの槍先形

尖頭器未完成品の欠損 1点、15号ブロックの残核 1点、18号 016号 015号ブロック間接合の争j片 1′点、18

号 016号・19号ブロック間接合の景j片 1点から構成される。分布の中心は18号ブロックである。

接合資料NQ 9-B01(素材4)は器体中央より折損し、一方は17号ブロックに、他方は23号ブロックに
みられその間は 6●離れる。それぞれ再調整がなされているが23号ブロック内で調整彙j片が接合 している。

接合資料No 9-B・ 2は隣接する 9号ブロックに1.5mほ ど離れる 1点 を除いて18号ブロック内に集中す

る。素材余j片からの調整景J離および折損後の調整景j離も同一ブロック内で行われていることが理解できる。

接合資料NQ 9-B04は槍先形尖頭器の破損した一部が16号ブロックに属するものの、 lmほ ど離れるの

みであり、調整景J離が同一地点で行われたと思われるЬ素材 7は打′点部より縦折れしており争J離時の欠損

とみられ 3つに折損しているが、 5mほ ど離れた15号ブロックに属する部位は末端部であり特筆するもの

はない。また、その内18号ブロックの 1点が トゥール I類である。残核は15号ブロックにあるが、付随す

る石器は前述した景j片末端部のみで、石核の移動の可能性が高い。これらのことから彙J片余j離が18号ブロ

ック内で行われるとともに素材となった景j片は23号ブロックに移動し、18号ブロック内でも調整争1離がな

される。さらに残核は15号ブロックに移動しその場に残されたものとみることができよう。

接合資料NO。 9-C(第 167・ 168図 )
8号ブロックの最J片 2点、18号ブロックの槍先形尖頭器未完成品 2点、 トゥールⅡ類 1点、争J片 13点、
10A号ブロックの槍先形尖頭器未完成品 1点、その再加工として彫器 1点、砕片 1′点、9号ブロックの槍先

形尖頭器未完成品 2点、 トゥール I類 1点、 トゥールⅡ類 1点、景J片 7点、 トゥールIV類 1点、11号ブロ

ックの砕片 1点、 5号ブロックの景j片 2点、砕片 1点、 7号ブロックの争1片 1点、 4号ブロックの槍先形

尖頭器未完成品 1′点、20号ブロックの槍先形尖頭器未完成品 1′点、彫器 1′点、 4号・ブロック外接合の最J

片 1点、18号 09号ブロック間接合の槍先形尖頭器未完成品 1点、景j片 3点、 トゥール I類 1′点、 8号・

9号ブロック間接合の槍先形尖頭器未完成品 1′点、景J片 1′点、 9号 011号 018号ブロック間接合の余J片 1

点、11号 018号ブロック間接合の余j片 1点から構成される。また、分割時の砕片の可能性のある景J片が 2

点みられるが 1点は出土地点不明で他の 1点は 9号ブロックに属する。

分布の中心は18号ブロックと9号ブロックにかけての旧流路肩部にあって西側の微高地にかけて広がり

をみせ、接合資料NQ 9-Bの分布範囲より西側に占地のずれがある。

原石から分割された素材の大形争j片が争J片争J離途上で折損するまでの争J片の分布をみると、18号ブロッ

クと9号ブロックにその中心がある。また、 8号ブロックにまとまった分布を示すが剥片彙j離初期段階の

争J片で構成されることが特徴的で、 8号ブロックから9018号ブロックヘの石核の移動があったのではな
いかという可能性が指摘できる。また、 8号ブロックにおいて争J離された大形の余j片は 3分害Jさ れるが 1

点は 8m離れたⅣA一M04グ リッドに移動し、 1点は 4号ブロックに属する。素材 8は 10A号ブロックに砕

片がみられるが18号ブロックに移動して調整余1離が行われたものと思われる。

接合資料NQ 9-C017は 槍先形尖頭器 (4の に調整余1片が接合するが18号ブロック内にまとまって分布す

る。23の掻器は 9号ブロックにあるが争j片景j離と同一場所での加工であろう。接合資料NQ 9-B・ 24は 10

A号ブロックに 2mほ ど離れて分布するが搬出されて加工された可能性もある。また、折損後彫器に再加工

されるが同一ブロック内である。石核の折損前後の景J片の分布は18号ブロックの中央部にまとまっている。

この時点で石核素材は景J片争J離の十分な大きさをもって 2分割され再び景j片剥離作業が続けられる。

素材12は 9号ブロックに 2点の槍先形尖頭器未完成品と2点の掻器、1′点の削器、20号ブロックに彫器 P

l′点、 4号ブロックに槍先形尖頭器未完成品 1′点が遺存する。その分布の中心は 9号ブロックであるが石

核の折損前の地点とほぼ同じである。石核に対しての最終余1離の最J片は 5号ブロックに属し、また隣接す
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る4号ブロックに石核が遺存することより石核の移動も考えられるが石核の調整景J片が 9号ブロックに遺

存し、折損後の再加工が 9号 018号・20号ブロック内で行われていることより、折損した石核素材の槍先

形尖頭器は 4号ブロックヘの搬出の可能性が強い。

素材13は 9号・18号ブロックに分布の中心がみられるが、ⅣA一 J08グ リッド出土の景J片 を含めると比較

的まとまって 5点の争j片が遺存する。この分布の広がり方は本素材の特徴でもあり争J離作業場所の占地に

おいて注視される。また、 5号ブロックの争J片は素材A面から景J離された景J片に限定されるのは偶然だろ

うか。このことは 3m離れる5号 018号ブロックの間で石核の移動があったものと判断されよう。

接合資料No.9-D(第 165図 )

17号ブロックの景J片・砕片10点、16号ブロックの残核 1点、景J片・砕片 3点、18号ブロックの最J片 1点、

16号 018号ブロック間接合の槍先形尖頭器未完成品 1点、景J片 1点、16号 017号ブロック間接合の景J片 1

点、16号 017号 018号ブロック間接合の景J片 1点、21号ブロックの景j片 3点が接合した。分布の中心は17

号 016号ブロックで、17号ブロックは密集部を形成する。接合資料NQ9-A～ Cの分布と明らかに占地が異

なる。18号ブロックとのブロック間接合が多くみられるが、折れ面接合が多く拡散と推測される。接合資

料NQ 9-D08は槍先形尖頭器調整景J離の途上に折損したが18号ブロックに再調整の槍先形尖頭器未完成

品が遺存する。調整景J片の接合もみられるがそれらは16号ブロックに属する。なお、打′点部が主要素J離面

中央部に位置するような砕片類が17号ブロックに集中することより景J片彙J離作業の地点と考える。

⑩ 個体別資料NQ10

15点が接合し原石に復元された例であり重量のある主要求j離面が判然としない分割された景J片で構成さ

れる。景J離面が石の節理面に当たりほとんどが不整形で景j片の形状を呈していない。したがって図の呈示

は割愛したが、3号ブロックに 4点、9号ブロックに 2点、内 1点が残核、6号ブロックに 2点、10B号ブ

ロックに 2点、18号ブロックに 5′点と広範囲にわたって分布している。 3号ブロックは本資料が主体をな

す。二次調整されたものはない。

⑪ 個体別資料NQll(第 169図 )

1号ブロック8点、 2号ブロック7点、 6号ブロック12点、10A号ブロック41点、10B号ブロック31点、

18号ブロック12点、20号ブロック10′点、ほか 9号・11号 012号 013号 019号・22号 023号に数点ずつ分布

する。全体の分布域は南側に偏る傾向がみられ、1号ブロック、6号ブロック、10A・ B号ブロック、20号

ブロックは本資料が主体をなすブロックである。

接合資料No.10(172図 )

1号ブロックに槍先形尖頭器未完成品 1点、景1片 1点、距離を置いて10A号ブロ ソヽクに余J片 2点、10A

号・ 9号ブロックに景J片 1点、10B号ブロックに景J片 1点、20号ブロックに景J片 2点が径1.5mの範囲内に

まとまってみられるQ本接合資料は争J片景1離の打面作出の大形景J片が景J離された後素材景j片 を景J離、その

うちの 2つの素材が接合しそれぞれ調整景J離が行われたことが観察された。ひとつは槍先形尖頭器未完成

品として、他方は調整景J片の接合という形であるが、打面作出の大形景J片 と槍先形尖頭器未完成品は 2号

ブロックに、調整争J片は本資料の主体をなす10020号ブロックのブロック界周辺に遺存する。このことか

ら争J片景J離作業が 2号ブロックで行われた可能性もあるものの、 2号ブロックでの調整景J片の少なさから

いえば槍先形尖頭器未完成品は持ち込みもありうる。

接合資料No.11(第 172図 )    _

10A号ブロックの余j片 4点、10B号ブロ、ックの景J片 1点、11号ブロックの争J片 1点が接合した。すべて調

整景j片でその部分は主体をなすブロックにまたがるものの径 2mの範囲内にまとまる。
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接合資料NO.12(第 173図 )

6号ブロックの争J片 1点、 6号 010B号ブロック間の折れ面接合の景J片 1点、18号ブロックの争J片 2点、

18号・23号ブロック間の折れ面接合の槍先形尖頭器未完成品 1′点が接合した。ttj片余J離は本個体別資料が

主体をなす 6号および10A号ブロシク内で行われたあと板状の石核素材は18号ブ台ック内に移動後調整景J

離がなされたことが理解できる。さらに、製作途上で破損した槍先形尖頭器未完成品の半分は 5m離れた23

号ブロックに移動し、それを素材として調整争j離が行われた可能性もある。

接合資料No.13(第174図 )

10A号ブロックの景J片 2点、6号ブロックの争J片 1点、9号ブロックの余j片 1点、20号ブロックの争J片 1

点が接合した。すべて調整景j片で 3mの範囲に比較的まとまって分布する。

接合資料NO.14

1号ブロックの争j片 1点、 6号ブロックの景J片 1点が接合した。 1号ブロックの争J片は大形の目的的剥

片で二次調整は行われていない素材争j片 といえる。それに対して 6号ブロックの景J片は別の素材の調整剥

片であることから、分害Jさ れた素材景J片は 1号ブロックと6号ブロックに分かれて一方は調整争j離がなさ

れたことが理解される。

接合資料No.15

1号ブロックの槍先形尖頭器未完成品 1点、余J片 1点が接合した。ttj片 は目的的景j片である。同ブロッ

クは調整争I片が比較的少ない点から調整余J離がなされたか否かは接合資料NQ10と 同様判断しがたい。

その他の接合資料

1号ブロックの景j片 1点、6号ブロックの最J片 1点が接合した。両者の距離は15.5mあ りともに調整争J片

である。

⑫ 個体別資料NQ12(第 170図 )
18号ブロックに102点、19号ブロックに21点、22号ブロックに 8点、16号ブロックに 6点ほか 1号 06号

011号 015号・17号・20号・23号に数点分布する。分布の中心は18号ブロックにあり、接合関係は16号ブ

ロックと18号ブロック間にみられる。

接合資料No.16(第 174図 )

16号ブロックに二次調整のある争j片 1点(18号ブロックに余J片 2点みられる。その間は3.8m離れる。調

整景J片が18号ブロックに、16号ブロックに素材が分かれて分布することより石器の搬出が考えられる。こ

れは接合資料NQ18と 類似する。

接合資料NQ17(第 175図 )

16号ブロックに景J片 1点、18号ブロックに争J片 7点、18号 T19号ブロックに景J片 1点がみられる。16号

ブロックに 1点離れて分布する状況は他の接合資料と類似するが、特に特徴のある余J片ではない。

接合資料NO.18(第 174図 )

16号ブロックに槍先形尖頭器未完成品 1点、18号ブロックに景J片 1点がみられる。 2点間は4。 5m離れ

る。旧地形を考慮すると景1片が下流に当たり自然流下も考えられるものの他の接合資料の分布状況を加味

すると、槍先形尖頭器未完成品の人為的移動の可能性がある。

⑬ 個体別資料NQ13(第 171図 )

総数1,107点が識別でき、槍先形尖頭器未完成品32点が含まれる。 9号ブロック19点、10B号ブロック27

点、16号ブロック15点、17号ブロック10点、18号ブロック118点、19号ブロック14点、21号ブロック789点、

22号ブロック42点、23号ブロック25点、ほか 1号・ 2号・ 5号・ 6号・ 7号 010A号・11号 012号 014号・

20号ブロックに数点分布している。21号・22号ブロックは本資料が主体をなすブロックで、特に21号ブロ
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ックは本イ団体別資料からなる単一ブロックに近いものである。10B号 018号ブロックも比較的占める割合

が大きい。 イ1お、イ団体別資料NQ23 0 24は 本資料に類似している。

接合資料NQ19(第 175図 )

21号ブロック内に密集した状況で15点接合し、調整景J片 9点の接合である6

接合資料NO.20(第 175図 )

21号ブロック内に密集した状況で18点接合し、調整景J片 11点の接合である。

接合資料No。21(第 176図 )

18号ブロックの争J片 6点、隣接する17号ブロックの剥片 1点が密集した状況で分布している。調整争J片

である。

接合資料NO.22(第 175図 )

21号ブロック内に密集した状況で 8点接合し、調整景J片 5点の接合である。

接合資料No。23(第 175図 )

21号ブロック内に密集した状況で19点接合し、調整景J片 13点の接合である。

接合資料No。24(第 176図 )

9号ブロックの剥片 1点、 9号・20号ブロック間接合の景J片 1点、18号ブロックの争J片 1点が接合した

調整景J片である。

接合資料No.25(第 176図 )

9号ブロックの争j片・砕片 3点、18号ブロックの景j片 2点、9号-18号ブロックの景j片 4点、10B号ブロ

ックの争j片・砕片 4点が接合した。ブロック間接合の中には折れ面接合がみられ、争J離作業のスポットは

9号 018号ブロックにかけての旧流路縁辺部であろう。

接合資料NO.26(第 177図 )

21号ブロック内に密集した状況で 4点接合し、槍先形尖頭器の調整景J離段階で折損した後、折損部を素

材に同一場所で槍先形尖頭器に再調整されたことを示している。

接合資料No。27(第 177図 )

21号ブロックの槍先形尖頭器未完成品 1′点、景J片 1′点、18号 -20号ブロックの槍先形尖頭器未完成品 1

点と11号 -18号ブロックの景j片 1′点が接合した。 2つの槍先形尖頭器はそれぞれに伴う調整争J片 とともに

ブロックを異にしており、素材景J片が21号ブロックと18号ブロックで、それぞれ調整景J離がなされたこと

を示している。

⑭ 個体別資料NQ15(第 170図 )

本資料は27点認定でき、内 6点の槍先形尖頭器が含まれる。16号ブロックに 4点、17号ブロックに 5′点、

18号ブロックに 7点、21号ブ■シクに 5点、22号ブロックに 3点のほか、 8号 :9号・23号ブロックに 1

点ずつ分布する。密集部はもたず、旧流路縁辺の傾斜部から流路内散漫に分布する。

⑮ 個体別資料NQ19

接合資料No。28(第 177図 ) |

14号ブロック内に分布する。調整争J片の個体識別ができなかったものの素材が 2分された後同一ブロッ

クで調整剥離されたことが推定される。

⑩ 個体別資料NQ24

接合資料No.29(第 177図 )

18号ブロックに槍先形尖頭器未完成品 1点、景J片 1点、22号ブロックに景J片 1点がみられる。22号ブロ

ックの景J片は槍先形尖頭器未完成品より2m離れた地点に遺存する。

110
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第Ⅱ文化層

概観            |   :

本文化層の遺物はB地区の段丘面南東部の奥まった場所に分布域をもち、北東から南西に流れた旧流路

左岸の砂礫から成る微高地およびその周辺で多量の石器類は検出された。旧流路周辺の遺物が集中する地

点は流路に沿った南北約16mが分布範囲で、密集部を抽出した結果18か所のブロックを設定し、そのうち 6

か所のブロックをさらに細分し径 2m内外の小範囲に設定したサブブロックで数えると合計33ブロックに

なる。これらのブロックの多くは分布密度が高く、石器製作を示すひとつの根拠となる。出土層位は測V層

のSmP(As一〇P2)の火山灰の下位層が主体である。

検出された石器は座標取 り上げの点数約35,000点、水洗選別などによるグリッド取 り上げの石器約

36,000′点の合計約70,000′点である。石器の石材はチャート製槍先形尖頭器未完成品 1′点を除いて本遺跡の

北東に位置する八風山を原産地とする黒色緻密な安山岩がほとんどを占め、原産地の直下に立地する遺跡

の在 り方といえる。

出土した石器は槍先形尖頭器製作途上の未完成品81′点(内 10″点は接合)、 そのほか槍先形尖頭器未完成品の

先端部・基部・胴部などの欠損品35点で完成品は遺存しない。また、掻器・礫器それぞれ 1点ずつみられ

るがほかはすべて槍先形尖頭器製作にかかわった争J片・砕片であり、数十点の トゥール類は調整争J片 を素

材としたものである。これらから本文化層は第 I文化層と同様、石材の原産地を背景に形成された槍先形

尖頭器製作跡であることがいえる。

槍先形尖頭器は細身の木葉形が主体で、大きさはバラエティーに富み中形や大形さらに超大形の槍先形

尖頭器の存在も、未完成品や接合資料の観察から想定される。また、調整景J片の接合によって両面調整の

尖頭器状素材に復元された 2′点の接合資料NQ 7と NQ28・ 29は大形の分割礫からの槍先形尖頭器製作工程を

示し、1つの大形景J片から1本の槍先形尖頭器を製作することが理解できる。また、土器 2片 (P)が出土し

ているが、槍先形尖頭器との共伴関係や
14c年代測定、SmP(As一〇P2)の降下年代を勘案しても14,000y.

B.P以前までさかのぼるといわれる年代観など大きな問題を投げかけよう。

その他の遺構は 5号ブロック内に炭化物の集中地区が隣接して 3か所検出された。また、背後の傾斜面

からの崩落土層中より焼土址 1基が検出されたが本文化層で記述する。

(1)ブロック

1号ブロック (第 179図 )

IVB― J04グ リッド周辺で検出。ブロック群の中で最も北寄 りに位置し旧流路縁辺の礫層の上面に径約

3mの広がりをもつ。遺物の出土層位はXVB層 より上層のⅥⅡ層にわたる。遺物の総数は15′点で掻器 1′点の

ほか争j片・砕片14点である。本文化層中最も散漫な分布状況で核になる地点や同下個体として認定できる

資料がないため石器製作場所とは認められない。あるいは調査区外に核の存在地があり、その周辺部に当

たるのであろうか。          |   ‐

2号ブロック (第 179図 )

IVB一 D o7グ リッドに位置する。遺物は旧流路内の水成堆積層によって旧流路が埋没した後の、SmP降

下後その層位に当たる測V層上層の測II層～ⅥⅡ層にかけて検出された。分布状況は凹地状に落ち込む範囲

に密集部がみられ、SmPも その凹地に沿って堆積していることから降下以前からそのような地形を呈して

いたことは明らかであり、出土石器群との直接的な関連はないと判断した。
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出土石器総数は648′点、器種は槍先形尖頭器未完成品 4′点、トゥールⅢ類 1′点、トゥールⅣ類 1点のほか

は景J片・砕片である。接合状況は測V層 をはさんで重複する5号ブロックと接合関係があり、槍先形尖頭器

の 1点は本文化層唯一の搬入石材のチャート(個体男J資料NQ27)で 5号ブロックに遺存する破損部と折れ面接

合する。個体別資料は黒色緻密な安山岩の個体別資料NQ6 0 8 010011015017が 認められ、 5号ブロッ

クにみられる同一の個体別資料が分布する。このことより本ブロックは、出土層位が異なるものの 5号ブ

ロックに核をもつ石器群 と同時期のものと考えられる。このような分布を示すことは文化層の設定の項で

記述したように旧流路縁辺部の高位にあった遺物群が凹地に流出した結果としてとらえることが判断でき

る。

3号ブロック (第 180図・PL8)

Ⅳ B― A12グ リッド周辺で検出。15号ブロックと一部重複するが、出土層位はⅧ層～ⅥⅡ層上面で、平面

分布は、分布範囲は 7× 4.5mの比較的広範囲に広がる:こ の出土層位は第 I文化層と同一層位であるが、

測V層下部に位置する15号ブロックとの接合関係、個体別資料NQ12の分布の共通性から15号ブロックとの

関係が密接で、ⅥⅡ層堆積前後において旧流路縁辺部の高位に遺存していた遺物群の拡散であると判断し第

Ⅱ文化層に属するものとした。出土石器の総数は141′点、器種は槍先形尖頭器未完成品 3′点、うち 2′点は折

れ面接合し実質 2点、石核 1点、争j片・砕片137点である。個体別資料はNQ12のみ 7点認定された。接合状

況はブロック内および15号ブロック間の接合がみられる。

4号ブロック (第 181図・PL8)

Ⅳ B tt E05006、 F05006グ リッド周辺で検出。遺物は旧流路縁辺部に密集した状況で分布しく旧流路

に沿ったブロックの中では上流寄りに位置する。旧流路の肩部と同傾斜部に遺物の密集部があるほかE06

グリッドに前記密集部とわずかな間隙部をおいて分布する密集部があり、これをそれぞれ 4A・ 4B・ 4

C号ブロツクとした。遺物の総数は2,438′点。槍先形尖頭器未完成品11点 (接合の結果7点 )、 トゥールⅢ類 1

点、
:ト

ゥエルIV類 4点のほかすべて景1片・砕片である。石材はすべて黒色緻密な安山岩で、個体別資料NQll

012013014の個体別資料から構成される。これらのうち個体別資料NQ13は 4A04B号 ブロックにまた

がつて分布しており、 4B号ブロックの同資料は 4A号ブロックに比べ、風化のため白黒のまだら模様で

ある。これは旧流路内の水成堆積の影響と思われ埋没状態の違いからであろう。個体別資料NQ12は 4C号

ブロックに偏った分布を示す。接合状況は 4号ブロック内で完結し4A・ 4B号ブロック間の接合関係は

多いが、 4A号 と4C号ブロックの接合関係は認められなかったぴ

4A号ブロックはF05グ リッドに遺物密集部があり、旧流路縁辺の肩部に径 lmの範囲で384′点の石器が

分布する。出土層位は礫層直上～XVB層 で一部上位層に広がる。器種構成は槍先形尖頭器未完成品 2点

で、これは 2点ずつの折れ面接合による4点から成る。ほかにトゥールIV類が 1点で、ほかはすべて争J片

・砕片である。

4B号ブロックはE05グ リッドに遺物の密集部があり、旧流路の傾斜部に位置する。分布の範囲は3×

2mの広さで旧流路に沿っているが、下流部になるにつれて散在傾向にある。垂直分布は60ёmの幅をもち河

床に近いはどその広がりは散漫である6出土層位はSmP上位の測II層からXVC層にわたるが、分布の中心

はXVC層である。遺物の総数は1,985点で 2点が折れ面接合した槍先形尖頭器未完成品 1点で、 4C号ブ

ロックの槍先形尖頭器と折れ面接合する未完成品が 1点、製作途上で放棄された未完成品 1点およびトゥ

ールIV類が 3点、 トゥールⅢ類 1点で、ほかはすべて争J片・砕片である。

4C号ブロックはE06グ リッドに遺物の密集部をもち、旧流路の肩部から傾斜部にかけて1.5× lmの範

囲の広がりで分布する。 4A・ 4B号ブロックに比べ遺物の分布密度は低いが、旧流路の下流周辺のため

であろうと理解される。出土層位は測II層からXVC層にかけてであるがその中心はXVC層である。遺物の
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総数は69′点。器種別構成は槍先形尖頭器未完成品 1′点、 4B号ブロックと折れ面接合した槍先形尖頭器 1

点、先端部の欠損品 1点で、ほかの66点は剥片・砕片である。個体別資料は 4号ブロツクと同一であるが、

イ団体男J資料NQ12は 4A・ B号ブロックには分布しない。

以上のことから4A・ B号ブロックは同一の石器製作場所 (スポット)と いう判断ができ、 4C号ブロッ

クはその周辺部であり、個体別資料NQ12の石器製作場所でもある。

5号ブロック (第 182ん 185図・P L10)

Ⅳ B一 D06007008009グ リッド周辺で検出。旧流路縁辺に沿って長さ約 6mの帯状に密集した状況で

分布するが、これはいくつかのブロックが連続して帯状のブロツク群を形成しているとみられる。密集部

は 5か所みられるが土層観察により縁辺部のXV層が傾斜部に地滑り状に落ちた状況が認められたことよ

り肩部と傾斜音Sを ひとつのまとまりととらえ 5A・ 5B05C05D号 ブロックに細分・した。しかし、そ

のブロック界も間隙部をもとにX座標値をブロック界とせざるをえなかった。出土遺物の総数は水洗選別

資料を含め約20,000′点におよぶ。器種別取 り上げ′点数は槍先形尖頭器未完成品および欠損品は70′点、うち

11点は接合し実質66点のほか トゥール I類 3点、 トゥールIII類 13点、 トゥールIV類 7点、ほかはすべて剥

片・砕片である。また、土器 Pl片が検出されている。個体別資料NQ6 0 8 010～ 12015017018023～ 25

027を積極的に認定したが、出土石器すべて認定できず総数の 1割程度である。それは類似する中間的要

素を示す石器類が多く個体別資料の認定が困難な理由による。接合関係は 5号ブロック内のほか 6号・ 9

号 010号 012号 013号 とのブロック間接合が認められた。また 1～ 3号炭化物集中区が重複している。

5A号ブロック(第 183図 )はⅣ B― D06007、 E07グ リッドに位置し、北隣に 4号ブロック、南縁はX座

標をブロック界として 5B号ブロックと連続する。旧流路の縁辺部に分布し密集部は上位・下位の縁辺に

ある。出土層位は上位の縁辺部は礫層直上に分布し下位の縁辺部から傾斜部にかけてはXV B層 に包含さ

れる。器種構成は槍先形尖頭器未完成品・欠損品 4点、 トゥールⅢ類 3点、 トゥールⅣ類 2点 t ttj片・砕

片1,280点である。個体別資料はNQ8 0250 27を 除いた 5号ブロックに分布する個体別資料と同一で 5A号

ブロック単独の個体別資料はない。接合状況は 5号ブロック内の接合で、他ブロックとの接合関係は認め

られない。なお、この下位縁辺部の密集部に 1号炭化物集中地′点が検出されている。

5B号ブ■ック(第 183図)はⅣ B― D07グ リッドに位置し、南北縁ともX座標をブロック界としてそれぞ

れ 5A・ 5C号ブロックに連続する。旧流路の縁辺部に当たり、垂直分布から上位の縁辺部と下位の縁辺

部に密集部がある。出土層位は上位の縁辺部が礫層直上に分布し、下位の縁辺部から傾斜部にかけては一

部水成堆積層にみられるほかはほとんどがXVC層 に包含される。この下位縁辺部の密集部に 1号炭化物

集中地点が検出されている。取り上げ遺物の総数は2,101点。器種別構成は槍先形尖頭器未完成品・欠損品

27点、 トゥール I類 1点、 トゥールⅢ類 3点、土器片 Pl点で、他はすべて争J片・砕片である。土器片 P

l点は測V層下位のXVC層中より出土している。個体別資料はNQ18 0 27を 除いて 5号ブロックの個体別資

料構成と同様であり、 5B号ブロック単独の個体別資料はない。接合状況は 5号ブロック内で接合するほ

か、12A012B号 ブロックとのプロック間接合が確認できた。

5C号ブロック(第 184図 )はⅣ B― D08グ リッドに位置する。北縁は 5B号、南縁は 5D号ブロックと連

続する。旧流路下位の縁辺部のわずかな平坦地に密集部をもつ。 2号炭化物集中地点はその密集部南に検

出された。遺物の総数は3,053′点。器種構成は槍先形尖頭器未完成品・欠損品16′点、トゥール I類 1′点、ト

ゥールⅢ類 2点、トゥールIV類 1点、景j片・砕片3,033点である。個体別資料は 5号ブロックの個体別資料

構成と同様であり、 5C号ブロック単独の個体別資料NQ27は チャー ト製の槍先形尖頭器未完成品でこれは

2号ブロックとの間で折れ面接合する。また、個体別資料NQ10は 本ブロックを主体とする。接合状況は 5

号ブロック内で接合するほか 6号 012A号ブロックとのブロック間接合が確認できた。
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5D号ブロック(第 185図)はⅣ B― D08009グ リッド周辺に位置し、北縁は 5C号ブロックに連続し、南

東側に 6号ブロックが隣接する。密集部は旧流路の縁辺部にあり旧流路の傾斜部に分布する。遺物はその

傾斜および流路に沿って散漫に分布する。肩部と旧河床部との高低差は約 lmで遺物の分布状況からかな

り傾斜のある旧流路であることが推察される。出土層位はXVC層に中心がある。出土石器の総数は4,173

点。器種構成は槍先形尖頭器未完成品23点、 トゥール I類 1点、 トゥールⅢ類 5点、ハンマーストーン P
3点、争J片・砕片4,173点である。個体別資料はNQ27を 除き5号ブロックの個体月U資料構成と同様である。

5D号ブロックの単独個体別資料はない。接合状況は 5号ブロック内で接合するほか 6号 09B号 010号
013号 012A号 012D号ブロックとの接合関係が認められた。

6号ブロック (第 186図 )

Ⅳ B一 E08グ リッドに位置し、旧流路から約 2m程離れた微高地の浅い凹地に面し密集部をもつ。径約 2

mの範囲内に比較的まとまって分布する。出土層位はⅥⅡ層から礫層上面にかけてであるがその中心は礫層

上面のXV B層である。出土石器の総数は349′点。器種構成は槍先形尖頭器未完成品・欠損品 8′点、トゥー

ルⅣ類 1点、景J片・砕片340点 である。個体別資料はNQ 6・ 8011018が主体をなし、接合状況は 5C05
D号 07C号ブロックとの接合関係が認められた。
7号ブロック (第 1870188図 )

Ⅳ B― E09、 F08009、 G08グ リッド周辺に位置し、旧流路縁辺部の微高地状の礫層直上に密集部をも

ち径約 4mの範囲内に円弧状にまとまって分布する。密集部の直下には径約70cmの礫が 3個ありその礫周

辺のXV B層中に密集して出土した。出土石器の総数は2,180点。器種構成は槍先形尖頭器未完成品12点、

欠損品 9点の内 4点は接合し実質19点、トゥールⅣ類 1点のほか余J片・砕片2,158点であるが槍先形尖頭器

の未完成品のまま遺棄されている。個体別資料はNQl1 0 19 0 20が認定され、NQl1 0 19が 主体である。分布

状況を検討すると遺物の密集部が 3か所、その周辺に散漫に分布するまとまりが 2か所みられ、それを、

7A・ 7B・ 7C07D・ 7E号ブロックとした。
7A号ブロックはⅣ B一 F08グ リッドに位置し、径約 lmの範囲に遺物は分布する。南縁は 7C号ブロッ

クと連続し、西側に隣接する7B号ブロックとは隙間部を持つ。出土石器の総数は502点。器種は槍先形尖

頭器未完成品・欠損品 9′点、内 2′点は接合し実質 8′点である。個体別資料は 7号ブロックの個体別資料と

同様で、接合関係は 7号ブロック内で接合し、特に 7C号ブロックとの接合が多い。

7B号ブロックはⅣ B― G08グ リッドに位置し、径約 lmの範囲に遺物は分布する。南縁は 7C号ブロッ

クと連続する。遺物の総数は125′点。器種構成は槍先形尖頭器未完成品・欠損品 3′点、内 2点が接合し実質

2′点である。個体別資料は 7号ブロックと同様で本ブロック固有の個体別資料はなく、接合状況は 7号ブ

ロック内の接合で 7C号ブロックとの接合が多い。

7C号ブロックはⅣB― F08グ リッドに位置し、径約 lmの範囲に密集して分布する。他ブロックより分

布密度が高いことから7号ブロックの中心ブロックといえる。この密集部をはさむように径70cm大の礫が

あり遺物の分布域を制限しているが、密集する部分は浅い凹地状になって下方の 7D号ブロックに連続す

る。出土石器の総数は1,328′点、器種構成は槍先形尖頭器未完成品・欠損品 5′点のほか、トゥールⅣ類が 1

点あるのみで、他はすべて景J片・砕片である。個体別資料は 7号ブロックの個体別資料と同様で、固有の

個体別資料はない。接合状況は、 7号ブロック内での接合が頻繁で、接合方向は南北で凹地の傾斜方向に

沿っての接合関係を示し、自然営力による下方への拡散と理解できよう。

7D号ブロックはⅣ B一 F09グ リッドに位置する。 7C号ブロックに連続しブロック界は礫が介在する
ことによって生:じた隙間部に当たる。したがってイ団体別資料、接合状況からも7C号ブロックの一部とみ

ることが妥当である。遺物の総数は192点、槍先形尖頭器未完成品 1点、景J片・砕片191点が遺存している。
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7E号ブロックはⅣB一 E090F09グ リッドに位置する。 7D号ブロックに西接、 9B号ブロックに東

接し、2× lmの楕円形の範囲に分布するが分布密度は低い。イ固体別資料・接合状況から7号ブロック周辺

分布の可能性が強い。槍先形尖頭器未完成品 3点、景J片・砕片30点が遺存している。

8号ブロック (第 189図・PL9)

Ⅳ B― D09グ リッドに位置する。西縁は 5D号、東縁は 9A号ブロックが隣接し旧流路の縁辺部からや

や微高地状になった礫層上面に径約 lmの円形範囲に密集して分布する。出土層位は礫層直上からⅥ層中

にまで及ぶがその中心は礫層直上のXV B層である。遺物の総数は614点。器種は槍先形尖頭器未完成品 1

点、欠損品 1点、トゥール I類・Ⅱ類・Ⅲ類それぞれ 1点ずつ、争J片・砕片609点である。個体別資料はNQ12

017が認定された。接合状況はブロック内接合がほとんどで、隣接する9A号・11号ブロックとに接合関

係がある。

9号ブロック (第 189図 )

Ⅳ B― D09・ E09グ リッドに位置し、径約 2mの円形範囲に分布する。密集部を微視すると2か所確認で

き、D09グ リッドとE09グ リッドにある密集部をそれぞれ 9A・ 9B号ブロックとした。遺物の総数は403

点。器種はトゥールⅢ類 4点、トゥールIV類 1点で、ほかは争J片・砕片398点である。個体別資料はNQ12・

17が確認されたが 9A・ B号ブロックがともに共有するものである。接合状況はブロック内にみられ、隣

接する8号ブロックと5D号ブロックに接合関係がある。

9A号ブロックはⅣ B― D09グ リッドに位置する。礫層が形成する微高地上に位置し、西佃l傾斜部に分

布する一群で 8号ブロックと凹地をはさんで対時する。遺物の総数は269点、すべて彙J片・砕片である。

9B号ブロックはⅣ B― E09グ リッドに位置し、礫層が形成する微高地上に位置し9A号ブロックと頂

部をはさんで東側傾斜部に分布する。遺物の総数は134点、トゥールⅢ類 4点、トゥールIV類 1′点で、ほか

は景J片・砕片398点 である。遺物分布を頂部の隙間部によって 2分したが、それぞれの密集部は傾斜下方へ

の自然拡散であろう。

10号ブロック (第 190図 )

Ⅳ B一 C09グ リッドに位置し、遺物は旧流路の傾斜部から河床部にかけて散漫に分布する。その位置か

ら積極的に製作スポットとして考えるにはやや無理があろう。遺物の総数は42′点、個体別資料NQ 8の槍先

形尖頭器未完成品 1点が単独で遺存するほかは、景j片・砕片でイ団体別資料NQ12が 3点認定された。槍先形

尖頭器にかかわる接合で 5D号ブロックとのブロック間接合がみられる。

11号ブロック (第 190図 )

IV B― C09グ リッドに位置し、10号ブロックの高位に当たる。旧流路の縁辺部に径約 lmの範囲に50点が

分布するが、分布密度は低い。器種構成は槍先形尖頭器欠損品1′点、ほかは景j片・砕片である。垂直分布は

Ⅵ層中まで広がるが、縁辺部であることより礫層上面の遺存である。個体別資料はNQ1 012がわずかに認

定できた。接合状況は隣接する8号 013号 012A号ブロックとの接合関係が認められた。

12号ブロック (第 1910192図・P L10011)

Ⅳ B― D10011、 E10グ リッド周辺に位置し、旧流路からやや離れ、Ⅷ層上面にまで高まった礫層直上

に径約2.5mの範囲に分布する。したがって、垂直分布ではⅥ層中にまでおよぶが、また測V層は砂礫層直

上に堆積し遺物は測V層中に包含されたように検出された。遺物の総数は3,267′点、槍先形尖頭器未完成品

・欠損品19点、内 6点それぞれ接合し実質15′点、 トゥール I類 1点、 トゥールⅢ類 4点、 トゥールⅣ類 2

点、礫器 1点、ハンマー・ストーンPl点、ほかはすべて景j片・砕片である。また、礫間から石器の密集部

に接するような位置に径約30cmの 原石・平石が 3′点あり台石を想起させる。個体別資料は個体別資料NQ l

～4060809015018021026の 11個体が認定され、個体別資料NQ2 0 3 0 4は 12号ブロック内で接
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合関係が完結し原石にまで復元された。密集部は 5か所を認めそれぞれ12A012B012C012D・ 12E号

ブロックとする。

12A号ブロックはⅣ B― D10グ リッドに位置し、12号ブロックの中心ブロックであろう。遺物は径約 2

mの範囲に分布し、密集部は約50cmの範囲に争j片・砕片がパウダー状の石暦とともに検出された。遺物の総

数は2,071′点。器種構成は槍先形尖頭器未完成品11′点、石核 3′点、ハンマー・ストーンPl′点、礫器 1′点、ほ

かすべて景J片・砕片から成る。個体別資料は12号ブロックにある11個体がすべて遺存じ、接合関係は 5B
・ 5C05D号 011号 013号ブロックがある。
12B号ブロックはⅣ B一 D10グ リッド北西隅に位置し、12A号ブロックの北西縁に接する。径 lmの範囲

に分布し分布密度は低い。12A号ブロックの周辺部とみなされる。遺物の総数は43点ですべて景J片・砕片

から成る。個体別資料はNQ 6のみ認定され、接合関係は12号ブロック内に限られる。

12C号ブロックはⅣ B一 D10・ E10グ リッドに位置し、12A号ブロックの北東部に隣接する。遺物は経

約50cmの範囲に密集して分布するが、南縁にある平石の北側が分布密度が高い。礫によって遺物の分布し

ない地′点にブロック界が設定されている。遺物の総数は154′点。器種は槍先形尖頭器未完成品 1′点、大形の

同欠損品 2点、トゥールⅢ類 1点、石核 1点、争J片・砕片149点から成る。個体別資料NQ204 0 6 0 8・

9015026が確認されNQ 2は 本ブロックが主体をなす。接合状況は12号ブロック内が大部分で 5B号・14

号ブロックとのブロック間接合が確認された。

12D号ブロックはⅣ B一 E10グ リッドに位置し、遺物は12A号ブロックの南東に径約50cmの範囲で密集

し分布する。遺物の総数は465点。器種は槍先形尖頭器欠損品・破損品 5′点、トゥールⅢ類 2′貞、トゥール

Ⅳ類 2点、石核 3点、掻器 1点ほかすべて景J片・砕片である。個体別資料NQ26以外の10個体が遺存するが、

個体別資料NQ 3は 本ブロックが主体をなす。接合状況は12号ブロック内、 5D号 013号 014号ブロックと
のブロック間接合が認められた。

12E号ブロックはⅣ B一 D llグ リッドに位置し、遺物は径約50cmの範囲に密集して分布する。東側は傾

斜部となり垂直分布の高低差は約30cmで、凹地をはさんで14号ブロックと対峙する。遺物の総数534′点、ト

ゥールⅢ類 1′点、ほかは争J片・砕片533′点である。個体別資料は個体別資料NQ 6が主体で、NQ2 0 3 0 8 0

9し 15は数′点のみである。個体別資料NQ 6の接合資料NQ 7は 14号ブロックと密接な接合関係がみられる。

13号 ブロック (第 193図 )

Ⅳ B― C10グ リッドに位置し、旧流路の縁辺部に遺物は径 2mの範囲で比較的散漫に分布し、南に連続し

て14号ブロックが接する。垂直分布からは流路内に落ち込む状況がみられる。礫層直上に分布しXV層の堆

積は薄 くⅥⅡ層中にまで幅をもって包含されるが礫層直上はXIV層下位に当たる。
t遺
物の総数は70′点。器種は槍先形尖頭器破損・欠損品 4′点ほか景J片・砕片から成る。個体別資料は同NQ l

05,6012が認められ、NQ1 0 5は本ブロックが主体となる。接合状況は隣接する14号ブロック 012D

・12E号ブロック間に接合関係がある。

14号ブロック (第 193図 )

Ⅳ B一 C llグ リッドに位置し、遺物は径約 2mの範囲に小規模の密集部をもって分布する。旧流路の縁辺

部に当たり垂直分布は礫層直上～Ⅷ層にかけて包含されるが測V層下位に分布する。遺物の総数は81′点。器

種構成は槍先形尖頭器未完成品 2′点ほか景J片・砕片から成る。個体別資料NQ 6・ 12・が確認された。接合状

況は12号ブロックと頻繁に接合関係が認められる。

15号ブロック (第 194・ 195図・P Lll)

Ⅳ B― Bl10120 Cl1012グ リッドに位置し、遺物は密集部が 2か所にみられたため、それぞれ15A015B

号ブロックとした。旧流路の縁辺部に当たり、礫層直上に分布する。出土石器の総数309′点、槍先形尖頭器

116
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未完成品・欠損品12点、内 4点が接合して実質10点で欠損品が 6点である。 トゥール I類 1点、 トゥール

Ⅲ類 4点、トゥールIV類 4点、争J片・砕片288点である。個体別資料は同NQ12が15A015B号 ブロックに均

一に認められたがほかは認定するに至らなかった。接合状況は上層に分布している3号ブロックとのプロ

ック間接合がみられるのみである。

15A号ブロックはⅣ B― B120C12グ リッド周辺に位置し、遺物は旧流路縁辺部の礫層直上および礫層

中に密集部が径約 2mの範囲内にまとまり分布する。総数116′点、槍先形尖頭器未完成品・欠損品 9′点、う

ち 4点がそれぞれ接合して実質 7点、 トゥールⅢ類 1点、彙J片・砕片106点である。
15B号ブロックはIV B一 B12グ リッド周辺に位置し、旧流路の縁辺部の、礫層直上および礫層中に長径

2m、 短径 lmの範囲に分布する。総数193点、槍先形尖頭器未完成品 1点、欠損品 2点、 トゥール I類 1

点、トゥールⅢ類 3′点、トゥールⅣ類 4′点、景J片・砕片182′点である。接合関係は上層に分布している3号

ブロックとの接合がみられるのみである。

16号ブロック (第 196図 )

Ⅳ B― G09010グ リッドに位置し、旧流路から8m離れた地点のやや凹んだ地形に当たり、径30cmほ どの

礫が遺存する箇所に径約 lmの範囲に密集して検出された。礫にはさまれた場所が最も分布密度の高い地

点になる。出土層位はXV B層 中である。出土石器の総数は2,114′点、器種は槍先形尖頭器未完成品 2点、

内 1点は 2点の接合から成る。ほか トゥールⅣ類 1点以外すべて景J片・砕片である。個体別資料は同NQll

016の 2個体にほぼ限定され、接合状況はブロック内で完結する。

17号ブロック (第 197図 )

ⅣB tt H120 13グ リッドに位置し、旧流路から約 8m離れた台地の奥まった地′点に遺物は径約 lmの範

囲に散漫に分布する。個体別資料NQ22の単一の個体で構成される。接合状況はわずかであるがブロック内

にあり、他ブロックとの関係はない。出土石器の総数は196′点で、争J片・砕片のみであるが、槍先形尖頭器

の先端部を含む景J片が 1点ある。

18号ブロック (第 198図 )

Ⅳ B一 G14グ リッドに位置し、17号ブロックに近接するが旧流路から離れた台地の最も奥まった地点に

ある。西側に密集部をもって扇状に径約 2mの範囲で分布するが、イ団体別資料NQ 7の単一個体から構成され

る 1単位の槍先形尖頭器製作スポットである。槍先形尖頭器の景J片・砕片のみ1,717点で構成され、内195

点が接合し、接合資料NQ28 0 29の 両面調整の素材が復元されたが、製作されたであろう槍先形尖頭器は持

ち出されて本ブロック内さらに本遺跡内でも出土していない。

ブロック外

槍先形尖頭器未完成品・欠損品 4点、景J片・砕片が出土した。また、試掘 トレンチ内より槍先形尖頭器

未完成品・欠損品 6点検出され、内 2点は接合した。また、水洗選別より1点確認された。単独出土では

なく近辺のブロックに含まれるものと思われる。

9)炭化物集中区 (第 198図・PL12)

IV B― D07グ リッドにおいて 5号ブロック検出時に炭化物が集中している地点が検出された。その状況

は染み状に周辺ほど希薄になるtも のの旧流路縁辺に沿って250× 50cmの広さで帯状にあるが、その最も密に

分布する3か所をそれぞれ 1～ 3号炭化物集中区とした。

1号炭化物集中区

Ⅳ B― D07グ リッドに位置し、旧流路肩部の 5A05B号 ブロック内に石器類とともにXVC層 中で検

出した。受熱して赤色化した礫を伴って炭化物は集中しているが、染み状の細かい粒状で炭化材はわずか
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にみられる。炭化物の集中する範囲は粘性が強く焼土・灰・微小礫・剥片など混合している。この粒子状

の炭化物をXVC層 とともにサンプリングし14c年代測定を行った結果16,250± 180y.B.Pの年代が得られ

た。

2号炭化物集中区

Ⅳ B― D07グ リッドに位置し、流路肩部の 5B号ブロック内に石器類とともにXVC層 中で検出した。炭

化物の分布密度は他の集中区より低 く小規模で、その分布状況は 1号炭化物集中区と同様である。

3号炭化物集中区

Ⅳ B一 D07グ リッドに位置し、5C号ブロック内に石器類とともにXVC層 中で検出した。位置は旧流路

縁辺に当たり狭い平坦部に約80× 50cmの範囲で分布し、炭化物集中区内は極めて多くの景j片が密集してい

た。しかし剥片自体が受熱した状況は観察されなかった。

に)出土石器

I群 槍先形尖頭器

本文化層からは、前述した視′点から明瞭に槍先形尖頭器最終形態と認定できるものは出土しなかった。

しかし両文化層とも唯一黒色級密な安山岩以外の石質であるチャー トを素材とした第200図 3は、同一個体

の景J片 を砕片を伴わずに出土した。その状況から完成品の遺跡内に搬入されたものであるととらえられる

が、発掘調査時はそれが小さかったため抽出し得なかったことも考えられるため断言できない。形状は左

右がほぼ対称形であることなどから最終形態とみてもよいが 2点否定的な要素がある。その 1点はA面の

右側縁部中央から先端部にかけてがほかの部分よりやや凹凸があり、刃部の作出と思われる微細な景J離が

不連続であること、他の 1点はB面の右側縁部からの景J離が石目に至り、そこから折れが始まっているこ

とを観察したことである。大きな素材から遺跡内で製作を行ったと解するより、この形に近いところまで

遺跡外で製作した後、遺跡内に持ち込まれて何らかの景J離を行ったときに破損したものと理解し、Ⅱ群 I

A類 とした。さらに、平面形状が左右対称形でなくても使用によると考えられる刃部形成を持つものなども

あり、これらとは明確に分別が困難のためⅡ群A類 (準完成品)と して扱った。

Ⅱ群 槍先形尖頭器未完成品

I ttA(Bラ ンク)両 面調整槍先形尖頭器準完成品 (第 200図 1～第201図 10・ PL53)

本類は、大きさで、17cmほ どの特大な 1と 、 8～ 1lcmの 2～ 5に見られる大形のものと、 5～ 6 cmの中

形である607な どに 3大別される。

調整景J離は器体の全面におよぶものがほとんどで、調整景j離は並列し、稜線部も緩やかである。横断面

形は両凸レンズ状をし、厚さは l cm前後～ 5 mmと 薄く仕上げられている。

1は長さ17cmと 遺存するほかの完成に近い槍先形尖頭器未完成品としては最大形である。さらに器体中

央部で折れているほか先端部は鋭利に尖り、基部はやや丸みをもっている。また、縦側面はA面側にやや

反る。左右はほぼ対称形に整えられ、最大幅は器体の中央部よりやや上部にある。A面左側縁部の上部に

は器体中央部を越える調整景j離片が 1片接合する。この接合した景J片の景j離後、同面の右側縁部の調整景J

離を施している。同面の景J離の流れも同様に器体中央部分に残される一部の古い景J離に除けば、左側縁部

から右側縁部への調整の流れにある。右側縁部からの景j離はフリー・フレイキングを施し、末端需Ьがフェ

ザーエッヂが多いのに対して左側縁部からの景I離はステップ・フレイキングが多く認められる。 B面の調

整景J離は景J離面の前後関係から右側縁部中央～上部→左側縁部→右側縁部下部・上部 (P)の順に調整され

たと考えられる。さらに、A面 と同様に右側縁部からの剥離に比較して、左側縁部からの争j離が、ステッ
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プ・フレイキングが多く認められる。側縁部分には微細な余J離が施されているが、規則的なものはなく、

側線にはガヽさい凹凸もみられ直線状に整えられているとはみとれない。

2は器体中央部に最大幅をもち、長幅比は 3:1と なる。器体両面には細いステップ・フレイキングが

見られるものの横断面は均整のとれた両凸レンズ状に仕上げられている。側縁部は、平面・側線ともに小

さな不連続な凹凸がみられ、微細な争j離によって直線的に整えられてはいない。また、特にA面右側縁部

の中央部分では緩やかではあるが大きな凹凸を残している。これらの観察結果を総合 して最終形態に近い

未完成品とし本類とした。

3は第 I・ Ⅱ文化層から出土した槍先形尖頭器 (最終形態および未完成品)中、唯一のチャー ト製のもので

ある。どちらが先端部か基部かは異論があると思うが、ここではより尖っている部分を先端部とし、やや

丸みをもつ部分を基部とした。そうした場合全体に器体中央部分に最大幅のあるものが多い中で 3は中央

部よりやや上位に最大幅のあることで異なっている。器体はほぼ左右対称形に整えられているものの、や

やガヽさな凹凸がある。側縁部およびB面右側縁部からの景J離によって平面からみると凹部をもち、この景J

離が折れの要因の 1つ として考えられる。この形状に近 く整形された後に遺跡内に搬入され遺跡内で景J離

中に折れたものとして、最終形態に近い本類に入れた。側面の反りはほとんどみられず横断面も均整のと

れた両凸レンズ状を呈するまで調整が進んでいる。また、稜線部も繰 り返し行われた調整争J離によってフ

ラットになっている。また、石目は器体の縦方向にある。

4は左右対称形で、側面形は反りがなく、横断面形はどの部分も一様に均整のとれた両凸レンズをして

いる。先端部は尖るのに対して基部は欠損のためか平坦になっている。長幅比は3。 7:1で柳葉形に近 く、

ほかと比較し細身である。側線はほぼ直線的に微細な景J離によって整えられつつあるが、A面右側縁部中

央部からの調整景J離が器体の折れに関係していると考えられるため最終形態に近い未完成品とした。調整

余J離は両面とも器体の中央部にみられる。左右からの景j離が中軸線を大きく越えるものが古い景J離で、次

に左右側縁部から器体中央部を大きく越:えない調整争J離によって先端部と基部の形状を整:え ているとみら

れる。

5は 4と 同様な形状をしているが基部がやや丸みを持ち、先端部の作出が顕著でない点が異なる。バラ

ンスを崩している先端部分を除けば最大幅が中央部分にあり、左右が対称形で、側面形は反りがほとんど

なく整えられている。横断面形は両凸レンズ状であるがA面の凸部に対して、B面の凸部はやや緩やかな

点が特徴である。A面の左側縁部と右側縁部の中央から基部にかけてとB面の左側縁部中央部から先端部

にかけて周縁部には微細な剥離が施されている。それらによって両側縁部はほIF直線的になっている。し

かしA面の右側縁部の折れの上部は比較的段差のやや大きなステップ・フレイキングが施されていること、

先端部の作出が顕著に認められないなどから未完成品と判断した。また器体中央部で折れている上部側の

一部に折れ面の隅から景J離痕が観察される。これは破損時のものか意図的な景1離か判断がつかなかった。

6は下部を欠損しているが最大幅が器体中央部にあり側面形に反りはみられず、横断面形も均整のとれ

た両凸レンズ状をし、左右が対称形をし、全体にバランスの整った形状で側線もほとんど直線的に整えら

れてきていることが観察されるが、左側線部は主として、A面側に微細な景J離が連続するのに対し右側線

の下部はやや小さい凹凸がみられ、微細な景j離も連続して観察されないことに加え基部の折れは調整途中

の欠損であると判断し最終形態に限りなく近い未完成品と考えた。

7は面的な調整景j離は加えられていないが周縁部に小さな景J離を施すものである。調整部位はA面右側

縁部とB面右側縁部である。A面にみられる本争J片争J離時以前の争J離痕は同一方向に打点を持つものはみ

られず(余J片 も反りがあることから、槍先形尖頭器製作時の調整景J離の争J片が素材となっている可能性が

極めて高いと考えられる。厚さの点から面的な調整に移行する可能性は極めて低いが、最終形態の 1つ と
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しては明確ではないので本類とした。尖頭器状であるが他の両面調整のものと機能的には同一視できない

のかも知れない。

8は上部を欠損するが、入念な調整景J離によって遺存部は左右対称形をし、横断面形は均整のとれた両

凸レンズ状をしている。側縁部にみられる微細な剥離はA面の左側縁部側と、B面の左側縁部側に雄iさ れ、

側線はほぼ直線的になる。折れ部の下部は左右えぐれているようにも観察できる。最終形態の破損と思わ

れるが折れが爽雑物からはじまっているため調整途中の破損とも考えられ本類とした。

9は先端部が尖 り基部がやや平らで器体下部に最大幅がある。左右は非対称形で、縦側面形はやや反り

が認められるものの両側線は一部凹凸がみられ、ほぼ直線になってきている。側縁部の形状からは左右は

非対称であるものの最終形態の 1つ とすることができる可能性もあるが、基部に 1回の争j離が行われた後

微細な景J離が施されていないことで本類とした。また、B面の先端部に素材面を残存させ、素材は基部側

に打点をもち末端がやや反る縦長争J片 と観察された。

10は比較的厚手の横長余J片 を素材とし、バルブ付近を交互余j離によって景j離している。槍先形尖頭器の

調整段階で調整開始段階に当たるが、A面左側縁部の中央から上部に使用痕と思われ微細な景J離が観察さ

れたため形状は整っていないが使われた可能性がある。本例も最終形態の 1つ としてもよいが本文化層の

槍先形尖頭器の最終形態は最大幅が器体中央部ある細身の本葉形が目標であった可能性が高く、副産物的

なものであろうとし、本類とした。

I ttB(Cラ ンク)器 体の最終形態が推測できる段階の両面調整品 (第 201図 11～第2o4図23 0 PL53～ 55)

第 I文化層の同類と同様に両面ともに調整景J離がかなり進行し、器体は尖頭器状に整えられている平面

形状は両端部がほぼ明瞭に作出されてきているものが多く認められる。左右は必ずしも対称形でないもの

もあるが最大幅は I ttAと した準完成品と同様に器体中央部にあり、横断面形は均整のとれた両凸レンズ

状に整えられつうある。しかしI ttAよ りは厚 く、最大厚が 1～ 2 cmの ものが多い。大きさは11～ 16の 13

cm前後のものと、17～ 27の 6～ 8 cmの ものに 2分される。

11は B面の中央部分に残される争J離から横長景J片が素材で、B面の左側縁部の中央部からA面側を景J離

した時に衝撃が加わりその部分から折れている。この折れの原因となった11-1(調整争J片)が接合する。

さらに、A面下部にわずかに礫面を残している。

調整景J離はB面が中央部分に主要素J離面を残していることからもわかるように器体中央部を大きく越え

る調整剥離はみられないのに対して、A面は多く認められる。器体の厚さを減らしていくためには、この

中軸線を越える調整景J離が重要で、そのために側縁部を強化 (打面調整的)するための微細な景J離がほぼ全

側縁部にわたってみられる。

詳細に調整景J離 と横断面の形状を比較すると、B面については、主要争J離面の形状を生かしつつ両側縁

部から中央部分に達しない調整争J離でもほぼ両凸レンズ状に作出している。A面は器体上部の右側が厚 く、

下部は左側が厚 くなっている。これはそれぞれの箇所の景J離のためでA面の大きな調整景1離の進行は左傾I

縁部→右側縁部となり、横断面のそれぞれの形状をみると基本的構造とした平行八面体の彙J離構成の一端

を垣間みることができる。側縁部をみると、A面の左側縁部はガヽさな凹凸はみられるものの直線的になっ

て、右側縁部側は緩やかなS字状にねじれている。

12は先端部が尖 り基部は平らである。B面には 2片の調整景J片が接合している。また主要求J離面を残し、

接合した調整景J片の 1片にも同面を残存している6素材は末端部分がヒンジ・フラクチャー気味の厚手の

横長争J片であったと思われる。また、A面の左側縁部の下部にはかなり打点の遠い景J離面を残し調整景j離

以前の景J離であるとが考えられる。形状は尖頭器状で横断面形も両凸レンズ状になっている。側縁部は比較
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的大きな調整景J離が行われた後その凸部に微細な景J離が施されている。しかし両側縁部とも凹凸が顕著に

みられ、調整景J離の大きな進行は、A面左側縁部→A面右側縁部→ B面左側縁部→ B面右側縁部となって

いる。両面の切 り合い関係からは交互景j離によって調整争J離を進行させている痕跡は11と 同様に残された

景j離面からはみとれない。

13は器体がほぼ尖頭器状であるが、先端・基部とも作出が顕著でない。 B面の上部の右側縁部側に主要

求j離面と考えられる争j離を残している。その争j離面から素材は横長景J片 と推察される。器体の側面形は両

端がB面側に反っている。調整争J離の進行に伴い稜線部は比較的に緩やかになっている。調整景J離は、.B

面右側縁部→ B面左側縁部→A面右側縁部→A面左側縁部と進行し、器体にみられる争J離痕では、 B面側
→A面側という順序で整形されている。横断面は、A面左側縁部に頂点を持ち、B面側はやや平らな凸レ

ンズ状をする。両側縁部ともに小さな凹凸が多く、特にA面左側縁部の折れの部分では小さなステップが

密集し、側縁角が90°に近い鈍角部を形成している。

14は調整景J片が多く接合している。詳細は調整景j離技術で説明するが、調整景J片 も礫面を残すものが多

い。器体は最大幅がほぼ中央部にあり、尖頭器状をしているが先端・基部の作出は顕著に行われていない。

B面の中央部には同面の左側縁部方向に打点を持つ景J離面が中央部分に残され、主要素J離面と考えられる。

A面はその景J離面の真裏に礫面が残され、厚さは約2.5cmを 測る。Ⅱ群 I ttAと の厚さの比較は倍以上で、

全体に尖頭器状にした後、さらに調整を進め厚さを減じる段階と思われる。

側縁部は主な凹凸と小さな凹凸が顕著にみられる。調整景j離はA面右側縁部→A面左側縁部→B面左側

縁部→B面右側縁部と進行させ、再びA面左側縁部の景1離を行い同面の左側縁部下部の象J離を行ったとき

に力が器体の内部に入り斜めに折れたと考えられる。また、景J離面の切 り合い関係からA面右側縁部下部

(B面左側縁部下部)は交互景J離を行ったことが観察された。

15は先端・基部とも明確に区別がつかず図ではやや尖った部分を上にし、丸みをもった部分を上部とし

た。しかし上下を逆にしたほうがよいかも知れない。B面には左右側縁部から景j離された調整景J片が 1片

ずつ接合して、側面形はB面側に反り、横断面形は両凸レンズ状になっているが、均整はとれていない。

B面にみられる調整争J離はバルブが発達し湾曲の小さな景j離が多いことが、接合した 2片の調整争j離片か

らも争J離からも認められるのに対してA面側はバルブが発達しないで湾曲の大きな争J離が多い。

A面の調整景J離は器体中央部分に左側縁部上部からの剥離が左側縁部まであとわずかで到達するところ

までおよび末端はステップしている。両面の最J離状況はA面右側縁部下部→A面左側縁部中→下部→B面

左側縁部→B面右側縁部→A面右側縁部上部→A面左側縁部上部となっている。かなり稜線が急角度部分

がA面側に多くみられた。

16は先端部がやや尖り基部が平らで左右が非対称形である。側面形に反りはほとんどなく横断面形も均

整のとれた両凸レンズ状に近づきつつある。側縁部は、小さな凹凸が多くみられる。調整景J離は側縁部か

ら並列するものが多く、調整争J離はB面右側縁部→A面左側縁部→B面左側縁部→A面右側縁部と進行さ

せている。また、稜線部もかなリフラットになっている。さらに、後述する39040・ 69の未完成品でも観

察されたが、A面の下半部に数か所衝撃痕らしき痕跡を認めた。最初礫面と判断していたが稜線部のみで

はなく景J離面の凹部にもみられ、以下の可能性を推察した。 1。 埋没していく過程で他の礫との擦痕。 2。

意図的なもの。 3。 他の場所から複数の未完成品をこすれ合う状況で遺跡内に搬入する過程に生じた。

17は 中央部より下部で折れ、下部は遺物分布範囲確認のために入れたトレンチから出土した。風化が上

下で全 く異なり、上部に対して下部はかなり白くなり、もとの黒色が半J断つかないまでになっている。平

面形状は尖頭器状を呈するが最大厚が 2 cmと 厚 く、長さ10.5cmの 比較的厚 くずんぐりした印象を受ける。

各側縁部からの景J離角の緩急をみると、A面右側縁部急→A面左側縁部緩、B面右側縁部緩→B面左側縁
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部で横断面形は器体の中軸線上に頂点がこない。両面とも大小のステップ・フレイキングが多く稜線もか

なり急になっている。

18は B面の中央部に残される景J離の形状から横長争J片が素材であったと考えられる。素材となった景j片

の末端部分に当たるA面左側縁部は直線的で同面の右側縁部は大きな凹凸がみられる。これは調整争j離 と

関係し、器体の左側を両面景J離した後、右側を争J離する交互景J離が行われたため凹凸の大きな側縁となっ

た。全体にステップ・フレイキングが顕著にみられ、稜線部は急角度である。

19は A面に礫面、 B面下部に主要景J離を残している。主要争j離面から素材は縦長争J片 と考えられる。側

面形はバルブの位置と考えられる上部が厚 く、末端である下部が薄い。先端部は尖 り、下部は欠損によっ

て平らになっている。横断面の均整はとれていないが両凸レンズ状をしている。調整余J離はステップ・フ

レイキングのほかフェザー・フレイキングが多く、稜線部も比較的に緩やかになっている。

20は左右が非対称形ではないが尖頭器状をし、調整彙J離片が 5片 と基部を含んで景J離した景J片の計 6片

が接合し、素材の景J片に近 く復元された。接合すると器体の長さは10cmに達するがその後の再調整によっ

て 8 cmほ どになっている。側面形に反りはほとんど認められないが、横断面はA面側がやや強く突出する

片凸レンズ状を呈する。中央部は厚く基部を景J離して全体のバランスを崩した後、A面右側縁部から再調

整を施したが器体中央部までおよばず厚さを減少させられなかったものと考えられる。21022と ほIF同様

な大きさを持ちながら厚さを減少することに失敗したため放棄されたものであろうか。

21は先端部分が尖るがやや丸みをもった未完成品で、左右は非対称形でやや B面側に反っている。器体

の左側線は直線的であるのに対tて右側線は緩やかな凹凸がみられる。側縁部に微細な争J離は左右 ともみ

られるが部分的に施され連続しない。横断面は全体は両凸レンズ状を呈するが頂点が中軸線上に一定して

なく、左右に振れてる。調整争1離は器体の左から両面→器体の右から両面と進行させ、器体右からの争J離

は一部交互余J離の痕跡が観察された。

22は先端・基部の作出が顕著ではないが最大幅が器体のほぼ中央部にあり、左右はほぼ対称形である。

側縁部は微細な景J離が顕著にみられず、薄い部分が多く余J離によるガヽさな凹凸が多い。B面の右側縁部中

央から下部にかけて小さなステップが密集している。調整景J離は器体の左から両面→右から両面の順序で

ある。形状は整ってきているが器体中央部の厚さが l cmを超え、稜線部が急角度であり、このことにより

放棄されたものと考えられる。

23は両端部は尖るが、先端部・基部が明瞭ではない。左右は非対称形を呈し、横断面の頂点は器体の左

側にある。側線には凹凸が顕著にみられ、調整争J離は一部残された器体中央部分の古い景J離面を除くと器

体の左→右 と進めている。同一側縁部から連続して調整を施す右側に対して左側は交互景J離を施している

ことが、争J離面の切 り合い関係と景J離軸から推測される。なお、稜線部はフラットではなくやや急角度の

部分が 多い。

24は最大幅が基部にある未完成品である。先端部は発掘調査時に欠損し、基部はやや平らである。長幅

比は1.7:1と なり他に出土した未完成品と異なった平面形状を示す。A面の下部に礫面をわずかに残しB

面の中央部分から右側にかけて主要争J離面を残す。主要景J離面から打′点を器体の右側に持つ横長景J片が素

材であったと判断できる。また、同面とA面の礫面の関係から素材は厚さが l cmほ どの薄い景J片 と考えら

れる。横断面形はB面側に凸部が、A面は平坦である。調整景J離に交互景J離の痕跡はみられずA面右側縁

部→B面左側縁部→B面右側縁部→A面左側縁部と進行させている。A面側の調整争J離は右側縁部から施

されているものが器体の中央部で大きく越えるのに対して、B面側は器体中央部で交わるものが多く、上

部では大きなステップを形成している6微細な景J離は左側線に顕著にみられ直線的な側縁部を形成する右

側線は部分的なものが多く、直線的ではない。
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25は器体の下部で欠損する。A面は左側縁部側に総じて横断面の凸の頂′点がくるが、 B面は凹凸がまち

まちにみられ、その結果器体全体がねじれているようにみえる。側縁部には凹凸が少なくなってきている

が緩いカニブをもっている。調整剥離はA面では右側縁部からのものが器体中央部から大きく越:え るのに

対してB面では右側縁部の上部からの 1回剥離が器体中央部を大きく越:え るのみにとどまり中央部～下部

の最1離は器体中央部で交わっている。

26は先端・基部が明瞭でない未完成品である。器体の上部厚さは1。 5cmで下部は l cmを 測る。右側線はほ

ぼ直線的であり、左側線は大きくS字状にカーブをもつ。調整剥離は器体の右側→左側に進行させ、左側

の調整景J離の上部は交互景1離されている。

27は器体中央部に最大幅をもつ未完成品で、上部が厚 く下部が薄 く、平面形状はこの最大幅の部分が突

出し、菱形状を呈する。A面の上部に礫面を残している。また、右側線の上部は交互争J離を施し凹凸が連

続している。調整景j離はA面左側縁部→ B面左側縁部→A面右側縁部→B面右側縁部と進行させている。

28～ 31はいずれも器体の下部を欠損する。未完成品についても最大幅が中央部にくる例が多く、このこ

とを考慮すると約半分が遺存しているとみられる。28は上部に礫面を残し左右側縁部からの調整景J離がこ

の音6分でステップし、瘤になっている。調整争j離はA・ B面 とも器体中央部分を大きく越えて施されるも

のが多く認められる。折れはB面側の器体中央部にある交雑物から始まっている。29はほぼ両凸レンズ状

をし、左右側線は直線的に整えられてきている。A面側の稜線部はフラットでB面側はやや大きく左側縁

部か 3の調整景J離はステップ・フレイキングが多い。30も 横断面形は両凸レンズ状に近 く形状・景J離状況

から、完成に近い段階で欠損したと思われる。31は表面の風化が進行し、乳白色を呈し稜線部分の角がと

れている。この風化の違いは、土壌・水分の質・量の作用によるもので、風化進度はこれらによって異な

ったと思われる。31は先にオ旨摘した「衝撃痕」らしき痕跡をもつ16039040069と ほぼ同地点から出土し

た。また、31は折れ面からB面側に数回の景j離痕が観察され、欠損している39040の形態とともに槍先形

尖頭器の素材の可能性を暗示している。

32は折れ面にガヽさな景J離痕を2か所に残している。意図的なものはわからないが使用による歯つぶれ的

なものではない6左側線は比較的に直線的であるが、右側線は凹凸が多く、ステップ・フレイキングも多

く認められる。

I tt C(Cラ ンク)先 端部 と基部の作出が顕著でないが尖頭器状を呈する (第 204図 33～第209図 62・
PL55～ 58)

33は両面ともステップ・フレイキングが多くみられ、景j離面はやや深い凹部を形成している。器体中央

部は 3 cmほ どの厚さの部分もある。また器体の折れはA面下部からの調整景J離が器体内部に入ったものが

遠因となっている。また横断面形も凹凸が多く均整のとれた両凸レンズ状でない。

34は器体の上部が厚 く、下部は薄 く、平面形は非対称形で、ねじれている。先端・基部は明瞭ではない

カミ 上部はやや細かい調整争J離されやや尖る:折れた上部はA面左右側縁部からの調整余J離がやや段差の

あるステップを生じ、両面とも両側縁部には微細な景j離が部分的にみられるものの、側線は左右とも凹凸

が多くみられ直線的ではない。左右側縁部に打点がみられる調整争J離は並列した景j離がみられるが、打′点

が遠い初期の調整景J離は景j離軸方向が不規則である。

35は下部が平坦で調整余j離があまり進行していない。器体の左側縁部の中央部分に鈍角部を残すが他は

ほぼ大小の差はあるが調整されている。器体の中央より下部の中軸線の左側にやや高まりがある。また、

A面の左側縁部からの景J離はステップ・フレイキングが多く認められる。またB面の中央～下部にやや打

点の位置が異なる景J離面がみられる。これらはポジティブな面であるため主要争j離面であろう。これは 1
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回の打撃では景J離できずに 2回打撃で景j離されたため生じたと考えられる。

36は接合資料NQ21の一部であり、本イ団体と、争j片・砕片が接合し、素材は大形で角柱状の景J片 に復元さ

れた。B面の左下に素材面を残存させている。また、A面右側縁部の上部にみられる景j離面は素材から景I

離を始めた初期の段階で大きく2つに折れた時の折れ面に当たる。折れた後、その下部に当たる36の調整

景J離を進行させたが、さらに器体中央部で折れたため、製作を断念したと思われる。右側線がやや直線的

であるのに対して左側線はやや小さな凹凸が多くみられ、B面側は稜線部が比較的フラットであるのに対

してA面側はステップ・フレイキングが多く稜線部はやや急角度である。器体中央部～下部の横断面形は

A面側に凸部をもつD字形を呈し、調整景j離はA面右→ B面左→B面右→A面左と進行させていることか

ら器体の右→左 という順序で行われたと考えられる。

37は接合資料N018の一部で本イ団体と調整景J片が接合した。下部を大きく欠損するが遺存部分からは折れ

以前も尖頭器状をしていたことが推測される。調整争I離は中軸線を越える大きな景J離を施した後に、やや

小さな剥離で側縁部および全体の形状を整:え ていると考=え られる。

38は下部を大きく欠損するが、未完成品でも器体中央部に最大幅を持つ本文化層の槍先形尖頭器の特徴

を考慮すると、遺存部分からの推測では約25cmの大きさで、大きさからは調整争J片が相互に多く接合した

接合資料NQ28、 接合資料NQ29、 接合資料NQ7が対応すると思われる。調整余J離は中軸線を大きく越えるもの

が多く、左右側線とも直線的で、横断面形はほぼ両凸レンズ状を呈する。また図中に示し得なかったが折

れ面には微細な争J離痕が認められた。

39040は器体の下部を欠損し、31で記述した衝撃痕をもつ個体である。この衝撃痕は、39の部分的に両

面にみられ40は B面にあり、全体の大きさ・形状を復元すると第206図 41に近いと推測される。ともに両側

縁部から並列する景J離が多くみられ、側縁部の凹凸は少なく直線的である。39は A面右→A面左→ B面右

→ B面右 と調整景j離を行っている。A面右側縁部から器体中央部を大きく越える大きな景J離は、末端がビ

ンジ・フラクチャーをしている。B面は比較的フラットな稜線を形成しているが、右側縁部からの景j離の

末端は大きくステップしている。40は B面右上→A面右→B面左→B面右下→A面左と調整景I離を進行す

る中でB面右下の比較的大きな争J離が大きくステップを起こしている。

41は試掘時にトレンチから出土した大形の未完成品である。A面上部にわずかに礫面を残存させている。

景J離はネガティブな面を多く形成し、フィシャー・リングも粗 く凹凸が著しい。B面右側縁部からの調整

景J離は連続・並列した景J離が顕著で器体の左側線は直線的になっている。他の部分については景J離面の争J

離軸方向が並列していない。このことはほぼ尖頭器状を呈するようになる直前まで交互景j離を進行させた

ものであると理解される。また、部分的には並列した景J離を組み合わせて調整し、器体全体を整えていっ

たと思われる。

42は A面右側縁部下部に調整争J片が一片接合する。尖頭器状で厚さは約 2 cmあ り、大きさの割にずんぐ

りとした形状である。調整景J離は、器体の右側は交互争J離と小さな連続した景J離を組み合わせて行い、左

側はB面の景J離を行った後に、A面を連続して下部から上部へと進行させている。そのため右側線は大き

な凹凸があり、左側線はそれに対して凹凸が少ない。

43は器体のB面側に右縁部から景J離された調整争J片が 1片接合する(接合資料NQ2つ。接合した調整景J片は

打点が現存する側縁部から景J離軸方向で 2 cmも 離れている。また、調整景J離をみると器体の右側を交互景J

離で行い→ B面下部→A面左上～下部と進行させ、平面形状は新しく景J離された器体左側がやや張り出し

ている。接合状況と調整景J離の進行を加味し、推定すると、39040の ような大形の未完成品の折れたもの

にさらに再調整を施したものであろうことが推測される。

44は A面左側縁部の中央部が大きなステップ・フレイキングによりえぐれ、それが要因となり折れてい
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るB面は一部を除いて微細な景J離が連続して側縁部にみられ平面形状はえぐれた部分を除くと左右が対称

形である。しかしA面は下部にみられる稜線部がかなり急角度で、2.5cmの厚さがあり、全体に均一の厚さ

を呈さない。

45は調整余J片が10片両面に接合する接合資料NQ22の未完成品である。景J片 との接合面は、器体両面の中

央部付近にみられる争J離面が中心で、それらを景J離 した後比較的小さな景J離によって器体の形状を整えて

いる。折れの原因はA面右側縁部の中央に残される部分を争J離したときステップを起こし、その力が内部

におよび折れている。器体の横断面の凸部、下部は中央にあり、上部は左側にあり、側面形とも合わせる

と全体がややねじれている。

46は B面の上部に主要素J離面を残し、素材時のバルブの規制が残 り器体の右側が厚い。調整争j離はB面

右→A面右・B面左 (バルブの部分一部交互争J離)→ A面左と進行させている。B面左側部にみられる余I離は

ステップ・フレイキングが多く認められる。

47は A面に礫面、B面に主要求J離面を残す。素材は厚さ 2 cm以下の横長争J片で、調整余J離によって器体

にはネガティブな争J離面を形成している部分が多い。また、B面下部には石目の白い縞が入る。この石目

は器体の縦側面形では斜めにみられ、それが、微妙に影響し、B面左側縁部の下部、A面右側縁下部はス

テップ・フレイキングが多く、その一部は石目に争J離が達しその部分が争J落 している部分もみられる。

48は A面に石目、B面に主要争J離面を残す。いずれも同一方向に打′点を持ち石目に沿い連続して横長剥

片を余J離したことがわかる。素材は厚さ l cm程度で、調整景J離は面的に施されず周縁にとどまる。A面の

左側縁部の中央部付近には微細な争J離がみられ、全体の形状を合わせるとこの部分が刃部としての機能部

位になる可能性も指摘できるが、槍先形尖頭器未完成品に分類した。

49は器体の下部に最大幅がある未完成品である。 B面の左側に主要彙J離面を残す。打点が器体右下にも

つ横長景J片で、バルブの部分であるA面右側縁部下部は、小さなステップ・フレイキングが多く認められ

る。また、器体には石目の白い縞が縦側面と平行して数本認められる。

50は器体の右側がえぐれ平面形のバランスを崩している。B面の左側縁部に施された本個体中の最も新

しい争J離によるもので、これも43と 同様に折れた後に再調整したと推測される。

51は 44と 同様な平面形状を呈し、器体の左側の中央部がステップ・フレイキングにより大きくえぐれて

いる。B面の上部にわずか礫面を残し、両面とも左右側縁部からの調整争J離は中軸線を越えて器体の右側

縁部寄りで交差しているのが特徴で、調整争J離はA面右→B面右上→B面左→ B面右下→A面左 と進行さ

せている。

52は B面左側縁部の上:～ 中部にかけて連続した微細な剥離があり、側線はほIF直線的になっているが、

他は大小の凹凸がある。調整景J離はA面左→B面右→A面右→B面左と進行している。

53は B面上部に主要争J離面を残し。素材はやや厚い縦長余J片であり、器体中央で最厚となる。 B面側の

景1離角がA面側のものより相対に大きく、そのため横断面形は片凸レンズ状あるいは、D字形を呈する。

54は大きさは異なるが、56と 平面形が類似する。調整余J離に伴う微細な景J離が少なく側縁部には極めて

薄い部分がみられる。かなり細身ではあるが、横断面形の凸部は器体中軸線部分に一定してなく全体のバ

ランスはとれていない。

55は器体の上部を欠損している。調整剥離は並列するものが多く器体のえぐるものは少なくRを もつ景J

離が多い。調整争J離はB面左→A面左→ B面右→A面右と進行させてB面左上に移行している。横断面は

器体中軸線部分に凸部がくる均整のとれた両凸レンズ状になりつつある。

56は先に述べた54と 平面形が類似する個体で、A面左側縁部から2回のやや大きな景j離により段差の大

きなステップを起こしている。また、B面の下部は左右側縁部からの争j離がやや大きなステップを起こし
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ている側縁部もかなり凹凸が多い。

57は先端が尖 り、下部は丸 く器体全体がB面側にやや強く反る。そのためA面右側縁部からB面左側を

景J離した末端はいずれもステップしている。器体の左側は交互景J離をしているようである。

58は両端とも尖るが先端・基部の判別ができがたい。 B面側はステップ・フレイキングが左側縁部の折

れの付近と右側縁部中部に多くみられる。調整景1離は側縁部から並列するものが多く、B面側に微細な景J

離が施されている。

59は下部を欠損する。欠損前はA面の左側縁部がやや突出しその部分の争J離を進行させていたと思われ

る。B面左側縁部には打点の位置が遠い景J離面を残すが、わずかであるため主要素j離面あるいは素材面か

らの判別はできない。

160は器体の左側に交互景J離した調整景J片が 2片接合する。器体の左側を交互景J離によって進行させよう

としたが、B面の右側縁部からのA面側を景J離の際に器体の下部までやや大きく余J離がおよんでしまった

ため中断あるいは放棄したと思われる。調整争J離は器体の右→左へ進行させ、 B面の上部は左右側縁部か

らの景J離がややステップを起こしている。交互争J離を多く使う本文化層の技術的特徴は、本例からも実証

される。

61は下部を欠損し、先端部は微細な景J離によって尖っている。両面とも大小のステップ・フレイキング

が顕著にみられ、特に器体左下の折れの上部は側縁部に小さなステップを密集させている。 B面左側縁部

には連続して微細な争J離がみられるもののそれによって側縁部を直線的にするには至らない。

62は器体下部を欠損する。大きさを推定すると45047の 10cm程度のものと推定される。A面の中央部で

は左右側縁部からの景J離がステップしてやや高まりをみせている。

I tt D 素材の形状を残さない段階の両面の調整品 (第 209図 63～第213図80 0 PL58～ 60)

面的な調整が器体全体におよびつつあるが素材面を多く残存し、厚い部分が多く前述した類別より先端

・基部が不明瞭である。大きさは14cm前後のものと10cm前後とに 2分される。また継続して調整を進める

にはかなり厚さ、側縁部形状にヤイナスの要素を持つものもある。

63は B面左側縁下部に大きな調整景J片が 1片接合する。A面の中央部分に素材面とその下に礫面、B面

に主要景J離面を残す。いずれも器体上部に打点を持ち、連続して幅広の縦長景J片 を景j離したことが分かる。

素材は厚さ1.5cm程度で、比較的薄手の争J片である。調整景J離は器体の中央部を大きく越えるものはほとん

ど施されない。接合した景J片の打面は幅が l cmあ り、かなり器体の内側を打撃している。接合した余j片 と

の背面等の形状をみると景J離以前にはかなり側縁部付近の景J離の末端がステップおよびヒンジ・フラクチ

ャーを生じて厚 く、これを解消するため比較的大きな打撃を加えたと思われる6そ の結果器体にネガティ

ブな部分を作ってしまっているが、厚い部分の除去には成功している。その後 B面の左側縁部上部の争J離

およびA面左側縁部下部の剥離を進行させている。

64は A面の下部にわずかに礫面を、またB面の左側に主要景J離面を残している。横断面は 3 cmほ ど厚さ

があり全体に厚 く、調整争j離はB面の右側縁部を数回行いA面左→同面左と移行しB面右上にさらに施さ

れるが、器体の中央～下部の厚い部分の除去には至らない。

65は A面左に礫面、右下半部に素材面を残す。A面の礫面と素材面は75°の角度で接しかなり急角度の稜

線を形成する。また、B面の右側縁部下にわずかに主要素J離面を残し、背面の稜が急角度の縦長争J片であ

ったことを観察できる。調整争J離はA面右上→B面左→B面右→A面左上と移行させているが、A面側に

みられる急角度の稜線部の除去は成功しなからたと推測される。

66は B面に調整景J片が 1片接合し、A面は左下の景J離を行った時に器体内部に力が入ってしまい、B面
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側を争j離できず、A面内部を大きくえぐってしまっている。これを実証する製作実験結果があり、まった

く同じアクシデントを経験した。遺存部分からはA面の長軸方向の中央部は稜線部が急角度でB面は全体

にフラットである。

67は右側がやや張り出す平面形状を呈し、器体の右の側縁部は小さな凹凸があるものの直線的であり、

左側縁部は極めて緩やかなS字状となる。景J離面の前後関係から下部欠損後に交互争J離を行いながら器体

の右側を再調整していると考えられる。

68は B面の左下に調整景J片が接合する。先端 0基部の作出が顕著でなく全体に厚 くずんぐりしている。

稜線部分は急角度で景J離軸方向は一定していない。A面景J離後 B面に移行しているが、打面調整にかかわ

る微細な景J離はほとんどみられず、そのためか調整景J離は中軸線を越えられずに厚さを減少させることは

成功していない。

69は前述した16・ 39040と 同様同じ衝撃痕を両面に持つ。その痕跡はわずかであるが器体のポジティブ

な部分のみにとどまらずネガティブな部分までおよんでいる。A面には調整景J離以前の素材面を広 く残し

B面上部には右側縁部側に打点を持つ主要素J離面を残す。B面は景J離角が大きい平坦な調整景j離が多いが、

A面は景j離角が小さく急角度の調整景J離が多く、その部位は器体周縁部に調整部位がとどまる。

70は B面の上部に主要景j離面を残す。B面側の調整景J離は中軸線を大きく越えるものはほとんどみられ

ずステップ・フレイキングが多くみられる。両側縁部は凹凸が多くみられ交互争J離 と同一側縁部から連続

した景J離を組み合わせて調整争J離を進行させている。また、本イ団体の最後の調整景J離はA面下部の比較的

大きなものである。

71は下部に平坦部を残し上部はやや丸 く厚さが l cm前後の比較的薄手の未完成品である。平坦部は完成

近 くまで残される場合があり、 4016024等はその例となる。 B面の左側縁部側にみられる調整余j離は連

続したものでt他の両面にみられる大きな景I離面は、景J離面を連続して打面とする交互剥離によるものば

かりではないが、交互に景J離を行う部位が少なくない。

72は幅広の縦長景J片 を素材とし上部の平坦部に石目を残存する。調整部位は全体に側縁部にとどまる傾

向にあり、初期の段階に折れた個体と考えられる。B面の右側縁部下部の比較的大きな調整景J離のみ器体

にやや深いネガティブ部を作っている。他は景j離角の差はあるが薄い景J離を施す。

73は器体の下部に調整景J片が未完成品をはさんで交互に接合する接合資料NQ26の一部である。主要素J離

面はB面に広 く残され、器体右側に残される礫面を打面とした横長景J片が素材である。A面の左側縁下部

の接合した景J片 も含め調整景j離を行った後器体右側の調整をし、次に本素材となった景J片の打面に当たる

右側の厚い音Ь分をさらに交互景J離している。

74は上部、下部とも尖らない個体で下部は平坦部を残す。B面には白いパティナを付着させた、石目を

残す。ネガ・ポジの関係からA面の上部に残される景J離面がポジティブであることから主要素j離面であろ

うとみられる。器体の右側の側縁部はかなり凹凸がみられる。折れはA面右側縁下部は中軸線を越える大

きな剥離を施したときに爽雑物から内部に力
:が
入りそこから折れている。

75は上部を多く欠損し、A面下部に礫面を残存させている。また、両面に素材面を広 く残している。調

整景J離は部分的に施されているのみであり、余j離角が90°近いものが多く、側縁部のかなり厚い音Б分は交互

彙J離を行わず、ステップ・フレイキングしている。調整景J離の部位は横断面が凸レンズ状になるようにA

面は右、B面 も右に施されているが形状を変更するまでには至っていない。           1

76は A面右に広 く礫面を残す。B面に残される主要景j離面の形状から素材は横長景J片で末端に当たる器

体の上部ビンジ・フラクチャーを生じている。器体の下部は交互景j離およびステップ・フレイキングで景J

離されている。
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77は米粒状の爽雑物 (安山岩質の捕獲石=ゼノリス)を 多く含む個体で、器体右側に施される調整争J離は争j離

角が小さく左側のほうが大きい。そのため器体左側が厚 くなり、器体の右側線はやや直線的だが左側線は

大きな凹凸がみられる。

78は B面側を打面とし、A面 を景J離した調整景J片が器体上部に接合する接合NQ17の一部である。B面に

は上部に主要争J離面を残し、厚手の縦長争J片が素材であったと推定される。調整争J離は下部に交互に施さ

れ、上部はA面の中軸線部分の高く厚い部分を景J離しようと連続して景J離を行っているが中軸線を大きく

越えないために成功していない。

79は調整景j片が 2片接合している。素材は 3 cmを 超える厚手の横長景j片であり、両面に調整争J離が施さ

れるが、横断面はかなりA面側の凸部があるD字形を呈している。A面に施される調整景J離は80°前後でか

なり急角度で行われている。これほど横断面がD字形を呈する未完成品は本文化層では他にみられない。

80は 白いパティナの縞が明瞭に入るもので、調整争J片が 4片接合する。接合資料NQ 8の一部である。A

面側に急角度の調整景J離を施すがいずれも段差の大きいステップ・フレイキングになり、横断面はD字形

になってしまっている。このステップ・フレイキングは縦側面形に平行してある石目が影響して生じたも

のであると観察される。

ⅡI類 (Dラ ンク) 素材の―菩6に調整景jttiが施された段階 (第 213図 81～第216図 91 0 PL60～ 62)

本段階の未完成品は素材に一部調整景J離が施された段階のもので、素材の形状を多くとどめている場合

が多く、90の ように湾曲のある槍先形尖頭器製作の初期の大形で厚手の調整景J片にさらに調整景J離を施し

はじめたものもみられる。

81は接合資料NQ6で A面に調整景j片が 7片接合している。A面はかなり摩耗した礫面、B面には白いパテ

ィナが厚 く付着した石目を残す。石目はB面 と平行してみられ、A面側の余J離時には調整争J離の末端がこ

の石目に入り多くのステツプ・フレイキングの原因となっている。いずれもB面側から打面調整を行わず

に剥離されていることが特徴である。

82083は接合資料NQlの 2つの景j片であり、いずれも部分的にのみ調整景1離が施されてぃるだけで、いず

れも折れているが調整景1離が折れ部にまたがっていることから、それぞれの争j片余J離以後調整景J離進行中

のアクシデントと考えられる。

´
84は上・下部ともやや丸 く素材面を両面に広 く残すB面がポジティブな面であるが、古い打面が上部と

左側の 2か所にみられ 1回の打撃では景j離できずに 2回の打撃で景J離されたため同一面に複数の打点を持

つ争J片 と理解し、また白い縞が器体縦側面に対して斜めにみられる。その縞は上部が多く入っている。B'

面の左側縁部からの調整争j離は全体に段差の大きいステップ・フレイキングが多く認められる。平面形状

からは石斧にみえるが未完成品と理解し本類とした。

85は幅広の縦長争j片 を素材としている。調整景J離はバルブの厚い部分を中心に交互景j離を行っている初

期の段階で折れたものである。

86087は上部で欠損するが85と 平面形が類似し、さらにA面に礫面を持ちB面に主要求j離面を広 く残す。

87は 85と 同様に下部に平坦面を残す。86は素材の争J片の末端部であるため本来こちらが先端部として製作

する可能性も本文化層の製作の在 り方から一傾向として考えられる。

88は A面の上部に礫面と石目を残している。石目は稜線をはさんで右下のリングのわずかにみえる部分

で、ネガ・ポジの関係からA面が主要素J離面と思われる。

89は接合資料NQ5-Aの最終調整品である。接合資料NQ5-Aは石目に沿って長さ24cm、 幅 6 cm前後の板

状の素材を確保し、交互景I離により槍先形尖頭器を製作していることを、垣間見ることのできる接合資料
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であるが折れた後再調整を施したがさらに折れてしまったものとみる。

90は個体資料NQ 2に 属する。湾曲する形状からは調整景J片 をおそらく槍先形尖頭器の素材としたもので

バルブの音6分の争J離を施している。同様な例は図示しなかったが、もう1点バルブに調整争J離を始めてい

るものが認められた。

91は下部を欠損する。 B面の主要争J離面はリングの凹凸が多い。調整景J離は器体の右側の部分的なもの

が中心に施されるのみである。

Ⅳ類 器体の多くを欠損し、一部遺存しているもの (第 218図 95～第221図 137)

本類は器体の下部が折れたものや前類まで入らないものをまとめた。95～ 112は先端部、113～ 131は基部

と推測される。また132は胴部と考えられ、133は他 と比較して側縁部から急角度の調整が施され他 と異な

る。134～ 137についてはⅣ類としたが、ⅡI類に入るべき初期の段階の欠損したものの可能性が高い。さら

に、1190120に ついてはかなり下部が尖るが、 3の基部との類似を考慮して基部とした。

第 I文化層のⅣ類と比較して、片面に調整が施されない破損品が多いことが特徴で、本類からも両文化

層の調整争J離にかかわる技術的な相違を表象する一端を垣間見ることができ、大きく欠損するが重要であ

る。

V類 槍先形尖頭器未完成品とも思われるが形状が異なるため I類からⅢ類に入らないもの (第 217図

92～ 94 0 PL61)

92093は いずれも接合資料NQ5-Bの一部で未完成品の範疇でとらえたが、かなり厚 く下部に機能部位と

も考えられる景J離が施されるため、別類とした。その形状から別の用途としての石斧の存在が考えられる

が、判然としない。また94は調整景J離が全 く施されず景J離時に 3つに折れている縦長状の横断面三角形の

大形の景J片であるが、破損しなければ素材として用いたことが十分考えられるため図化した。

礫器 (第 221図 138 0 PL63)

138は表面で灰白色の安山岩で、下部に大きな刃部を形成する。B面の左側縁部に調整景J片が 1点接合す

る。礫面であるA面は図化による摩耗がB面より進んでいる。

石核 (第 222図 1390140)

1390140は石核 と認定できるもので、本例を含めて全 4点出土した (接合資料以外)。

139は さまざまな方向から景J片 を争J離するが図中の正面のやや幅広の縦長景J片 を余J離 した痕跡が顕著で

ある。縦長景J片 を生産するまでの工程は裏面に残される打点が遠い争J離面と、下面の景J離が初期に行われ、

これらは原石分害1時の景J離面と考えられる。その後打面調整を行い正面の縦長景J片の生産に至る。生産さ

れた縦長景J片は依存する景J離面からは 4～ 5 cmの ものが直前に景J離されたようである。140は長方体状の石

核で上面に礫面を広 く残している。打点は上下左右にみられる。下面は 1回の大きな景J離後にその部分を

打面として景J片 を景J離しているが、定形的な景J片の生産に至らない。また正面左の景j離面を打面として連

続した景J離痕がみられるが、湾曲が大きな景J片であり、何の目的によるものかはわからない。また正面の

右上を打点とした景J離で比較的大きく反りのないやや幅広の景J片が生産されたと考えられる。

掻器 (第 223図 141・ 142 0 PL63)

本器種に認定できるものが 2点出土した。 1点は接合資料NQllの一部に急斜度の再加工を施し掻器にし
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た141である。接合全体では槍先形尖頭器製作の範疇に入るが折れてしまい再加工するには厚さに対して長

さが足りず、掻器として再加工したと考えられる。142は「へら状」を呈する典型的な形態を有する。刃部

と考えられる下部は平面・側面形状とも直線的ではなく鋸歯状を呈する。そのまま使用することによって

直線的な刃部に変形するか、あるいは遺跡内で直線的な刃部を作出するのかは判断できなかった。

形態的に分類できたのは以上であるが以下は槍先形尖頭器製作時の湾曲度の大きい調整争j片に二次加工

を施したもので第 I文化層と同様にトゥール I～Ⅳ類に分類した。

トゥール I～IV類 (第 223図 143～第226図 166 0 PL63)

トゥールIII類としたえぐりのあるいわゆるノッチド・スクレイパーが第 I文化層より出土し、中でも149

01550157の ようにえぐりが 2つ並列するものもあり注視される。従来ノッチド・スクレイパーは槍先形

尖頭器出土遺跡に伴出することから石槍を装着する柄を整形するものであるという指摘がある。本文化層

の炭化物の集中する旧流路縁辺部の地点では景J片 とともに炭化物が存在する。旧地形からはこの地点を住

居跡に結びつけるには無理があり、この地点で火を燃やし石槍装着をする木をこがし、ノッチド・スクレ

イパーで掻いて整形すると考えるには論に飛躍があろうか。そのことは、直接関連がないが、生木の皮を

剥ぐより効率ははるかに良好となろうか。

磨石他 (第226図 167 0 168 0 PL72)

167は輝石角閃石安山岩で礫の角が 2か所ほど敲打痕がみられるが摩耗・風化のため判然としない。

168は輝石角閃石安山岩で167に くらべ極めて表面が滑らかである。礫の稜部は全周に摩耗・敲打痕がみ

られる。見方によっては敲きすられているようにも観察される。

剥片

本文化層において景J片および砕片はそのほとんどを占め、出土地点を計測した取り上げ景J片・砕片点数

約35,000点 を数えるが、完形争J片は約2,000点 と折損しやすい黒色緻密な安山岩の性質を示している。した

がって計測・分類に耐えうる資料体数は少数で、母集団自体が貧弱である点から景J片のすべての傾向が表

れるものではないが、第 I文化層の分類と同様に統計的に景J片 をみることにする。

背面形態

(2,602点 )

0.1～ lg未満 lg～ 3g未満 10g～ 50g未満 50g以上

A類 (765点 )

B類

C類

璽Z難轟攀珊脚朧螢2脚朧IIIIZ: (353点 )
1%

(436点 )

2%
醐  ι吼→

(349′点)

6%

第39図  第H文化層余J片背面形態比率

3g～ 10g未満

E類

130
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礫面を有する景J片 と礫面を有しない争J片についてブ

ロックごとにグラフ化した争J片の長幅比をみると、礫

面を有する景j片は本文化層において計測可能な景J片に

ついては少ない傾向にある。特に 5A号 05B号 05

C号・ 5D号ブロックは礫面を有しない景j片が主体を

占め、景J片の大きさにおいても5 cm以内にまとまる。

7A号・ 7B号ブロックにおいてもその傾向があり、

5 cm以内の礫面を有しない争J片がほとんどを占める。

礫面を有する景J片の遺存する12A号 012B号ブロック

のように10cmを超える争J片がみられ、景J片景J離が行わ

0.1～ lg未満 304′点

808点

668点

372点

申 鰤

3g― 10鰤

10g～ 50g未満

50g以上 69点   れているブロックの様相を示す場合と、 6号ブロック
にみられるように礫面をもつ素材の調整争J離が行われ

ていることに起因する場合が認められるが、他ブロッ第40図  第Ⅱ文化層争J片打面形態

クにおいては判然としない。しかし幅 5～ 10cm前後の槍先形尖頭器製作にかかわる素材の調整景J離が行わ

れたことは理解できる (第 41図 )。

争J片の背面構成から本文化層の特徴的な様相を示すものとしてA類に次いで占める割合の多いC類であ

る(第 39図 )。 これは第 I文化層と異なる傾向で中央稜線を越えて常に側縁から並列的に調整を加え槍先形尖

頭器の完成に近づいていく製作方法の表れかもしれない。

打面の形態については第 I文化層ではB類の平坦打面の卓越性がみられた。しかし本文化層は最も卓越

するのはC類で大形景J片であっても打面は複数の景J離面から構成される(第 40図 )。 このことは打面の調整が

頻繁に行われたことを意味するとともに、表面と裏面の余J離が交互景J離的に絶えず作業面を変えながら調

整景J離を行ったことを示すものであろう。

に)争J片景J離にかかわる接合資料

① 接合資料NQ 5(第 227～ 234図・PL60

本資料は個体別資料NQ 6のひとつの接合資料である。 2点の分割素材に復元されさらにその 2点が接合

し、二面の礫面と景J離面、節理面で構成される総重量5,770。 5gの大形景J片に復元された。したがって原石

自体は大形であり、同一個体別資料の量をみても理解できる。総数34点、素材を 2分割しそれぞれ接合資

料NQ 5-A05-Bと する。接合資料NQ 5-Aは素材として槍先形尖頭器の調整加工が行われ、 5-Bは

目的的景J片の最J離作業がなされる。

接合資料NQ 5-A(第 228～ 231図 )

:][:ll>2→ ○→ 3→ 4」

°

15+

A面右

B面左

(槍先形尖頭器未完
7→ 81)9…

ゴ
>10~1la+1lb十素
忙121   _→

13 船先形

「

１

１

し

○∫

尖頭器未完成品)

素材は大形景j片で末端は節理面で折れているが20× 15cmを測る。 1は角部からの景J離で節理面を主要求J

離面とするバルブの弱い板状景J片の景J離によって打面が作出される。B面に作業面を移し1の争J離面を打

面に 2～ 4ま で連続的に中形の景J片 を景j離し4の最J離面を打面としてA面の景J離、その景j離面を打面とし
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て506と B面景j離を行う交互景1離が展開する。 6は横長景J片でバルブが強くこの一連の争J片 とは形状を

異にし、あるいは素材景J片 となり得た可能性もある。この側辺の剥離作業はここで終了し逆方向へ争J離を

移す。同様に交互景J離によってA面の708を景J離後その争J離面を打面に 9、 その争J離面を打面に10が景j

離される。このような景j離作業から槍先形尖頭器製作の過程であると判断できる。しかし折損により1la・

1lbは放棄、13のみ再調整の1200の交互景J離を行っているが、13は節理面によって折損したと思われる。

糸
　
の
　
る
　
よ

　

　

　

　

２

ｏ　
・８
　
い
　
た
　
　
　
　
　
品

獅獅　　　　　　倒　　　　　　　　　　　　②
倒　　師
枷
鰤
雨
表面

上面

右側面

左側面

下面

○は大形の厚さのない景J片 と思われ、連続して1が景j離されるが原石の最も鋭角な部分を最初の打′点位置

に設定していることが伺われる。その余J離面を打面とし作業面を下面に移し、 2～ 4が連続して争J離され

る。それらは原石の稜部を背面の縦方向に包括する景J片で、ともに加撃力は抜けさらず節理面などでヒン

ジ・フラクチャーしている。 506は 上面を作業面とする。打面は表面で背面は礫面である。その景J離面
を打面として 7が景J離される。原石の表面と左側面の稜部をそのまま背面の縦方向に包括する縦長景J片で

ある。その景J離面を打面とし上面の争J離に戻 り素材 1が景J離されるが、主要景J離面は節理面に当たり争Jが
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れ易 くリング・フィッシャーが乱れる。打面を右側面に移し素材 2が景J離されるが 8と 同様節理面が主要

争J離面に当たる。末端はステップし加撃力が抜けきらず厚さのある横長景j片で 9の槍先形尖頭器未完成品

となっている。その景J離面を打面として作業面を右側面に移し10が景J離される。背面は自然面で薄い板状

を呈する。連続して○が景J離され右側面の礫面は除去される。その景J離面を打面に作業面を上面に移し11

が景J離、再び作業面を戻し9011の争J離面を打面として表面と右側面の稜部から連続して12013が争j離され、

打面を下面と右側面との角部に移し、上面へ連続して14～ 17が景1離される。14～ 16は側面に右側面、背面

に稜部を持つ。16017は 打面幅が 2 cmほ どでかなり厚 く設定している。その争J離面を打面に下面の○の景J

離が行われているが 203の争I離 と同様すべて階段状景J離である。再び右側面を作業面に16の景J離面を打

面として18が争J離される。加撃力は対面に抜け表面および下面との角部が除去される。連続して19が景J離

された後、打面を変えることなく作業面を左側面に移し20を景j離し、この面の礫面は除去される。前後し

て表面の景J離 として21022が景J離され、21は稜部を背面にもつ。22の景j離面を打面にし上面を作業面とす

る23が争1離されるが、末端はヒンジ・フラクチャーでバルブが強いにもかかわらず小形の争J片にとどまる。

次いで右側面の19の景J離面を打面に24025が連続して景j離されるが24は小打面でバルブが強い。25は縦長の

景j片で稜部を背面にもつ。この景J離で争J離作業は終了し26の残核が残るが、原石の形状と相似形を呈し、

面構成を保ったまま終了している。打面の転移を頻繁に行い彙J片 を景J離するものの定形化した景J片は生産

されないが、 9は槍先形尖頭器の素材として調整彙J離が行われている。

③ 接合資料NQ 2(第 241～ 244図 )

本資料は個体別資料NQ 2に 当たる。総数22′点、残核に景J片・砕片16′点が接合し原石に復元された例であ

る。総重量1554.Og。 中央に節理面が縞状に入り、その節理面を境に右側半分は残核部にあたる。

|。

∫

°→ 1→ 2→ 3→○→ 41巧

∫

6→7b+7卜 8了 9→10111∫ 12→13了 14→ 15→ 16→17(残核 )

裏面を打面に左側面を作業面とする○の打面作出が行われたあとその景J離面を打面に景J片争J離が行われ

る。節理面と打面は平行しており、彙J離軸は節理面と直交することより打面選択において節理面を争J離面

とする意識はみとれない。礫面除去の争I離が 2回行われる。それに連続して 1が景J離される。原石の稜部

を縦方向に除去する大形の景J片で末端は節理面でステップを起こしている。 2は 1の末端部の砕片である。

連続して 3が余J離され、 リタッチがみられる。 4は作業面は変わらないものの上面より景J離後その景J離面

を打面に原石稜部が除去され、争J離面に節理面をもつ。 3の争J離面を打面として石核調整が行われた後 5

が景1離されるが、この景J離面は 6～ 10の景J片景J離の打面となることより打面再生の景j離といえる。 6～ 10

は作業面を裏面―左側面一表面と連続して景J離される。 7は景j離時に縦方向に折損したと思われ、それぞ

れ 7a・ 7bは リタッチが入る。809010は 607に比べて小形の縦長争J片であるが節理面でステップし

ている状況がみられ小形の景J片 となっている。ここで再び打面作出の11が裏面の礫面を打面に余J離される。

12は縦長争J片である。13は打面幅2.5cmと 広 く設定してあり末端は節理面でステップする。14015は これら

一連の争J離の節理面のステップ部から及んだ力によって景Jれた砕片と思われるが、14は早い段階で景Jがれ

ている可能性がある。16は縦長の彙J片でリタッチが入る。17の残核は縞状に節理が入り質的には劣ると思

われ、この時点で放棄されたものであろう。このように打面作出を行いながら小形の縦長景J片 を目的とし

て剥離を行ったことがわかる。

④ 接合資料NQ 3(第 245～ 249図・PL66)

本資料は個体別資料NQ 3に 当たり景j片が残核と接合し亜角礫に復元された例である。総数32′点、争J片 27

点、残核 1′点からなる。総重量771.3g。
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24～ 27は連続して剥離されるが、打面幅が厚 く打角はほぼ90° と素材の形状を変えている。打面を変え28

は背面に素材の主要求J離面を持ち幅広の薄い景J片である。再び打面を戻し29030を景J離するが30は打面の

幅に比して小形争J片が景J離される。打面を変え31は素材の稜部を背面にもつ。さらに、打面を変え、320

33は打面が礫面である。再度打面を戻して景J離される34はバルブが 2か所にみられ背面は石核の稜部をも

つ。最終的に作業は終了し35の残核が放棄されるが、打面転移をしながら生産された景J片に共通性はさほ

どみいだせない。
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第1節 先土器時代末～縄文時代草創期

素材は横長景J片 と思われる。粗害Jり によって横断面凸レンズ形に調整 した後平面形尖頭器状にA面左側

縁から調整景J離がなされ、左側縁の調整景J離後右側縁に移ったと思われ 1はその右側縁より2 cm内側に打

点を置き景J離 して形状を変えている。整形順が左側縁からかなり丁寧に仕上げて くるとするならば、右側

縁 も先端方向へ向かって交互景J離を行っていると考えられ、 2～ 4は その一連の景J離である。 5は先端部

側の景J離で依然尖頭器状にする目的はもっていない。不慮に基部ごと景J離された 6は先端部が作出されな

い時期 とも考えられる。 しかし一回り大形の尖頭器状の平面形の段階を踏むため 4の前後で基部側の彙J離

を終え、先端部側の調整景J離に移行することが妥当であり、 6は 2巡目の調整争J離段階に当たる。 しかし

打点が器体の内側に入ったため基部が破損する結果 となったと思われる。槍先形尖頭器製作は再度基部調

整の景J離作業が行われ尖頭器状にした時′点で終えている。

③ 接合資料NQ22(第 261図・PL6つ

本資料は個体別資料NQ14のひとつの接合資料である。総数15点、槍先形尖頭器未完成品に景J片が 10′点接

合 した例である。総重量139。 7g。

1~l。

∫

°

12T,マ 415→
6→ 7→ 819→

。∫

10~~→
11(槍
先形尖頭器呑完成品)

B面左

A面は礫面、B面は風化した節理面で、この節理面で景J離された板状の争J片 を素材としたであろう。 1

は背面に礫面を有しこの景j離によって器体に礫面はなくなる。打面は小打面で薄い景J片である。 1の打点

位置は器体の想定輪享『線より突出しており、その後B面右側縁およびA面左側縁の景J離によらて細身にな

ったと思われる。次いでB面に移 り2～ 4ま で節理面が除去される。A面に移 り5t8ま で連続して景j離

されく再びB面左側縁に移 り9お よび周縁調整が行われる。A面右側縁中央部に当たる10が最終景J片で打

面は厚 く景j離軸に沿って折損して、その折れ面と同一面で11の槍先形尖頭器は折れている。

④ 接合資料NQ25(第 262図・PL6つ

本資料は槍先形尖頭器未完成品に調整景J片が接合 した例である。総数10点、景J片 8′点、槍先形尖頭器未

完成品 1点である。個体の認定はできなかった。総重量262。 9g。

l→ 2→ 314了

5→ 6→ 71。
__→ 8+9(槍 先形尖頭器未完成品)

素材はB面に残っている比較的打点の遠い余J離面 (素材面)か ら推察すると横長余J片 とみられ、背面は礫

面に覆われていたと思われる。 1は 湾曲の強い景J片で連続して 2を景J離 している。切 り合いは不明である

が 3は先端部の景J離である。対辺からは 405と 比較的大きく争J離 している。 6は小形景J片で続 く7は比

較的大形景I片であるが、ステップを起こしその力は槍先形尖頭器の折れ面につなが り、折損の遠因となっ

ている。 B面の○は 7の景J離面を打面 として調整剥離されている。 8は 9の折れ面接合 としてとらえ、 9
の槍先形尖頭器は折れているが、A面右側縁の景J離が 7の抜けさらず加撃の及んだ部分に力がおよんで折

れたものと思われる。

⑤ 接合資料NQ 6(第 263・ 264図・PL68)

本資料は個体別資料NQ 6のひとつの接合資料である。総数 11′点で、折れ面接合している槍先形尖頭器未

完成品に調整景J片が 7点接合し素材に復元される例である。総重量1,093.5g。

A面  1→ 2→ 3→○→ 4→○→ 5→ 6→ 7→ 8(槍先形尖頭器未完成品)

素材は主要景J離面が節理面で、背面は礫面で覆われる大形景J片である。すべての景J片はその主要景J離面



第 3章 遺構と遺物

を打面として調整景J離する片面調整である。 102と 連続して景J離されるが背面は礫面を多く持ち、厚い

粗害Jである。 3は小形余J片で連続して○が争J離されているようである。その景J離面をすべて背面に持つ 4

は打面幅は厚 く2 cmである。続いて○が景J離された後 5が景J離されるが、厚い景J片で○の争J離面を背面に

もつ。小さい争J離を縁辺に加えた後次の段階で大きく景J離する傾向が伺われる。 607は基部の争J離であ

るがステップを起こして本体は階段状景J離である。左側縁の接合はないが同様に争j離がみられる。 8は折

れているが、大きく争J離する段階で右側縁の大形景J片争J離時に折れた可能性がある。

⑥ 接合資料NQ18(第 265・ 266図・PL6つ

本資料は個体別資料NQ12のひとつの接合で、槍先形尖頭器未完成品の先端部と調整景J片 6′点が接合した。

総重量183。 3g。

A面右  1→ 2→ 3→ 4→ 5→ 6二一―→ 7(槍先形尖頭器未完成品)

素材は礫面を2面 もつが粗害Jり によって礫面はほとんど彙J離され、残った礫面は 102の景J離によって

除かれる。その争J離面は槍先形尖頭器未完成品と接合し先端部の厚さを減じてはいない。したがって 3以

後の景J離は縁辺の調整争J離として幅を整形していく段階といえる。 3の景J片は比較的大形で器体の中央部

に位置する。その左右に打点を置いて小形景j片である40506が 景J離されるが、 7は先端部ので下半部

は再調整が行われた可能性がある。

⑦ 接合資料NQ16(第 267図 )

本資料は個体別資料NQllのひとつの接合で、槍先形尖頭器未完成品の基部に調整争j片 2′点が接合した例

である。総重量106.8g。

:][ 

°

l。→ 1.」

21。
__→ 3(槍先形尖頭器未完成品)

素材は礫面を打面にして景J離された縦長景J片であろう。接合状況から側面に礫面をもつ争J片の交互争j離

によって基部調整が行われている。A面○の景J離面を打面としてB面001が 景J離され、その景J離面を打

面として 2が景J離されるが側面に素材の打面を広 くもち、尖頭器状に調整されている。続いて○が争J離さ

れ、B面に移 り側縁を連続争J離し、周縁調整が行われる。

③ 接合資料NQ26(第 267図 )

本資料は槍先形尖頭器未完成品に調整景J片 3点が接合した例である。

:][ i∫

°→ 2→ 31。
__→ 4(槍先形尖頭器未完成品)

本資料は縦長の争J片素材と思われ、背面および側面は礫面をもつ。 1は側面の礫面を打面に景J離され、

その景J離面を打面にA面の○・ 203の背面に礫面をもつ景J片が連続して景J離される。B面に移 り○が景J

離されるがこの側縁の景J離はここで終了している。A面左側縁では平坦剥離が連続して行われ、B面右側

縁では周縁の調整景J離が行われている。

⑨ 接合資料NQ27(第 268図 )

本資料は槍先形尖頭器未完成品に争J片が 1′点接合した。個体別資料の認定はできなかった。総重量73。 6g。

l―一―→2(槍先形尖頭器未完成品)

1は 2の上部に当たる比較的大形の景J片であるが、打点は器体より2 cmほ ど外側に位置することより早

い段階での厚みをとった大形素材で大形の尖頭器状を呈するものであろうと想定される。 1以後は器体右

の調整争J離が行われているが 2は製作途上で遺棄される。

⑩ 接合資料NQ17(第 268図 )

本資料は個体別資料NQllのひとつの接合資料で、槍先形尖頭器未完成品に調整景j片が 3点接合した。
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i][ l12ゴ

>3--4(槍先形
脊
頭器未完成品)

1～ 3は槍先形尖頭器に直接接合する調整余J片で、 4

ある。

⑪ 接合資料NQ 8(第 269図 )

の槍先形尖頭器未完成品のまま放棄されたもので

本資料は個体別資料NQ 6のひとつの接合で、槍先形尖頭器の基部に景j片が 4点接合 した。縦長争J片の素

材に復元想定される例でバルブ部分が基部であると思われる。

:詈1 1→ 2→ 3-「

4‐一一→5(槍先形尖頭器未完成品)

素材争J片はこの時点で最大幅7.5cmを 測る。B面は主要求J離面と思われ、接合景J片はすべてこのB面の接

合であるが、景J片の背面には素材の主要素J離面を残すことより調整景J離は行われていない。 1は湾曲の小

さい縦長の調整争J片で続いて打面準備後 2を景j離している。この打面は複数の景J離面をもつことよりA面

の争J離がそれ以前に行われていることを示す。この後にA面の景J離に移ったかどうか不明であるが、打′点

を器体奥にし、3の打面幅が厚い景I片 を景J離し1.5cm細身になる。この景J離でこの部分のB面の争J離は終了

し、以後A面は階段状景J離の調整が連続して行われる。身幅は 4 cmに減じたものの器体の厚みはとれてお

らず、その途上で折れ、放棄したものと思われる。

⑫ 接合資料NQ 7(第 270～ 279図・PL68・ 69

本資料は個体別資料NQ 6のひとつの接合資料で、総数86点、景J片・砕片49点が接合 し、両面加工の尖頭

器状に整形された素材に復元された。総重量2,028.7g。

節理面を主要求j離面 として景j離された大形の争J片素材は、両面を粗害1り して尖頭器状に整形される。本

接合資料はこの段階に復元された。素材の主要求J離面であるB面中央に素材の節理面に 1が接合 している

が素材景J片の争J離時の所産 と思われる。A面左側縁を作業面として 2～ 5ま で連続して厚みをとっている

が、 5は 打面幅が l cmあ る比較的大形景1片であり、この一連の景j離によって器厚は 2 cm薄 くなる。A面右

側縁の節理面が層状に入る部分の交互景J離が行われるが、 6～ 7は節理面によって砕片となる。この景J離

面を打面にして縦長景J片の薄いまJ片が景J離された後 809と 連続 して景J離されるが砕片である。10は器体

中央部の最J離であるがこの景J片のみ打点位置が外側であるため早い段階の剥片としてこの争J離順の中に組

み入れた。次にB面右側縁に移 り基部付近を景j離 したものの加撃力は13014の基部を大きく折損させる結

果となった。14は後の加工は行われておらず、 3分の 2に 当たる上部が素材の対象となり再加工が行われ

る。15の A面右側縁が争I離され、15の対辺に当たる部位のA面左側縁部は16017の大形の横長景J片が争J離

され、17は先端部をさらに同様な19の大形景J片が連続し、折損した部位に争J離は向かう。一連の景j離は20

までであるが手前より連続余J離することがわかる。争J離作業は対辺に移 り20～ 23と 連続してB面の石目の

除去が行われ、A面側の彙J離が行われ、24は横長の比較的大形の余J片である。一度A面左側縁に作業を移

したあと25が争j離されるが、打面が厚 く大形の争J片で末端はステップを起こす。その加撃の及んだ範囲を

含めて対辺からの26が争j離されるが、打面幅が18mmと かなり広 く設定してあり、景j片は大形争j片で、この

部位は折損部に当たり折損面を側面にもつ。作業を対辺に移しB面の争J離が行われるが、石目の面と風化

した面によって構成される素材面の稜の除去に入るものと解釈され、27028と 連続して手前より先端方向

に向かって大形の横長景J片が背面に稜部をもって争J離される。先端部に近い30031は小形である。以降A

面の景1片が接合していないのでその関係は明確でない。B面左側縁は折損部近 くの32～ 36ま で連続景J離し

た後A面右側縁は37～ 39、 左側縁は40～ 43と 交互景J離し、一回り内側に打点をもつ44～ 49の小形の景J片が

剥離される。
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A面左

B面右

A面右

B面左

A面左
~B面
右

A面右

B面左

A面左

B面右

A面右

B面左

⑬ 接合資料NQ28 0 29(第 280～ 292図 ・PL71)

本資料は個体別資料NQ 7の接合資料で、総数195点、すべて調整景I片および砕片で93点が接合 した。接合

資料NQ28と NQ29は 直接接合 しないが、同一の槍先形尖頭器の調整景j片の接合資料であることは確かであり、

接合資料NQ28は 背面にわずかであるが礫面をもつことより素材景J片の背面側(A面 )、接合資料NQ29は 主要求J

離面側(B面 )である。B面は節理面がみられその面が素材の主要景J離面となっている。総重量は、1,905。 9

g。

景J離順の決定は切 り合い関係が不明な′点もあるが、景J離の流れを勘案し便宜上あたかも連続するように

図式化したがその点考慮を要する。また、A面 とB面の切 り合い関係は不明である。

接合資料No.28(第280～ 286図 )

個々の景J片について記述を選択し、以下景J離の流れを追ってみると、 1は器体中央部の景J離で大形景J片

で打点部から中央部に最大幅がありこの部位を3～ 7ま で小形の景J片 を景J離し整形している。先端部は 8

～10の幅広の剥片が景J離され大胆な景J離にとれる。中央部は11の厚さのある景J片で連続して12の大形の景J

片が争J離される。右側縁に打面を移し突出している中央部は13～ 17の景J離が行われ、器体の輪享『想定線か

ら基音Ьに当たる18が景J離されると判断した。19～ 22は左側縁の器体中央部に当たリー回り打点が内側に入

る工程がそこにみとれる。22は大形の剥片であるが打点部より縦折れしているなど無理な加撃が加わって
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20→ 21→ 22123→

24→25→26∫

27→28→ 29→30→ 31132→
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35→ 36137→
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i詈[ 40→ 41→42∫

43→44→ 45→ 46147→

48∫

49→ 50151
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いるようにみられる。23～ 26は右側縁の基部側の景J離でいったん27～ 31の左側縁の基部側の争j離を行った

後、右側縁の中央部寄 りの32～ 34を景J離している。続 く35は 34に対応する左側面からの景J離で基部側の調

整景J離をいったん終了させ、先端部側に移 り器体中央寄 りの36を争J離後右側縁の先端部側に景J離作業を移

し比較的小形の剥片37～ 42を連続して景j離 している。次にこの景J離面に対応する左側縁に移し43～ 46を景J

離し、再び右側縁に戻って47～ 48が争j離することで先端側の調整はいったん終了する。49は比較的大形の

景J片で左側縁器体中央部に当たり50の景J離後左側縁の中央部に当たる51が争J離される。

接合資料No.29(第287～ 292図 )

:詈[:1→ 2→ 3→ 4→ 5→ 6-∫

718→

9→ 10‐→11‐→12→ 13・∫

14‐→15→ 16‐→17‐→18…→19‐>20‐>21‐>221

:][    -23→ 24→ 25→ 26→27→ 28→ 29→ 30→ 31→ 32→ 33→34∫

35→36→ 3¬

蝿8∫

39→40141→

42

個々の景J片についての記述は割愛し、争J離順について概略を記すと、右領I縁からの景J離を 1～ 6ま で連

続させるが 4は節理面を背面にもつ比較的大形の争J片で 1～ 3は その景J片の打面調整の可能性がある。 5
の小争J片 と打点部を同じにし6の大形の争J片が景J離され、 4と 同様に背面に節理面をもつ。 7は対辺に打

面を移して余j離し、これらの景J離によって節理面は除去される。 8～ 13は基部から先端部の景J離の流れで、

809は基部側に当たり、10～ 12は器体中央部の景J離が行われている。13は先端部の景J離で縦長の景J片で
ある。14～ 22は左側縁の最J離である。同様に基部から先端部への争J離の流れとしてとらえ、14～ 18は基部

に当たる。15は縦長の景J片であるがその余J離状況は不明で、打点部からはじけ飛ぶような成因が考えられ

る。17018の打点も16の打点に当たる状況はバルバスカーの様相である。19は打点部がやや突出している

ことから20と の間に一工程考えられるが対面の景J離であろうか。20は大形の争J片で打面・末端は欠損する

が厚い争j片でかなり器体の厚さを減じさせている。連続して21022が景J離された後右側縁に打面を移して

いるが、一回り打面が内側に入り2巡日としての景J離と考えられ、23024は基部側、25～27は先端部側の

景J離で25は器体中央寄りの大形の景j片で先端部方向に景j離が連続する628は器体中央部の余J離でさらに先

端部に向かって29～ 34ま で 3巡目の最J離が連続する。35～ 42ま では器体中央部の景J離で左右側縁の景J離を

交代させながら剥離しているが、35～ 37・ 39・ 40の左側縁は内側に打点位置があり、A面の争Jttiと 思われ

る景J離工程がその間にあるものと理解できる。

⑭ 接合資料NQ20(第 293～ 295図・PL70

本資料は個体別資料NQ13のひとつの接合資料である。総点数37点、景J片数21点からなる。すべて調整争J

片の接合で片面 (A面 )のみであるが素材の形状が想定できる。総重量475.2g。

l][1→

2→ 3→ 4→ 516」 7→ 8→ 9110→

lJ12了

13→14→ 15116→

17→ 18→19→20∫

21

素材は礫面を有し粗割りによって平面形は尖頭器状の祖型が想定される。 1は 打′点が 2か所にみられ、

それぞれにバルブがあるが同一主要素J離面である。背面は素材の稜線部を包括し、同様な景J片 2～ 4が連

続して景j離される。これらの象J離によって横断面はカーブする。 507は 打点を先端部に設定した縦長の

彙J片であるが、右側縁より景J離させた 6の余J離がその間に行
Lゎ
れる。左側縁から剥離された 8は末端部の

みである。 9は大形景J片で左側縁からの礫面は除去される。次に右側縁に移り10は大形の争J片で背面の半

分は礫面を有し、打面幅は厚 く、連続する11は 同様の形状である。一部ステップを起こし打点部より縦方

向とステップ面の横方向に折れているが、そのステップで抜けきらなかった部分は打面を左に移しての12

013の争J離後余Jれ落ちている。これ以後打面は一回り内側に入る。打面調整による打面の後退というより
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その後退幅の大きさからB面の景J離が行われた結果を示すものと思われる。14は比較的大形の象j片で打面

幅も広い。続 く15は打面がはじけ湾曲が大きい。右側縁から16以後の打面は一回り内側でB面の景J離が行

われたことを示す。16は厚さのある余J片で背面に多くの争J離面をもつことからこの段階は縁辺の調整が入

る。この時′点で素材は尖頭器状になっていたと思われる。17～ 19は打面がはじけているが、中形の景J片で

ある。20は小打面で身幅の調整より横断面をレンズ状に整形する終末段階に向かう傾向を示している。左

側縁からの21も さらに一回り内側に打面は後退し、湾曲の強い中形の景J片である。

⑮ 接合資料NQ14(第 2960297図・PL70

本資料は個体別資料NQllのひとつの接合資料で、総数 14′点、景J片 10点から成る。総重量268.7g。

l][° l。∫
°
ll→。→2→ 3→ 4ゴ

>5→ 6ェ

:三i
両側縁から数回の剥離によって横断面平行四辺形に整形された素材が想定される。 1は その稜線部を大

きく争J離 した大形の争J片である。これによって器体はD字形に整形される。 2は景J片の末端部で 1と の間

に少なくても一回の景J離がある。 304の 末端部はステップ・フレイキングで加撃力は抜けきらず、対辺

の 506の 象J片はそれらの力の及んだ部分が主要素J離面に残る。 7・ 8は薄い景J片で湾曲は弱い。 9は A

面右側縁の景j離で形状的には 708010以 後の景j片 とは厚さが違い前段階の最I離の一連 と思われる。10は

一回り打面が内側に入 り708と 同様薄い景J片で末端はステップしている。 708と の前後関係は不明で

ある。湾曲の弱い景J片からこの段階での槍先形尖頭器は稜のきつい横断面菱形の形状 と思われる。

⑩ 接合資料NQ24(第 298図・PL70

本資料は個体男U資料NQ18のひとつの接合資料である。総数15点、景j片 12′点から成る。総重量116。 9g。

l][1→

2→ 314」 516→

7→ 8→ 9→ 10→11→ 12

素材は背面が礫面に覆われている景J片であろう。 102は 打面調整と思われる小形景J片で連続して景J離

される。 3は稜部を背面に持つ景J片である。対辺に打点を移し、 4は B面の景J離面を有することより素材

余J片の末端部であることを示している。左側縁からの 5は 3に連続した打点位置からの争j離で左右頻繁に

打′点を変え、礫面の除去を含めて調整景J離が行われる。再び右側縁に戻 り6～ 11は連続して景J離された景J

片で、すべて対辺からの景J離面である。12は一回り内側に打面が後退することよりB面の争J離が行われた

後の景J離 と思われる。

⑫ 接合資料NQ10(第 299図 )

本資料は個体別資料NQ 8のひとつの接合資料である。総数11点、争J片 10点から成る。右側縁のA面およ

びB面の接合である。総重量112.9g。

l][ 
°→1→ 2→ 3→ 4→ 5→

:三ir8
背面は礫面で左側縁からの大きな景j離によって素材景J片は大きくその断面形を変えている。すべての最J

片に打面準備の階段状の最J離が行われ、 1は その小形景j片で、連続して湾曲の強い 2が景1離される。○の

景j離後、先端部に向かって連続して 3～ 5の背面に稜部を横方向にもつ争J片 を争J離する。次に 3の下方に

打点を移して 6・ 7と 争j離した後、階段状の小景J離を縁辺に加え打面を調整した後、 8の比較的大形の幅

広の余J片が景J離される。側面に10の争j離面を有することからB面の景j離がそれ以前に行われていることが

分かる。

⑬ 接合資料NQ23(第 300図・PL70

本資料は個体別資料NQ14のひとつの接合資料である。総数17点、景J片数 9点から成る。総重量127。 3g。

142
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1→ 213→

4→ 5→ 617→

8→ 9

素材面を背面にもつ 102はバルブの発達しない薄い景J片で、板状の素材の側面を打面としている。 3

以降は先端部からの景J離ですべて縦長の景J片である。特に 307は背面に素材の稜部を縦方向にもつ縦長
の最j片である。これらの景J離によって作 り出された稜部を側面からの湾曲の強い景J片 809に よって景j離

することによって横断面レンズ状になっていくものと思われる。

⑩ 接合資料NQ12(第 301図・P L70

個体別資料NQ10のひとつの接合である。総数 11′点、景J片 7′点から成る。身幅が 7 cmの尖頭器状の素材が

想定され終末段階の様相をみせる。

l121。

∫
3→ 4→ 5→ 6→ 7

1は小打面で薄い彙j片で、対辺から2の景J離をするが、稜部を背面縦方向にもつため厚みのある景J片で

ある。 3以降の景J片の打面は一回り内側に入ることよりB面側の景j離が行われたとみられる。 3は その余J

離面を打面として景J離角が120° くらいで景J離し、連続して 4～ 7が争j離される。

⑩ 接合資料NQ 9(第 302図 )

本資料は個体別資料NQllのひとつの接合で、総数 9′点、景J片 8′点から成る。

l][ 112→ 3∫

4→ 5→ 617→

8

素材の背面に礫面を有し、 102は 小形の争J片で礫面の除去あるいは打面の調整が行われている。その

2に連続して大形の景J片 3が景J離され、対辺より4の景J離後前後関係は不明であるが、左側縁より506、

右側縁より708が彙J離され礫面は除去される。

④ 接合資料NQ15(第 302図 )

ittE 
°→lII:→ 3

個体別資料NQllのひとつの接合資料である。総数 6点、剥片 4点から成る。本資料は大形の調整景J片に

比較的小形の調整景J片が接合した例である。総重量146。 2g。

素材は○の最J離によって横断面四角形に整えたと思われ、 1は稜部分を大きく景J離し、横断面凸レンズ

形にするとともに器体を薄 くさせている。右側縁からは 203、 左側縁から4が景J離されているが背面に

対辺からの景J離面を持たないことから器厚は変わらず、身幅が細 くなるにとどまっていると思われる。

⑫ 接合資料NQ19(第 302図 )

本資料は個体別資料NQ13のひとつの接合で、総数16点、調整争J片 10点から成る。

A面右  1→○→ 2→ 3→ 4→ 5→ 6→ 7→ 8→ 9→ 10

素材の背面は礫面と景J離面の面構成で中央縦方向に稜部をもち。本資料は礫然面の除去および稜部の除

去にあたる段階の調整景J片の接合である。 1は礫面が背面を覆う砕片である。中央の稜線に対して直交方

向からの景J離で○が連続する。稜部を背面の縦方向にもつ 2の縦長彙J片のが景J離される。 304は 礫面を

側面にもつ彙J片で連続して景J離され 5の景j離によって礫面が除去される。 6～ 9は 身幅の細い同様な調整

争J片 を連続して彙j離した後、10の争J片が争J離される。
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④ 接合資料NQll(第 303図 )

本資料は個体別資料NQ 8のひとつの接合である。総数 6点、掻器 1点 とその調整景J片 4点、素材争J片の

折損部 1点から成る。総重量401.Og。

l十 (素材 1)

し2→ 3→ 4→ 5→ 6(掻器)
素材は石目に沿って分割された分割礫である。背面は礫面と風化面をもち、その形状から原石は人頭大

ほどと思われる。 1は この素材の折損部であり、折れ面は素材背面側にバルブをもつが意図的であるかど

うかは不明である。周縁の調整景J離が行われ、折れ面を打面とする203を景J離するが小形争J片である。
4は打面調整を行い争J離されている。また、素材の分割面を打面とする 5を含めて数回の余J離がみられる

が小打面であり湾曲も強い。その後、分割面を打面として折れ面の周縁調整を行うが、すべて階段状景J離

で縁辺は鈍角であり、掻器的な形態を示す。

輸)個体別資料の分布

第Ⅱ文化層の個体別資料は黒色緻密な安山岩の個体別資料はNQ l～ 24、 異なる灰白色の安山岩はNQ250

26、 チャー トは個体別資料NQ27であり、全体の99%は黒色緻密な安山岩に占められる。黒色級密な安山岩

については積極的に分類したもののそのすべてについて個体別資料分類ができたわけではなく、全体量か

らみればわずかの量にすぎない。したがって、接合関係を有する状況を第一の確定された個体男U資料とみ

なせるものの、そ`れに付随する個々の遺物については量的には確定的な分析データーとして不十分さがあ

ることは否定できない。さらに、認定できなかった個体別資料も多くあることも事実であり、同質の黒色

緻密な安L山岩を個体識別することに対tて はやはり限界がある。しかし、おおよその傾向として把握でき

るものであろうという立場でイ団体別資料の分布について記述したい。

個体別資料は槍先形尖頭器未完成品の多量な遺存からほとんどが槍先形尖頭器製作にかかわるものであ

るが、その争j片・石核形状から槍先形尖頭器の調整景J片あるいは素材争J片 ともいえない個体別資料が存在

する。個体別資料NQ2 0 30 509が これに属し、個体別資料NQ2 0 3は景J片争J離工程の初期から終末期

まで石核が消費されている。

槍先形尖頭器製作にかかわる個体別資料

① 個体別資料NQ l(接合資料NQ l)(第 304図 )

本資料は12A号ブロックに景j片 8点、12D号ブロックに残核 1点、争J片 3点、隣接する13号ブロックに

景J片 10点、11号ブロックに争J片 1点、12A号 013号ブロック間の折れ面接合の槍先形尖頭器未完成品 1点、

11号・13号ブロック間の折れ面接合の景J片 1点、14号ブロックに遺存する破損品と接合するⅣ B-11グ リ

ッド出土の槍先形尖頭器未完成品 1′点を含めこれらはすべて接合し接合資料NQ lに 当たる。未接合の石器

については個体別資料の認定はできなかった。分布の状況は景J片中心の13号ブロックと残核・争J片から成

る12号ブロックの 2か所に分かれ、11号ブロックの 2′点は離れて遺存する。残核を持つ二群は争j離順の後

半に当たる争J片であり、石核自体が景J片景J離途上において13号ブロックから12号ブロックに移動したこと

を伺わせる。

② 個体別資料NQ 4(接合資料NQ 4)(第 305図 )

本資料は12C号ブロックに分布の中心があり、剥片23点、砕片 4点、石核 1点が径80cmに まとまってい

る。そのまとまりから1.5m離れる石核 1点、景j片 6点は12A・ D号ブロックに属する。12C号ブロックの

遺存の様相は本資料の最J片景J離作業場所を示し、やや離れる12D号ブロックの一群については接合資料

NQ 4-Cの移動と考えられるものの、12C号ブロックに景J片が分布することより景J片景J離途上での石核の
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移動があったもの と思われる。

③ 個体別資料NQ 6(第 306図 )

本資料は 2号ブロックに13点、 5号ブロックに141点t6号ブロックに84点、12号ブロックに359点、13

号ブロックに10点、14号ブロックに39点分布している。接合関係から明らかなようにそれぞれのプロ シヽク

間で共有する個体別資料である。

接合資料NQ 5(第 312図 )

本資料は原石の分割礫 2点が接合しそれぞれ接合資料NQ 5-A・ Bと しているが、明らかにブロックが

異なり接合資料NQ 5-Aは 6号ブロックにその中心があり、争J片・砕片 9点が遺存し、槍先形尖頭器未完

成品(11)の分害1後、その一部を素材にした槍先形尖頭器未完成品(13)は 5D号ブロックとのブロック間で折

れ面接合している。また、 5C号ブロックに景J片 1点が分布している。接合資料NQ 5-Bは 12A号ブロッ

クに分布の中心があり争J片景J離作業が行われている。残核 1′点、素材に近い槍先形尖頭器未完成品 2′点、

景J片・砕片 6点が12号 A・ Dブロックに、12C号ブロックには素材に近い槍先形尖頭器未完成品(14)が単

独で遺存する。また、 5B号ブロックに景J片景J離初期の景J片 (15016)が 2′点分布するが、この 2点は末端部

がヒンジ・フラクチャーし、素材とはなり得ない余J片である。このような分布から接合資料NQ 5-Bは原

石からの分割後 5号ブロック内で景j片景J離を行うものの、その素材は12A号ブロック、14の素材を12C号

ブロックに移動させ、12A号ブロックでは景J片剥離作業を続けるとともに調整争J離がなされたことがいえ

そうである。

接合資料NQ 6(第 313図 )

本資料は節理面にそって分割された素材から槍先形尖頭器の調整が行われているが、 5号ブロックに調

整景J片 5点、12D号ブロックに調整景J片 2点、12C号・D号ブロック間で折れ面接合している槍先形尖頭

器未完成品 1′点が接合している。初期段階の調整景J離は 5D号ブロック内で行われており、槍先形尖頭器

未完成品として12D号ブロックに持ち込まれ調整彙J離作業が引き続いて行われたことがいえる。また、折

損した上半部はたかだか 2m離れているだけであるが12C号ブロックに搬出されており、素材として準備

されたのであろうか。

接合資料NQ 7(第 313図 )

本資料は尖頭器状に両面調整された大形争J片 を素材にして12D・ E号ブロックで槍先形尖頭器の調整景J

離作業がなされたことがわかる資料である。12E号ブロックに分布の中心があり13号・14号ブロックにま

たがって分布する。12号ブロックに景j片 39点、破損した基部 1点、14号ブロックに景J片 5点、13号ブロッ

クに余J片 1点、12号・14号ブロック間で折れ面接合する争J片 7点である。14号ブロックに遺存する景J片は12

号ブロックとの折れ面接合が多いことから、自然拡散の可能性が高く12号ブロックと14号ブロックの間に

みられる凹地状の旧流路の影響によって本来ならば12号ブロックに原位置を置くべき景J片類が動いたもの

と判断した。

接合資料NQ 8(第 313図 )

本資料は 5A・ 5B号ブロックにかけて径30cmの範囲で調整争j片 4′点、槍先形尖頭器未完成品が 1点が

まとまって分布していることから調整景J離作業が行われた場所であることを示しているも

④ 個体別資料NQ 7(第 309図 )

本資料は18号ブロックに径約 lmの範囲でまとまって分布し、18号ブロックを構成する唯一の個体別資

料である。総数1,715点 で槍先形尖頭器は遺存しない。

接合資料No.28・ 29(第 315図 )

2つの接合資料は直接接合しないが、ひとつの両面調整された尖頭器状の素材に推定復元されるもので、
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18号ブロック内で接合関係は完結する。接合した景J片数は合わせて94点、大形の余J片はすべて接合したこ

とから18号ブロックに持ち込まれた素材の原形を示すものである。したがって、この尖頭器状に粗害Jり す

る調整景j離作業場所は本遺跡内からは検出されなかったことから、両面調整の尖頭器状素材を遺跡内で持

ち歩く姿が浮かんでくる。

⑤ 個体別資料NQ 8(第 310図 )

本資料は 2号ブロックに 3点、 6号ブロックに41点、 5C号ブロックに34点、12号ブロックに19点、掻
器 1点、10号・11号 013号ブロックに 1点ずつ分布する。ブロック間の接合はみられないものの、比較的

特徴のある個体別資料であり認定はたやすかった。とりわけ 5号・ 6号ブロックと12号ブロックは 3mほ

ど離れており、本資料の分配を示唆するものと思われる。

接合資料No.10(第315図 )

6号ブロックに槍先形尖頭器の調整余j片 10点が50cmの範囲でまとまって分布している。明らかに調整争J

離作業場所を示している。

接合資料NO.11(第315図 )

12D号ブロックに調整争J片が径50cmの範囲でまとまって分布し、掻器が 1点遺存することから明らかに

調整景J離場所を示している。素材の折損部 (1)は 2.5m離れた12C号ブロックに遺存し、調整余j離場所とは異

なることから人為的な移動があったことがいえる。

⑥ 個体別資料NQ10(第 311図 )

本資料は 5号ブロックに184点、2号ブロックに 9点が分布し5C号ブロックにその中心がある。槍先形

尖頭器未完成品が10号ブロックに 1点単独で分布するが、素材とした景J片の景J離時に折損した末端部が 5

C号ブロックに遺存していることより、人為的な動きが考えられる。

接合資料NQ12(第 314図 )

5C号ブロックに調整景J片 7点が40cmの範囲にまとまって分布することから、調整余j離作業場所を示し

ている。

⑦ 個体別資料NQll(第 307図 )

本資料は 4号ブロックに29点、 2号および 5号ブロックに槍先形尖頭器未完成品 5点、景J片・砕片382

点、 7号ブロックに308点、16号ブロックに323点分布している。それぞれブロック間の接合は確認できな

かったが、それぞれのブロックにおいて調整景j離作業が行われたことを示すといえよう。

接合資料NQ 9(第 314図 )

本資料は 4号ブロック内に調整彙J片 7′点がまとまって分布し調整景J離作業場所を示している。

接合資料NQ13(第 314図 )

本資料は 7号ブロックに槍先形尖頭器未完成品 1′点、調整争j片 6点、内 1点は基部を景J落 したもので槍

先形尖頭器自体は再調整のものである。この基部は他の調整余J片のまとまりとは lmほ ど離れて 7D号ブ

ロックに、さらに槍先形尖頭器未完成品は lm離れた 7E号ブロックに遺存する。しかし調整争1離の段階に

おいて槍先形尖頭器自体が移動するとは言いがたいが 7E号ブロックに槍先形尖頭器が比較的離れた位置

にある状況は接合資料NQ17と 同様な傾向を示すものである。

接合資料NQ14(第 314図 )

本資料は16号ブロック内に径 lmの範囲でまとまって調整争j片 10′点が分布し、調整景J離作業が行われた

場所を示す。

接合資料NQ15(第 314図 )

本資料は 5A号ブロックに径40cmの範囲でまとまって調整争J片 4′点が分布し、調整景J離作業が行われた
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場所を示す。

接合資料No。 16(第 314図 )

本資料は 7C号ブロックに径30cmの 範囲でまとまって槍先形尖頭器未完成品 1点 と調整彙J片 2点が分布

しているが、調整争J離作業および未完成品を遺棄 した場所を示す。

接合資料NO。 17(第 316図 )

本資料は 7号ブロックに1.5mの範囲で調整景J片 3′点が分布 し、槍先形尖頭器未完成品は 6号ブロックに

遺存している。 6号ブロックには調整彙J片の分布はみられないことから調整景j離作業は行われていない可

能性があり、槍先形尖頭器未完成品の移動は人為的なもので、前記した接合NQ13と 同様未完成品の調整争J

離場所からの人為的移動 と考えられる。

③ 個体別資料NQ12(第 308図 )

本資料は 8号・ 9A・ B号ブロックを分布の中心にして 4号ブロックに22点、 5号ブロックに57点、13

号ブロックに 5点、15A・ B号ブロックに134点分布している。ブロック間での接合は確認できなかったが

同一の個体別資料として認定できることからそれぞれのブロックで調整景J離が行われたことがいえる。

接合資料No。 18(第 316図 )

本資料は 8号ブロック内に径 lmの範囲でまとまって槍先形尖頭器未完成品と調整争J片 6点が接合した。

調整景J離の作業場所で未完成品が遺棄された状況である。

⑨ 個体別資料NQ13(第 310図 )

本資料は 4号ブロック内にのみ分布がみられ759点の認定ができた。槍先形尖頭器未完成品 6′点、景J片・

砕片744点が 4A・ B号に密集する。したがって、 4号ブロックの単独の個体別資料の可能性が高い。

なお、風化の違いが確認されたが黒色に近い風化の進まない石器群は旧流路肩部の 4A号ブロックにほ

とんどが遺存し、反対に風化の進んだ石器群は旧流路の傾斜面に遺存し、埋没環境の違いとみられ水成堆

積層とのかかわりが指摘できる。

接合資料NO.19(第316図 )

本資料は 4号ブロックの調整景J片 10点が lmの範囲に密集した状況で分布しているが、復元された素材

は礫面をもつことより調整景J離の初期段階からの調整彙J離作業場所を示す。

接合資料No.20(第316図 )

本資料は 4号ブロックの調整景J片 21′点が1.5mの範囲にまとまって分布しているが、接合資料と同様調整

景J離作業の初期段階からの調整景J離作業を行った場所であることがわかる。

接合資料NO.21(第317図 )

本資料は 4号ブロックの槍先形尖頭器未完成品 2点、調整争J片 18点、調整景j離途上で折損した槍先形尖

頭器未完成品が lmの範囲でまとまって分布している。したがって、素材から槍先形尖頭器未完成品の調整

景J離途上まで行われた場所を示し、折損した槍先形尖頭器をその場に遺棄したことが明らかである。

⑩ 個体別資料NQ14 (第 311図 )

本資料は 4号ブロック内にのみ分布がみられ202点の認定ができた。その中心は 4B号ブロックにある。

4号ブロックの単独個体別資料の可能性が高い。

接合資料No.22(第317図 )

本資料は 4B号ブロックの調整景J片 9点は径 lmの範囲でまとまって分布している。槍先形尖頭器未完

成品 1点は 4B・ 4C号ブロック間の接合で1。 5m離れて違存し、旧流路の下流に当たることもあって人為

的な移動は断言できないが、 4C号ブロックには本個体別資料の分布がないことから廃棄行為の可能性が

ある。
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接合資料NQ23(第 317図 )

本資料は 4B号ブロックに景J片 9点が径80cmの 範囲にまとまって分布している。復元された素材は礫面、

素材面をもつことより初期の調整景j離がこの場所で行われたことがいえる。

⑪ 個体別資料NQ15(第 310図 )

本資料は12A号ブロックを中心にまとまって157′点分布している。14号ブロックとブロック間で折れ面接

合しているがその状況は個体別資料NQ 6と 類似する。

⑫ 個体別資料NQ16(第 311図 )

本資料は16号ブロック内でほぼ完結する個体別資料である。槍先形尖頭器未完成品 2点、景j片・砕片277

点ですべて調整余j片である。

⑬ 個体別資料NQ17(第 310図 )

本資料は 8号ブロックに117点、 9号ブロックに84点、 5号ブロックに103点、 2号・ 6号ブロックに数

点認められた。 5D号・ 8号ブロック間、 8号 ,9A号ブロック間の接合がみられる。調整景J離作業が特
に 8号 09号の 2つのブロックにおいて行われていることがわかる。

⑭ 個体別資料NQ18(第 311図 )

本資料は 6号ブロックに景J片 12点、 5号ブロックに 6点、12号ブロックに16点、13号ブロックに 1点が

分布する。接合状況は 5号 012号ブロ ソヽク間の折れ面接合が認められ、この分布は個体別資料NQ 6の分布

と類似する。

接合資料NQ24(第 318図 )

本資料は 6号ブロック内の接合で調整争J片 12点が径102mの範囲で分布している。復元された素材は礫

面をもち、初期の調整景j離作業の行われた場所であることがわかる。

⑮ 個体別資料NQ19(第 311図 )

本資料は 7号ブロック内で完結する個体別資料で438′点認定された。すべて調整景J片で、調整剥離作業が

この場所で行われたことを示す。

⑩ 個体別資料NQ22(第 309図 )

本資料は17号ブロックを構成する個体別資料である。調整景j離作業が行われたブロックであるが大形景J

片、礫面を持つ景J片はなく厚さの薄い調整景J片 と器厚の薄い槍先形尖頭器先端部を包括する余j片 1点が遺

棄されている。隣接する18号ブロックを構成する個体別資料NQ 7と争J片形状が類似する。

⑫ 個体別資料NQ27

本資料は単独個体別資料のチャー トであるが槍先形尖頭器未完成品 1′点から成る。剥片は検出できなか

ったが製作途上での折損によって 2号ブロックと5B号ブロックにそれぞれ遺存している。

個体別資料NQ20 0 21 0 23 0 24は 中間的な要素を持つ景J片類が多くを占め、点数自体に確実なものはない

ため、認定した数のみ提示するにとどめたい。

槍先形尖頭器製作以外の個体別資料

① 個体別資料NQ 2(接合資料NQ 2)(第 304図 )

本資料は12号ブロックに残核 1点、景J片 15点、ブロック外に砕片 1′点分布し、これらはすべて接合した。

争J片景J離の前半は12A号ブロックに、後半は残核の遺存する12C号ブロックにまとまることからt余J片余j

離場所の移動があったとみるべきであろう。

② 個体別資料NQ 3(接合資料NQ 3)(第 305図 )

本資料は12D号ブロックに平石をかなめに扇状にほぼ lmの範囲にまとまって争J片 27′点、石核 1点が分

布している。ttj離順をみると前半が平石の北側、後半が西側にまとまるという状況は景j離された景j片がそ
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のまま遺棄されているという様相であり、争J片景J離後何らかの行為が加えられたとは思われない。想像を

たくましくすればイ団体別資料NQ 3の原石を手にした製作者は、初め北向きに座って景J片景J離を行い、そし

て西に向き直して景J片景J離を行ったという情景が浮かんでくる。

③ 個体別資料NQ 9(第 311図 )

本資料は素材とならないような劣悪な石質で、争J離面には多くの気泡がみられ、景J落したような面を持

つ砕片が多い。したがって、景J片景J離を行ったというような様相は示していない。しかし分布状況をみる

と12C号ブロックと12D号ブロックに分かれて分布していることは接合資料NQ2 0 4 011と 同様な傾向を

示す。

その他の安山岩の個体別資料

① 個体別資料NQ25 0 26

個体別資料NQ25は 5号ブロックに景J片 5′点が分布する。槍先形尖頭器製作にかかわる個体別資料である

か不明である。イ団体別資料NQ26は 12号ブロックを中心に分布するイ団体別資料である。礫器が 1点、ほかは

景J片・砕片 8点で礫器製作の個体別資料である可能性がある。

(η その他
B地区の段丘面からA地区の尾根部にかける傾斜面より崩落土中に焼土址が 1基検出されたが、時期不

明である点より本項で記述する。

4号焼土址 (B地区)

本地区段丘面から高位に当たる背後のA地区尾根の傾斜部に位置し、VⅢ層ローム主体の崩落土中で検出

した。焼土は径30cmの範囲に広がり、厚さ 4 cmの レンズ状に堆積し、掘 り方をもたず地山が焼土化した様

相を呈する。受熱範囲は径50cmの 範囲に広がり地山が熱を受け、赤色化している。ⅥⅡ層主体の二次堆積の

崩落土中であることにより検出層位から他の遺構と対比することが難しいが、槍先形尖頭器製作跡との関

連性も明確ではない。伴出遺物はない。
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第 2節 縄文時代早期～晩期

土坑

本遺跡から多数の土坑が検出され、そのうちⅥ層上面より検出されたⅥ層およびIV B層 主体の覆土を持

つ土坑を本時期に帰属するものとして取り上げた。その総数はA地区34基、B地区66基、C地区13基、D

地区53基、計166基を数える。それらの中にはいわゆる陥し穴と呼ばれる規模の大きな掘 り込みをもち、底

部には小ピット状の痕跡を持つ特徴的な土坑がかなりの数で含まれる。これらの土坑について以下のよう

に分類し言己述する。

I群 坑底部にピットを有する土坑
A類 坑底部に小ピット1基を基本としてもつ土坑
B類   〃

C類   〃
3基を基本として列状にもつ土坑

複数もつ土坑

Dtt A～ C類以外の土坑

Ⅱ群 坑底部にピットを有しない土坑

平面形 A類 楕円形・隅丸長方形を基本とする土坑 断面形  1類 ラッパ状

2類 皿状

3類 椀状

4類 袋状

5類 不整形状

B類 円形・方形を基本 とする土坑

(1)I ttA類

21号土坑 (D地区)(第321図・P L15)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢV-02グ リッドに位置し、斜度 22°の傾斜面に立地する。規模は

154× 88cm、 深さ66cmである。平面形は上縁部は楕円形、坑底は隅丸長方形を呈する。主軸方向は、N-77°―

Eを指す。坑底は平坦であり、中央部に深さ36cmの坑底ピットを 1個有する。覆土は 5層 に分層され、 1

層はShⅡ のスコリア質軽石をほとんど含まない黒色土、2～ 4層 はパミスを含む黒褐色土で 2層はローム

ブロックの混入がみられる。 5層はローム基調で黒褐色土がブロック状に混入している。自然埋没と思わ

れる。伴出遺物はない。

22号土坑 (D地区)(第321図・P L15)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢV-010U-05グ リッドに位置し、斜度 9°の傾斜面に立地す
る。規模は214× 130cm、 深さ72cmである。平面形は上縁部、坑底ともに不整楕円形を呈する。主軸方向は、

N-89°―Eを指す。坑底は平坦であり、深さ30cmの坑底ピットを 1個有する。覆土は 4層 に分層され、 1

02層 はShHのスコリア質軽石を5%ほ ど含む黒色土、3層はローム粒を多量に含む黒褐色土、4は ローム

基調で暗褐色土がブロック状に混入している。自然埋没と思われる。伴出遺物はない。

26号土坑 (D地区)(第321図 )

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢQ-17グ リッドに位置し、斜度 18°の傾斜面に立地する。規模は

200× 140cm、 深さ110cmである。平面形は上縁部、坑底とも楕円形を呈し、主軸方向は、N-30° ―Eを指
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す。坑底は平坦であり、径35cm、 深さ22cmの坑底ピットを 1個有する。覆土は 8層に分層され、 1層はSh

Ⅱのスコリア質軽石・パ ミスを含む黒色土、 203層 はスコリア質軽石の含有がわずかでローム粒・パ ミ
スを含む黒褐色土、 608層 はロームと暗褐色土が混在する。自然埋没である。伴出遺物はない。
31号土坑 (D地区)(第 321図・P L16)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢP-14グ リッドに位置し、斜度 13°の傾斜面に立地する。規模は

176× 160cm、 深さ92cmである。平面形は上縁部、坑底とも楕円形を呈し、主軸方向は、N-25°一Eを指

す。坑底は平坦であり、深さ6～ 20cmの坑底ピットを3個有するが、中央の坑底ピット以外は浅 く中央 1個

の IA類の形態に分類した。覆土は 5層に分層され、 1層はShHのスコリア質軽石が散在する黒色土、 3
04層はロームブロックの混入する。 5層は坑底ピットの埋土でパミスが少量含まれる黒褐色土である。

埋没状況から自然埋没であろう。伴出遺物はない。

39号土坑 (D地区)(第321図 )

Ⅵ層下部において中央部にShⅡ のスコリア質軽石が分布する楕円形のプランを単独で検出した。ⅢQ―

03グ リッドに位置し、斜度 6°の傾斜面に立地する。規模は190× 146cm、 深さ82cmである。平面形は上縁部

は楕円形、坑底は隅丸長方形を呈する。主軸方向は、N-82°―Eを指す。坑底は平坦であり、中央に径30

cm、 深さ18cmの坑底ピットを 1個有する。覆土は 6層に分層され、 1～ 3層 はShⅡ のスコリア質軽石を少

量含む黒褐色土、 4～ 6層 はロームを含み、自然埋没である。伴出遺物はない。

42号土坑 (D地区)(第321図・P L17)

Ⅵ層下部において中央部にSh Hのスコリア質軽石が分布する楕円形のプランを単独で検出した。Ⅲ L―

23グ リッドに位置し、斜度 5°の傾斜面に立地する。規模は156× 138cm、 深さ78cmを である。平面形は上縁

部は円形、坑底は隅丸長方形を呈する。主軸方向は、N-44°一Eを指す。坑底は平坦であり、中央に深さ

28cmの坑底ピットを 1個有する。覆土は 7層 に分層され、 1～ 3層 はShⅡ のスコリア質軽石を少量含む黒

色土・黒褐色土、 4～ 7層 はロームの混入があり崩落土と思われる。坑底ピットの埋土は 7層 と区別がつ

かない粘性の強いロームの混入する黒褐色土である。また、覆土中に径25cmの礫が落ち込んでいたが 6層

中であることから自然の混入と思われる。伴出遺物はない。

49号土坑 (D地区)(第322図 )

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢH-23グ リッドに位置し、斜度 4°の傾斜面に立地する。規模は

140× 136cm、 深さ38cmである。平面形は上縁部、坑底とも円形を呈する。坑底は平坦であり、中央に深さ

38cmの 坑底ピットを 1個有する。覆土は 3層に分層され、 1層はSh Hのスコリア質軽石を少量含む黒色

土、 2層はロームブロックの混入する黄褐色土、 3層はパミスを含む暗褐色土で坑底部と坑底ピット内の

埋土である。自然埋没と思われる。伴出遺物はない。

56号土坑 (D地区)(第322図・P L18)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢM-21グ リッドに位置し、斜度 17°の傾斜面に立地する。規模は

150× 94cm、 深さ74cm、 平面形は上縁部は楕円形、坑底は隅丸長方形を呈する。主軸方向は、N-50°―Eを

指す。坑底は平坦であり、中央に径25cm、 深さ38cmの坑底ピットを 1個有する。覆土は 8層に分層され、

1～ 3層 はShⅡ のスコリア質軽石を少量含む黒褐色土・暗褐色土、壁際の 4・ 507層はローム基調であ

る。 6層のローム粒を多量に含む暗褐色土と類似する坑底ピット内の 8層 は粘性が強い。伴出遺物はない。

62号土坑 (D地区)(第322図・P L18)

Ⅵ層中位において単独で検出された。ⅢN-21グ リッドに位置し、斜度 14°の傾斜面に立地する。規模は

136× 114cm、 深さ74cm、 平面形は上縁部は楕円形、坑底は隅丸長方形形を呈する。主軸方向は、N-88°一

Eを指す。坑底は中央に、深さ38 0 42cmの 2個の棒状痕がみられる坑底ピット1個のほか、坑底に深さ 5～ 14
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cmの小穴が 3個、坑壁中位には横方向に奥行き14cmの壁中ピットを有する。覆土は14層に分層され、1～ 11

層は自然流入土でVI層が基調であるが、1～ 3層はSh Ⅱのスコリア質軽石は少なくパ ミスを多量に含み下

部ほどローム粒を含む。10012層 のロームブロックを多量に含む黒褐色土内にみられる13014層 は棒状痕

と思われる。伴出遺物はない。なお、13層の腐植した黒色土を
14c年代測定した結果、8,410± 140yo B.Pの

年代が得られた。

148号土坑 (B地区)(第322図・P L15)

Ⅵ層上面において単独で検出された。ⅣA-19グ リッドに位置し、規模は105× 75cm、 深さ55cmで ある。

平面形は上縁部、坑底とも円形を呈する。主軸方向は、N-40°―Wを指す。坑底は平坦であり、深さ20cm

の坑底ピットを 1個有する。覆土は 6層に分層され、 1～ 6層はⅥ層基調でSh Ⅱのスコリア質軽石を多量

に含む黒色土で自然埋没であろう。伴出遺物はない。

9)I群 B類

17号土坑 (D地区)(第 322図・P L15)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢU-10グ リッドに位置し、斜度 12°の傾斜面に立地する。規模は

196× 138cm、 深さ54cm、 平面形は上縁部は楕円形、坑底は隅丸長方形を呈し、主軸方向は、N-7° 一Wを

指す。坑底は平坦であり、中央縦列に深さ12～ 16cmの坑底ピットを3か所に 5個有し2か所は 2個 1組で

基本的には坑底ピット3個の形態である。覆土は 3層 に分層され、 1層はShⅡ のスコリア質軽石を多量に

含む黒色土、 203層 は黒褐色土で 3層はロームブロックが混入しているが自然埋没であろう。伴出遺物

はない。

18号土坑 (D地区)(第322図 ,P L15)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢV-06グ リッドに位置し、斜度 12°の傾斜面に立地する6規模は

198× 90cm、 深さ30cm、 平面形は上縁部は長楕円形、坑底は上縁部にほぼ同じ形を呈するが、やや中央部が

くびれている。主軸方向は、N-80°一Eを指す。坑底の中央縦列に、深さ12～ 18cmの坑底ピットを4個有

するが、中央の 2個は間隔的に 2個 1組とみられる。1覆土は 3層 に分層され、 102層はShⅡ のスコリア

質軽石を多量に含む黒色土で自然埋没である。 3層 は坑底ピット内の埋土でローム粒を含む粘質の黒褐色

土である。伴出遺物はない。

19号土坑 (D地区)(第323図・P L15)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢV-06グ リッドに位置し、斜度 10°の傾斜面に立地する。規模は

218× 132cm、 深さ80cmである。平面形は上縁部は楕円形、坑底は隅丸長方形を呈する。主軸方向は、N―

64°一Eを指す。坑底は平坦であり、中央部に深さ16～ 30cmの坑底ピットを3個有する。覆土は 3層 に分層

され、 1層はShⅡ のスコリア質軽石を多量に含む黒色土で自然埋没である。坑底ピット内の埋土と3層は

区別できなかった。伴出遺物はない。

23号土坑 (D地区)(第 323図・P L16)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢP-22グ リッドに位置し、斜度 15°の傾斜面に立地する。規模は

212× 98cm、 深さ56cmである。平面形は上縁部は長楕円形、坑底は隅丸長方形を呈する。主軸方向は、N一

359-Eを 指す。坑底は平坦であり、中央縦列に深さ12～ 24cmの坑底ピットを3個有する。覆土は 3層 に分

層され、 1層 はSh Ⅱのスコリア質軽石を多量に含む黒色土、 2層はロームブロックの混入する黒褐色土、

3層 はスコリア質軽石・パ ミスを少量含む黒色土である。
′
伴出遺物はない。

24号土坑 (D地区)(第323図・P L16)1       ‐

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢP-20025グ リッドに位置し、斜度 12°の傾斜面に立地する。規
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模は260× 164cm、 深さ56cmである。平面形は上縁部は楕円形、坑底は隅丸長方形を呈する。主軸方向は、

N-49°―Eを指す。坑底は平坦であり、中央縦列に深さ32～ 40ёmの坑底ピットを3個有する。覆土は 6層

に分層され、 1～ 4層はShHのスコリア質軽石を多量に含む黒色土(506層 はロームブロックの混入す
る黒褐色土で 6層 は粘性が強い。自然埋没である。伴出遺物はない。

25号土坑 (D地区)(第 323図 )

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢQ-16グ リッドに位置し、斜度 14°の傾斜面に立地する。規模は

推定264× 176cm、 深さ80cmである。平面形は上縁部は楕円形、坑底は隅丸長方形を呈する。主軸方向はt

N-23°一Eを指す。坑底は平坦であり、中央縦列に深さ20～ 26ёmの坑底ピットを4個有する。覆土は 4層

に分層され、 102層はShIIのスコリア質軽石を多量に含む黒褐色土、 3層 はローム粒・パ ミスを含むし
まりの弱い暗褐色土、 4層は坑底ピット内の埋土のローム粒を含む黒褐色土であるが、棒状痕は確認でき

なかった。自然埋没である。伴出遺物はない。

30号土坑 (D地区)(第 323図・P L16)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢQ-11012グ リッドに位置し、斜度 15°の傾斜面に立地する。規

模は188× 148cm、 深さ100cm、 平面形は上縁部は不整円形、坑底は隅丸長方形を呈する。主軸方向は、N―

51°―Wを指す。坑底は平坦であり、深さ11～ 16cmの坑底ピットを4個有する。覆土は 3層に分層され、 1

層はShⅡ のスコリア質軽石を少量含む黒色土(2層はパミスを含み粘土質の黒褐色土が板状に混入する黒

褐色土、 3層はローム粒が多量に含まれる。自然埋没である。伴出遺物はない:

33号土坑 (D地区)(第323図 O P L16)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢQ-06・ 07グ リッドに位置し、斜度 10°の傾斜面に立地する。規

模は186× 136cm、 深さ56cm、 平面形は上縁部は楕円形、坑底は不整楕円形を呈する。主軸方向は、N-45° 一

Wを指す。坑底は平坦であり、深さ34～ 40cmの坑底ピットを3個有する。覆土は 6層 に分層されるが、自

然埋没である。 1～ 4層はSh Ⅱのスコリア質軽石を多量に含む黒色土・黒褐色土、 5層 はローム・暗褐色

土の混在土、 6層は坑底ピンヽトの埋土である。伴出遺物はない。

36号土坑 (D地区)(第324図 )

VⅡ層下部において単独で検出された。ⅢQ-09グ リッドに位置し、斜度 9°の傾斜面に立地する。規模は

232× 120cm、 深さ24cm、 平面形は上縁部、坑底とも隅丸長方形を呈する。主軸方向は、N-40° 一Eを指

す。坑底は平坦であり、深さ20～ 50cmの坑底ピットを3個有する。覆土は 4層 に分層され、 1層 はShⅡ の

スコリア質軽石を多量に含む黒色土、 4層は粘質の黒褐色土でピット内である。伴出遺物はない。
38号土坑 (D地区)(第324図・P L17)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢQ-02グ リッドに位置し、斜度 6°の緩傾斜面に立地する。規模

は262× 186cm、 深さ60cm、 平面形は上縁部は楕円形、坑底は長楕円形を呈する。主軸方向は、N-68° 一E

を指す。坑底は平坦であり、深さ26～ 38cmの坑底ピットを3個有する。覆土は 5層に分層され、 1～ 3層

はShⅡ のスコリア質軽石を多量に含む黒色土・黒褐色土、4層はローム粒を含む粘質の黒褐色土で自然埋

没である。伴出遺物はない。

40号土坑 (D地区)(第324図・P L17)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢQ-02003グ リッドに位置し、斜度 6°の緩傾斜面に立地する。

規模は272× 136cm、 深さ40cm、 平面形は上縁部は長楕円形、坑底は隅丸長方形を呈する。主軸方向は、N―

55°―Eを指す。坑底は平坦であり、深さ52～ 56cmの坑底ピットを3個有する。覆土は6層 に分層され、 1
0405層 はShHのスコリア質軽石を含む黒色土・黒褐色土、 2・ 3層はパミスを含む。自然埋没であ
る。 6層はしまりが良い坑底ピットの埋土であるが、棒状痕は確認できなかった。伴出遺物はない。
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43号土坑 (D地区)(第 324図・P L17)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢL-11グ リッドに位置し、斜度 8°の傾斜面に立地する。規模は

218× 92cm、 深さ28cm、 平面形は上縁部は長楕円形、坑底は隅丸長方形を呈する。主軸方向は、N-55° ―E

を指す。坑底は平坦であり、深さ26～ 48cmの坑底ピットを3個有する。覆土は 4層に分層され、 1層 はSh

Ⅱのスコリア質軽石を多量に含む黒色土、 2層はロームブロックを含む黒褐色土で自然埋没である630

4層 は坑底ピットの埋土であるがロームブロックの混入が顕著である。伴出遺物はない。

44号土坑 (D地区)(第 324図・P L17)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢL-13グ リッドに位置し、斜度 6°の傾斜面に立地する。規模は

230× 154cm、 深さ50cm、 平面形は上縁部は楕円形、坑底は隅丸長方形を呈する。主軸方向は、N-50° 一E

を指す。坑底は平坦であり、深さ32～ 48cmの坑底ピットを3個有する。坑底に30cmほ どの平石が坑底ピッ

トを覆うように遺存する。覆土は 5層 に分層され、 1～ 3層 はShⅡ のスコリア質軽石を多量に含む黒褐色

土・黒色土、壁際の 4層はロームを含む崩落土で自然埋没である。坑底ピットの埋土はローム粒が多い。

伴出遺物はない。

53号土坑 (D地区)(第324図・P L17)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢN-16グ リッドに位置し、斜度 8°の傾斜面に立地する。規模は

262× 154cm、 深さ56cmである。平面形は上縁部は長楕円形、坑底は隅丸長方形を呈する。主軸方向は、N―

56°―Eを指す。坑底は平坦でありヽ 深さ12～ 27cmの坑底ピットを9個有するが、坑底中央の主軸方向に並

ぶ 3個のピット以外12～ 18cmと 比較的浅い。覆土は 5層 に分層され、 1～ 4層 はShⅡ のスコリア質軽石を

多量に含む黒色土・黒褐色土で自然埋没である。坑底ピット内はロームを含む黒褐色土である。伴出遺物

はない。

57号土坑 (D地区)(第 325図・P L18)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢM-21022グ リッドに位置し、斜度 30°の急傾斜面に立地する。

規模は252× 118cm、 深さ64cmである。平面形は上縁部は長楕円形、坑底は隅丸長方形を呈する。主軸方向

は、N-66°一Eを指す。坑底は平坦であり、深さ28～ 38cmの坑底ピットを3個有する。覆土は 6層に分層

され、 1～ 5層 はShⅡ のスコリア質軽石を含む黒色土、黒褐色土で自然埋没である。 6層 はローム粒を含

む粘質の黒褐色土で坑底ピットの埋土である。伴出遺物はない。

58号土坑 (D地区)(第325図・P L18)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢM-09グ リッドに位置し、斜度 10°の傾斜面に立地する。規模は

推定270× 180cm、 深さ46cmである。平面形は上縁部は隅丸長方形、坑底は長方形を呈する。主軸方向は、

N-69°―Eを指す。坑底は平坦であり、深さ30～ 36cmの 3個の坑底ピットが長軸方向に並ぶが、その軸か

らはずれる 1個の坑底ピットの深さは17cmと 浅い。規模は径 3～ 5 cmで掘り方を持たない。覆土は 6層 に

分層され、 1～ 4層はShHのスコリア質軽石を多量に含む黒褐色土、暗褐色土、506層はロームブロッ

クが混入する黒褐色土で壁の崩落土であろう。伴出遺物はない。

60号土坑 (D地区)(第 325図・P L18)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢM-19020グ リッドに位置し、斜度 13°の傾斜面に立地する。規

模は252× 96cm、 深さ34cmである。平面形は上縁部は隅丸長方形、坑底は長方形を呈する。主軸方向は、N―

70°―Eを指す。坑底はやや凹凸があるが、少なくとも2個以上の棒状痕を持つ深さ38～ 44cmの坑底ピット

を長軸上に 3個有する。覆土は 4層に分層され、 102層 はShⅡ のスコリア質軽石を多量に含む黒褐色

土、 3層はローム粒を含む崩落土で自然埋没である。坑底ピットの埋土はロームブロックの混入が多い。

断面では明確にみられなかったが棒状痕は黒褐色土である。伴出遺物はない。
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65号土坑 (D地区)(第 325図 )

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢO-20021グ リッドに位置し、斜度 9°の傾斜面に立地する。規

模は348× 144cm、 深さ58cmである。平面形は上縁部は長楕円形、坑底は長方形に近い。主軸方向は、N―

88°―Wを指す。坑底は平坦であり、深さ5～ 26cmの坑底ピットを 7個有するが、長軸上に並ぶ坑底ピットは

深く東寄 りにある坑底ピット群は浅い。覆土は 5層に分層され、 1～ 3層はShⅡ のスコリア質軽石を多量

に含む黒褐色土、 4層はロームブロックを含む崩落土で自然埋没である。伴出遺物はない6

侶)I ttC類               :              |
32号土坑 (D地区)(第326図・P L16)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢP,09グ リッドに位置し、斜度 12°の傾斜面に立地する。規模は

180× 154cm、 深さ154chである。平面形は上縁部は円形、坑底は長方形を呈する。主軸方向は、N-79° ―W
を指す。坑底は平坦であり、深さ20～ 40cmの坑底ピットが不規則に 7個有する。覆土は 6層 に分層され、

1層はShⅡ のスコリア質軽石を多量に含む黒褐色土、 2層はスコリア質軽石を少量含む黒色土、 3層はロ

ームブロックの混入が多い崩落土で自然埋没である。 4層は鉄分の溶脱があり褐灰色土である。 5層の黒

褐色土は棒状痕と思われる。伴出遺物はない。

51号土坑 (D地区)(第326図 )

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢL-11グ リッドに位置し、斜度 6°の傾斜面に立地する。規模は

214× 126cm、 深さ44cmである。平面形は上縁部、坑底とも長楕円形を呈する。主軸方向は、N-85° 一Wを

指す。坑底は平坦であり、深さ9～ 22cmの坑底ピットを6個長軸方向に 3個ずつ 2列に有する。覆土は 8層

に分層され、 1～ 6層はShⅡ のスコリア質軽石を多量に含む流入±。 8層は坑底ピットの埋土である。磨

石の欠損部が 1点覆土中より出土している。

54号土坑 (D地区)(第326図 )

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢM-17グ リッドに位置し、斜度 10°の傾斜面に立地する。規模は

175× 121cm、 深さ74cmである。上縁部は楕円形、坑底は長楕円形を呈する。主軸方向は、N-74°一Eを指

す。坑底は平坦であり、深さ5～ 15cmの坑底ピットを9個不規則な分布で有する。覆土は 7層 に分層され、

ShHのスコリア質軽石は散在する程度で少ないがⅥ層を基調とし、自然埋没である。出土遺物はない。

130号土坑 (B地区)(第326図 )

Ⅵ層上面で中央部にⅣ B層混入の砂質土が広がる楕円形のプランを単独で検出した。Ⅳ B-16021グ リッ

ドに位置し、段丘面上のやや奥まった地点の平坦部に立地する。規模は207× 151cm、 深さ80cmで、上縁部

は楕円形、坑底は長方形の平面形を呈し、坑底に掘り方をもつ。主軸方向は、N-0° を指す。坑底ピット

を 7個有し、 4個は坑底の 4隅に配してある。覆土は13層 に分層されたが、 1層はⅣ B層の混入がみられ、

2層はSh Ⅱのスコリア質軽石を多量に含む。 3～ 11層 はⅥ層基調の自然埋没土で12層 は棒状痕 と思われ

る。13層はローム基調の掘 り方の埋め戻しである。伴出遺物はない。

131号土坑 (B地区)(第326図 )

Ⅵ層上面においてShHのスコリア質軽石が密集する楕円形のプランを単独で検出した。Ⅳ B-21グ リッ

ドに位置し、段丘面上のやや奥まった地′点の平坦部に立地する。規模は179× 155cm、 深さ98cm、 上縁部は

楕円形、坑底は隅丸長方形を呈する。主軸方向は、N-8°―Wを指す。坑底は平坦であり、深さ7～ 40cmの

坑底ピットを9個有する。覆土は14層に分層され、 1層はShⅡ のスコリア質軽石を多量に含む黒褐色± 2

～10層 はⅥ層基調、11012層 はVII層基調で自然埋没である。13層は棒状痕と思われる。伴出遺物はない。
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153号土坑 (B地区)(第 327図・P L19)

Ⅵ層上面において検出された。ⅣA-14グ リッドに位置し、140号土坑に切られる。規模は推定150× 131

cm、 深さ85cm、 上縁部は楕円形、坑底は円形を呈する。主軸方向は、N-2°一Eを指す。坑底は平坦であ

り、深さ25～ 27cmの坑底ピットを4個有するが 2個は坑底の縁にある。覆土は 8層に分層され、 1～ 6層

はⅥ層基調であるがShⅡ のスコリア質軽石はあまり含まない。7層 はロ
ニム基調の崩落土、8層は棒状痕

と思われる。自然埋没であろう。

154号土坑 (B地区)(第 327図・P L19)

Ⅵ層上面において検出された。ⅣA-25グ リッドに位置し、規模は径138cm、 深さ55cm、 上縁部・坑底と

も円形を呈する。坑底は平坦であり、深さ25～ 27cmの坑底ピット4個は坑底の縁にある。覆土は 7層 に分

層され、 1～ 5層 はⅥ層基調であるがShⅡのスコリア質軽石はあまり含まない。 6層はローム基調で堅緻

であることより埋め戻しと思われる。棒状痕は下部が鋭利であることが観察された。伴出遺物はない。

166号土坑 (B地区)(第 327図 )

Ⅵ層中位において単独で検出、ⅣB-13グ リッドに位置する。規模は172× 151cm、 深さ71cm、 上縁部は

円形、坑底は方形を呈する。主軸方向は、N-63°一Eを指す。坑底は平坦であり、深さ10cm前後の坑底ピ

ットを不規則に 7個有する。覆土は 4層に分層され、 1～ 3層 はⅥ層、 4層はローム基調の自然埋没土と

思われる。伴出遺物はない。

に)I ttD類

41号土坑 (D地区)(第 327図 )

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢQ-02グ リッドに位置し、斜度 7°の傾斜面に立地する。規模は

162× 124cm、 深さ76cm、 上縁部は楕円形、坑底は長方形の平面形を呈する。主軸方向は、N-31°―Eを指

す。坑底は平坦であり、深さ 8～ 14cmの坑底ピットを4個確認したが内 2個は坑底ピットとしては規模が

小さい。覆土は 6層に分層され、 1～ 6層 はⅥ層基調でShⅡ のスコリア質軽石は比較的含まない。 6層は

ロームの混入が多い崩落土と思われ、自然埋没である。伴出遺物はない。

47号土坑 (D地区)(第 327図 )

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢH-17グ リッドに位置し、斜度 6°の傾斜面に立地する。規模は

161× 125cm、 深さ44cmである。平面形は上縁部、坑底とも不整円形を呈する。主軸方向は、N-48°―Eを

指す。坑底は平坦であり、深さ5～ 10cmの ピット状の小穴がを3個確認されたが規模、位置から陥し穴に付

随する坑底ピットとは認めがたい。断面形は西壁が袋状になる。覆土は 3層 に分層され、 102層 はⅥ層

基調でShⅡ のスコリア質軽石は比較的含まない。 3層 はロームの混入が多い黒褐色土である。伴出遺物は

ない。

215号土坑 (A地区)(第327図・P L20)

Ⅵ層下部において単独で検出された。IV L-10グ リッドに位置し、小尾根の頂部に立地する。規模は219×

112cm、 深さ55cm、 上縁部は長楕円形で、坑底は隅丸長方形を呈する。主軸方向は、N-49°一Eを指す。坑

底は平坦であり、深さ約10cmの坑底ピットが 7個不規則に確認された。覆土は 5層 に分層され、 102層

はShⅡ のスコリア質軽石を含み、 405層 はロームを含む黒褐色土で自然埋没である。伴出遺物はない。

59号土坑 (D地区)(第328図 )

Ⅵ層上面において単独で検出された。ⅢM-09010014015グ リッドに位置し、斜度 11°の傾斜面に立地

する。規模は357× 208cm、 深さ84cmである。上縁部は不整楕円形、坑底は中央部がやや くびれた隅丸長方

形を呈する。主軸方向は、N-86°一Wを指す。坑底は平坦に整えられているが、深さ4～ 7 cmの ピット状
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ないし落ち込みが認められ、西壁に近い落ち込みの断面には棒状痕と思われる立ち上がりがあることより

坑底施設の可能性がある。覆土は 7層に分層され、 1～ 4層はShⅡ のスコリア質軽石を多量に、 507層

はロームを含む自然埋没土である。早期末葉の土器片が覆土中より出土している。

70号土坑 (C地区)(第328図 )

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢE-22023グ リッドに位置し、小尾根の末端に当たる傾斜面に

立地する。規模は270× 198cm、 深さ98cmである。平面形は上縁部不整楕円形、坑底は不整形である。主軸

方向は、N-28° 一Wを指す。坑底は平坦ではなく深さ約20cmの ピット状および落ち込みがみられる。覆土

は11層 に分層されるが覆土中位にロームブロック、ShⅡ のスコリア質軽石のプロックを含むなど堆積状況

が基本層序と異なることより風倒木跡の可能性がある。

(D Ⅱ群Al類

16号土坑 (D地区)(第 328図 O P L15)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢV-06グ リッドに位置し、斜度 11°の傾斜面に立地する。規模は

270× 140cm、 深さ50cm、 上縁部は長楕円形、坑底は隅丸長方形の平面形を呈する。主軸方向は、N-63°―

Wを指す。坑底は平坦で坑底ピットはない。覆土は 5層に分層され、 1層はSh Ⅱのスコリア質軽石を多量

に含む黒色土、 2層 はShⅡ を含む黒褐色土、 3層はロームブロックを含む黒色土、4層はShⅡ を含む黒色

土、 5層はローム粒を含む黒褐色土で、自然埋没である。伴出遺物はない。

29号土坑 (D地区)(第328図・P L16)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢQ-13グ リッドに位置し、斜度 17°の傾斜面に立地する。規模は

191× 148cm、 深さ約200cmである。平面形は上縁部は楕円形、坑底は隅丸長方形を呈する。主軸方向は、N―

42°一Eを指す。坑底は平坦で坑底ピットはない。覆土は 4層に分層され、スコリア質軽石はさほど含まれ

ず、 1層はⅣA層基調、 2層はⅥ層基調の暗褐色土、 3層はロームブロックを含む黒褐色土で自然埋没の

様相を示すが( 4層はローム粒を多量に含む砂質土で埋め戻しの可能性がある。出土遺物はない。

55号土坑 (D地区)(第329図・P L18)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢM-17グ リッドに位置し、斜度 10°の傾斜面に立地する。規模は

195× 150cm、 深さ114cm、 上縁部は楕円形、坑底は隅丸長方形を呈する。主軸方向は、N-84°―Eを指す。

坑底は平坦で坑底ピットはない。覆土は 4層に分層され、Ⅵ層基調であるがShⅡ のスコリア質軽石を含

む。伴出遺物はない。

208号土坑 (A地区)(第329図 O P L20)

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅣN-11グ リッドに位置し、尾根の頂部の傾斜面に立地する。規

模は211× 155cm、 深さ198cm、 上縁部、坑底とも楕円形を呈する。主軸方向は、N-78°一Wを指す。坑底は

平坦で坑底ピットはない。壁中位には地山の礫がみられその礫を壁面として用いている。覆土は 4層に分

層され、ShHのスコリア質軽石は含まない。覆土の堆積状況から、自然埋没であろう。出土遺物はない。

鯰)Ⅱ群 Bl類

27号土坑 (D地区)(第 329図 )

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢQ-17グ リッドに位置し、規模は150× 110cm、 深さ70cmで、平

面形は不整楕円形を呈する。坑底は平坦で断面形は坑底部より20cm上部からラッパ状に開く。覆土は 3層

に分層され、ShHのスコリア質軽石を多量に含むⅥ層基調である。伴出遺物はない。
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37号土坑 (D地区)(第 329図 )

Ⅵ層下部において単独で検出された。ⅢQ-07グ リッドに位置し、斜度 8°の傾斜面に立地する。規模は

204× 196cm、 深さ60cm、 平面形は円形を呈する。坑底部はテラス状の張り出しが認められる。覆土は 2層

に分層され、 1層はShHのスコリア質軽石を含むⅥ層基調の黒褐色土、 2層 は径30cmほ どの礫が 2個落ち

込んでおり、ロームが混入していることからも、人為的な埋没の可能性がある。伴出遺物はない。

66号土坑 (D地区)(第329図・P L18)

Ⅵ層上面において単独で検出された。ⅢT-02グ リッドに位置し、斜度 15°の傾斜面に立地する。規模は

166× 163cm、 深さ102cm、 平面形は円形を呈する。坑底は平坦で坑底ピットはない。覆土は 7層に分層さ

れ、検出面ではShⅡ のスコリア質軽石の集積がみられ、覆土はShHを 比較的含まない。406層 はローム

ブロックが混入し崩落土と思われ、自然埋没であろう。伴出遺物はない。

67号土坑 (D地区)(第330図・P L18)

Ⅵ層上面において単独で検出された。ⅢT-02グ リッドに位置し、斜度 14°の傾斜面に立地する。規模は

198× 173cm、 深さ119clrl、 平面形は円形を呈する。坑底は平坦で坑底ピットはない。覆土は 7層に分層さ

れ、検出面ではShⅡ のスコリア質軽石の集積がみられ、覆土はSh Ⅱを比較的含まない。 5～ 7層 はローム

ブロックが混入し崩落土と思われ、自然埋没であろう。伴出遺物はない。

68号土坑 (D地区)(第330図 )

Ⅵ層上面において単独で検出された。ⅢT-10グ リッドに位置し、斜度 24°の傾斜面に立地する。規模は

132× 129cm、 深さ86cm、 平面形は円形を呈する。坑底は平坦で坑底ピットはない。覆土は 7層 に分層され、

覆土はShⅡ を比較的含まない。 4～ 7層 はロームブロックが混入し崩落土と思われ、自然埋没であろう。

伴出遺物はない。

136号土坑 (B地区)(第330図 )

Ⅵ層上面において単独で検出された。ⅣA-11グ リッドに位置し、段丘面中央の平坦部に立地する。規

模は133× 126cm、 深さ55cm、 平面形は円形を呈する。坑底は平坦で坑底ピットはない:覆土は 3層 に分層

され、覆土はSh Ⅱを比較的含まない。 3層はロームブロックが混入し崩落土と思われ、自然埋没であろ

う。伴出遺物はない。

(η Ⅱ群 B2類

35号土坑 (D地区)(第330図 )

Ⅵ層下部において単独で検出、ⅢQ-08013グ リッドに位置する。規模は170× 146cm、 深さ30cm、 不整

円形を呈する。覆土は 3層に分層され、 102層 はShⅡ のスコリア質軽石を多量に含む。自然埋没であろ

う。伴出遺物はない。

82号土坑 (C地区)(第330図 )

Ⅵ層上面において単独で検出、ⅣK-06007グ リッドに位置する。規模は140× 114cm、 深さ26cmと浅い。

覆土は単層でShHのスコリア質軽石を含むⅥ層基調である。

120号土坑 (B地区)(第 330図 )

Ⅵ層上面においてⅣB-11グ リッドに位置する。規模は160× 145cm、 深さ26cmと 浅い。覆土は単層でⅥ

層を基調とし、下部に炭化物が混入している。自然埋没と思われる。

213号土坑 (A地区)(第330図 )

Ⅵ層下部において単独で検出。ⅣM-13グ リッドに位置する。規模は150× 144cm、 深さ32cm、 円形を呈

する。覆土中にこぶし大の礫を多く含むが 1層の褐色土はⅧ層基調で207号土坑と同一であることより時期
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は早期に帰属する可能性がある。

52号土坑 (D地区)(第 331図・P L17)

Ⅵ層下部において単独で検出、ⅢM-11グ リッドに位置する。規模は228× 220cm、 深さ30cm、 平面形は

円形である。坑壁はなだらかに立ち上がり掘 り込みは深 くない。覆土はⅧ層基調の黒褐色土で炭化物を含

む。覆土中から絡状体圧痕文土器 (第 339図 55)、 凹石、スクレーパーが出土している。

207号土坑 (A地区)(第331図・P L19)

Ⅵ層下部に置いて単独で検出、Ⅳ L-20グ リッドに位置する。規模は168× 131cm、 深さ31cm、 平面形は

円形で坑壁はなだらかに立ち上がり掘 り込みは深くない。覆土はⅧ層基調の褐色土である。覆土中から押

型文土器 (第337図 1)が伴出していることから、時期は早期前葉に帰属する。

鰺)Ⅱ群B3類

28号土坑 (D地区)(第331図 )

Ⅵ層下部において単独で検出、ⅢQ-17018グ リッドに位置する。規模は106× 98cm、 深さ50cm、 平面形

は不整円形を呈する。覆土はⅥ層基調のShⅡ のスコリア質軽石を含む黒褐色土で自然埋没と思われる。:規

模が小さいが立地からいえば陥し穴遺構の可能性もある。

76号土坑 (C地区)(第331図 )

Ⅵ層下部において単独で検出、Ⅲ J-07グ リッドに位置する。規模は114× 104cm、 深さ50cm、 平面形は

不整円形を呈する。覆土中から黒曜石の景J片が出土した。

138号土坑 (B地区)(第 331図 )

Ⅵ層上面において単独で検出。ⅣA-25グ リッドに位置する。規模は86× 80cm、 深さ30cm、 平石が覆土

上面にあり、覆土は淘汰が悪 く、人為的埋土の可能性が高い6

143号土坑 (B地区)(第 331図 )

Ⅵ層上面において単独で検出。IV B-17グ リッドに位置する。規模は162× 128om、 深さ48cm、 _円形を呈

する。覆土はⅥ層基調で 3層 は崩落土と思われロームブロック混入がみられ、自然埋没と思われる。

144号土坑 (B地区)(第 331図 )

Ⅵ層上面において単独で検出。ⅣA-20グ リッドに位置する。規模は68× 62cm、 深さ22cm、 平石が覆土

上面にあり、覆土は淘汰が悪く、人為的埋土の可能性が高い。

145号土坑 (B地区)(第 331図 )

Ⅵ層上面において単独で検出。ⅣA-20グ リッドに位置する。規模は74× 58cmく 深さ22cm、 平石が覆土

上面にあり、覆土は淘汰が悪 く、人為的埋土の可能性が高い。

147号土坑 (B地区)(第 332図)       :

Ⅵ層上面において単独で検出。ⅣA-19020グ リッドに位置する。規模は90× 70cm、 深さ30c血、円形を

呈する。 1層は淘汰の良い黒褐色土で、柱痕の可能性がある。

165号土坑 (B地区)(第 332図・P L19)

Ⅵ層下部において単独で検出。IVA-15グ リッドに位置する。規模は130× 125cm、 深さ44cm、 円形を呈

する。覆土は 5層 に分層され 1～ 4層はShⅡ のスコリア質軽石が多量に含まれる。 5層 は口,ム基調で、

自然埋没と思われる。

167号土坑 (B地区)(第 332図 )

Ⅵ層下部において単独で検出。ⅣA-15グ リッドに位置する。規模は130× 120cm、 深さ65cm、 円形を呈

する。覆土は 4層 に分層されShⅡ のスコリア質軽石が多量に含まれる。覆土上部に礫の混入がみられるが
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自然埋没の可能性が高く、周辺に礫の分布がみられることより、流入と思われる。

168号土坑 (B地区)(第 332図・P L19)

Ⅵ層下部において単独で検出。ⅣB-16グ リッドに位置する。規模は120× 102cm、 深さ40cm、 円形を呈

する。覆土は 3層 に分層されShⅡ のスコリア質軽石が多量に含まれる。自然埋没と思われる。本址と1650

167号土坑は立地が隣接しているとともに形態・覆土に類似性がみられ、同時期の可能性がある。

169号土坑 (B地区)(第 332図 )

i ⅥⅡ層上面において単独で検出。Ⅳ B Tllグ リッドに位置する。規模は137× 124cm、 深さ52cm、 円形を呈

する。覆土はⅧ層基調のパ ミスが含まれる。レンズ状の堆積より、自然埋没と思われる。

202号土坑 (A地区)(第 332図・P L19)i

Ⅵ層下部において単独で検出。Ⅳ L-14グ リッドに位置する。規模は104× 81cm、 深さ536m、 円形を呈す

る。土坑内にはこぶし大～径50cmの礫が充填され集石土坑である。覆土は 3層 に分層されるが 1層 はShⅡ

のスコリア質軽石が多量に含まれ、 2層はロームブロックが顕著に混入し、人為的埋没の様相を示す。礫

間より前期の諸磯 C式土器数イ団体 (第 356図4230424)が出土した。

209号土坑 (A地区)(第 332図 )

Ⅵ層下部において単独で検出。ⅣM-11グ リッドに位置する。規模は148× 140cm、 深さ44cm、 円形を呈

する。覆土は 3層 に分層されSh Hのスコリア質軽石が多量に含まれる。自然埋没と思われるも伴出遺物は

ない。

211号土坑 (A地区)(第 332図 )

Ⅵ層下部において単独で検出。ⅣM-11グ リッドに位置する。規模は124× 108cm、 深さ54cm、 円形を呈

する。覆土は 3層 に分層され 1層が 2・ 3層 を覆うことより、人為的埋没の可能性がある。 1層 はShⅡ の

スコリア質軽石が多量に含まれ、 2層は炭化物の混入がみられる。伴出遺物はない。

214号土坑 (A地区)(第 332図 )

Ⅵ層下部において単独で検出。ⅣM-06グ リッドに位置する。規模は170× 148cm、 深さ68cm、 不整円形

を呈する。覆土は 3層に分層され 1層はShⅡ のスコリア質軽石を含む。 2層 はロームブロックの混入がみ

られる。黒曜石の石核 1′点、景j片数点伴出している。

(ω Ⅱ群 B5類

134号土坑 (B地区)(第 333図 )

Ⅵ層上面において単独で検出6 1VB〒 17グ リッドに位置する。規模は94× 82cm、 深さ88cm、 不整円形を

呈する。断面形は底部が突出するV字状の不整形で覆土は 9層に分層され 1層はⅣ B層 を基調、 2～ 5層

はⅥ層基調、 8層はVII層基調とする。比較的堅緻である。形状、規模から隣接する135号土坑、ほか132号

土坑 (B地区)が類似するが用途は不明である。

149号土坑 (B地区)(第 333図 )

Ⅵ層上面において単独で検出。ⅣA-25グ リッドに位置する。規模は104× 96cm、 深さ66cm、 円形を呈す

る。覆土の 1層はしまり,の ない黒褐色土で柱痕の可能性がある。 203層 はⅥ層基調とし、しまりが良く
上し較的堅緻である。

151号土坑 (B地区)(第333図 )

Ⅵ層上面において単独で検出。ⅣB-13018グ リッドに位置する。規模は86× 84cm、 深さ52cm、 円形を呈

する。覆土の 1層は淘汰の極めて良好な黒褐色土で柱痕の可能性がある。 2層はⅥ層基調とし、しまりが

良く比較的堅級である,。


